
57-ROO3

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

0

ア メ リカの現状 と今後 の展望

A化 の 新 し い 波

昭 和58年3月

UIP旺 £

財団法人 日本情報処 理 開発協会



この報告書 は,日 本 自転車振 興会か ら競輪収益の一部で あ

る機械工業振 興資金 の補助 を受 けて昭和57年 度に実施 した

「海外 におけ る情報 処理 お よび情 報処理産業の実態調査」 の

一環 として と りまとめた もの です。







序

当 協 会 は,わ が 国 にお け る情 報処 理 産業 の発 展 に資す るた め,昭 和43年 以 来,

毎 年 海 外 に 調 査 員 を派 遣 し,ア メ リカお よ び ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報 処 理 関

係 の 諸 問 題 の 実 態 を明 らか に して ま い りま した 。本年 度調 査(ア メ リカ班)は,

ロー カル ・ネ ッ トワー クな どの 新 しい 技 術動 向,人 間 に 親 しみ易 い コ ン ピ ュ ータ

技 術,組 織 の 新技 術 へ の 適応 とい った面 か らオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 展 開

を調 査 す る こ と と し,関 連 の 国 際会 議 への 参 加 をあ わ せ,先 進 的 な 大 手 ユ ーザ ー,

メ ー カ ーな ど9ヵ 所 を訪 問 し,そ の動 向 を調 査 い た しま した 。

こ こに その結 果 を と りま と め,海 外 の情 報 処理 に関心 を もた れ る方 々の ご参 考

に供 したい と思 い ます 。

な お,本 調 査 実 施 に 当 って,ご 支 援,ご 協力 をた まわ った調 査訪 問先 等 関 係 各

位 に対 し心 よ り感 謝 の 意 を表 し ます 。

昭和58年3月
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調 査 の 概 要
、三 バ

::1'・1∴ ・緊□1、,ご ぽ ・'1,∴ ∴ ・ilt'i,z"・t,

1・ 目 的 川 川 パ ㍑ ぷ 、・ ・ぷ ・, ..",'i:t、 ・1・

海 外 諸 国 に お け る 情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業 に つ き,そ の 実 態 を 調 査 す る と

と も に 各 国 で の 発 展 の 背 景 と 今 後 の 動 向 を 把 握 し,わ が 国 に お け る 情 報 処 理 お よ

び 情 報 処 理 産 業 の 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。

2.調 査事 項

ア メ リカの オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン関 連分 野 に おけ る新 しい動 き

3.調 査 時期

昭 和56年10月9日(土)出 発

昭 和56年10月23日(土)帰 国

4.調 査 機 関

・TheEquitableLifeAssuranceSocietyoftheUnitedStates

(生 命 保 険 会 社)

・TheChaseManhattanBank(銀 行)

・MassachusettsInstituteofTechnology(大 学)

●UniversityofCalifornia ,LosAngeles(大 学)

・SecurityPacificNationa1Bank(銀 行)

・Ungermann-Bass,Inc(ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ プ ラ イ ヤ ー)

・Input(調 査 会 社)

・WellsFargoBank(銀 行)

な お,企 業 訪 問 に 先 だ ち,ニ ュ ー ヨ ー ク で 開 か れ て い たINFO'82(情 報 管 理

一1一



展示 会/会 議)に 参加 した。

5.調 査員

斎藤 甫 海上保安 庁水路部 編暦 課主任調査官

竺 ⌒← ∴ 、

1∵ ∴'. 、 、ll..t:

,:∫{]
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論1.総





es':… 論

は じ竺 に 、 ミ

当 協 会 が'ア メ リ'カの オ フ・イス ・オ ー トメ ー シ 。ンの動 向 につ い て 調 査 員 を派 遣

して 実地 に調 査 を始め た の は1978年 の こ どで あ る。`当時わが国 では オ フィス ・1オー

トメ ー シ ョン とい う言 葉 自体 ま だ 耳 新 しい もので あ り,『 オ ー トメ ー シ ョン 』と

い う言 葉 の響 きか ら,工 場 の オ ー ト メー シ ョン化 と同 様の イ メニ ジそ 語 られ る と

い った程 度 であ:っ'たd現 在 で は 『 ワー プ ロ教 育,'ワ ー プ ロ学 校 』な どの よ うに短

縮 化 した形 で人 口に 檜 夷 して い る ワ ー ド ・プ ロセ ッサ は,`殆 どの人 が その名 前 も

知 らな い と さえい え る状 況 で あ った 。'∴ ・)1'・ ・a'1'

一 方 ア メ リカで はtttSRLInte}nationalが 発表 した調査 結 果 を引金 と して,

オ フィ ス ・オrト メー シ 。ツ に対 す る関 心 が急速 に高 ま りつ つ あ った 。SRIの 調

査 とは,「1978年 まで の 過 去10年 間 にお け る労 働 人 口当 りの資 本 投 下 と生 産 性

の 向上 をみ る と,農 業 部 門 で は3万'5,000ド ル の投 資 に対 し185%の 生 産 性 向 上

を見,製 造 部 門で は2万5,000ド ル が投 じ られ て90%の 向上 があ った 。しか しオ

フ ィスで は,わ ずか2,000ド ルの 資 本 投 下 しか されず,.生 産性 向 上 は 無 きに 等 し

い4%に す ぎな か つた。 …・tr"」とい う;か の 有名 な調 査 で ある ・。・ 『 ・

技 術,特 に マ イク ロプ ロセ ッサ関 連 技 術 の進 展 に よ り,オ フ ィス機 器 に 『知 能 』

を組 込 む こ とが技術 的 そ して 経 済 的 に も可 能 にな って きた とい う背 景 もあ った 。.

先 進 ユ ーザ ー;一はti積 極 的 に オ フ ィス ・オr,ト メ「 シ ョンへ の 取組 み を始 め;調'

査 活動 か らパ イ ロ ッ ト ・プ月 ジ,エ ク トへ,更 に力 のあ るユ ー ザ ー は独 自仕様 の 機

器 開発 を行 うと ころ も出 て きた。 メ ー カ ー側 も,情 報処 理 部 門 の 専任 要 員 で な く

オ フ ィス の事 務 要 員 や管 理 者層 が 使 え る機 器,シ スデムの開発 を進 め る よ うにな っ

た 。 コ ン ピ ュー タ ー機器 メ ー カ ー,事 務 機 器 メー カーな ど参 入 企 業 も増 え,ま た

新 興 企業 の進 出 も相 次 ぐよ うにな って き た 。'・1・
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日本 で も79年 頃 か らオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンへ の 関 心 が高 ま り始 め,80

年 半 ば 頃 か らは ま さに ブ ー ム到・来 の観 を呈 し輪 西 た 。

今 回の ア メ リカの オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン実 態 調 査 は,数 えて4回 目の こ

とで あ る。78年 頃 と比 べ て の状 況 の 変化 とい った単 純 な 視点 では な く,総 合 シ

バ ロムト も ニ

ス テ ム 化 へ の 指 向,人 間 そ し て 人 間 組 織 と の 調 和 を 図 りつ つ の シ ス テ ム構 築 な ど

.いや ば 地 に ⇔ い た オ フ治 ス ㌔ オrト メ'一 シ 。 ツ へ の 取 組 み:,、言 い 換 え れ ば,OA化

・の 新 し い 波 と で ふ 言 う1べ ・き 状 況 を 調 査 じ よ・う'ど い う コも の で あ ち だ 已 ,..∴' 、 一

一 〉 会t']・`Si' 、.、 ・こ い

パ ー ソ ナ ル 化 の 波

マ イ ク ロ プ ロ セ 、ッ サ 技 術 の 発 展 に'よ り',コ ン ビ:ユ ー タ 能 力 が コ ン パ ク ,トな 形 で,

安 く か っ 大 量 に 供 給 さ れ る よ う に な っ た 。 今 ま で イ ン デ リ ジ ェ ン ズ(知 能)を 持

た な か っ た 諸 機 器 に こ れ が 組 込 ま れ る よ う に な っ た だ け で な く,・従 来 中 央 シ ス テ

ム'と し て 管 理 、・運 営 さ れ て き た コ ン ピ ゴ 「タ そ の も の が 手 軽 に 手 に 入 る よ う に な

っ た の で あ る 。 パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ビ ュ ー'タ,VSBC・(べ り一 ・ス モ ー ル ・ビ ジ ネ

ス ・・コ ン ビ・ユ ー タ),ビ ジ ネ ス ・マ イ ク ロ,スrパ ー ・パ ソ コ ン,パ ー ソ ナ ル ・

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,イ ン テ リ ジ ゴ ン ト ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン・・……等 の 名 で 呼 ば

れ て い る デ ス ク 下 ッ プ 型 の(ビ ジ ネ ス 用)・ 超 小 型 コ ン ピ ュ ー タ が そ れ だ 。

こ れ らの 高 性 能 超 小 型 コ ン ピ ュ ー タ は,利 用 者 側(ユ ー ザ ー),提 供 者 側(メ

ー カ ー 及 び デ ィ ー ラ ー 等)双 方 に 大 ・き な イ ン パ ク ト を 与 え て い る 。

利 用 レ ベ ル で は,コ ン ピ ュ ー タ 能 力 が エ ン ド ・ユ ー ザ ー 部 門 の 個 人 の 手 に 渡 っ

た こ と で あ る 。 個 人(あ る い は ご く 小 人 数 の グ ル ー プ)が そ の ロ ー カ ル な ニ ー ズ

に 適 し た 情 報 処 理 シ ス テ ム を 持 て る よ う に な る わ け だ 。 各 種 デ ー タ 処 理,ワ ー ド ・

プ ロ セ シ ン グ,エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル,日 程 管 理,グ ラ フ ィ ッ ク処 理 等 そ

の 応 用 範 囲 は 幅 広 い 。 そ し て こ れ が 他 の ロ ー カ ル ・シ ス テ ム や 中 央 の デ 一 夕処 理

シ ス テ ム と 整 合 あ る い は 相 互 接 続 さ れ る こ と で 巨 大 な 情 報 シ ス テ ム が 構 築 さ れ て

ゆ く こ と に な る 。

企 業 のDP(デ ー タ 処 理 担 当)部 門 へ の 余 波 も生 じ る 。 エ ン ド ・ユ ー ザ ー(D
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P部 門 で ない 実 務部 門)が コ ン ピ ュニダ ・;:パ1ワ≡ を持 つ結 果,DP部 門 は エ ンド・

ユ.一 ザ ーの 三 ・一ズ に,:よ り敏感 にな ら:ざ る を得 な くな って くる。 エツ ド ・.ユー

ザ ー とDP部 門 の 間 に 新 しい相 互 協力 関係 が打 ち 建 て られ てゆ く原 動 力 とな るの

で あ る。'・.一'.・

提 供側 へ の イ ンパ ク ト,は1,生 産 と流 通 の面 に端 的 に 現 われ て い る。 つ ま り,低

価格 製 品 の 大量 生 産 や 多 品種 生 産 そ し て その販 売 は,従 来 の 汎 用 コ ン ピュー タ 製

造 ・販 売 方 法 とは 全 く異 る もの で あ る 。生産 ラ イ ンの 整 備,合 理 化 は勿 論,製 品

の検 査,,サ ポ ー・ト体 制 に 於 て もそ れ な り'の対応 が 図 られ な けれ ば な らない 。

これ は 当 然 販 売方 式 の 変更 も引 き起 す 。 よ り効 果 的 で収 益 性 もよい流 通 経 路 を

確 立 しな けれ ば な らな い 。 小売 店 舗 チ ェー ンの創 設,有 力 小 売業 者 との 提 携,シ

ス デム ・ハ ウス の利 用,通 信 販 売,異 業 種 企 業 との 提 携等 さま ざ まな方 法 が採 ら

れ てい る のは,い ず れ もこの道 の模 索 に 他 な らな い 。

さて,デ ス ク トップ ・タ イ プの 超 小 型 機 で最 近特 に 注 目 され て い るの は,い ろ

い ろ な オ フ ィス機能 が 行 え,専 門職 や管 理 職 をそ の 利 用 対象 とした シ ス テム で あ

る。パ ー ソナ ル ・ワー クス テ ー シ ョン,イ ンテ リジ ェ ン ト ・ワー クス テ ー シ ョ ン,

ス ーパ ー ・パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュータ な どと称 され る もの で あ る 。同様 な シ ス テ

ム で あ りなが ら,い ろい ろな 名前 で 呼 ば れ てい る最 大 の 理 由 は,発 生 的 に大 き く

2つ の 流 れ を背 景 と して い るか らで あ る。

イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル とパ ー ソナル ・コ ン ピ ュータ の流 れで あ る。 前

者 を源 とす るパ ー ソナ ル ・ワー クス テー シ ョンの 例 と しては,ConvergentTech-

nologies社 のIWSシ リ ー ズ が,ま た後 者 の 例 と してはThreeRivers社 のP

ERQが あ る。

これ ら2つ の 大 きな流 れ の 他 に,豊 富 な機 器 構 成,市 場,ソ フ トウ ェア,各 種

周 辺機 器 の増 設 能 力 とい った面 で はSBC(ス モ ー ル ・ビジ ネ ス ・コ ン ピュー タ)

が,ワ ー ド ・プロセ シ ン グ ・ソ フ トウ ェア,使 い 易 さ,人 間 工 学 的 デザ イ ン,デ

・イス プ レ イ機 能 な どの 面 で は ワー ド ・プロ セ ッサ の 技 術発 展 が 寄 与 して きた 。

専 門職,管 理 職 を対象 と した こ のパ ー ソナル ・ワ ー クス テ ー シ ョ ンは,今 後 の

一5一



オ フ ィ ス ・ オ ご ト メ ー シ ョ ン の 展 開 に 非 常 に 重 要 な 役 割 を 果 す と み ら れ る 。

既 に 約20社 か ら こ う し た 製 品 が 発 表 さ れ て ↓・る 。 注 目 さ れ る こ と は,8010

Starワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 開 発 し たXerox社 めPARC(パ ロ ア ル ト研 究 所)の

技 術 を 継 承 し た も の が 多 い 点 で あ る 。

例 え ば,ヒoッ ツ バ ー グ のThreeRivers社 のPERQは,ロ ー ゼ ン(B.Rosen)

同 社 副 社 長 の カ ー ネ ギ ー ・メ ロ ン 大 学 で の 研 究 にXeroxPARdで の 経 験 を 生 か

し て 開 発 さ れ た も の で あ る 。 ま た,『ConvergentTechnologies社,Western

ResearchLab.社,Metaphor社 な ど は い ず れ もPARCに 在 籍 し て い た 技 術 者

た ち に よ り 設 立 さ れ た 企 業 で あ る 。 こ の 他 に も 設 立 準 備 が 進 め ら れ て い る 会 社 が

あ る と い わ れ て い る 。択

こ の 他 注 目 さ れ る メ ー カ ー と し て は,ApolloComputer社,Axxa(Anacon-

da-Ericsson)社 な ど が あ る 。83年 に な っ て か ら は,AppleComputer社 が

Lisaを 発 表,Star'に 優 る と も劣 ら な い 優 れ た マ ン マ シ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス を

実 現 し 話 題 を 呼 ん で い る 。 ま た,MIT(マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大)で 考 案 さ れ,

WesternDigita1社 が 開 発 を 続 け て き た32ビ ッ ト ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,Nu

Machineの 開 発 をTI(TexasInstrument)カs引 継 ぐ と い っ た 最 近 の 動 き も

あ る 。"㌧

更 に,今 後 発 表 さ れ る と 予 想 さ れ て い る パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ の 上 位 機 種

諸 製 品 あ る い は ス ー パ ー ミ ニ コ ン ビ 三 一 タ の エ ン ト リ ー ・レ ベ ル 製 品 に は,多 機

能 ワ ー ク ス テrシ ョ ン 機 能 が 盛 込 ま れ て ゆ く と 見 ら れ る 。DPの 非 専 門 家 を 対 象

と し1;様 々 な オ フ ィ ス機 能 を 有 す る ワLク ス テ ー シ ョ ン は パ 今,大 き な 動 き を 見

せ 始 め て い る 。

た だ 現 在 の と こ ろ,大 き な ネ ッ ク と な っ て い るの は そ の 価 格 で あ る 。 通 常 の パ

ー ソ ナ ル ∵ コ ン ピ
ュ ー タ や タ ー ミ ナ ル に 比 べ,こ れ ら ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は 非 常

に 高 額 な の が 通 例JXeroxのStarに 比 べ れ ば 驚 異 的 に 安 い と 言 わ れ るAppleの

Lisaで も9,995・ ドル で あ る 。'業 界 観 測 筋 の 中 に は,こ の 程 度 の 価 格 で あ れ ば,

あ と は 機 能 が 問 題 と 評 す る と こ ろ も あ る が,オ フ ィ ス 内 に 数 多 く 設 置 さ れ,か な
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りの 冗 長度 を許 した使 われ 方 をす るこ とを考 え れば,価 格 は ま だ ま だ大 きな ネ ッ

クと言 って い い だ ろ う。
L

先 進 的 なユ ー ザ ーは,積 極 的 に こ う した ワー クス テ ー シ ョンの 導 入 を進 めて い

ると こ ろ も少 ぐない 。 しか しなが ら,価 格 面 そ して ユ ーザ ー ・イ ン タ フ ェー ス を

含 め た機能 の 評 価 の た め もあ り,試 用 台 数 を徐 々に増 や してい ると い うの が 大勢

の よ うだ 。

統 合 化の 波

企業 中 枢 のDP部 門 に よ る処 理 対 象 か ら外れ た ロ ー カル な ニ ー ズ1散 発 的 な ニ

ー ズ あ るい は非 定 型 的 な業 務 を吸 収 した だ けでは オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ'・ン ・

シ ス テム と して は不 十分 な 場 合 が少 くない 。

異 った処 理 機 能 の結 合,各 種 機 器(特 に 記憶 装 置 や入 出力 装置)の 共 有,つ ま

りは リソー スの共 有 が 図 られ な け れば な らない 場 合 が あ る。 しか し この 場合 で も

オ フ ィス ・シス テ ムで あ る こ と を忘 れ て は な らな い 。機 器 の 追加 や 変 更,設 置 場

所 の変 更 が 日常 的に行 わ れ うるの で あ る。 従来 の タイ ム シ 土ア リン グ ・シス テム

の よ うな 柔軟 性 に乏 しい ネ ッ トワ ークで は 対応 が 難 しい 。 また,応 答 待 ち時 間 も

最 小 に な るよ うな もの が求 め られ る 。

こ う した要 求 に よ り新 た に 登場 し たの がLAN(ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー

ク)あ るい は単 に ローカル ・ネ ットワー クと呼ば れ る もの で あ る。 企業 内 それ も一

構 内程 度 の 比 較 的 狭 い地 域 で,各 種 周 辺 端 末装置 や タ ー ミナル,様 々なOA関 連

機 器 を,効 率 と信頼 性 を落 す こ とな く結 びつ ける高 速 デ ー タ通 信 網 で あ る。,勿論

企 業 内 デ ータ処 理 ネ ッ ト ワー ク と して も使 わ れ るが ○ よ り大 きな イ ンパ ク トを考

え る と,オ フ ィス ・・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ステ ムの ネ ヅ トワー ク とい うこ とに な

る。1'・'、

ワー ド ・プロ セ ッサ,大 容量 フ ァイ ル装 置,多 機 能 パ ー ソナル .・ウニ ク ス テ ー

シ ョン,フ ァク シ ミリ,イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・コ ピヤ ー,光 学式 読 取 装 置,高 品位

プ リ'ンダ,つ マ'一ソナル ・コ ン ビ 三一 タ,各 種 ター ミナル等 様 々な 機 器 が 有 機 的 に
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結 び つ き,{'リ～ツ ー ス を共 有 し合 づ。 とのLAN"が,更 に 別 のLAN'に ・直 接 あ・る い

は 衛星 通 信 回 線 等 の 長 距 離 回線 を介 して結 び つ く。 オ フ ィス∴ ジ ス テ ム と して の

L遙Nぱ,中 央:の デ ー タ処 理'シ ス テ ム とも接 続 され パ 巨大 な デ ー タベ ース そ して

処 理 能 力 を も手 中 に す る。管 理 者層 は;ワ ー クス テー シ 。ンを操作 す る こ とで,

欲 じい時 に はし、つ で もピ欲 しい デ 一 夕 を欲 しい形 で(例 えば 各 種 グ ラフ等)手 に

入 れ るこ とが で き る。 当然 な が ら,専 門 職,事 務 職 の生 産 性 向 上 も達成 され る 。

ネ ッ トワー ク を介 した エ レ ク ト ロニ ック ・メ ー ルや ボ イ ス ・メー ル を駆 使 す る こ

とで,コ ミュニ ケ ー シ ョンの質,効 率 も向 上 す る。

大規 模 組 織 に於 る こう したOA"シ ス デ ム は',一 つ の究 極 像 と言 え るか もしれ な

い 。一しか し全 ての 組 織 に於 て こ う した統 合 ジス テ ムを 目 ざすべ き,と い う もの で

もな い 。OAネ ッ ト ワ'一ク と デ ータ処 理 ネ ッ トワ'一クの分 離,閉 じた小 さな ネ ッ

トワー クの併 存,あ るい は 単体OA機 器 の 利 用 な どの方 が 望 ま れ る場 合 も少 く な

い;要 は そ の組 織 が何 を必 要 と し,そ れ に最 も適 し た シ ス テ ムは 何 か とい うこ と

で あ る。例 え ば相 互 に参 照 す る可能 性 が殆 ど無 い デー タ ・フ ァイル を ネ ッ トワー

クで結 びつ け て も,複 雑 性 や コ ス'トが増 す だ けで メ リ ッ トが無 い の は 明 らか だ ろ

う。

ネ ッ トワー ク化 に よ りリ ソー スの 共有 を図 る こ とは,一 つの 問 題 を もた らす 。

セ キ ュ リテ ィ上 の 問 題 で あ る 。中 央 の デ ー タ処 理 シ ステ ムに は,往 々に して 企業

の機 密情 報 が 入 れ られ て い る。人 事 フ ァイル な ど デ リケ ー トな情 報 も少 くな い 。

こ う した フ ァイル へ の ア クセ ス が組 織 の 末端 か ら も可能 に な る こ とは,セ キ ュ リ

テ ィ上 問 題 が 大 きい 。 この 意 味 か ら も,ネ ッ トワー クに よ って は独 立 した閉 じた

形 に した方 が い い もの が あ るの は 明 らか とい え よ う。

ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー クの導 入 に 当 って は,そ れ に よ り何 を求 め るか

とい う面 だ け で な く,導 入 に よ る マ イ ナ スの イ ンパ ク トを考 慮 して 検 討 を進 めな

けれ ば な らな い の で あ る。

導 入 に 当 って,具 体 的 に 誰 が イニ シア テ ィブを とるか,と い うこ と も問 題 で あ

る。各 部 門 が それ ぞれ 独 自 に行 うのか,既 存組 織(例 えば総 務部 やEDP部 門)
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が全 責 任 を 担 うの か,新 た な推 進 組 織 を編 成す べ きな のか,と い った こ とで あ る。

こ こで も画 一 的 な解 答 は 無 い とい え る。・た だ,EDP部 門 が か な りの 役 割を担 うこ

とは 間違 い な い だ ろ う。特 に よ り大 き な ネ ッ トワー クの構 築 や ・併 存 す る他 ネ ッ

ト ワー クと の 整合 性 が求 め られ る場 合 は な お さ らだ 。

組織 と調和

さて,い く らす は らしい 機 器 や 優 れ た シ ステ ム が手 に入 るか らと言 って,闇 雲

に導 入 して も成 功 は お ぼ つ か ない 。 それ を使 う人 そ して組 織 との調 和 が 図 られ な

けれ ば な らな い の で あ る。

人 間 個 人 と機 械 の問 題 は,マ ンマ シ ン ・イ ンタ ー フ ェース の 問 題 と言 うこ とが

で きよ う。 コ ン ビ。ユ一 夕 の専 門家 で は な い オ フ ィスの 人 々が使 うとい う こ とが 大

前 提 で あ る 以 上,機 器 は 使 い易 く親 しみ易 い もの で な けれ ば な らない 。操 作,コ

マ ン ド入 力 は容 易 で わ か り易 くな け れ ば な らな い 。 ・

マ ウス,タ ッチ ・セ ン ターCRT,音 声認 識,音 声 ガ イ ド,フ ール プル ー フな操

作 手 順,簡 単 な コ マ ン ドな どが こ う した手 助 け とな ろ う。 出力 面 で は,ハ ー ド/

ソ フ ト ・コ ピー共 高 品 位 の もの が求 め られ る し,グ ラ フ ィ ックな ど理 解 し易 い 出

力 形 態 が 必 要 と され よ う。

機 器 の 物 理 的側 面 も重 要 だ。 床 か ら キ ー ボー ドま での 高 さ,キ ー ボー ドの 傾 き,

キーの 形 状 ・配 置,CRTの 大 き さ,デ ィス プ レ イの 色 ・輝 度 ・彩度,CRTの 外

光 の反 射 度,フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク等 補 助 記 憶 装 置 の 位 置,イ スの 形 状 一 …等 々

い わ ゆ る人 間 工学 的 配 慮 が 必 要 で あ る。

しか しこ れ だ け で は十 分 とは言 え な い 。組 織 の 構 成 員 と しての 人 間,そ して組

織全 体 との調 和 が 図 られ な けれ ば な らない 。

シス テム と して の組織 は,そ の 目的 の遂 行 が行 われ るが,組 織 は こ うした 合 目

的 的な 側 面(テ ク ニカ ル ・サ ブシ ス テム)だ け を持 ってい るわ け で は な い 。 環 境

に適 応 し生 きの びて い く柔 軟 性 の 源 と もい うべ き面(ソ ー シ ャル ・サ ブシ ス テ ム)

もあ る。組 織 は これ らサ ブ シス テ ムの 総体 と して把 え られ るの で あ る。
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組 織 の 構 成 員 と しての 人 間 は,テ クニ カル ・サ ブ システ ムの 構 成 員で あ る と同

時 に ソー シ ャル ・サ ブシ ス テ ムの 構 成 員 で もあ る。 オ フ ィスへ のOAシ ス テ ム の

導 入 に 当 って は,テ クニ カル ・サ ブ シス テム で の利 用 とい う観 点 に終 始 し たの で

は片 手 落 ちな の で あ る。

組 織 を総 体 的 な シ ステ ム と して 把 え,そ れ との 調 和 を図 りなが らOA技 術 が 導

入 され て ゆ くよ うに な れ ば,そ の 組 織 はOA技 術 に対 しよ り優 れ た適 応 を示 す よ

うに な ろ う。 メ ー カ ーが指 定 し て い る機 能 以 上 の もの をその シス テ ム か ら引 出 し,

あ るい は 新 た な機 能 をユ ー ザ ー 自 らの手 に よ って付加 して ゆ くとい う こと も考 え

られ る。A.ト フ ラ ーが 「第 三 の 波 」 で語 った"プ ロシ ュー マ ー"に 近 い概 念 が

現 実 の もの とな る,と も言 え そ うだ 。

OAシ ス テム の 具 体 的 な導 入 策 とい うこ とで は,組 織(企 業)内 教 育 が 重 要 で

あ る。 当 該 シ ス テ ムが使 い易 く馴 染 み易 い もの で あ る こ とを知 らせ,そ の使 用 を

習 得 さ せ る と と もに,そ の シ ス テ ム の組 織 に 於 る位 置 づ け,意 義,使 用 者 との係

わ り とい った こ と も認 識 させ,シ ス テ ムの 積 極 的 な利用 へ 導 くの で あ る。 組 織 横

断 的 な"推 進 プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム"を 編 成 し,EDP部 門 が これ を補 完 す る と

い うの が最 も現 実的 な 方 策 とな ろ う 。
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1.INFO'82(国 際 情 報 管 理 展 示 会/会 議)

第9回 国 際 情 報 管 理 展示 会/会 議(INFO'82)は,10月11日 か ら14日 にかけ

て,ニ ュー ヨ ー ク市 マ ンハ ッタ ンの ニ ュー ヨー ク ・コ ロシ アムで 開催 され た 。

82年 の 情報 処 理 関 連分 野 で は 東海 岸 最 大 規 模 の イベ ン トだ った こ と もあ り,コ

ロシ アム の4フ ロア全 て を埋 めた 展示 会 場 には4万250人 が訪 れ,ま た61を 数 え

た会 議 セ ッシ ョンに も記 録 的 な 出席 者 が あ っ た。

目 玉 は ソ フ ト ウ ェ ア ・セ ン タ ー

今 回 の展 示 出品 企 業 数 は 過 去最 高 の333社 に の ぼ り,様 々な 製品,サ ー ビスの

趣 向 を凝 ら した 展 示 が 行 わ れ た 。

展示 品 は,① ア プ リケ ー シ ・ン,問 題解 決 方 法 及 び手 段,② サ ー ビス,③ 製 品

の3つ に大 別 され,展 示 ガ イ ドが 作 られ た が,こ の ガ イ ドに よ り分 類 され た延 べ

展示 者 総 数 は1,539に も達 した。

表1は,出 席 企 業 を ア ル フ ァベ ッ ト順 に示 した もの で あ る。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン関連 製 品/サ ー ビスの 展 示が 中 心 で,IBM,Xe-

rox,Wangと い った 中核 メー カ ーの ブー ス が きわ立 って賑 わい をみ せ て い たが,

RaytheonDataSystems,LanierBusinessProducts,Datapoint,Four

Phaseな どの新 製 品 も人 目を引 い て い た 。 ま た,革 新 的 な製 品 を持 ち な が ら,出

資 会 社 との トラ ブル で財 政 難 に陥 り,事 実 上 事業 を停 止 してい たAxxaが,Ana-

conda-Ericssonの 子 会社 と して 装 を新 たに 再 登場,積 極的 な デ モ ンス トレー シ

。ンを行 って い たの も注 目 され た 。

出品 各社 は,入 場 者 の 規 模 や質 に満 足 して い る とい わ れ てい る。 シ ョーの マ ネ

ジ メ ン トを 行 って い るClapp&Poliak社 に よれ ば,シ ョーの期 間中 に 出品社 の

70%が83年 の 展示 小 間の 予約 を行 い,25%は 展 示 ス ペー スの 拡 張 を 決 め て い
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・ 表1:INFO

ABCEIectronicSalesCo.,Inc.

99HilsideAve.,WillistonPark,NYll596

AFServicesInc.
5422LenaSt.,PhiladelPhia,PA19144

'82出 展 企 業

AcornComputersLtd.

FulbouroneRd.,CherryHinton,CambridgeCB14JN

England

Addison-WesleyPublishingCompany,Inc.

ComputerSoftwareandApplications

OneJacobWay,Reading,MAO1867

AdministrativeManagementMagazine

51MadisonAve.,NewYork,NY10010

AfftonProductsCompany,Inc.

419E.91stSt、,NewYork,NYlOO28

Altertext

211CongressSt.,Suite400,Boston,MAO2110

AmcorComputerCorp.

1900PlantsideDL,Louisville,KY40299

AmericanComputerGroup,Inc.

P.0.Box68,KenmoreSta.,Boston,MAO2215

AmericanSeatingCompany

OfficeSystemsFurnitureDivision

901BroadwayN.W.,GrandRapids,MI49504

AmericanSoftware,Inc.

443E.PacesFerryRd.,Atlanta,GA30305

AmericanTelephoneandTelegraph

BusinessMarketingDivision

225LittletonRd.,MorrisPlails,NJO7950

Anaconda・EricssonInfolmationSystems,Ipc.

AxxaDivision

l50E.58thSt.,NewYork,NY10022

AnalystsIntemationalCorporation

295MadisqnAve.,Suite930,NewYork,NY10017

AnchorPadInternational

3224ThatcherAve.,MarinaDelRey,CA90291

AndersonJacobson,Inc.

1PennPセ.,NewYork,NY10119

AppliedDataCommunications

14272ChambersRd.,Tustin,CA92680・6998

AppliedScienceAssociates,Inc.

P.O,Box158,1E,CruikshankRd.&Route8

Valencia,PA16059

AssociationforSystemsManagement

l95MontagueSt.,Brooklyn,NY11201

AtlasBusinessFormsCorporation

lgW.44thSt.,NewYork,NY10036

(ア ル フ ァベ ッ ト順)

AuerbachPublishers

6560N.ParkDL,Pennsauken,NJO8109

BBNComputerCorporatiqn

33MoultonSt.,Cambridge,MAO2238

BankersBox/RecordsStorageSystems
DivisionofFellowesManufacturingCompany
1789NorwoodAve.,Itasca,IL60143

BarristerInformationSystemsCorp.

42Broadway,NewYork,NY10004

Bell&Howell

InteractiveCommunicationsDiVision

7100McCormickRd.,Chicago,IL60645

BritishTradeDevelopmentOffice

150E.58thSt.,NewYork,NY10155

BurroughsCorporation

BurroughsPl.,Detroit,MI48232

LloydBushandAssociates

156WilliamSt.,NewYork,NY10038

BusinessEquipmentTradeAssociation

8,SouthamptonPL,LondonWCI,UnitedKingdom

CMPPublications,Inc.

InformationSystemsNews

111E.ShoreRd.,Manhasset,NYllO30

CPTCorporation

8100MitchenRd.,Minneapolis,MN55440

CambridgeComputerAssociates,Inc.

222AlewifeBrookPky.,Cambridge,MAO2138

CandleCorporation

10880WilshireBlvd.,Suite2404

LosAngeles,CA90024

Centec,Corp.

11260RogerBaconDr.,Reston,VA22090

CincomSystems

2300MontanaAve.,Cincinnati,OH45211

ClimarComputersLtd.

GranhansRd.,GreatShelford,Camblidge,GreatBrltam

ColeBusinessFurniture

DivisionofLittonBus.SystemsInc.

P.0.BoxM26,York,PA17405

Com/Peripherals,Inc.
87WaterMillLn.,GreatNeck,NY11021

CommodoreBusinessMachines

PersonalComputerDivision

487DevonParkDr.,Suite2eO,Wayne,PAl9087

Compucorp

2211MichiganAve.,SantaMonica,CA90404
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CompuScan,Inc.

MarketingDiVision. 、

81TwoBridgesRd.,Fairfield,NJO7006

ComputerAutomation,Inc.
CommercialSystemsDivision
2181DupontDr.,Irvine,CA92713 .

ComputerBusinessNews
ADivisionofCWCommunications/lnc.
375CochituateRd.,Box880,Framingham,MAO1701

ComputerConsoles,Inc.

1212Pittsford・VictorRd.,Pittsford,NY14534

TheComputerConsultingCenter,Inc.

575EighthAve.,19thFL,NewYork,.NY10018

ComputerCorporationofAmerica

675MassachusettsAve.,Carnbridge,MAO2139

ComputerDecisions

HaydenPublishing

50EssexS仁,RochellePark,NJO7662

ComputerDevicesInc.

25NorthAve.,Burlington,MAO1803

ComputerDiscountofAmerica

15MarshallHillRd.,WestMilford,NJO7480

TheComputerFactory

485LexingtonAve.,NewYork,NY10017

ComputerMaintenance&LeasingCorporation

1535031stAve.N.,Minneapolis,MN55447

ComputerManagementResearch

20WatersidePlz.,SuiteIC,NewYork,NYlOO10

ComputerPicturesCorporation

20BroadSt.,Boston,MAO2109

ComputerSense,Inc.'
206FifthAve.,NewYork,NY10010

ComputerTransceiverSystems,Inc.

E.66MidlandAve.,Paramus,NJO7652

Computerworld
ADivisionofCWCommunications/lnc.
375CochituateRd.,Box880,Framingham,MAOl701

ComputronTechnologiesCorporation

l50MeadowlandPky.,Secaucus,NJO7094

Comshare,Inc.'

300iS.StateSt.,AnnArl)or,MI48104

ComvestrixCorporation

1501Broadway,NewYork,NY10036

CondorComputerCorporation

2051S.StateSt.,AnnArbor,MI48104

TheConferenceBookSerVice,Inc.

80S.EarlySt.,Alexandria,VA22304

ConsumerSystemsSerVicesGroup,Inc.

110031stSt.,DownersGrove,IL60515

TheCordesGroup,Inc.・

4011W.Clarendon,Phoenix,AZ85019

Courage
200ParkAve.,NewYork,NY10017

Crowley's/RadioShackDealer
RD.3,P.0.Box570,WhitehouseStation,NJO8880

CullinaneDatabaseSystems,Inc.

400BlueHMDr.,Westwood,MAO2090

CuneiFormsPriltingCompany

17BatteryPl.,NewYork,NY10004

Curtis10001nc.
1000CurtisDr.,Smyrna,GA30080

CyberneticsResourceCorporation
10MapleSt.,PortWashilgton,NY11050

CyborgSystems,Inc.'

2N.RiversidePlz.,Suite2160,Chicago,IL60606

DanylCorporation

1509GlenAve.,Moorestown,NJO8057

DataDecisions

20BraceRd.,CherryHill,NJO8034

DataGeneralCorporation

633ThirdAve.,NewYork,NY10017

DataSources

20BraceRd.,Suite110,CherryHin,NJO8034

DatafileLimited

5BeekmanSt.,NewYork,NY10038

Data・Mate

TheMaineManufactu血gCompany

P.O.Box408,Nashua,NHO3061

Datamation

875ThirdAve.,NewYork,NY10022

DatapointCorporation

9725DatapoilltDL,SanAntollio,TX78284

DataproResearchCorporation

l805UnderwoodBlvd.,Dekan,NJO8075

DatelSystemsCorporation

DatelStoresofNewYork

1211Ave.oftheAmericas,NewYork,NY10036

DialogInformationSerVices,Inc.
'3460HillviewAve .,PaloAlto,CA94304

.

A.B.DickCompany

AutomatedOfficeSystemsDivision

1290Ave.oftheAmericas,NewYork,NYlOO19
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DictaphoneCorporation

l2001dPostRd.,Rye,NYlO580

DigitalEquipmentCorporation
CorporateTradeShowDepartment
129ParkerSt.,PK3-1/M36,Maynard,MAO1754

DigitalPathwaysInc.

1060E.MeadowCir.,PaloAlto,CA94086

DigitanSystems

500716thAve.,Brooklyn,NY11204

DirectoryDatabaseInc.ComputersRDigitalDivision

P.0.Box

J.Navesink,NJO7752

DistributronMarketingCorp,

60AustinBlvd.,Commack,NY11725

DranetzEngineeringLaboratories,Inc.

1000NewDurhamRd.,CN・91,Edison,NJO8818

EKMAssociatesInc.

342ConsumersRd.,Toronto,OntarioM2JIP8,Canada

EastハVestNetwork,Inc.

34E.51stSt.,NewYork,NY10022

TheEasternManagementGroup

520SpeedweUAve.,MorrisPlains,NJO7950

EastmanKodakCompally

BusinessSystemsMarketsDivision

343StateSt.,Rochester,NY14650

ElectronicDataSystemsCorporation

SoftwareProductsDivision

7171ForestLn.,Dallas,TX75230

ElectronicRepresentativesAssociation

20E.HuronSt.,Chicago,IL60611

ElsevierSciencePublis}tingCompany,Inc.

North-HollandPublishing

52VanderbiltAve.,NewYork,NY10017

EmployeeCommunicationServices

757ThirdAve.,NewYork,NY10017

EverReadyLabe'1Corp.'

357CortlandtSt.,Belleville,NJO7109 ・ .,
ExpertelOn・LineTypographicServices`

300ParkAve.S.,NewYork,NY10010

コ
ExxonOfficeSystemsCgmpahy・

777LongRidgeRd.,Stamford)CT.06904「

FinalIV-Miningham&・Oellerich,Inc.

225Broadway,NewYork,NY10007

FormscanLimited

ApexHouse,WestEnd,Frome,Somerset,BAll3AS

UnitedKingdom'

Four-phaseSystems,Inc.

10700N.DeAnzaBlvd.,Cupertino,CA95014

FutureTechnologiesIntelnational,Inc.

151MadisonAve.,Morristown,NJO7960

FutureData,Inc.

95TrinityPl.,NewYork,NY10006

GLIDistributors

4757WorthSt.,Philadelphia,PA19124

JamesE.GaffneyConsultants

WewakaBrookRd.,Bridgewater,CTO6752

GeminiInformationSystems

5500S.SyracuseCir.,Englewood,CO80111

GeneralDatacommIndustries,Inc.

98CutterMillRd.,Suite258,GreatNeck,NY11021

GenesysSoftwareSystems,Incorporated

10GraftonSt.,Lawrence,MAOl843

GrallaPublications

FacilitiesDesign&Management

l515Broadway,24thFloor,NewYork,NY10036

GraphicCommunications,Inc・

777ThirdAve.,26thFl.,NewYork,NY10017

GrummanDataSystemsCorporation

150CrosswaysParkW.,Woodbury,NY11797

GutmannInc.Canada

605EducationRd.,P.0.Box1569,Cornwall

OntarioK645V6,Canada

HDRSystems,Inc.

84041ndianHillsDr.,Omaha,NE68114

HamiltonSorterCompany,Inc.BiotecSystems,Inc・

3158ProductionDL,Fairfield,OH45014

Hansen&Hughes

500BamettPL,Hohokus,NJO7423

Hasler(GreatBritain)Limited

CommerceWay,Croydon,SurreyCRO4XA,England

HaworthIncorporated

OneHaworthCtr.,Holland,MI49423

HencoSoftware,Inc.

100FifthAve.,Waltham,MAO2154

HendrixTechnologies,Inc.

670N.CommercialSt.,Manchester,NHO3101

HewlettPackardCompany
CorporateDivision1
3000HanoverSt.M/S20BD,PaloAlto,CA94304

HitchcockPublishingCompany

InfosystemsMagazine

HitchcockBldg.,Wheaton,IL60187
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Honeywen

OfficeAutomationSystemsDivision

3NewtonExecutivePalk,Newton,MAO2162

HoweFumitureCorporation

155E.56thSt.,NewYork,NY10022

IBMCorPoration

ISGProgrammingDivision

225JohnW.CarpenterFwy.E.,hvi㎎,TX75062

IBMCorp.

NationalMarketingDiVision

4111NorthsidePky.,Atlanta,GA30327

1MSL,Inc.

SixthFloor-NBCBldg.,7500BellaireBlvd.
Houston,TX77036-5085

INMAC
91RuckmanRd.,Closter,NJO7624

IndependentComputerConsultantsAssociation
NY/NJChapter
P.0.Box603,Middletown,NJO7748

InformationBuilders,Inc.

1250Broadway,NewYork,NY10001

1nformationClearingHouse

sOOFifthAve.,NewYork,NY10110

Information&RecordsManagementMagazine

PTNPublishingCorp.

101CrosswaysParkW.,Wood1)ury,NY11797

InformationScienceIncorporated

95ChestnutRidgeRd.,Montvale,NJO7645

Infomer,Inc.

83320sageAve.,LosAngeles,CA90045

InfosystemsMagazine・

HitchcockPublishingCompany

HitchcockBldg.,Wheaton,IL60187

Inotec・

P.0.Box330,0akmont,PAl5139

InstituteforGraphicCommunication,Inc.

375CommonwealthAve.,Boston,MAO2115

InstrumentationSalesCo.

P.0.Box403,Ridgewood,NJO7451

IntegralSystems,Inc.(ISI)

45QuailCt.,Walnut.Creek,CA94596

IntegratedPlann㎞9,Inc.

93MassAve.,Suite212,Boston,MAO2115

IntelCorporation

CommercialSoftWareSystemsOperation

12765ResearchBlvd.,Austin,TX78766

InternationalDataCorporation

5SpeenSt.,Framingham,MAO1701

IntemationalSystems,Inc.

890VaileyForgePiZ.,KingofPrussia,PA19406

JGFumitureSystems

DivisionofBurUngtonIndustries

121ParkAve.,Quakertown,PA18951

・-15－

KombiOfficeAutomationSystems

302LeggettDr.,Kanata,OntarioK2KIY6

Canada

HarveyJ.KrasnerAssoc.,Inc.

87WaterMMLn.,GreatNeck,NY11021

LambertComputing

52MoorbridgeRd.,Maidenhead,BerkshireSL68BN

GreatBritain

LanierBusinessProducts

1700ChantillyDr.NE,Atlanta,GA30324

LeeDataCorporation

10206CrosstownCir.,Minneapolis,MN55344

LynwoodScient面cDevelopmentsLim輌ted

MillLn.,Alton,Hampshire,England

MDSQantel

4142PointEdenWay,Hayward,CA94545

MISWeek

FairchildPublications

7E.12thSt.,NewYork,NY10003

MSP,Inc.

131HartwellAve.,Lexington,MAO2173

MTISystemsCorp.

38HarborParkDr.,PortWashington,NY11050

MadisonBusinessFormsInc.

16GloriaLn.,P.0.Box1428,Fairfield,NJO7006

ManagementAssistance,Inc・

BasicFourInformationSystems

14101MyfordRd.,Tustin,CA92680

Management&ComputelSerVices,Inc・

74GreatValleyPky.,Malvem,PA19355

ManagementControlConcepts

124St.MarySt.,Boston,MAO2215

ManagementDecisionSystems,Inc・

200FifthAve.,Waltham,MAO2254

ManagementInforrnationCorporation

140BarclayCtr.,CherryHill,NJO8034－

ManagementScienceAmerica,Inc.(MSA)

3445PeachtreeRd.NE.,Atlanta,GA30326

ManagementScience,Inc・

4321W.CollegeAve.,Appleton,W154911

MannesmannTallyCorp.

8301S.180thSt.,Kent,WA98031



MarienBusinessForms,Inc.

401Broadway・,NewYork,NY10013

MasterSyst.emsLimited

lOOParkSt.,Camberley,Surrey,England

MathematicaProductsGroup・

P.O.Box2392,Princeton,NJO8540

MathtechInc.

AsubsidiaryofMathematicaInc.

P.0.Box2392,Princeton,NJO8540

JamesE.Matthews,Ltd.

25W.45thSt.,NewYork,NY10036

MayaVideo,Inc.

172MadisonAve.,NewYork,NY10016

McCormack&DodgeCorporation

560HillsideAve.,NeedhamHeights,MAO2194

Merri皿Lynch,Pierce,Fenner&Smith,Inc.

RetailSalesDivision

OneLibertyPlz.,34thFL,NewYork,NY10080

MicroControlSystems

143TunnelRd.,Vernon,CTO6066

MicrodataCorporation

l7481RedHiUAve.,Irvine,CA92714

MicrographicsIntemational,Inc.

29th&ChurchSts.,HazeltonOfficeCampusBldg.``B"
Hazelton,PA18201

MinitabPr(}ject
215PondLaboratory,UniverSityPark,PA16802

TheMirrerGroup,Ltd.

8202ndAve.,Suite303,NewYork,NY10017

ModernOfficeProcedures
APenton/IPCPublication
llllChesterAve.,Cleveland;OH44114

ModularTechnologyLtd.
OxheyHall,Oxhey,Watetford,UnitedKingdom

MonroeSystemsForBusiness

LittOnIndUStrieS

TheAmericanRd.,MorrisPlains,NJO7950

MooreBusinessForms

1205MilwaukeeAve.,Glenview,IL60025

NBI,Inc.

169538thSt.,P.0.Box9001,Boulder,CO80301

NCACorporation

3880akmeadPky.,Sunnyvale,CA94086

NCRCorporation

OfficeSystemsDivision

1700S,PattersonBlvd.,Dayton,OH45479

NLTComputerSerVicesCorporation

DataImageryDiVision

389PassaicAveL,Fairfield,NJO7006

NationalCSS

ACompanyofTheDun&BradstreetCorporation

187DanburyRd.,Wilton,CTO6897

NationalcomputerCommunicationscorp.
260WestAve.,Stamford,CTO6902

NationalSystemAnalysts,Inc.

ARMS,Inc.

OneCherryHill,Suite300,CherryHill,NJO8002

TheNewYorkTimesInformationService,Inc.

TheNewYorkTimesCompany

1719ARoute10,Parsippany,NJO7054

Nichols&Company

5MarineviewPlz.,Suite304,Hoboken,NJO7030

NixdorfComputerCorporation

300ThirdAve.,Waltham,MAO2154

NorthStarComputers,Inc.
14440CatalinaSt.,SanLeandro,CA94577

NorthernTelecomInc.

ElectronicOfficeSystems

259CumberlandBend,Nashville,TN37228

OR/MSDialogueInc.
19RectorSt.,NewYork,NY10006

TheOfficeMagazine
OfficePublicationsInc.
1200SummerSt.,Stamford,CTO6904

One-LineSoftwareInternational

65Route4E.,RiverEdge,NJO7661

OxfordSoftwareCorporation

174Boulevard,HasbrouckHeights,NJO7604

P-STAT,Inc.

P.0.BoxAH,Princeton,NJO8540

Packag口1gIndustriesGroup,Inc.

Senti皿elComputerProductsDivision

130NorthSt.,Hyannis,MAO2601

Peat,Marwick,Mitchel1&Co.

345ParkAve.,NewYork,NY10154

Perkin-Elmer

2CrescentP1.,Oceanport,NJO7757

PhilipsInformationSystems,Inc・

4040McEwen,Dallas,TX75234

PhoenixComputerCorp・

11949JeffersonBlvd.,CulverCity,CA90230

PlayersComputer,Inc.

140AdamsBlvd.,Farrriingdale,NY11735
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PrintTechnologiesCompany
5W.8thSt.,NewYork,NY10011

Pro-CompSystems,Inc.
333W.52ndSt.,NewYork,NY10019

Racal-Milgo,Inc.
8600N.W.41stSt.,Miami,FL33166

Racal-Vadic
222CaspianDr.,Sunnyvale,CA94086

Racal-VikonicsInc.
23E.26thSt.,NewYork,NY10010

RaishEnterprisesInc.
98CutterMillRd.,GreatNeck,NY11021

RandInformationSystems,Inc.
98BatterySt.,SanFrancisco,CA94111

RaytheonDataSystems/LexitronCorporation
1415BostonProvidenceHwy.,Norwood,MAO2062

RelationalSoftwareIncorporated
25WoodhavenDr.,Simsbury,CTO6070

RelationalTechnology,Inc.
2855TelegraphAve.,#515,Berkeley,CA94705

RolmCorporationofNewYork
245ParkAve.,NewYork,NY10167

RossSystems,Inc.

1800EmbarcaderoRd.,Suite270,PaloAlto,CA94303

RoyalBusinessMachines,Inc.

WordProcessingDivision

500DayHillRd.,Windsor,CTO6095

RuscoElectronicSystems

ADivisionofFiggieInternational,Inc.

1840VictoTyBlvd.,Glendale,CA91201

SASInstituteInc.

SASCir.,CaTy,NC27511-8000

SCTTECCorporation
811AquidneckAve.,Newport,RIO2840

SDMRepresentatives,Inc.
15FairviewTer.,Paramus,NJO7652

SOCIUSComputerSystems,Inc.
c/oMitsui,200ParkAve.,NewYork,NY10166

SavvyMagazine
lllEighthAve.,NewYork,NYlOOll

ScreenDataCorporation
240CedarKnollsRd.,CedarKnolls,NJO7927

Scriptomatic,Inc.
#1ScriptomaticPlz.,Philadelphia,PA19131

R.ShriverAssociates
1259Route46,Bldg.2,Parsippany,NJO7054

SofttranCorporation

l53PierrepontS仁,Brooklyn,NY11201

SoftwareAGofNorthAmerica,Inc.

11800SunriseValleyDr.,Reston,VA22091

SoftwareInternationalCorporation

2ElmSq.,Andover,MAOI810

SoftwareNews

5KaneIndustrialDr.,Hudson,MAO1749

SoftwareSystemsTechnology,Inc.

15ParkRow,Rm.2510,NewYork,NYlOO38

SoftwordSystems,Inc.

520aklandAve.N.,EastHartford,(汀06108

SouthernSystems,Inc.
2841CypressCreekRd.,Fort ,Lauderdale,FL33309

StarMicronics,Inc.

200ParkAve.,Suite2309,NewYork,NY10166

StartSystems

1120Ave.ofAmericas,Suite610

NewYork,NY10036・

Steelcase,lnc.

112036thSt.S.E,GrandRapids,MI49501

SunSoftware,Inc.
1558E.KatenaAve.,Anaheim,CA92805

TheSuperiorElectricCompany

383MiddleSt.,Bristol,CTO6010

SyntrexInc.
2461ndustrialWayW.,Eatontown,NJO7724

SystemsManagement,Inc.(SMI)
6300N.RiverRd.,Rosemont,IL60018

TERACorporation

7101WisconsinAve.,Bethesda,MD20814

TLCLearningCorporation

4FoleyPl.,HuntingtonStation,NYll746

T.0.M.SoftwareCo.

P.0.Box66596,Seattle,WA98166

TelesensorySpeechSystems

3408HillViewAve.,PaloAlto,CA94304

TeltoneCorporation

lO801120thAve.NE,Kirkland,WA98033

3RComputers,Inc.

Avatar

18LymanSt.,Westboro,MAO1581

TiffanyStand&FurnitureCompany

966601iveBlvd.,Suite750,St.Louis,MO63132

TorchComputersLtd.

50MilkSt.,Suitel504,Boston,MAO2109
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ToshibaAmerica,Inc.

InformationSystemsDivision.

2441MichelleDr.,Tustin,CA92680

TranscommDataSystemsInc.

138001dFreeportRd.,Pittsburgh,PA15238

TurnkeyInformationPro㏄ssingJnc・

500FifthAve.,NewYork,NY10110

Tymshare'

20705VaneyGreenDr.,Cupertino,CA95014

UnitedInformationSe「vices,Inc・

BusinessInformationProductsDivision

6626ConvoyCt.,SanDiego,CA92111

UnitedStatesCopierCorporation/Panasonic

BusinessEnvelopeManufacturingCompany,Inc.

432ParkAve.S.,NewYork,NY10016

UniversalMicrofilmCorporation

150FifthAve.,NewYork,NY10011

VanEttenBusinessProducts,Inc・

DiVisionofVanEttenBusinessForms,Inc.

470rientWay,P.0.Box220,Rutherford,NJO7070

VanguardStockTabCompany

P.0.Box282,5MainSt.,ColdSpringHarbor

NY11724

Velo・Billd

650A1皿anor,Sunnyvale,CA94086

VikingAcousticalCompany

21480HeathAve.S.,AirlakeIndustrialPark

Lakevi皿e,MN55044

WadsworthElectronicPublishingCompany

lODaVisDr.,Belmont,CA94002

WalkerInteractiveProducts

100MissionSt.,SanFrancisco,CA94105

WangLaboratories,Inc・

OneIndustrialAve.,LoweU,MAO1851

WatersBusinessSystems,Inc.

47NewYorkAve.,Framingham,MAO1701

WestinghouseElectricCorporation

OperatingSoftwareProducts,IndustryAutomation

Division

2040ArdmoreBlvd.,Pittsburgh,PA15221

WomeninComputing
c/oBlueCross/BlueShield
P.0.Box2293,NewYork,NY10163

WomeninInformationProcessing

LockBox39173,Washington,DC20016

WordProcessingPeripherals&SupPlyCompany・

Inc.fWPPS・

53Route34,Matawan,NJO7747

撫 艦x㍑ ㌫;。,We、t1。k。Vill、g,,・A・91361

WorkingWoman

1180Ave.oftheAmericas,NewYork,NY10036

WrightLineInc・

aUnitofBarry.Wright

160GoldStalBlvd.,Worcester,MAO1606

XeroxCorp.

OfficeSystemsDlvlslon

l341W.Mockingbird,Dallas,TX75247

Xerox'

XeroxComputerServices

5310BeethovenSt.,LosAngeles,CA90066

TheYankeeGroup

89BroadSt.,Boston,MAO2110

ZenithDataSystems

1000MilwaukeeAve.,Glenview,IL60025
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る とい う。 この 結 果,83年 の展 示 予 約 ス ペ ース は既 に82年 の 展 示 スペ ース を上

回 って い る とい うこ とで あ る。

今 回 の展 示会 で 特 に注 目 され た の は,ソ フ トウ ェアの 展 示/広 報 を行 うソ フ ト

ウ ェア ・セ ンタ ーが 設 け られ た こ とで あ る。 コ ロ シ アム の4階 に 置 かれ た この セ

ンタ ーに は,今 まで で最 高 の数 の ソ フ トウ ェア製 品 が集 め られ る と と もに,コ ン

ピュー タ を使 って の 検 索 サ ー ビス も提供 され た 。NationalCSS社 の 協力 のもと

に 行 われ た もので,一 般 に 公 開 され た マ シ ン ・リー ダ ブル な ソ フ トウ ェア ・デ ー

タ ベ ー ス と して は,か つ て ない 規 模 の もの で あ るとい わ れて い る。

デー タベ ースへ の 照 会 は,財 務 や会 計,製 造 とい った 一般 的 な ア プ リケ ー シ ョ

ン ・パ ッケ ー ジが 多 か ったが,中 に は 「冬 日 を計 算 す る プ ロ グ ラム 」 とか 「会社

の 組 織 図 が書 け る ソ フ トウ ェ ア」 とい った注文 もあ った とい う。照 会者 は,興 味

が あ る ソフ トウ ェア が どの 会 社 か ら発 売 され て い るか,そ して どの 小 間 に い けば

よ い か と い う情 報 を 得 て,よ り詳 しい情 報 を求 め にい く,と い うわ けだ 。

デー タベ ース の照 会の う ち,30%は マイ ク ロ コ ン ピュー タ用 ソ フ ト ウ ェア を

求 め る もの で あ った とい う。 そ して この中 で は,会 計,グ ラ フ ィ ック,財 務計 画,

デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジメ ン トの プ ログ ラムの 照会 が 多 か った 。

興 味 あ る こ とに,ソ フ トウ ェア を さが しに 来 た人 の41%は,ま だ そ の プ ロ グ

ラム を使 え るハ ー ドウ ェア を持 って いな か った とい う。 ソ フ トウ ェアの 重 要 性 の

認 識 が 高 ま ってい る証 左 とみ る こ とが で きよ う。

既 に ハ ー ドウ ェア を持 って い て,そ の た めの 新 しい プ ロ グ ラム を さが しに来 た

人 の中 で は,IBMユ ー ザ ーが 全 体 の41%で 最 も多 か った 。 これ に次 ぐの がAp-

pleユ ーザ ーの13%,DECユ ーザー の12%で あ る 。

表2は ソ フ トウ ェア ・デ ー タベ ー スに収 め られ た プロ グ ラ ム を種 類別 に ま と め

た もの で あ る。
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表2デ ータベースに収 め られた ソフ トウェア

特定産業 向 け ソフ トウェア

農業/林 業/漁 業:

作物農 業

畜産 農業

農業 的サ ー ビス業

その他 農業,林 業,漁 業

鉱 業:

石炭 鉱業

石 油 ・天然 ガス鉱業

建設業:

一般 建築工事業

土木工 事業(建 築工 事 を除 く)

識別工事業

その他 建設

製造業:

食料 品製 造業

繊維工業

衣 服 ・その他の繊維製品製造業

パル プ ・紙 ・紙加工品製造業

印刷 ・出版 ・同関連産業

化学工業

石油製品 ・石炭製 品製造業

金属製造業

金属製品製 造業

一般 機械器具製造業
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電気 ・電子 機械器具製造業

輸送用機械器具 製造業

その他製造業

運輸業:

鉄道業

地域旅 客運送業

自動車運送 ・倉庫業

航空運輸業

貨 物運送取扱業

旅行業

その他運 輸 ・旅行業

公益 ・通信業:

電話業

電信/電 気通信業

ラ ジオ/テ レ ビ放送業

電気業

ガス製造/供 給業

その他公益/通 信 サ ー ビス業

卸売業:

卸売業 一耐久 財

卸売業 一非耐久財

卸売業 一医薬品

卸売業 一衣 服

卸 売業 一食 品

卸売 業 一化学製品

卸捲 一石油製品

卸 売業 一酒 類
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その他の卸売業

小売業:

小 売業 一金物 ・荒物

小売業 一各種商品 小売

小売業 一食 品

小売業 一自動車

小売業 一ガ ソ リン ・ステーシ ョン

小売業 一飲食店

小売 業 一通信販売業

その他の小売業

金融業:

連 邦準 備銀行

商業銀行

相互貯 蓄銀 行

信託会社

貯蓄貸付組 合

個人信用機関

法 人信用機関

抵当銀行

その他金融 サー ビス

証 券 ・商品取引業:

証券業

商品取引業

証券 ・商品取引所

投 資顧問/報 告業

その他 証券業

.保険業:
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生 命保 険業

傷 害 ・健 康 ・医 療保 険

火 災 ・損 害 保 険

年 金 ・厚 生 基 金

保 険媒 介 代理 業

その他 の保 険業

不 動 産 業:

不 動 産 賃貸 業

不 動産 代 理 ・仲 介 業

そ の他 の 不 動 産 業

ホテ ル ・宿 泊 所:

ホテ ル,モ ー テル,リ ゾー ト ・ロ ッジ

その他 宿 泊 所

ビジ ネ ス ・サ ー ビス 業:

広告 代 理 業

興 信所

ニ ュー ス供 給 業

情 報 処理 サ ー ビス ・ビ ュー ロー,タ イ ム シ ェア リング

経 営 ・ビジ ネス ・コ ンサル タ ン ト

自動 車 賃貸 業

その他 ビジ ネ ス ・サー ビス業

娯 楽,レ ク リエ ー シ ョ ン ・サ ー ビス業:

興 業 団

プ ロス ポ ー ツ興業

その 他 の 娯 楽,レ ク リエ ー シ 。ン

保 健 業:

医 院 ・診療 所
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歯科診療所

療養 院

病 院

医科/歯 科研究所

その他保健

法律 サ ー ビス:

弁護士 ・法律事務所

教育 サー ビス,図 書館:

初等 ・中等教育機関

大 学

図書館 ・情報 センター

その他教育機関

団 体:

協 会 ・会 員制団体

その他 サー ビス:

工学 デザイ ン ・建築設計業

会計士事務所

公 務:

連邦政府

地方/州 政府

軍.事/航 空宇宙
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特 定 ハ ー ド ウ ェ ア 向 け ソ フ ト ウ ェ ア

AItosComputer

Amdahl

APPle

BasicFour

1

4

4

1
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BBN

Burroughs

Commodore

ControlData

CPT

DataGeneral

Datamedia

Datapoint

DigitalEquipment

EagleSignal

Formafion4000

FourPhase

Harris

Heath

Hewlett-Packard

Honeywell

IBM

ICL,Inc

Intel

Magnuson

Mi .crodata

MonroeSystems

Mycron

NAS

NCR

Nixdorf

PerkinElmer

－25一

1

0

1

61

1

7

1

1

0
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1
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Prime

Qantel

Shasta

Siemens

SociusComputer

SperryUnivac

TexasInstruments

Ultimate

VeどtorGraphic

Wang

Zenith

Zilo9

2

1

1

1

1

2

1

2

2

6

1

4

1

1

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ ア

会 計:

一般会計

総合 会計 シス テム

支払勘定

受取勘定

総勘定元帳

給 与

固定 資産勘定

税 金計算

就業時 間管理

その他会計 シス テム

銀行業 務:

一般銀行 会計

3

・9

3

9

3

2

5

4

7

4

2

2

2

1

2

2

1

1

4
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財務計 画/管 理

総合銀行 シス テム

コ マ ー シ ャ ル ・ ロ ー ン

割賦 ロー ン

抵当貸付 け

通 知預金勘定

信託 預金勘定

クレジ ット ・カー ド管理

株式/社 債会計

その他銀行業 務

教育機 関運営:

成績評価

授業計画

学生/卒 業 生記録

その他教育 アプ リケー シ ョン

保健/医 療 サー ビス:

病 院会計/運 営

医師/歯 科 医師請求 事務

保険請求処理

医療診 断

薬局運営管理

その他保健/医 療

経営 科学:

モデ リング及 び財務計画

プロジ ェク ト計画/管 理

予算/戦 略計画

人的資源管理
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その他 経 営 科 学

製 造/生 産 制 御:

総 合 製 造 シス テ ム

資 材計 画

生 産設 備 計 画

資 材 明細 表 処 理

在 庫管 理

製 品/プ ロ ジ ェ ク ト費 用

労 働 力 配 分/時 間 管理

購 売

運 搬 管理

CAD

CAM

プ ロセ ス ・コ ン トロー ル

総 合 管理

マ シ ン ・ツ ール管 理

その他 製造

数学/工 学/統 計 学:

構 造 計算

工 学設 計

地震 デ ー タ処 理

シ ミュ レ ー シ ョン

統 計 解 析

その 他 工 学 及 び科 学

販 売/マ ーケ テ ィ ン グ/流 通:

オー ダ ー ・エ ン トリー

クレ ジ ッ ト ・コ ン トロー ル
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請 求 書/送 り状 作 成

販 売 分 析

流 通 会 計

顧 客 リ ス ト処 理

そ の 他 販 売/流 通

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 及 び ワ ー ド ・ プ ロ セ シ ン グ:

ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

テ キ ス ト ・エ デ ィ テ ィ ン グ/フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ

テ キ ス ト/ド キ ュ メ ン ト検 索

エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル

エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・フ ァ イ リ ン グ

植 字

そ の 他OA/ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

16

18

15

9

19

り
・

8

0
◎

2

5

▲4

ρ
0

リ
ム

ー

1

1

1

シ ス テ ム ・ソ フ ト ウ ェ ア

デ ー タ ベ ー ス ・ マ ネ ジ メ ン ト:

デ ー タ ・エ ン ト リ ー/エ デ ィ ッ ト ・シ ス テ ム

デ ー タ ・エ ン ト リ ー 効 率 管 理

総 合DBMS

デ ー タ ・デ ィ ク シ ョ ナ リ ー

デ 一 夕 ベ ー ス 設 計/分 析 エ イ ド

デ ー タ ・フ ァ イ ル/デ ー タ ・エ レ メ ン ト ・ハ ン ド ラ ー

照 会/デ ー タ 検 索

そ の 他 デ ー タ ベ ー ス ・サ ポ ー ト ・ソ フ ト ウ ェ ア

プ ロ グ ラ ミ ン グ 及 び プ ロ ダ ク テ ィ ビ テ ィ ・エ イ ド:

ア セ ン ブ ラ ー 及 び ク ロ ス ・ア セ ン ブ ラ ー

コ ン パ イ ラ ー,イ ン タ ー プ リ ン タ ー

一29一

18

9

29

13

11 .

13

31

15

5

10



BASIC

COBOL

FORTRAN

PL/I

PASCAL

RPG

コ ン パ イ ラ ー ・エ ン ハ ン ス メ ン ト

そ の 他 言 語/イ ン タ ー プ リ ン タ ー'

異 種 言 語 変 換

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス デ ム

プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レ ー タ ー

プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リ ー/JCI、 メ ン テ ナ ン ス

JCLエ イ ド,ジ ェ ネ レ ー タ ー

ラ イ ブ ラ リー ・ リロ ケ ー シ ョ ン/サ ポ ー ト ・シ ス テ ム

リ ン ク ・エ デ ィ タ ー

ロ ー ダ ー

コ ン バ ー ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム

デ バ ッ ギ ン グ ・エ イ ド

フ ロ ー チ ャ 一 夕 ー

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・エ イ ド

テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レ ー タ ー

ダ ン プ ・ フ ォ ー マ ッ タ ー/ア ナ ラ イ ザ ー

そ の 他 プ ロ グ ラ ム 開 発 エ イ ド

ハ ー ド ウ ェ ア 性 能 評 価:

ハ ー ド ウ ェ ア 診 断 シ ス テ ム

性 能 モ ニ タ ー

ジ ョ ブ 計 算,シ ス テ ム 利 用 チ ャ ー ジ バ ッ ク
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オ ペ レ ー シ ョ ン ・ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

コ ン ソ ー ル ・ サ ポ ー ト,メ ッ セ ー ジ ・ ロ ガ ー

シ ス テ ム/ジ ョ ブ 状 況 管 理

パ ー テ ィ シ ョ ン 再 構 成

ス プ ー リ ン グ ・ エ ン ド

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム ・ エ ン ハ ン ス メ ン ト

シ ミ ュ レ ー タ

エ ミ ュ レ ー タ

そ の 他 ハ ー ド ウ ェ ア ・ サ ポ ー ト ・ エ イ ド

ユ ー テ ィ リ テ ィ:

ソ ー ト/マ ー ジ

フ ァ イ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ

ジ ョ ブ ・ リ カ バ リ ー,再 ス タ ー ト ・シ ス テ ム

デ ィ ス ク ・ ト ラ ン ス フ ァ ー ・ シ ス テ ム

デ ィ ス ク ・ス ペ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

テ ー プ ・ユ ー テ ィ リ テ ィ 及 び マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

テ ー プ/デ ィ ス ク ・サ ー テ ィ フ ィ ケ ー シ ョ ン

そ の 他 ユ ー テ ィ リ テ ィ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ:

テ レ プ ロ セ シ ン グ ・ モ ニ タ ー ・ エ イ ド

タ ー ミ ナ ル ・ コ ン ト ロ ー ラ ー.

ポ イ ン ト ・ ツ ー ・ ポ イ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ラ ・ シ ス テ ム

ネ ッ ト ワ ー ク ・ デ ザ イ ン ・ エ イ ド

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ オ プ シ ョ ン

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル ・ プ ロ セ ッ サ ー

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・エ イ ド

ー31一

`

4

5

5

5

5

0

4

6

6

1

9

8

4

5

4

4

4

6

3

6

7

6

5

3

6

1

1
↓

-



o

グ ラ フ ィ ッ ク処 理:

CRTス ク リ ー ン ・フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ

CRTグ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

グ ラ フ ィ ッ ク ・ プ ロ ッ テ ィ ン グ

そ の 他 グ ラ フ ィ ッ ク処 理 シ ス テ ム

セ キ ュ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト:

ア ク セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル

EDP監 査

暗 号 シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リ ー ・ コ ン ト ロ ー ル

そ の 他 セ キ ュ リ テ ィ ・ コ ン ト ロ ー ル/エ イ ド

4

00
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8
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よ り適 切 な意 志 決 定 の ため に

会 議 セ ッシ 。ンは,情 報 資 源管 理,マ ネ ジ メ ン ト ・サ ポー ト ・シ ス テ ム,オ フ ィ

ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン/経 営管 理 サ ポ ー ト ・シス テ.ム,情 報 管 理 の ため の 技 術,

ソ フ トウ ェア,そ して ア プ リケ ー シ 。ン概 説 の6つ の 分 野 に 大 別 され,70以 上の

セ ッシ ョ ンが4日 間 に わ た って 行 われ た 。講 演者,パ ネ リ ス ト,議 長 の 合 計 は

184名 を数 えて い る。

基 調 講 演 は,月 曜(11日)～ 水曜(13日)の 各 日の 朝行 わ れ,い ず れ も上級

管理 者 の意 志 決 定 に必 要 な情報 ニ ー ズ と その 管理 シ ス テ ムに 関 す る講 演で あ った。

開 幕 日の基 調 講 演 に立 った の は,NorthwestIndustries社 の 財 務 担 当 執 行

副 社 長 ロ ッ ド ・F・ ダム マ イ ヤ ー氏 で あ る 。Infosystems誌 の発 行 人,ア ー ノ

ル ド ・E・ ケ ラー氏 に よ る紹 介 の あ と,ダ ム マ イ ヤ ー氏 は,「 爆 発 す る情 報 の中

で 質 を求 め る 一 優 れ た意 志 決 定 の ため の 前提 条 件 」 と題 す る講 演 を 行 った 。

同氏 は,最 高 級 の バ ック グ ラ ウ ン ドと幅 広 い教 養 を備 えて い るエ グ ゼ クテ ィブ

で も,情 報 シス テムに つ い て 学 ぼ う とす る姿 勢 が な け れ ば な らない,と して 次 の
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表311NFO'82セ ッシ ョン ・プ ロ グ ラ ム

Keynote:GettingQuahtyfromtheInfo㎜ationExplo田on-APrerequisiteforSuccess一

fUlDecisionSupPort

午
● ↑heCorporateBusinessPlan-AnInputforInformationResourcePlanning 、 【1]14】

}
削 ●DecisionSupportSystems-TheManagementofChangeI21

●TrendsinAutomatklgtheOffice-ACurrentPerspectiveofaFast

ChangingFieldI3】
一 一 一. .__一 一 一__一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 　 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一

10

/
11

●AMethodologyforInformationSystemsPlanning【1】[4】

●AHands-On　 lnformationCenter"forUsersI1】

●WiltheDPdepartmentexistintheyear2,000?[1】

午 ●ImplementingaDecisionSupportSystem【2】

●TheImpactofTec㎞ologyonO∬iceFunctions-Systems,Productivity,

andPayoffs[3]

後 ●DevelopmentsinElectronics-BasedPrmti皿gandPubnshing[3j[4]

●ComputerConfεrencing-TheNextBetterThingtoBeingThere[3]

●SolvingEnvironmentalProblemsThatImpactEmployeeTumover【3】

●ProcurmgAppHcationsSoftware-TheL3gal,Bushless,andPractical

Considerations【5】

Keynote:SatisらingtheInfo㎜ationNeedsofCorporateExecutives

●Bluep血tforSun画 －EvolWngCorporateInfomationandCommunica一

tionsResourceStrategiesfbrthe1990's.Partlof2[1]

●ImprovingProductivityinApplicationsDevelopment.Partlof2【1]

午
●ExecutiveSupportSystems-TheMythandtheRea五ty.

Partlof2[2]【3]

●PlanningforOfficeAutomation.Partlof2[3】

10
/

前
●LowProductivityintheAutomatedOffice-TheWarningSigns[3】

●WhereIsYourCompanyGomg? ,[31

●ProgressinDatabaseManagement[4]

12 ●ThePayoffforMicrocomputerUsers-Solution・OrientedSo丘ware【5]

●OrderEntry-HeartoftheCorporateInformationSystem.Partlof2【6]

●ComputerAppUcationsfortheTreasuryFunction-ANeedtoBe

SatisHed.Partlof2[6】
一 一 一 __←____________一 一 ー ー ー ー 一___～ 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一'一 一 一

●BlueprintforSurvival-EvolvingCorporateInformationandCommunica・

tionsResourceStrategiesforthe1990's.Part20f2{1】

午 ●ImplementingComputerizedBusinessSystems[11

後
●ImprovingProductivityinApphcationsDevelopment.Part20f2【1】

●ExecutiveSupPortSystems-TheMythandtheReality.Part20f2[2][3】

●Videotex-AViableMethodforDeliveringBusinessInformation[2]

●MakingElectronicMailEffectiveinYourOrganization【3]
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●Howtoperfo㎜aNeedsAnalysis[31

(

●Users/Speciahstsofthe80's-TheirChangingRoles[3]

10 午
●GuidelinesfbrUpgrading-FromWordProcessmgtoOfficeAutomationl3]

/ ●DatabaseManagement-EvaluationandSelection[4]

12 後 ●SoftwareforDecisionSupport[5]
)

●OrderEntry-HeartoftheCorporateInfbrmationSystem.Part20f2【6]

●ComputerApphcationsfortheTreasuryFunction-ANeedtoBe

Satisned.Part20f2[6]

Keynote:InformationManagementandBusinessDecisionMaking

●HumanFactorsinImplementationResourcePlanning[1][3]

●InfbrmationResourceStrategiestoFulfillBusinessRequirements.

Partlof2[1]

●ArePersonalComputersSupportingManagement?【2]

●MakingMarketingSystemsWorkMoreEffbctivelyforMarketingDecision

午 Makers'[2][6]喝
●WorkStationsforOfficePro允ssionals.Partlof2.[3】

●ImpactofTelecommu血cationsontheOmceEnviro㎜ent[3]

前
●LocalNetworking{3]

●IntegratedVoiceTechnologies-PBXs,LocalNetworks,andNewVoice

ApPhcations[4】

●AdvancesinApPhcationsSoftwareTechnOlogy-NewApProachesThat

10

/

SolveUserProblems[5] .
●ManufacturingResourcePlannillg-TheRealityofImplementation.

13 Partlof2【6]

●In飴 ㎜ationManagement-ADreamThatIsFastBecomingReahtyfor

FinancialServiceSInstitution.Partlof2【6]

-一 一 ____________________一____一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

●IntegratingTechnologywithHumanFactorsinOfnceSystems-How

toAvoidCostlyMistakes団 【3]

●InfbmationResourceStrategiestoFulnllBusinessRequirements.

Part20f2[1】

●ImplicationsofInformationResourceManagementontheOrganization

午 Structure[lj

後
●ManagementSupportSystemsinManufacturing[21[6】

●ComputerBasedBusinessPlanninginaDynamicEnvironment[2]

●WorkStationsforOfficeProfbssionals.Part20f2【3]

●MeasuringProductivityinOfficeAutomation[3]

●VideoJeleconferencing-ComingofAge?[3川4】

●PersonalandSmallBusinessComputers[3]

●.AnInteractiveDiscussiononAdvancedOff〕ceSystems[3]
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.

●LocalAreaNetworksandtheAltemativesintheImplementationPlan[4]

(

午
●ProgressinDistributedManagementSystems[4】

10 ●FundamentalsofComputerAidedDraftingandDesign[5】

/
13
)

●ManufacturingResourcePlamingtheRealityofImplementation.

Part20f2【6]

後
●Info㎜ationManagement-ADreamThatIsFastBecon廿ngReahtyfor

F㎞ancialServicesInstitutions.Part20f2[6】

●IntegrationofOf丘ce-BasedInformationSystemsandTec㎞010gies[lH3】[41

午 ●ManagingtheSecurityofComputer-StoredInformation[1]

10
一

●SystemsPlannmgfortheLawOffice.Partl.of213]

/ 別 ●RelationalDatabasesandDatabaseManagement[4】

14
●InformationSystemstoImproveMarketing/SalesProductivity[6】

____一___一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一
一 ー 一 _______一 ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ～ 一 ー ー ー ー ー ー ー 一

午 ●SystemsPlanningfortheLawOffice.Part20f2[3]

後 ●SalesProductivitySystemsThatReducetheCostofSelling[6】

〔1〕 情 報 資 源 管 理 セ ッシ ョン

〔2〕 マ ネ ジ メ ン ト ・ サ ポ ー ト シ ス テ ム ・セ ッ シ ョ ン

〔3〕 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン/経 営 管 理 サ ポ ー ト ・シ ス テ ム ・セ ッシ ョン

〔4〕 情 報 管理 技 術 セ ッシ ・ン

〔5〕 ソ フ ト ウ ェ ア ・セ ッ シ ョ ン

〔6〕 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・セ ッ シ ョ ン
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INFO'82エ ン ト ラ ン ス ・ホ ー ル

よ うに 述 べ た 。

「経 営 情 報 シス テム と,経 営幹 部 層 の型 に は ま った 日常 業 務 とを有 機 的 に結 合

す るた めに は,優 れ た バ ッ クグ ラウ ン ドと幅広 い教 養 を持 った エ グゼ ク テ ィブが

自 ら進 んで 新 しい もの に取 組 む 姿 勢 を示 す こ とが 不 可 欠 で す 。確 か に,彼 等 の下

僚 が学 習 をお え,貧 欲 に 能 力 向 上 に 取 り組 ん で い る事 実 は,現 代 及 び現 代 的手 法

に追い つ こ うとす る上 級幹 部 の心 理 に 陰 を投 げ か けて い る一 面 は あ ります 。 とは

い え,彼 等 の 子 供連 で す ら,サ マ ー ・キ ャ ンプで ホ ー ム ・コン ピュ ー タを使 って
r7ノ

遊 ん でい るか も知 れ ない の で す 。」

「マ ネ ジ ャ ーの中 には,こ う した状 況 に 脅威 を感 じて い る人 もあ るに違 い あ り

ませ ん 。 だ が一 方 で は,そ れ が もた らす機 会故 に こ うした挑 戦 を歓 迎 す る人 も多

いの です 。 よろ しい です か 。我 々は状 況 を し っか り把 握 す る必 要 が あ ります 。経

営 情 報 シ ス テム をエ グゼ ク テ ィブの ラ ンク に まで 波及 させ れ ば,彼 等 の毎 日の 仕

事 が その 性格 を変 え るだ け で な く,彼 等 の 心 構 え,思 考 方 法 そ して生活 ま で変 化

・一をみ せ ます 。 」
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「経 営 情 報 シス テ ム を エ グゼ ク テ ィブ段 階 に展 開 させ る起 動 力 は,彼 等 が 直 接

的 体 験 を持 たず,し か も明 確 な 方 向 性 を提 示 で きな い な らば,エ グ ゼ クテ ィブ自

身 か らは生 まれ に くい と言 わ ざ るを得 ま せ ん 。 また,エ グゼ ク テ ィ ブ ・イ ン フ ォ

メ ー シ ・ン ・シ ス テム の 可能 性 や 効 用 に つ い て曖 昧 な概 念 しか持 ち得 ない 経 営者

や 経営 管 理 者 層 を説 得 して,清 水 の 舞 台 か らとび下 りさせ るの も至 難 事 で す 。 」

ダ ム マ イ ヤ ー氏 は この よ うに 語 り,道 案 内役,あ るい は事 態 を転 回 させ る触 媒

と して,聴 衆 で あ る シ ス テ ム ・マ ネ ジ ャーの役 割 の 重 大 さ,将 来 性 を強 調 し た 。

同氏 は ま た,情 報 の定 義 その もの の 問 題 に 触れ,「 瞬時 に 膨 大 な量 の 情 報 を生

み 出 す能 力 が 『情 報 』とい う用 語 を無 意 味 な もの に して しま う可 能 性 を含 ん で い

る」 と述べ てい る。

「20年 前,コ ン ピュ ー タ処 理 され た給 与 明細 票 な どを情 報 と呼 ん で い た 時 代

は,特 に情 報 の 意 味 を明示 す る必 要 もな か った ので す 。情 報 シス テ ムは,事 務 面

の生 産 性 をあげ るた め 設計 され そ して 導 入 され てい ま した し,実 際 その 成 果 は ビ

INFO'82展 示 会風景
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ジ ネ ス界 全 体 に重 大 な イ ンパ ク トを与 え ま した 。一 一 戦 略 プ ランニ ングの面 か ら

み れ ば,情 報 は 各 経 営 幹 部 に と って違 った意 味 を持 つ よ うにな るか も しれ ませ ん 。」

「情 報 の 過 剰 は,役 に立 つ ど ころか 有 害 で す らあ るの です 。 ・…・…あ る一定 の段

階 ま では,情 報 の増 加 が プ ラスの効 果 を示 す もの の,そ れ を過 ぎ る と経済 と同 じ

㍉ 収益 漸 減 の 法 則 が適 用 され ,量 と効 果 が反 比 例 の 関係 を示 す よ うに な ります 。 」

ダ ムマ イ ヤ ー氏 は 最後 に,① 今 や シス テム 関係 者 が経 営 上 層部 に進 出す る時 が

到 来 してい る,② その機 会 は 目の前 に広 が って い る,③ 予 測 と展 望 の幅 を拡 大 す

れ ば 必 ず仕 事 と人 生 の両 面 で プ ラ ス とな る,④ 企 業 経 営 の改 善 でMISが い か な

る役 割 を果 たせ るか を視 点 に して,本 会 議 ・展示 会 を活 用 して下 さい,の4点 を

ま と め,し め く く った 。
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2.イ ク ィ タ ブ ル 生 命 保 険 会 社

調 査 先;TheEquitableLifeAssuranceSocietyoftheUnitedStates

所 在 地;1285Avenueofthe「Americas,NewYork,N.Y.10019

(212)554-3856

調 査 期 日;1982年10月13日

面 接 者;Mr.JohnR.Goodroe:SeniorVicePresident

Ms.BarbaraHorowitz:ProductManager

Mr.RobertDeGrande:TechnicalAnalyst

.Ms.LouiseKnuchel:ProjectLeader

Mr.GeorgePerez:TechnicalConsultant

Mr.PeterKublickis:TechnicalConsultant

Mr.CurtPader:Manager,InformationCenter

Ms.BarbaraEnglish

1.概 要 お よ び所 感

イ ク ィタ ブル 生 命 保険 会 社(ELAS) 、は,ア メリカにあ る1,900社 の保 険 会 社 中,資

産 規模 で み て3番 目に 大 きい 会 社 で あ る。本 社 は ニ ュ ー ヨ ー クに あ り,資 産 は,

430億 ドル とい う。

(D組 織

ELASの 主 な業 務 は,本 社 部 門,個 人,グ ルー プ,代 理 店 業 務 の保 険部 門,

そ して不 動 産,証 券,年 金 を扱 う投 資部 門 の3部 門 に分 かれ て い る。

(2)コ ン サ ル タ ン ト ・ グ ル ー プ の 位 置
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1979年4月,同 社 はOAシ ス テム を導 入 した 。そ れ は経 営 幹 部 層 が これ ま で

中央 集 中 型 で や って い た コ ン ピュ ー タ ・シス テム が,次 第 に 分散 型 に な って い

るの に 気 付 い た た めで あ る 。 この 傾 向 が 分 か ってか ら中 央 集 中 的機 構 を どの よ

うに分 散 型 に か え るか 調査 した 。 そ して分 散 処 理 に適 した機器 を導 入 す るに は,

利 用 者 が デ ー タ処 理 で きる機械 を必要 とす るた め,ワ ー ドプ ロセ ッサ を必要 と

す る こ とが 分 か った 。

今 回,こ の 説 明 に 当 った コ ンサル タ ン ト ・グル ー プは,本 社 部 門 の ア ドバ ン

ス ・テ ク ノ ロジ ー ・サ ポー トの一 セ ク シ ョンで,新 技 術導 入 のサポー ト,調 査 ・

開 発 を行 う 。 作 業 分 野 は,OAシ ス テ ム,イ ン フ ォメ ー シ 。ン,デ ー タ ベ ー

スの マ ネ ー ジ メ ン ト等 。 このOA導 入 に つい ては,次 の こ と を 目的 と して 技 術

導 入 の サ ポ ー トを行 った 。

① 管 理 職,専 門職,事 務 職 の生 産 性 を あげ るこ と。

② 管 理 職 レベ ル の 人 が,新 しい技 術 を理 解 す る。特 に デ ー タ ・、プ ロセ ッサの

必 要 性 を理 解 す る。

③ 各 部 門 に 小型 計 算 機 が 導 入 され,十 分 な統 合,コ ミュニ ケ ー シ ・ンを と る

こ とが不 可 能 に な るの で これ を管理 す る。

④ イ ン フ ォメー シ ・ン ・ネ ッ トワー クの ベ ースづ く りをす る 。即 ち大 量 の デ

ー タを活 用 す るた め ,情 報 の 流 れ を よ くす る ネ ッ トワー クの ベ ー スつ ぐ¶り を

行 う。 ・

現 在 は,上 記 の3部 門 で そ れ ぞれ 統 合 で きる計 算 機 シ ス テ ム を持 って い る。

(3)OA技 術分 野 の 概要

ELASのOA技 術 は次 の6分 野 の技 術 を統 合 した もの で あ る。

① ワー ド ・プ ロセ ッ シ ン グ

書 類 を読 む,コ ピーの く りか え し,文 章 の保 管 に利 用 され生 産 性 を高 め る。

② デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ.

最 も古 い コ ン ピュ ー タの利 用 で,OAの 基 礎 で あ る。 現 在,必 要 な分 野 で
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の み 使 われ て い る。

'

③ イ メ ー ジ ・プ ロセ シ ング

グ ラ フ,画 像 を文書 か ら と り出 して つ く る。説 明 に用 い る ス ラ イ ドは こ の

技 術 で作 られ る。

④ オー デ イわ プロセ シ ン グ

電 話 の と き,相 手 が い な い ときの不 用 な時 間 を 削減 す る。 ま た,テ レ ビ会

議 な ど遠 隔地 か らの話 し合 い や,ス ピーチ技 術 もこの分 野 に 入 る。

⑤ ネ ッ ト,ワー キ ング

処 理 の 分 散 を どの よ うに す るか とい うこ とで,今 後10年 間 に 最 も盛 ん に

な る分 野 であ る。現 場 か らオ フ ィスへ どの位 早 く情 報 が 流 れ,ま た返 送 され

る か,こ れ に 対 す る標 準 化 が現 在 行 われ て い る 。

⑥ ヒュー マ ン ・フ 。ク タ ー

人 間 的要 素 か らみ た人 間 管理 の 技 術 で,利 用 者 の コ ン ピュ ータ に対 す る反

感 を無 くす るこ と,有 効 な ソ フ トウ ェアの 開発,経 済 的 に許 せ る範 囲 で ワ ー

クス テ ー シ ョンに 人 間 的要 素 を と り入 れ るこ とを考 え る 。

同社 で は大 型 コ ン ヒ。ユ ー タか らマ イ ク ロ コ ン ピュー タま で各 種 使 って い るが,

主 と してW・ ・g社 製 の 拠 誹 る・ そ してパ ー ・tル ・・パ ー タ喧 一夕 ・

プ ロ セ シ ン グ,ワ ー ド ・プロセ シ ン グ,ネ ッ トワー ク技 術 等 ,上 記 の技 術 を

含 ん だ もの で ・ どの 机 上 に 蹟 け 情 報 の流 れ 紛 散 で きる
.もの と、して評 価 し

て い る 。 ・

2.詳 論

OAシ ス テ ムの 実施

(1)ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

1979年 にWangの ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ が 導 入 さ れ て か ら,社 内 で は タ イ プ ラ

イ タ が 少 な く な っ た 。 導 入 当 時,利 用 者 はCRTは 初 め て で あ っ た が,こ れ を 使
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った デ ー タ処 理 に 早 く馴 れ,効 率 よ く使 え るよ う訓 練 した 。 訓練 は,社 内か ら

指導 者 を え らび,訓 練 コー スを設 定 して指 導 した 。

1)ワ ー ド ・プ ロセ ッサの 利用 と効 果

機能 と して,タ イ プ,編 集,コ ピー,文 書 の 格納 に よ り,必 要 な と きCR

Tに よみ 出 す こ とが で きる等 か ら次 の 作 業 に使 用 され た。

① タ イ プ ラ イタの 代 りに 使 う

② 専 門 職 が プ ロ グ ラム の説 明 や フロー チ ャ ー トをつ くる の に使用

③ 経 営 の 幹 部 層 の 人 が,会 議 や 日程 表 を作 成 す る

④ そ の他,フ ァイル の作 成,文 書 の 書 式 を知 る こ と,メ モ代 りに使 い,タ

イ プの く り返 し を な くす る

等 で,全 般 と して プ ログ ラ マ以 外 の人 が,作 業 の仕 様 を見 て これ を分 析,ワ

ー ド ・プ ロセ ッサ に入 れ る こ とを行 って短 時 間 に 事務 処 理 がで き る よ うに な

った 。 ま た,大 型 コ ン ビ ュー タへ 作 業 をのせ る場 合 も,前 処 理 が で き るた め

大型 機 の 再 使 用 が な くな り無 駄 な費 用 が 減少 し た。 さ らに,管 理 職 や プログラ

マの生 産 性 が 上 った。 同様 に秘 書 は時 間の 余 裕 がで き,彼 等 の よ りよい 活用

を図 るた め,総 務(人 事 関 係)の 仕 事 を させ,地 位 の 向 上 を図 った。

2)ワ ー ド ・プ ロセ ッサの 導 入 の サ ポ ー ト

OA化 は各 部 門 で 自発 的 に 行 って い る。 導 入 の 希 望,設 計 は各 部 門 で行 い,

必 要 な と き サ ポ ー トした 。機種 は中 央 で統 括 す るた め,Wangを す す めた 。

しか し正 当 な理 由 で あれ ば 他 の 機種 も認 め た 。希 望 か ら導 入 まで3～6ヵ 月

かか る。

(2)デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

年 々 ハ ー ド ウ ェ ア の コ ス ト は 下 り,使 い 易 く な り,益 々 使 用 が 多 く な りつ つ

あ る 。
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従 来 は,使 用 が むず か し く,専 門 的 で大 きい作 業 は困難 で あ った 。 しか し

Wangの 端 末 と オ ン ライ ン化 か ら コ ン ピュー タは社 内で活発 に使 用 され る よ う

に な った 。 コ ン ピュー タの 専 門 家 ば か りで な く,一 般 社 員 が使 うよ うに な った 。

今,同 社 で は 幹 部,専 門 職 の 人 は 端 末 を1台 ～2台 持 って い る。

さ らにパ ソコン,ミ ニ コンの導 入 に よ り,部 屋 の 広 さ,設 備,電 源 の費 用 を節

減 した 。

ハ ー ドウ ェアの コス ト低 減 に対 して,オ ペ レ ー シ ョンや ソ フ トウ ェ アの費 用

が高 くな って きた 。 コ ンサ ル タ ン ト ・グル ー プは,ソ フ トウ ェア をや さ し くす

る方 法 を 講 じた 。 ソ フ トウ ェア は具 体 的 な パ ッケ ー ジ を開発 し,デ ータベ ース ・

マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム 等 を使 うの に,一 般 利 用 者 の プ ロ グラ ミング作 業 を

無 くす か,軽 減 す る こ とや,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ では パ ラグ ラフ をか えて 自由

に 内容 を レイ ア ウ トして書 類 の 質 の 向 上 を図 るな ど,生 産 性 の 向 上 に つ とめ た 。

大 型 コン ピュ ー タ(IBM)とWangを 使 っ た ネ ッ トワー クは 現在 用 い られ,い

ず れ パ ソコ ン もオ ンラ イ ン化 され る。

大容 量 の メ モ リが容 易 に使 え,ワ ー ドチ ェ ヅカ ー機 能(一 種 の辞 書)が 働 き,

個 人 の使 用 言 語 の ミス をカ バ ーで き る よ う ソ フ トとハ ー ドウ ェ アの コ ン ビで 開

発 が す す んで い る。

(3)テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ELASで はWangの 研 究 所 と 協 同 で,視 聴 覚 シ ス テ ム(EARS:Equitable

AudioResponseService)を 開 発 し た 。

同 社 は 現 在900の オ フ ィ ス を も つ 分 散 処 理 型 に な り,電 話 に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ー シ
ョ ン は,ア メ リ カ 国 内 の 時 差 の 関 係 も あ っ て む ず か し い 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は 人 対 人,文 書,電 話 に よ る もの が あ る 。 文 書 に よ る

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は,メ モ を 書 く こ と,時 間 を と り面 倒 で あ る 。 電 話 は 以 前

は 効 果 的 な 手 法 で あ っ た が,会 議 等 が 多 く な っ た 今,相 手 が 不 在,会 議 中 な ど

で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が む ず か し く な っ た 。
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オ フ ィ ス の 机 上 の 書 類 箱'(イ ン/ア ウ ト ・バ ス ケ ッ ト)の 内 容 も,捨 て'て よ

い も の,あ と で 決 め て よ い も の,す ぐ 必 要 な も の が あ り そ れ ら の 処 理 をEARS

が 解 決 し た 。

EARSと は,電 話 で の コ ミ ュ'ニ ケ'一 シ ョ'ン ・ シ ス テ ム で,電 話 で メ ッ セ ー ジ

を 入 れ る:ま た は 他 か ら 入 る と 後 で 必 要 な ・と き,ア ク セ ス で き る シ ス テ ム で あ

る 。 い わ ゆ る ボ イ ス ・メ ー ル ・ ボ ッ ク ス で あ る 。 各 支 店,現 場 の 交 換 台 で,I

MU(イ ン タ ー マ シ ン ・ ユ ニ ッ ト)を 通 し て 自 社 内 の 電 話 回 線 で コ ミ ュ ニ ケ ー

トで き る 。

外 部 と の 接 続 は,TSU(TrunkSelectionUnit)を 介 し て 行 わ れ る 。現 在

は,外 部 か ら の ア ク セ ス で もEARSが 使 え る ソ ブ ト ウ ェ ア の 開 発 が 進 め られ て

い る 。

EARSを どの よ うに社 員 に 浸 透 させ るか が 問題 で次 の 指導 を行 った 。

① 上 層 部 に 熟 知 させ る

② パ イ ロ ッ トシス テ ム を作 り,社 内 か ら300人 を選 ん で講習 を行 った後,

実 施 した6毎 日使 用 した率45%,ア クセ ス数平 均 毎 日 当 り3.5回,コ ー ル

'
タ イム は1回'当 り1.25分 で あ った 。'

これ に よ り,時 差 に よ る 障害 が な くな り,一 方 通 行 の コ ミュ ニケ ー シ ョ ンで

は あ るが,時 間 の無 駄 が な くな った。

(4)パ ・一 ソ・ナル ∵コlyピ ュ一 夕"t

ELASと して は,パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タ ・(以下 パ シ コ ン・と記 述)の 認 識

を 深 め,使 用 しな い とき との 生 産 性 の 比 較,長 期使 用 に よ り生 産 性 が 高 ま るか

否 か に つ い て研 究 した。 パ ソ'コンの コス トの償 却 は 数 ケ 月 で 可能 で あ る こ と,

短 期 間 の使 用 で良 い どい う結 果 が 得 られ た 。 な お ・有効 な ソヲ トウ ェア'パ ッ

ケ ー ジが あ り,個 人 の 創造 性 で使 う範 囲 が 広 い 。 同社 で は多 目的 に 使 うので は

な くピ数 字 を扱 う金 利計 算,予 測 等 の作 業,グ ラフの編 集 な ど,特 定 の ア プ リ

ケ ー シ ョンで使 用 したい と考 え た 。 そ して パ ソ コ ンを使 う こ とが,オ フ ィスの
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生 産性 をあ げ るこ とが 明確 に な った の で,コ ンサ ル タ ン ト ・グル ー プはパ ソ コ

ン ・ア ドバ ンス ・サ ー ビス部 門 をお き,導 入,使 用 法,ニ ー ズに 合 った機 種 選

定,ソ フ トウ ェアの サ ポ ー トをし た 。 さ らにパ ソコンを ネ ットワー クで結 ん で 統

合 した形 に す る こ と,外 部 シ ス テ ム と結 ん で テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョンに よ り情

報 を と り入れ る こと を考 え て い る。 そ して その ため の オフ ィス と現 場 の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンを と って い る 。

パ ソ コ ンの ア プ リケ ー シ ョ ン と して 力 を注 い で い る作 業 や 計 画 は次 の もの で

あ る。

① 多 くの 数 字 を扱 っ た金 利,予 算,予 測 な どの 計算 を行 い,人 的 資 源 を判 断

を要 す る業 務 に む け る。

② 多 くの 数 字 デ ー タか ら,グ ラ フを編 集 して,傾 向 を見易 くす る。

③ もし こ うな った ら(Whatif)と い う考 え で,創 造 ・判 断 に 必 要 な ツー ル

とす る。

④ 小 規 模 の ワ ー ドプ ロセ ッサ,デ ー タベ ース ・マ ネ ジメ ン トの作 業

⑤ 保 険 会 社 と し て顧 客 に 対 す る情 報 の 提供 サ ー ビスが で き る 。

パ ソ コ ンの 将 来 の 傾 向 と し て,大 容 量 メモ リを持 ち,処 理 能 力 が上 り,高 度

な ア プ リケ ー シ ョ ンを使 った もの に な って 行 く と考 え る 。 そ こ で大 型 シ ス テ ム

を結 ん で,ビ デ オ,テ レ ビ,電 話 の技 術 を統 合 した ア プ リケ ー シ ョンの方 向 を

考 え てい る。

現 在,社 内の パ ソ コ ンの 機 種 も多 い が,コ ンサル タ ン ト ・グル ー プ と して は

機種 はApple■,Osborneを す す め てい る。 これ は社 内の ネ ッ トワー ク に 結

ぶ こ と,社 内 の デ ー タ交換 を ス ム ー ズに 行 え るこ と等,統 一 を図 るた め であ る。

(5)イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・セ ン ター

この セ ンタ ー は新技 術 が発 表 に な った と き,全 社 的 に知 らせ る こ と,情 報 が

必 要 な と き,そ の 情 報 が と り出せ るよ う準 備 して お くた め に設 置 され,大 型I

BMコ ン ピ ュー タ を基 礎 と してつ く られ てい る。情報 は従 来 の形 で 集 め られ る
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が ・こ こで 整 備 保 管 され る 。 それ に よ り,レ ス トラ ンで 注 文 した料 理 が出 るよ

うに簡 単 に 情 報 に ア ク セ スす るこ とが で きる。

現 在,人 事 管理,財 務 管 理 情 報 シ ス テ ムがあ る 。

ELASのOA化 は ま だ始 ま った ば か りで 今 後 大 きな 変 化 が 予 測 され る。 コ ンサ

ル タ ン ト ・グル ー プは 情 報 活 用 の ツー ル と技 術 を集 め,必 要 とす る人 に提 供 す る

こ とが業 務 で あ る。
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3.チ ェ ー ス ・ マ ン ハ ッ タ ン銀 行

調 査 先;TheChaseManhattanBankN.A.

所 在 地;1ChaseManhattanPlaza,NewYork,N.Y.10081

(212)552-7325

調 査 期 日;1982年10月13日

面 接 者;Mr.JerryD.Lambo:VicePresident

Mr.IraKatz:VicePresident

1.概 要 お よ び 所 感

Ch♂seManhattan銀 行 は,1970年 初 期 に 現 金 自 動 支 払 シ ス テ ム を 実 施 し た 。

現 在 同 行 は,ニ ュ ー ヨ ー ク 州 レ イ ク ・サ ク セ ス に あ る 顧 客 運 営 サ ー ビ ス ・グ ル

ー プ 本 部 に
,い く つ か の オ ン ラ イ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク を 収 容 し て い る 。 こ れ ら ネ ッ

ト ワ ー ク は,次 の よ う な もの で あ る 。

(1)一 般 支 店 銀 行 業 務 用 のL800を こ え る端 末 装 置 で 構 成 さ れ て い る コ ミュニ テ ィ電

子 テ ラ ー シ ス テ ム(Comets).

(2)400の 端 末 装 置 を 使 っ て 同 行 のVISA勘 定 を 処 理 す る 顧 客 勘 定 管 理 シ ス テ ム

(CAMS)

(3)カ ー ドの 許 可 と 検 査 の た め の 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク 電 子 式 キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タ

(ECR)

(4)銀 行 電 話 呼 出 装 置

㈲ 学 生 用 ロ ー ン 運 営 装 置

(6)86の 場 所 で24時 間 サ ー ビ ス を 行 う チ ェ ー ス 自 動 預 金 引 出 機(ATM)ネ ッ ト

ワ ー ク
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1979年 に は,DieboldInc.の 全 自 動 銀 行 シ ス テ ム(TABS)910ATMと95

10制 御 装 置 を 導 入 し,信 頼 性 を た し か な も の と し た 。'

同 行 は 現 在OA戦 略5カ 年 計 画 で,5つ の 目 標 を た て て い る 。

(1)内 部 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(2)幹 部,専 門 職 の サ ポ ー ト

(3)総 務 業 務 の サ ポ ー ト

(4)環 境,人 間 的 フ ァ ク タ ー の 改 善 と 考 慮 一

(5)ネ ッ ト ワ ー キ ン グ

同行の業務 は分 散処理型 を とってい る。営業 部門は次 の4部 門に分 け られてい

る。

(1)国 際 銀 行 業 務

② 本 社 銀 行 業 務

(3)一 般 顧 客 を対 象 とす る業 務

(4)信 託,年 金,学 校 ロー ン等 を扱 う業 務

今 回 の,同 行 のOA戦 略 お よび運 用 につ いて説 明 した スタ ッフは,オ ペ レー シ ョ

ンズ部 門 に 属 し,同 行 内 の シス テム に 関す る業 務,コ ンサル タ ン ト業 務 を担 当 し

て い る。

2.詳 ・.・論 ・,,. .`

〔1〕ChaseManhattan銀 行 に お け るOA戦 略 の 概 要 ,

(1)OAの 定 義

同行 で は,オ フ ィスに お け る情 報 に 関 す るす べ て の こ とはOAの 分 野 に 入 れ

てい る。OAは,情 報 を使 用 す るこ と を強 力 に す る手段 で,こ れ に よ り生産 性

を高 め,効 果 を あげ る こ とで あ る 。

(2)OAの 戦 略
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オ フ ィスに お け るOAの 位 置,OAの 示 す 方 向,手 段,ど ん な データ源 を 持 つ

か に あ る。 この 戦 略 の中 で 特 に 重 要 な こ とは,計 画 を行 う人達 で あ る。

オ フ ィスに おけ るOA化 の 目標 の 土 台 は,現 在 の 状 態の 査 定 を し,オ フ ィス

の 目的 に 合 った こ と をす る こ とで,単 に処 理 を速 くす る 乙 とで は ない 。

同行 では,概 要 で述 べ た・5ケ年 計画 で5項 目の 目標 をたて た 。 それ は,テ キ

ス ト処 理,デ ー タ処理,イ メー ジ,オ ー デ ィオ,電 話処 理 の各 シス テ ム を デ ジ

タ イズ し て,お 互 いに変 換 で きる型 にす る こ とで あ る。

(3)計 画

計 画 を3層 に分 け た。

1)本 社 レベ ル の戦 略

本 社 が直 接 実 施 す る もの で あ る。例 え ば 電 子 メ ール を統 合 して 本 社 が ガ イ

ドラ イ ンを きめ る。 また,ビ デ オ ・コ ン フ ァレ ンス を ネ ッ トワー クを通 して,

す べ て の オ フ ィスに ア クセ ス す る こ と等 で あ る。

2)実 施 部 門 で の戦 略

実施 は各 支 店,各 部 門 が行 う。例 え ば デ ー タベ ースへ の ア ク セス の場 合,

異 った ベ ン ダーの 計 算 機 か らの ア クセ スが 可能 か どう か を調 べ るの は 本社 レ

ベ ル だ が,実 際 の方 法 は 各 支 店 ・部 門 が 行 う。

3)各 部 門 レベ ル の戦 略

本 社 で ガイ ドラ イ ンをつ く り,各 部 門 が それ を基 に 部 門 内で ガ イ ドラ イ ン

をつ く って 実 施 す る。 例 えば電 子 メー ルは 本社 の ガ イ ドラ イ ン を基 に,各 支

店 内 で実 施,仕 様 を きめ る。 ま た部 門 で の ガイ ドライ ンは,具 体 的 な ベ ンダ

ー名 をあ げ た り ,ベ ン ダ ー同 志,互 換 性 の あ る もの を リス トした りす る。

(4)運 営

同 行 は分 散 型 の経 営 を と って い る。各支 店は 独 立 採 算 性 を と り,独 自に経 営

コス トに見 合 うよ う運 営 して い か ねば な らな い 。
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OAを 実 施 す るに 当 って,そ れ を行 う執 行委 員 会 が あ る。 この 会 の使 命 は,

OA戦 略 の実 施 を見 守 る こ と にあ る。 そ の業 務 は次 の もの で あ る 。

1)銀 行 全 体 の 中枢 機 関 の 役 目 をす る。

2)上 級 の人 達 にOAが どん な こ とを行 って い るか を伝 え る 。

3)首 脳 陣 の参 加 に よ り,全 社 的 に セ ンス を う ちこ む。

4)実 施 す る人達 に対 して の プ ロ グ ラムの割 当 て。

5)予 算,ガ イ ドライ ンを つ くる 。

こ の方 法 と して,銀 行 と して の方 向 ぎめ は い ろ い ろ出 され る計 画 を統 合 した

形 を と る こ とで あ る 。

同 行 のOAの 位 置 の推 移 を 次表 に示 す 。

|1

事務 用のサ ポー ト機器 1982年 将 来

タ イ プ ラ イ タ

ワ ー ドプ ロ セ ッサ(専 門 家/管 理 者 用)

ワ ー ク ス テ ー シ 。 ン(経 営 者,幹 部 用)

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

5,000

2,200

500

20

1,500

3,600

6,000

400

合 計 7,720 11,500

傾 向 と して 顕著 な もの は,専 門 職,幹 部層 の ワー クス テ ー シ ョ ンと して の 利

用が 将 来,10倍 以上 に 増 加 す る と考 え られ る。

〔2〕 プ ロ グ ラムの 運 用

銀行 業 界 のOA分 野 は躍 動 して お り,変 りつつある分 野 で あ る。ChaseManhat-・

tan銀 行 は,業 界 を リー ドして い るOA技 術 を持 って い る。 このOAの 先 端 を行

くた め 同行 で は,前 項 で 述 べ た戦 略 的 目標 を持 ち,ビ ジ ネ スに 必要 と思 われ る こ

とに敏 速 に 反 応 し てい る。資 源 の配 分 は 全社 的展 望 で 行 ってい る。

現在7,700の ワー クス テ ー シ ョンで 一般 ビジ ネス,専 門 職,管 理 者 層 の 事務 レ

ベ ル の サ ポー トを して い る。

一50一



い ろい ろの プ ランの実 施 に は,パ イ ロ ッ ト的 な プ ロ グラム を作 って実 施 して い

る。 個 人 対個 人 の コ ミュニ ケ ー シ ョン,意 思 決 定,文 章 の作 成,環 境 の問 題 に 関

して も プロ グ ラム を実 施 して い る。 この 多 く の テ ー マ を支え る もの と して同 行 が

努 力 して い る こ とは,実 際 に使 え る プ ログ ラ ムの 実施,ソ フ トウ ェアの 手 段 と基

礎 の 開発 で あ る。

〔3〕 プ ログ ラム

実 際の プ ロ グ ラム と して は次 の もの が あ る。

(1)パ ー ソ ナ ル コ ン ヒoユ ー タ

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 全 社 的 に 導 入 し,そ れ に よ る 費 用 効 果 の あ る 方 法

で オ フ ィ ス の 生 産 性 を あ げ る 。 そ の た め 戦 略 の ガ イ ド ラ イ ン を つ く り,執 行 委

員 会 に 管 理 者 も 入 れ,ハ ー ド,ソ フ'ト の コ ン サ ル テ ィ ン グ,全 社 的 な シ ス テ ム

の 研 修 制 度,一 般 的 な サ ポ ー ト と し て オ フ ィ ス で 使 う人 に ア ド バ イ ス を す る 。

ゼ ネ ラ ル ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス ・ シ ス テ ム は400台 の パ ー ソ ナ ル コ ン ビoユ 一

夕 を 入 れ,1982年11月 に 完 成 す る 。

デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー に は,150の 支 店 か ら50人 を え ら ん で ソ

フ ト の 開 発 に 参 加 さ せ て い る 。

こ れ ら の こ と は 専 門 的 ス タ ッ フ や 幹 部 層 の 生 産 性 を あ げ る こ と に あ る 。

(2)イ ン タ ー ・パ ー ソ ナ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

こ れ は 書 類 の 流 れ を 円 滑 に す る こ と が テ ー マ で あ る 。 そ の 主 な も の を 分 類 し

た 。

1)チ ェ ー ス ・メ ー ル

現 在,Tandemの コ ン ヒ。ユ 一 夕 を ベ ー ス に し て い る も の と,こ れ と 電 話 に

よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と ど ち ら が 多 い か 比 較 調 査 し て い る 。

2)メ ー ル ・ ウ ェ イ

Wangの 計 算 機 を 使 っ た メ ー ル ・ ウ ェ イ ・ベ ー ス の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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は,国 際 的 メール ・ウ ェイの ネ ッ トワー ク と,本 社 内の ネ ッ トワー ク を結 び

つ け て い る。.

3)オ ペ レー シ ョ ンズ'

各 部 門 の首 脳 以 上 の人 達 の コ ミュニケ ー シ ョンの状 態 を調 査 して,音 声 に

よ る もの が よい か,文 書 に よ るの が よい か,ど の方 式 が首 脳 陣 の生 産性 を あ

げ る こ とが で きるか調 査 中 。

(3)グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ロ グラ ム1

1)説 明の 中 で用 い るス ラ イ ドを作 る

2)情 報 検 索 用 と して グ ラ フを デ ー タベ ースに 入 れ て使 う。

3)分 析 用 と して グ ラ フ をデ ー タベ ー スに入 れ て,分 析 の 道 具 と して使 う。

その 活 動 は,本 社 レベ ル の事 務 サ ー ビス を円滑 に す る もの で,経 営 情 報 シス

テ ムで は,財 務 と協 力 して,シ ス テムに 必 要 な仕 様 書(SRS)を つ く った り,

年 金 ・信 託 の 部 門 で も,外 部 に支 払 って いた コ ス トを下 げ るた め,グ ラ フを画

け る シ ス テム を持 った。

(4)ヒ ュ ー マ ン ・フ ァクタ ー ・プ ログ ラム

現 在 は まだ調 査段 階 で あ る 。 これ まで に実 施 した こ とは,シ ス テ ム管 理 者 層

に 人 間 的 要素 と経 済 的要 素 とを認 識 させ る こ とで あ った 。

特 に ワー クス テ ー シ ョンでCRTか らの 有 害 なX線 の 影響 は な い とい うこ とで

あ る1。

ロ ン グア イ ラン ドに コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ ョン部 門 の 人達 が1,000人 程

移 転 して い る が,こ こで,保 健 室 の協 力 を得 て,CRTと 人 間 との 距 離な どを調

べ,ア ドバ イ ス し,よ い環 境 の 下 で働 け るよ う配 慮 した 。今 後,人 間 環境 に 役

立 つ こ と を考 え てい る。

(5)オ フ ィ ス ・ シ ス テ ム の コ ツ サ ル タ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム
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同 行 で コ ン ピ ュー タ を使 う行 員 の人 達 に 専 門知 識 を深 めて も ら うこ とで あ る。

そして,使 う人 の ニ ー ズ を分 析 す るばか りで な く,ア ドバ イス を与 えて い る。

これ を行 内 の24部 門 で 説 明 して,総 務,貸 付,一 般 客 に 対 す る営 業 の3部 門

で プ ロ グ ラム を作 った 。

従 来 コンサル タン トは無 料 だ ったが1982年9月 か ら有料 と な り,6週 間で4万

ドル の契 約 額 に な った 。

各 部 門 が シス テ ム を構 成 す る と き,導 入 の コ ンサ ル タ ン トをす る。各部 門 を

イ ンタ ビュ ー し,質 問 書 に よ り,人 ・機 械 の コ ス ト,導 入 した ものの 支払 期 間,

い つ 採 算 が とれ る よ うに な るか 等 い ろ い ろ設 定 し,検 討 の上,推 薦 す る。

設 置段 階 で も,い くつ か の 段 階 別 に わ け,十 分 認 識 させ た ア プ リケ ー シ ョン

で,良 い とい うもの か らは じめ て高度 な もの に進 め て行 く。

シス テ ム と して総 合 的 な もの とす るた め,ア プ リケ ー シ ョ ン,デ ータ ベ ー ス,

補助 的 手 段 と して テ レ ビ,電 話 等 を含 めた 形 で シス テ ム を考 え て い る。

ChaseManhattan銀 行 は,こ れ らの戦 術 で オ フ ィスの生 産 性 を高 めて い る。
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4.マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学

一 メデ ィア ・テ クノ ロ ジ ーの 未 来 像 一

調 査 先;MassachusettsInstituteofTechnorogy.

所 在 地;77MassachusettsAvenue,Cambridge,MassachusettsO2139

(617)253-5114

調 査 期 日;1982年10月15日

面 接 者;Prof.JeromB.Wiesner:PresidgntEmeritus

Prof.NicholasNegroponte:ProfessorofComputerGraphics,

DepartmentofArchitecture

Dr.RichardBolt:Principa1『ResearchScientist,Department

ofArchitecture

Prof.PatrickPurce11:VisitingAssociateProfessorof

ComputerGraphics,Dept.ofArchitecture

Mr.ElicBrown:StudentofGraduateSchool

Ms.EllenRobinson:AssistanttoAndrewLippman,Depart-

mentofArchitecture

1.概 要 お よ び所 感

ア ラ ジ ンの 魔 法 の ラ ン プとい う童 話 が あ る。 ラ ン プを こす って ラ ン プの精 を呼

び出 し,命 令 す る と思 い の まま 働 い て くれ る。 昔 か ら人 間 が持 って い た願 望 が そ

ん な童 話 を作 った の だ ろ う。

い ま,オ フ ィスで も家 庭 で も,あ る程 度 の願 望 は エ レ ク トロニ クスの技 術 で 満

た され た。 そ して さ らに実 験 室 で は,空 想 科学 小 説 に あ りそ うな こ と まで可 能 に

な って きて い る。こ ん な大 胆 な実 験 を して い る所 が,マ サ チ ュー セ ッツ工科 大学
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(MIT)の 建 築 工学 科 の中 に あ る建 築機 械 グル ー プ(ア ーキ『 クチ ャー ・マ シン ・

グ ル ー プ)で あ る 。.

建 築 機 械 グ ル ー プ は,1968年 に コ ン ビ。ユ 一 夕 ・グ ラ フ ィ ッ ク ス を 中 心 の 研 究

を す る た め,ニ コ ラ ス ・ネ グ ロ ポ ン チ(NicholasNegroponte)教 授 が 創 設 し た 。

こ れ は 計 算 機 に よ る,建 築 設 計 者 と 設 計 の 過 程 の イ ン タ フ ェ ー ス を 扱 っ た 研 究 で,

現 在,グ ル ー プ の 研 究 者 は36名 を 超 え,メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジ ー の 研 究 開 発 に

と り組 ん で い る 。

メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジ ー と は,マ ス コ ミの 世 界 へ,コ ン ビ。ユ 一 夕 や コ ン ピ ュ ー

タ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス の 分 野 の 成 果 を と り入 れ て,マ ス コ ミを 個 人 に 近 づ け る こ と

を 目 的 と し て い る 。

メ デ ィ ア ・ル ー ム の 開 発 も こ の グ ル ー プ が 行 っ て い る 。 こ れ は オ フ ィ ス に 魔 法

の ラ ン プ の 精 が き た と 思 え る も の だ 。

2.詳 論

MITで は1984年 に メ デ ィア ・テ ク ノ ロ ジー を研 究 す る建 物 が 完成 す る,こ れ

はCenterforArt&MediaTechnologyと よ ば れ るこ とに な る 。

建 築 機 械 グ ル ー プで い ま行 って い る研究 は,次 の4種 に分 け るこ とが で き る。

第1は 遠 隔会 議 の 研 究,

第2は ヒュ ー マ ン ・イン タフ ェー スの 研 究 で,音 声 と動作 を組 合 わせ て人 間 と

機 械 の 間 の コ ミュ ニケ ー シ ョンの 精 度 を あげ る こ と,

第3は"Thinkingincolor"と よば れ,色 彩 とい う視 点 か ら人 間生 活 の 環

境 を見 直 して,人 間生 活 改 善 に色 を使 え な い か とい う研 究,

第4は 映 像 を コ ン ピ ュー タに よ り編 集 して,個 人 の マ ガ ジ ンを つ くる研 究 で あ

る。

(1)メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジ ー

1982年 で は 活 字,映 像,コ ン ピ ュ ー タ つ ま り,技 術 と 芸 術 が あ ま り関 連 な く
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発 達 した。 しか し2000年 で は,こ れ ら3う の 技 術,産 業 が 大 き く重 り合 って

くる と考 えて い る。 その 重 り部 分 が メデ ィア ・テ ク ノロ ジー で あ る。

1)映 像 の 高 品 質化

現在 の活 字 ・出 版 ・新 聞 とい った ジ ャー ナ リズ ム と,テ レ ビ,コ ン ピュー

タの 関 連 をみ る と,家 庭 用 テ レ ビを使 った テ レ テ キ ス トとい う もの が 考 え ら

れ る。 その 活 字 は グ ラ フ ィ ック スか らみ る と字 体 の 品 質 が お ち る。

建 築 機械 グル ー プで は,テ レ ビの活 字 の フ ォン トを高 品質 な ものに す る こ

とに 努 力 した 。 その 結 果,ア メ リカの標 準 テ レ ビの走 査 線525本 の もの で,

1行120字,画 面 に80行 つ め る映 像で,高 品 質 の 文字 体 を表 現 す る こ と に

成 功 した 。例 え ば"a"と い う文 字 で,白 色 ・灰 色 ・黒 色 の3段 階 の 濃 淡 で

aを 表 わ し,aの 尖 って い る部 分 を灰 色 に して尖 端 をぼか す よ うに した ら,

視覚 的 に鮮 明 に な った 。 同様 に漢 字 も端 をぼ か す こ とに よ り視覚 的 に鮮 明 な

像 が 得 られ た 。

これ は ビデ オや コ ン ピ ュータ専 攻 の 学 生 と,美 術 を専 攻 してい る学 生 に よ

って,ぼ か す とい う ノイ ズ を視覚 的 な 観 点 か ら見 直 して成 功 した もの で,文

字 を絵 とし て見 るとい う考 え方 に よ る もので あ る 。

この ぼ か しの 技 術 で地 図 上 の小 さい 文 字 も図 上 に鮮 明 に得 る こ とが で きた。

地 図 ばか りで な く,芸 術 品 も見 て納 得 のい くよ うな十 分 な 品質 を も って出 す

こ とが で き る。

これ は コ ン ピ ュ ータ で作 品 の 色調 の分 析 を行 い,256種 の 最 もよ く出 る色

調 を選 び,そ の組 合 せ に よ る再 生 で 十 分 な 映 像 が で き る。即 ち,コ ン ピ ュー

タに よ る前置 処 理 過程 に よ り,よ い映 像 が 得 られ る こ とであ る。

この 技術 を用 い れ ば,家 庭用 テ レ ビで 百 科 辞 典 の 内容 な ど を表 示 で き る し,

地 図 もテ レ ビで 送 れ るな ど,今 ま で解 像 度 の高 い もので な い とで きな い と考

え られ た こ とが,従 来 の もの で もこの技 術 な ら十 分 で き る と考 え られ る。

2)ビ デ オデ ィス ク とコ ン ピュー タの結 合 の可 能 性

1979年 か ら ビデ オ デ ィス ク と コン ピ ュー タ をつ ないで,個 人 用 の ニューズ ・
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マ ガ ジ ンを作 るよ うな研 究 を して い る。

これ は,ニ ュー ス源 を ネ ッ トワー クで バ ン ド幅 の 狭 い周 波 数帯 で送 り,テ

レ ビ内 に組 込 ま れ た ビデオ と コ ン ピュ ー ダを使 い,送 られ た信号 を幅 広 い周

波 数 帯 に して映 像 と して 出 す 。

将 来 は,家 庭 用 テ レ ビ,ビ デ オ デ ィス クか らニ ュ ース を集 め,ネ ッ トワー

クに直 接 送 り,ま た,ネ ッ トワー クか らASCIIコ ー ド等 で電 話 線 で ニ ュー

ス を集 め て お く 。 あ とで 音 声 等 で 興 味 の あ る も の を選 ん で ,カ ラーで 絵 や

テ キ ス トが 得 られ,自 分 用 の ニ ュー ズ ・マ ガ ジ ンが得 られ る。

これ に は ど う して も コ ン ピュ ータの力 が必 要 で あ る。 な ぜ な らビデ オ デ ィ

ス クの記 憶 容 量 に は い る映 画 の1コ マの ス ラ イ ドを考 え る と ,54,000の 画 像

が はい る。 その 処 理 に は,ど うして もコ ン ピ ュー タの力 が 必 要 だ か らで あ る。

3)TRAVELシ ス テ ム

建 築 機 械 グル ー プは,在 来 の 技 術 を新 しい 方 向 に使 う研究 を して い る 。 そ

の1つ に 前述 の ビデ オ デ ィス ク と コ ン ピュ ー タの 組 合 せ が あ る。 ビデ オ デ ィ

ス クは ど こか らで も映 像 を と り出 す ことが で き,1コ マ毎 の映 像 もと り出 せ

る。 この制 御 を コ ン ピ ュー タに させ て,他 の 目的 に使 うこ とが可能 と な った 。

この 映像 記 憶 の活 用 に ム ー ビー ・マ ップが あ る。 これ はTRAVELシ ステムの

一部 で ,地 図 を周 波数 帯 の広 い 映 像 に か え て表 現 す る。

車 で あ る町 へ 行 くと き,あ らか じめ町 の情 景 を ビデオ に入 れ て お き,CR

Tに 現 われ た地 図 を指 で辿 る と映 画 とな り,地 図 上 で示 し た町 が出 現 して,

町 の様 子 が わ か る 。

指 でCRT上 の所 定 の 所 を押 す と,車 で 町 を走 って い るよ うに右 へ,左 へ,

ス ピー ドも変 わ る 。 ま た通 りに あ る建 物 の 中 を見 るこ と も可 能 で ,そ の 指 示

は すべ てCRT上 の信 号 コー ドを指 で タ ッチ す るだ けでか え られ る。

これ は,あ らか じめ町 の 直 線 コー ス,曲 り角,見 たい所 等 を撮 り,編 集 し

た町 の 情 報 の ビデ オが デ ー タベ ー スの役 目 を し,コ ン ピュー タが タ ッチ され

た圧 力信 号 か ら内 容 を よ み 出 して表 現 す る もので あ る。
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シス テ ム と して は,2台 の デ ィス ク ・プ レイ ヤ ー を使 い い1台 の プ レ イヤ

ーが あ る景 色 を映 してい る時 ,2台 目の プ レ イ ヤーは 次 の シー ンが 出 る と プ

レ イヤ ーが切 換 って 動 作 が く りか え され る。

(2)メ デ ィア ・ル ー ム

建 築 グル ニ プが ヒュ ー マ ン ・イ ンタ フ ェー ス とよん で い た研 究 で あ る。

この 部 屋 は,20平 方 メ ー トル程 度 で,正 面 の壁 が全 面 ス ク リー ンで あ る。

そ の うしろ の部 屋 の 映 写 機 で,像 を この ス ク リー ンへ 投 影 す る。音 声 は 部 屋 の

四 隅や 天井,床 に つ く られ た8チ ャ ンネ ルの 音 響 シス テム で あ る。

部 屋 の 中 央 に椅 子 が あ り,椅 子 の 両肘 に ジ 。イ ス テ ック ・コ ン トロ ール とい

うス イ ッチが あ る。椅 子 の とな りに19吋 のCRTが2台 あ り,電 話 機,テ レ ビ,

地 図,電 話 帳 な どの 絵 が 映 され,デ ー タ ラ ン ドと呼 ば れて い る。 これ を指 で押

す と,目 的の 絵 が正 面 の ス ク リー ンに 出 され,ジ ョイ ス テ ックで拡 大 され た り

移動 した りす る。

い ま電 話 をか け る と き,デ ー ラ ン ドの 電話 機 を押 す とス ク リー ン上 に プ ッシ

ュ ボ タ ン式 の 電 話機 が 映 る 。番 号 を電 話機 で示 す と外 部 と通 じ,自 分 は受 話 器

を持 た ず その ま ま話 す と相 手 へ 送 られ,相 手 の 声 は音 響 シ ステ ム か ら返 って く

る。

今 回 の訪 問 で は,'音 声 認 識 装置 を用 い た 音声 と動作 に よ る情報 伝 達 の 実験 を

見 るこ どが で きた 。

メ デ ィア ・ル ー ムの 中 央 に あ る椅 子 か ら,NECの 音 声 認 識 装 置DP100を 使

って ・PUTITTHERE・(そ れ を そこへ置 け)と い う声 と動 作 を組 合 わせた実

験 で あ る 。

正 面 ス ク リー ン全 面 に い くつ か 船 の 位置 が示 され た カ リ ブ海 の 地 図 が投 影 さ

れ て い る。音 声 認 識 装 置DP100に よ り,「PutItThere」 と言 い な が ら

"It""Th
ere"を 指 示 す る。指 示 に はPNS社 の 遠 隔 対 象物 測 定 シ ス テ ム を使

用 してい る 。 これ は3方 向 に 向 け て組 合 わ され た磁 石 の 磁 力 線 の変 化 で位 置 を
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検 出す るセ ンサ ーで,こ れ を手 に付 け て ス ク リーンの場 所 を示 す と,音 声応 答

装 置 が 同 じ言 葉 を く り返 し,指 示 され た船 は画 面 か ら消 え て,次 に示 され た場

所 に現 われ る 。音 声 と動 作 を組 合 わせ た結 果,人 間 と機 械 の コ ミュニケ ー シ ョ

ンの精 度 が98%に も上 った 。

この応 用 は ア メ リカ海 軍 が 港 内 の艦 船 を制 御 す るの に使 われ てい る とい う。

この メデ ィア ・ル ー ムに は,Perkin-Elmer社 製512キ ロバ イ トの .コン ビ。

ユ一 夕2台,256キ ロバ イ トの もの2台 が それ ぞれ10台 の 周 辺 装 置 を 制 御 し

て い る。

iデ ィア ・ル ー ムの とな りの研 究 室 で は,CRT上 に本 を1ペ ー ジ映 し,ど

の 部分 を読 ん で い るか をCRT上 で押 す と色 が変 わ り,読 ん で い る.部 分 が 分 か

る。 ペ ー ジをめ く る指 示 をCRT上 に示 せ ば,次 の ペ ー ジへ 画 面 が変 わ る とい

う実 験 を行 った 。

その 他,遠 隔会 議 の 研究 に 使 うた め,会 議参 加者 の表 情 を 出す マ ス ク を と り

つ け て,3次 元 の立 体 的 な 顔 を回 線 で送 り,顔 の表 情,唇 も言 葉 に 合 わ せ て動

く実験 も して い る とい う こ とで あ る。.

(3)研 究 の 利用 目的'㌧

メデ ィア ・テ ク ノ ロ ジ ーの利 用 は,人 間 と情 報 の イ ン タ フ ェー スに 新 た な豊

か さ をつ け る こ とで あ る 。 今 は大 学 の 実験 室 内の技 術 で あ る が これ を民 生 用 と

し て将来 活 用 で き る もの は どん どん と り入 れ た ら,あ るいは オ フィスや 家 庭 に ア

ラ ジンの 魔法 の ラ ン プの 精 が こな い と も限 らな い 。
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5.カ リ ブ ォ ル ニ ア 大 学

一 コ ン ピ二 一 タ ・シス テ ム と人 間 組 織 一

調 査'先;UniversitY'ofCali'forfiia,L6sAngeles

所 在 地;L69Angeles,californi,agOO24

調 査 期 日;1982年10月18日

面 接 者';'Dr.JayB.Barney

t'

Professor

ProgramforResearchinOrg.&Mgmt・

GraduateSchoolofManagement

Dr.JamesC.Taylor

Ofganiz'lltionalConsultantandResearchFellow

CenterforQualityofWorkingLife

1.概 要 お よ び 所 感

'
カ リ フ ォル ニ ア 州 ロサ ンゼ ル ス の郊 外 に 広 大 な キ ャ ンパ ス を有 す るUCLAは,

ア メリカ有 数 の公 立大 学 カ リフ ォルニ ア大 の 一 キ ャンパスで ある。我 々が訪 れ た の は,

その大 学 院(GraduateSchoolofManagement)で あ る 。

カ リフ ォル ニ ア大 学 は,1868年 に 設立 され,現 在 は バ ー ク レ'イ,デ イ ビス,

ア ー ビン,ロ サ ンゼ ル ス,リ バ ー サ イ ド,サ ン デ ィエ ゴ,サ ン フ ラ ンシ ス コ,サ

ン タバ ーバ ラ,サ ンタ クル ー ズの 各地 に キ ャ ンパ ス を有 して い る。

UCLA(同 大 ロサ ンゼ ル ス校)は,バ ー ク レイ校 に次 ぐ広 大 な敷 地 を持 ち,

3,100名 の 教 師 の 下 に3万 人 以上 の学 生 が 学 ん で い る。 学 生 は 全 米50州 は もとよ

り,世 界 各 地 か ら来 て い るが,州 立 校 で 州 内 か らの 学 生 には 学 費 の減 免 が 行 われ

るため,カ リフ ォル ニ ア 出身者 が 大半 を 占 めて い る とい う こと で あ った 。
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バ ー ニー(JayB.Barney)教 授 か らカ リフォルニ ア大 およ びUCLAに つ い て

の概 要 説 明 を受 け た後,テ イ ラ ー(JamesC.Taylor)博 士 か らコンピュータ ・F

シ ス テ ム技 術 と人 間 組 織 の 問題 に 関 し,同 博 士 の今 までの 研 究 成 果,そ して現

在 の 研 究 内容 につ い て話 を聞い た 。 以 下 は その 概 略 で あ る。

2.詳 論

(1)コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム と組 織 構 造 、,

効 率 向 上 を 目的 と して導 入 され た コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テム は,時 と して仕 事

の 分 断,従 業 員 の疎 外,パ フ ォー マ ンスの 低 下 と い うマ イ ナス効 果 に帰 着 す る

こ とが あ る。 こ うレた 様 々な 問題 を回 避 す るに は,コ ンピ ュー タ ・ベ ースの 情

報 シ ス テム と組 織 構 造 を一 緒 に 設 計 す る必 要 があ る。で は具体 的 に どの よ うに

すべ きな の か 。

まず 組 織 に つ い て み る必 要 が あ る。1920年 以 降,?ま り フレ デ リ ック ・W・

テ イ ラ ー(FrederickW.Taylor)の 「科 学 的 経 営 」に 関 す る理 論 が 一 般 化

して か らは,生 産 活 動 に於 る作 業 単 位 は 可能 なか ぎ り細 分 化 し,各 作 業 を で き

るだ け効 率 的 に遂 行 す るよ う従業 員 を訓練 す べ きだ と され た 。従 業 員 に は,彼

等 の 仕 事 が企 業 の 成功 に どの よ うに 貢献 し,あ るい は 逆に彼 等 の 失 敗 が どの よ

うな マ イ ナス とな るか とい った 情 報 は不 必要 と され たの で あ る。情 報 は 経 営 者

管 理 者 のみ を対 象 と してい た わ けだ 。労 働 者 の充 足 感 な どは,当 然 の こ とな が

ら,第 二 義 的位 置 づ け にす ぎな か った 。

しか しな が ら,1950年 代 そ して70年 代 へ と,オ ー トメ ー シ ョンの導 入 が進

ん で く るにつ れ,こ う した科学 的経 営 形 態 で は対 処 で きな い ケ ー スが増 えて き

た 。 コ ン ビ。ユ一 夕 を ベ ー ス と した 情報 シス テ ムの設 計 に於 て は,事 前 に プ ロ グ

ラム され た 自動 制 御 シ ス テ ムの作 業 に従 業 員 を あ た らせ るか,又 は労 働 者 に 複

雑 な テ ク ノ ロ ジー を監 視 させ不 可 測 の事 態 に対 処 で きる よ うにす るか の2つ の

選 択 肢が あ る。

化 学,石 油 精 製,製 紙,食 品 加 工 等 の 連 続 プ ロセ ス産 業 で は,従 業 員 当 りの
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資本投 資が 数百 万 ドルに達 している例 が少 くない。そして最近の こうした新工場

では,上 記 後者の方法,す な わ ち工場の操業 や管理 に労 働者を参画 させ る設計

を採用す るよ うに なってい る。制御 システムに最 も近い位置 にあ る労働者 に大

きな責任 を担 わせ るとともに,`管 理者の知識,技 能 を従業員 のそれ と有機的に

結 合 す る こと の方 が,ず っ と効 果 的 で あ るこ と を学 び と ったの で あ る。

組 織 に対 す る考 え方 の 変化 が こ こに あ る と言 ってい いだ ろ う。

組 織 を シ ス テ ム と して 把 え る とい う考 え方 は従 来 か らあ った 。'(事 実,社 会

学 や心 理 学 の分 野 で は よ く知 られ て い る。)し か しな が ら,我 々は組 織 を ソ シ

オ テ ク ニ カル(sociotechnical:誤 解 を招 く恐 れ もあ るが,こ こ では便 宜 的

に社 会 工 学 的 と訳 す る こ と と した 。以 下 同 じ)シ ス テム と して 把 え るこ とが で

き る。 そ して こ れ が重 要 な ポ イ ン トで あ る。

シス テ ム と し ての組 織 は,第1に,目 的 を持 った システムで あ る。さ らに その

シ ス テ ムは,自 分 と自分 の 環 境 との境 界 を認 識 してい る。 した が って,組 織 の

目 的 お よ びそ の環 境 を把握 す る こ とが 重 要 とな る。

目的 を持 った シ ス テム と して の組織 の 内 部 に は,テ クニ カル(技 術 的)サ ブ

シ ス テム と ソー シ ャル(社 会 的)サ ブ シス テム とが あ り,互 に密 接 な相 互 関 係

を持 って い る,テ クニ カル ・サ ブ シ ス テム は,組 織 の 一部 分で あ り,目 的 を遂

行 す る た めに原 材 料 か ら最 終 製 品 をつ く り出 す 。管 理 者,労 働者,エ ンジニ ア

とい っ た人達 が これ に か か わ って い る。 一方,ソ ー シ ャル ・サ ブ シ ス テ ムは,

環 境 内 で生 きの び る ため の柔 軟 性,生 存 性 を与 え る もので あ る。

こ れ ら2つ の シス テ ムは 互 い に関 連 して い る。各 サ ブシス テ ム を構 成 す る人

人 は 同 じ人 間 で あ る。 しか し,そ れ らの 人 々は製 品 をつ く り出す 過 程 に於 る 自

らの 役 割,そ して環 境 に適 応 す るに 際 して の 役 割 を理 解 す る こ とが で きな けれ

ば な らな い 。

こ うし た考 え方 は,従 来 か らの 産 業 組 織 が 分業 的,断 片 的 で,メ カニ ッ クで

あ った欧 米 に於 ては 重 要 な こ とで あ る。生 産 的 であ り効 率 的 で あ る こ とは,同

時 に 柔 軟 性 が あ り適 応 性 が高 い こ とで あ る こ とが理 解 され 始 め た 。 これ は 単
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純 な考 え 方 に 思 わ れ るが,ア メ リカの 管 理 者層 の 多 く は,内 部 の 管理 とい うこ

とを よ り重 視 して きた の で あ る。

様 々 な事 実 そ して各 種 の調 査 に よ り,こ の理 論 が 工業 分野 に 於 て妥 当性 を持

つ こと が実証 され て い る。 サ ー ビス組 織 や オ フ ィスに 於 て も これ が適 用 され る

との 検 証 が現 在 の テ ー マだ 。

(2)オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジーの再 発 明 と社 会工 学 シス テム

い わ ゆ るオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ス テム の オ フ ィスへ の導 入 は,単

に技 術的 な(テ クニ カル)観 点 か ら行 われ,社 会工 学 的 見 地 か ら顧 み られ な か

っ た。

殆 どの オ フ ィス は,そ の 目的,境 界,環 境 そ して技 術 的/社 会 的 サ ブシス テ

ム の相 互 関係 を理 解 して い ない 。適 当 な社 会工 学 シス テ ムで あ るな らば,こ れ

ら を意 識 してい る。 社 会 工学 シ ス テ ムの概 念 は,組 織 が よ り効率 的 に 運 営 され

るた めに用 い られ て きた 。

作 業 環境 の 質 を研 究 す る当 セ ンタ ー(CenterforQualityofWorking

Life)で は,サ ー ビス組織,オ フィスおよびょ り以 上 に コ ン ピ ュー タ ・ベ ー ス

の シス テ ムに依 存 してい る組 織 に 於 て この 概 念 が適 用 で き るか研 究 して い る。

既 に保 険 会 社 に於 る トラ ンザ ク シ ョ ン処 理,倉 庫 で の ミニ コ ン導 入 な ど,個

個 の ケー スに つ いて の研 究 は行 って お り,妥 当性 は 確 か め られ て い る が,オ フ

ィス全 般 に於 て,あ るい は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンの導 入 の局 面 に於 て,

この モ デル が妥 当性 を持 つか ど うかの 検 証 は行 わ れて い ない 。

現 在 行 って い る研 究 は,オ フ ィス ・テ クノ ロ ジーへ の適 応 あ るい は その再 発

明 が成 功裡 に行 わ れ て い る組 織 の特 徴 を調べ る こ とで あ る。変 化 の 研 究 とい う

よ りは,む し ろ静 的状 態の 調 査 とい うことが で き よ う。

自 らの 目的,そ の 目的 に 関 連 して創 り出 す 製 品,自 らの環 境 そ して その 中 で

生 きの び るの に何 が重 要 か とい った こ とを認識 して い るオ フ ィス は,自 らの た

めに 導 入 す る オ フ ィス ・テ ク ノロ ジーあ るい は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンへ
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の適 応 を ス ム ー ズに,効 果 的 に行 え る ことに な る。 これ が 適 切 な社 会 工 学 シス

テムが 意 味 す る こ とで あ る 。 これ を検 証 すべ き仮 説 とい う形 に す ると,適 切 な

社 会 工 学 シ ス テ ムは,オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジーの効 果 的 な再 発 明 あ るい は それ

へ の適 応 に影 響 を与 え る どい うこ と,つ ま り,『 組 織 が 適 切 な社 会 工 学 シ ス テ

ムの特 徴 を持 つ な らば,そ の組 織 は オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジー の効 果 的 な利 用 を

行 うよ うに な る 」 とい うこ とで あ る。 そ して これ は作 業 環 境 の質 の 高 ま りに も

つ な が る。

ここで い う再 発 明(reinvention)と は,ベ ン ダ ーの指 示 を越 え た革新的な ア

プ リケ ーシ ョンあ るい は活 用 を言 う。

この調 査 は,NSF(ア メ リカ科 学 財 団)か らの資金 を得,2年 間 の 計 画で 行 わ

れ てい る。共 同研 究 者 は ス タ ン フ ォー ド大学InstituteofCommunication

Researchの ポ ニ ー ・ジ ョン ソ ン(BonnieJohnson)博 士 で あ る 。

調 査対 象 は,新 しい コ ン ピュ ー タ ・ベ ース の オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジーを導 入

してい る会社 で,最 低2年 間,6台 以 上 の ター ミナル め 使 用 経 験 を持 って い る

と ころ。 サ ン プル と して は200社 が選 ば れ,電 話 での 調 査 が行 われ た 。200社

の 内訳 は,再 発 明 を行 って い る とす ると こ ろが50社,行 って い な い と い う と

ころが150社 で あ る。

調 査 の第2段 階 は面 接 調 査 で,再 発 明 を して い る と こ ろ,し て い な い とこ ろ,

各 々30社 が 対象 とな っ た。 第3段 階 は,さ らに サ ン プ ル を 絞 り,各 々18社

つ つ の16社 に,社 会 工 学 的 特 徴 の よ り綿密 な面 接 調 査 と観 察 が行 わ れ る 。1

現 在 デ ータの 収 集 が 行 わ れ てい る。
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6.セ キ ュ リ テ ィ ・パ シ フ ィ ッ ク ・ナ シ ョ ナ ル 銀 行

調 査 先;SecurityPacificNationalBank

所 在 地;611NoBrandBlvd.,Glendale,California91203

(213)507-2650

調 査 期 日;1982年10月18日

面 接 者;Mr.B.K.Boswell・:VicePresident

Mr.RobertJ.Cavalho:VicePresident

Mr.RichardG.Bowman:AssistantVicePresident

1.概 要 お よ び所 感

SecurityPacificNational銀 行 は,ア メ リ カ で 第10位 の 大 手 銀 行 で あ る 。

そ の 資 産 は 約200億 ドル 。 預 金 口 座 数 は 約300万 口 で,そ の う ち 約150万 口 は

ク レ ジ ッ ト ・ラ イ ン で あ る 。

SecurityPacific銀 行 は 基 本 的 な オ ン ラ イ ン 戦 略 と し て,ホ ス ト コ ン ピ ュ ー

タ をIBMと し,約640の 支 店 間 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク の 銀 行 端 末 シ ス テ ム(BTS)

を.IBM社 の 情 報 管 理 シ ス テ ム(IMS)デ ー タ ベ ー ス に 一 元 化 す る こと を 最 終 目

的 と し た 。

そ し て1982年8月 に はPCI社 の プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タ を 設 置 し,
.Topasと よ

ば れ る オ ン ラ イ ン 統 合 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム と し て 運 用 を 開 始 し た 。

今 回 の 調 査 で は,こ の プ ロ ト コ ル コ ン バ ー汐 を 中 心 に 質 疑 応 答 が 行 わ れ た 。

2.詳 論

SecurityPacific銀 行 の オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム は,2シ ス テ ム あ る 。

1つ は キ ャ ッ シ ュ ・デ ィ ス ペ ン シ ン グ ・シ ス テ ム で,こ れ はIBM3624でIMS
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の 完 全 な 機 能 の デ ー タ ベ ー ス と な っ て い る 。

そ し て も う1つ は,BTSと 言 わ れ る ネ ッ ト ワ ー ク で,640支 店3,500の タ ー ミ

ナ ル が12台 のGA社 製 ミ ニ コ ン に 接 続 さ れ て い る 。 こ のBTSを,IBMを ホ ス ト

と す るIBM/IMSに 一 元 化 す る こ と が 最 終 の 目 標 で あ る 。

(1)計 算 機 の 構 成

同 銀 行 の デ ータ処 理 グル ー プの 計算 機 シ ス テ ムは次 の5基 で構 成 され る。

IBM30812基,30332基,370/1581基 がOSMVSの 下 で 働 い

て い る。 その ほか,IBM370/1581基,43412基 がOS、VMの 下 で働 い

て い る。

(2)BTSの 構 成

BTSネ ッ トワー クは マル チ ドロ ップ方 式 で,各 ドロップは イ ンテ リジェン ト・

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・コ ン トロー ラ(ITC)と よば れ るHIS社 の ミニ コンに よ

り構 成 され て い る。BTSは,同 期 デ ータ リ ン ク制 御(SDLC)に よ る32回 線か

ら成 って い る。

ITCは1支 店 に1基 あ り,そ れ ぞれ16の タ ー ミナ ル を持 つ こ とが で きる。

1回 線 に は20のITCが あ る。

BTSの トラ ンザ クシ ョンの 数 は1秒 間 に16か ら18で,情 報 の 送 受 信共 に 可

能 な全 二 重 回線方 式 で あ る。伝 送 速 度 は2,400ボ ー,毎 秒300文 字 で あ る。

このBTSはASCIIベ ー スで あ るた め,IBM/IMSへ の移 行 の た めに 要 す

る費 用 は ぼ う大 な もの に な る。 即 ち,3,500台 に も上 るIBMコ ンパ チ ブ ル な

端 末 機,そ の 他 の ハ ー ドウ ェア を購 入 す るだ け で な く,IBMホ ス ト ・コ ン ピュ

ー タに直 接 ア クセ スす るた め の ソ フ トウ ェアの 開発 が あ る。 ま た,新 しい シ ス

テ ム を使 い こなせ るよ う職 員 の再 教 育 の必 要 もあ る 。'

(3)プ ロ ト コ ル ・ コ ン バ ー タ の 導 入
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同 銀 行 で は,BTSを そ の ま ま 使 え る,即 ち,BTSの 再 プ ロ グ ラ ム を し な い

た め の イ ン タ フ ェ ー ス の 導 入 が 必 要 と な っ た 。 シ ス テ ム ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー

キ テ ク チ ャ ー(SNA)/同 期 デ ー タ リ ン ク 制 御(SDLC)の 環 境 下 に な いBTS

をSNA/SDLCの 下 に あ るIBM方 式 と イ ン タ フ ェ ー ス を 持 た せ る た め,Pro-

tocolComputer社(PCI社)の プ ロ ト コ ル ・ コ ン バ ー タ を 導 入 す る こ と と し

た 。

こ のPC'1社 で 開 発 ・製 造 さ れ た 一 連 の プ ロ ト コ ル ・コ ン バ ー タ は,ASCII

のSNA/SCLDへ の 変 換,ASCIIの 二 進 同 期 通 信(BSC)へ の 変 換 ば か りで

な く,BSCか らSNA/SDLCへ の 変 換 を さ ら に 各 種 のIBMホ ス ト環 境 へ 変

換 す る も の ま で あ る 。

PCIプ ロ ト コ ル ・コ ン バ ー タ は プ ロ グ ラ ム 可 能 な 装 置 な の で,ソ フ ト ウ ェ ア

に よ りBTSとITCが コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る よ う 考 え た 。 こ う す る こ と に よ

り,IBM側 か ら はPCIはIBMの 端 末 の よ う に な り,BTS側 か ら はBTSの 端

末 の よ う に な る 。 ま た,こ の 方 式 に よ り600を こ え るITCの コ ン バ ー ト も し

な く て す ん だ 。 こ の コ ン バ ー タ は カ ス タ ム 化 さ れ て い た の で,PCI-SPIと い

う名 称 で よ ば れ た 。

(4)PCIの 実 用 化

1982年8月,同 銀 行 は プ ロ トコル ・コ ンバ ー タ を10台 購 入 し,8台 を現 場

に,2台 を拡 張 用 と して設 置 した 。 この コ ンバ ー タ を デ ー タ ブ リ ッジ と して利

用 す る方 式 は,ト パ ス(Topas)と よ ばれ,ネ ッ トワ ー ク通 信 と オ ンライ ン統

合 デー タ ベ ー ス ・シ ス テムが 同 銀行 に接 続 さ れ る こ とにな った 。 トパ スに よ り,

IBM/IMSデ ー タベ ース の 顧 客 口座 に オ ン ラ イ ンで 直接 ア ク セスす る こ と が

可 能 とな った 。

同 銀 行 で は,SPIの 設 置 ・利 用 は,新 しいSNA/SDLCの 機 器 購 入,即 ち,

10台 のSPIの コス トを3,500台 の端 末 その 他 の コス トを比 べ れ ば節 約 され る

費 用 は 測 り知 れ な い と語 ってい る 。
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SDLC データブ リッジ SNA/SDLC

ター ミナル ・ハン ドリング ・プ ロセッサ

コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ハ ン ドリ ン グ ・プロセ ッサ

国

国

国

国

国

国

国
国

プ ロ トコル ・コ ンバ ータ

PCI

PI

PCI

BTSSPI

ネットワークへ

PCI

SPI

下

9.

へ

呼

IBM

ホス ト

3081

アプ リケ ー シ ョン

図1SccurityPacificNationa1銀 行 のTopasシ ス テ ム

㈲ 今 後 の プ ロ ジ ェ ク ト

SecurityPacificNationa1銀 行 で は,こ れ か ら の プ ロ ジ ェ ク ト と し て,

コ ー ポ レ ー ト ・デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク(CDN)を 考 え て い る 。

こ れ は,行 内 に あ る い く つ か の 独 立 し た ネ ッ ト ワ ー ク の 統 合 で あ る 。 ま た 設

置 さ れ る 新 し い セ ン タ ー と 中 央 と の 結 合,カ リ フ ォ ル ニ ア 北 部 と ダ ウ ン タ ウ ン

に あ る セ ン タ ー の4つ の ネ ッ ト ワ ー ク を 統 一 し て1つ の ネ ッ ト ワ ー ク に す る こ

と で あ る 。 こ れ が 実 現 す る と,行 内 の 各 種 リ ソ ー ス を ネ ッ ト ワ ー ク レ ベ ル で 分

ち 合 う こ と が で き る よ う に な る 。
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7.ア ン ガ ー マ ン ・ バ ス 社

一 ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト ワ ー クNet/Ope－

調 査 先;Ungerman-Bass,INC.

所 在 地;2560Mission'CollegeBlvd.,SantaClara,California95050

(408)496-0111

TWX/TELEX:910-338-2096UBINCSANTA

調 査 期 日;'1982年10月20日

面 接 者;Mr.RalphK.Ungermann:President

Mr.BeverlyJ.Toms:Manager,CorporateCommunications

'1
.概 要 お よ び 所 感

カ リ フ ォ ル ニ ア 州,サ ン タ ク ラ ラ 市 郊 外,ミ ッ シ 。 ン カ レ ッ ジ 通 り に 面 し た 広

い 平 坦 な 敷 地 に,日 本 の 寄 棟 造 り の 家 屋 を 思 わ せ る,瀟 酒 で 明 る い 感 じ の 建 物 が

あ る 。Ungermann-Bass社 は こ こ に 本 社 を お く,ロ ー カ ル エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク

(LNA)の 技 術 を 基 礎 と す る 汎 用 通 信 シ ス テ ム メ ー カ ー で あ る 。

そ の 創 立 は1979年7月,ラ ル フK・ ア ン ガ ー マ ン氏(Mr.RalphK.Unger-

mann)と,チ ャー リーC.バ ス 博 士(Dr.CharlieC.Bass)に よ っ て 設 立 さ

れ た 。

現 在 迄 の 投 資 総 額 は,創 立 初 期 の150万 ドル か ら1,300万 ドル に の ぼ っ て い る 。

会 社 創 立 の 目 的 は,構 域 内 環 境 に お い て 使 用 さ れ る通 信 シ ス テ ム の 設 計,開 発,

製 造 お よ び 販 売 で あ る 。 ・

U-B社 は,1980年17月,異 っ た 装 置 の 相 互 連 絡 用 に 設 計 さ れ た4Mbits/s

の 通 信 シ ス テ ムNet/Oneを 市 場 に 発 表 し た 。 ・'・,"

1981年4月,完 全 にEthernetと 互 換 性 の あ るNet/Oneを 発 表 。 こ れ は 市

場 に 発 表 さ れ て'い るDEC/Intel/XeroxのEthernetの 仕 様 に 合 致 す る10M
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bits/sの シ ス テ ム で あ る 。

1981年7月,Net/OneのEthernet互 換 機 種 の 出 荷 を 開 始 し た 。

1982年2月,Net/Oneの 広 帯 域 バ ー ジ 。ン を 発 表 し た 。 同 時 に ユ ー ザ ー に す

べ て のNet/One製 品 で,独 自 の プ ロ グ ラ ム を 作 成 で き る よ う に す る ソ フ ト ウ ェ

ア 開 発 パ ッ ケ ー ジ を 提 供 し た 。 こ の パ ッ ケ ー ジ は,顧 客 サ ー ビ ス,イ ン タ ー フ ェー

ス ・ プ ロ ト コ ル ま た は,適 用 業 務 パ ッ ケ ー ジ の 開 発 に 使 用 さ れ る 。'

こ こ でU-B社 は,ベ ー ス バ ン ドお よ び ブ ロ ー ドバ ン ドの 両 シ ス テ ム を 提 供 し,

か つ,構 内 ネ ッ ト ワ ー ギ ン グ ・シ ス テ ム の ユ ー ザ ー に プ ロ グ ラ ム 可 能 な 機 能 を も

提 供 し た 最 初 の メ ー カ ー と な っ た 。`

同 社 の1981年 の 年 間 売 上 げ は 約400万 ド ル を 達 成 し た 。1982年 の 売 上 げ は,

1,200万 ドル を 超 す と 言 わ れ て い る 。

今 度 の 訪 問 で は,ア メ リ カ で 話 題 と な っ て い る ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス

テ ム と,同 社 に お け るNet/Oneに 関 す る 戦 略 に つ い て,プ レ ゼ ン テ ー ・ ン を う

け た 。

2.詳 論 、.

(1)ア メ リカの ネ ッ トワー クシ ス テ ムの市 場 戦 略

い ま ア メ リカ の情 報 産 業 界 で は,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク(LAN)

を コ ン ピュー タ ・シ ス テム の一 部 として使 うこ とが,話 題 の中 心 とな って い る。

それ は 自分 の コ ン ビ。ユ 一 夕 シ ス テ ムに於 る コ ミュニ ケ ー シ 。ン につ い ての 論 議

で あ'るが,こ の コ ミュ三 ケ ー シ ョン シス テ ムの 市 場 は 次 の2つ の分 野 に分 け て

考 え るこ とが で き る。

① ワ イ ド ・エ リア

広 域 に わ た る もの で,ア メ リカ国 内,外 国 で も規制 の 対 象 とな って い る。

資 本 集約 的 な性 格 を持 って い る。

② ロ ー カル ・エ リア

ま だ揺 藍 期 の 段 階 で,市 場 も小 規模 で あ る。 自社 内 な ど狭 い地 域 を対 象 と
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した もの で あ る。技 術 集 約 的 な 要素 を持 って い る。

この ロ ー カル ・エ リア ・コ ミ=ニ ケ ー シ ョンの市 場 は3つ の分 野 に分 け られ

る。 即 ち,音 声,ビ デオ,デ ー タの 分野 で あ り,特 に デー タの市場 は規模 は 小

さい が,急 速 に拡 大 さ れて い る。 数年 後 に は この3つ の市場 は,1つ に ま と ま

る傾 向 に あ る。

この よ うなLANが 発 達 した 理 由 は,1つ の 企 業 内で 情報 を共 有 す る こ と で

利 点 が あ る こ とが 明 らか とな ったた め,コ ン ピュータ ・メーカーが ネ ッ トワー ク

を供 給 す るよ うに な った こ とで あ る。U-B社 は,特 定 の メー カ ーの製 品仕 様

に偏 るこ とな くどん な ベ ンダ ーの コ ンピ ュー タを用 い て も,情 報 の共 有 をす る

こ とが で き るネ ッ トワー クの 提供 を 目指 して い る。

こ う した コ ミュニ ケ ー シ 。 ン ・シス テ ムへ の 要 望 は 大 き く,オ フ ィス ・オ ー

トメー シ ・ンの 面 で も この技 術 が 大 き く利 用 され る ことに な ろ う。 大企 業 で は,

コ ン ピ ュー タの 利 用 が 多 くな れ ば な る程 大 き く利用 され る よ うに な る。

LAN市 場 に 参 入 して い る企業 は,次 の グル ー プに分 け るこ とが で き る。

① コン ピ ュー タ ・シ ステ ム ・メ ーカ ー

② コ ン ポ ー ネ ン ト'メ ー カー

③ コ ミュニケ ー シ 。ン ・シ ス テ ム ・メ ー カ ー

コ ン ピ ュー タ ・メ ー カーで は,ネ ッ トワー ク技 術 を 自社 の製 品 に 準拠 させ て

い る。 この供 給 者 の 例 と して は,Datapoint社,Wang社 が あ る。

コ ン ポー ネ ン トを供 給 して い る グル ー プは,LSI回 路,広 帯 域 変復 調 装 置 の

よ うなLANに 使、え る製 品 を造 る戦 術 を と って い る 。

コ ミュニ ケ ー シ 。ンの グル ー プは,汎 用 性 の あ るこ と,即 ち どん な ベ ン ダー

の情 報 処 理 装置 も,1つ の ネ ッ トワー クで 連 結 で き るこ とを 目指 して お り,こ

のU-B社 は その 中 に入 る。

②U-B社 の 市 場 戦 略

U-B社 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン ・シ ス テ ム ・サ プ ラ イ ヤ ー で あ り,市 場 の 分
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野 と して は,音 声,ビ デ オ,デ ー タの うち,デ ー)に 集 中 して い る'。'

ユ ー ザ ーは ハ イ ・エ ン ドの ユ ー ザ ー市 場 を 目標 と して い る。 これ は ハ イ ・エ

ン ド ・ユ ーザ ーは,多 くの 情 報 処 理 装 置 を接 続 して一 貫 した ネ ッ トワー クに 組

み 立 て るの が 代表 的 な導 入 例 だか らであ る。

同 様 に シ ス テ ム ・イ ンチ グ レ 一夕 も異 った ベ ンダ ーの ハ ー ドウ ェ ア と,こ れ

に ソ フ トウ ェア をつ け て一 括 作 動 シス テ ム として販 売 す るた め,相 互連 結 を可

能 に す る手 段 と して,ネ ジ トワ ご ク技 術 が 必要 とな る 。 この 目的 の た め に使 わ

れ る の が 同社 のNet/Oneで あ る。

1981

1982

1983

1984

⑲39

多26
80 ‖32え138

逐Zl低 速(正Mb/s以 下)

口 中 速(3～10Mb/s)

畷 圏 高 速(50Mb/s以 上)

〉 150

ご" 250 386

(単 位:100万 ドル)

図"1LANコ ミ 三 ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム 市 場

(3)Net/℃ne・

Net/OneでU-B社 が提 供 しよ う と して い るの は,多 くの異 った コ ン ピ ュ

ー タや周 辺装 置 と イ ン タ ラ エー スが とれ る こ と;プ ログラム式 インタフェー ス ・

ポ ー トに よ り装 置 相 互 接 続 問 題 を解 決 す る機 能;仮 想 回路,デ ータグ ラム,

お よび フ ァイル転 送 の よ うな 広範 囲 な ネ ッ トワ ー ク'・サ ー ビス;ネ ッ トワー ク

の 管理,お よ び使 用 とサ ー ビスの 容 易 性 の た め の 設計 と機 能 上 の モ ジ ュール 性

な どで あ る。

基 本 構 成 は,同 軸 ケ ー ブル で相 互 連結 された 多 くの ネ ッ トワー ク ・イ ン タ フ
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エ ー ス ・ユ ニ ッ ト(NIU)と,ベ ー ス バ ン ド ・モ デ ル で は,ト ラ ン シ ー バ,広

帯 域 モ デ ル で は:RF変 復 調 器 と か ら な って い る 。NIUが 各 装 置 のNET/One

へ の 接 続 を 可 能 と し,直 接 に 通 信 す る ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の 必 要 イ ン

タ フ ェ ー ス を 用 意 す る'。'NIUは マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で,独 自 の ネ ッ ト ワ ー ク処

理 プ ロ グ ラ ム で 制 御 さ れ る 。,

提 供 し て い るNet/Oneは 概 要 で 述 べ た3種 の 汎 用LAN通 信 シ ス'テ ム で あ

る 。 即 ち,4Mbits/sのCarrierSenseMultip1『Agc
.ess/Collision

D・ …t・ ・n(CSMA/CD)剛 を使 用 す るベ ースバ ン ド'シ ステム・第2・ ・1・

Mbitsで 完 全 にEthernetと 互 換 性 の あ る シ ス テ ム,そ し て5MbitsのCAT

v互 醐 の騨 域 バづ ・ンである・

ラ イ ン ・ プ ロ ッ タ

プ リンタ 囲

(
ラ イ ン ・

∫ 幽 プリンタ

○/
VAX

11/780

〇
一

)

HP

3000

Prime

550 ロ ー カ ル ・ ア_

k

・ア ー カ イ ブ ・

し NIU－ 時 フ・イル NIU

≦ 一魏

NIU

≦予 ≦ 一石

ぐM・/・ ㏄欲 〉
Iu lNluIMu lNlu

一

弔: ≦ro∈
ノ 与

是

≦iヲ

プリンタ/プ ロッ

テ ス ト ・ス

テ ー シ ョン

モ デ ム

心
モデ ム

1 グラフ ィッ ク ・

リモー ト・
ユ→L/プ

ロセ ッサ へ

アルファニューメリック
・ター ミナル

ステーション

・ ア ー カ イ ブ

図2Net/Oneの 標 準 的 な構 成 例

一73一



ベ ー ス バ ン ド

llタ ・プ/

伝 送 インタフェース

CSMA/CD

コ ン トロー ラー

NIU

プ ロ セ ッサ

1

トラ ン シ ー バ ー

ブ ロ ー ド バ ン ド

CSMA/CD

コ ン トロ ー ラー

NIU

プ ロセ ッサ

↑

図3Net/One

(4)LANの 技 術 的 問題

LANに つ い て,ブ ロー ドバ ン ドか,ベ ー ス バ ン ドか の 論議 が あ る。

プ ロLド バ ン ドで は,1本 の 同軸 ケ ー ブル に異 った情 報 を通 した り,ビ デオ信

号 を送 る こ とが で き る とい う利 点 が あ る。 反面,コ ス トが高 くな る。

ベ ース バ ン ドは,単 一 チ ャ ンネ ルで設 置 し易 く,コ ス トも安 い 。

U-B社 は 両 方 式 を提供 して い る6

ア クセ ス方 式 も問 題 で,論 議 の1つ に な って い る 。

1)TDM

音 声 に使 わ れ て い る。LANに は不 向 きで あ る。

2)CSMA/CD

この 標準 化 が進 め られ て お り,ア メ リカは じめ各 国 で も応 用 され て い る。

大 半の 大 手 サ プ ラ イ ヤ ーに よ って認 め られ て い る もの で あ る。
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3)ト ー ク ン ・パ ッシ ング

リン グ構 造 の ネ ッ トワ ー クに用 い られ,信 号 の衝 突 は 起 らな い 。IBMは

これ を主 張 して い る 。現 在 は少 い が,将 来 は 多 く用 い られ るで あ ろ う。

(5)新 製 品 ブ リ ッ ジ

U-B社 は1982年10月20日,新 製 品の ブ リ ッジを発 表 した 。

これ は多 くの ネ ッ トワー グ をつ な いで 一緒 に合 わせ る シ ス テム で あ る。 イ ン

テ リジ ュ ン トな デ バ イ スで,ど ん な ネ ッ トワー クの送 信 も容易 に で き る。 リ・モ

ー トと ロー カル の2つ の バ ー ジ ョ ンが あ る。 リモ ー ト ・ブ リ ッジは,高 速 の通

信 回線 を介 して 都 市 間 あ るい は 世 界各 地 に あ る ネ ッ トワー クを相 互 接 続 す る も

の で あ る。 また ロ ー カ ル ・ブ リ ッジは,建 物 内 とか 構 内に 於 て 複数 の ネ ッ トワ

ー クが あ る時 に これ らを結 ぶ もの で あ る。 ど ち らの ブ リ ッジで も,Net/One

の ベ ースバ ン ド同 士,ブ ロー ドバ ン ド同 士 あ るい は これ らを混 在 させ た形 で で

も相 互接 続 が 可能 で あ る 。

Oタ ップ/ト ランシーバ一

口 モ デム お よ び タ ・プ

ベ ー ス バ ン ド

NIU

図4Net/Oneの ブ ロ ー ド バ ン ド/ベ ー ス バ ン ド混 合 構 成
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エ ン ジ ニ ア リ ン グ部 門

製造部門

管 理部 門 門

3つ の ビ ル に そ れ ぞ れ ベ ー ス バ ン ド ・ネ ッ ト ワ ー ク を お き,リ

ピ ー タ ー(増 幅 用 中 継 器)で 結 合 。 ロ ー カ ル ・ リ ピ ー タ ー も あ

る 。 リ モ ー ト に は 光 フ ァ イ バ ー も使 用 で き る 。 ビ ル の 間 は 離 れ

て い て も差 支 え な い 。'i'・",

図5全 て の ネ ジ:ト ワ 「 ク がk－ ス バ ン ドの 場 合 の 接 続 例
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エ ン ジ ニ ア リング部門

製造部門

ブ ロー .ドバ ン ド ・ネ ッ トワ ー クの 使 用 例 で,3つ の ビルが 同 じネ

ッ トワー クで相 互接 続 され て い る 。

図6全 て ブ ロー ドバ ン ドの場 合 の接 続例
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エ ン ジ ニ ア ーリ.ング 部 門

CATV

ブロー ドバ ン ド

管理部門

テ レ .コ ン フ ア'

レ ン'ス し'・セ ン タ ー

ベ ー スくミン ド

,"・ 、

製 造 部 門

図7'べLス バ シ ド,・:プ ロ ご ドバ ジ ドの 混 在 シ ス テ ム の 例
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8.イ ン プ ッ ト社

－LANの 新 しい 方 向 一

'

lt

調 査 先;INPUT

所 在 地;1943LandingsDr.

MountainView,California94043

調 査 期 日;1982年10月20日,・

面 接 者;Mr.TimTyler:Consult争nt

、Mr.Robe .rtFr曾emap:MayketAnalyst

1.概 要 お よ び 所感

INPUT社 は ・情 報処 理 関 連 産 業 分 野 を専 門 とす る調 査/コ ンサ ル タ ン ト会 社

で・あ る。1974年 に 設 立 され,現 在 で は斯 界 屈 指 の コ ンサ ル タ ン ト会 社 と 評 さ れ

て い る。20年 間 以 上 に わ た る専 門 経 験 を有 す る調 査 員 を数多 く擁 し,ク ライアン

トは大 手 企 業 を中 心 に 全 世界 で100社 を越 え る と言 われ て?る 。/t

特 に 有 名 なの は,ADAPSO(デ ー タ処 理 サ ー ビス業 協会)か らの委 託 調 査 で

,あ る。 これ は,ADAPSOが 毎 年 著 名 調 査 会 社 に 委 託 して行 って い る コ ン ヒ。ユ ー

タ ・サ ー ビス市場/産 業 に 関す る調 査 で,82年 で16回 目 を数 え て い る 。当初 は

他 の調 査 会 社 が 行 って い たが,.,78年 か らは 一 貫 レてINPUT社 が 委託 を受 けてい

る 。 こ の た め,「 『 ン.ピ ュ,一一タ ・サ ー,ビ ス のJNPUT」
一の 名 が 大.き く 高 め ら れ る

こ と と な ・ ア・がtt
.オ ㍗ ス ・'オ ー,F・メ ー シ ・ ン ・・∈AD/CAMな ど の 頒 の調 査 も

高 く.評 価 さ れ て い る 。

我 々が 訪 れ た の は,サ .ンフラ ン シ ス コ市 内 か ら車 で 約1時 間 の マ ウ ンテ ン ・ビ

ューに あ る同 社 の 本 社 で あ る 。パ ロ アル トか ら移 って 日 も浅い せ い もあ り,ま 新

しい ビルの 一角 を 占め る小 ぎれい な オ フ ィス だ った 。
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同 社 で は,ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク(LAN)を 中 心 と し て オ フ ィ ス ・

オ ー ト メ ー シ ョ ン に 関 す る セ ミ ナ ー を 受 け た 。 な お 用 語 の 問 題 と し て,INPUT

は,「 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ∫ を ペ ー パ ー ・ベ ー ス の オ フ ィ ス 情 報 シ ス テ

ム で あ る と 位 置 づ け て お り,ペ ー パ ー レ ス ・オ フ ィ ス な ど の い わ ゆ る 未 来 の オ フ

ィ ス に は 「エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・オ フ ィ ス 」 と い う 表 現 を 用 い て い る と の こ と で あ

っ た 。

2.詳 論

〔1〕 ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー クの概 要

(1)ロ ー カル ・ロ リア ・ネ ッ トワー クとは 何 か

ロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク(LAN)の 正 確 な定義 は 未 だ 行 わ れて は お

らず,し たが って人 に よ りその 意 味 す ることが 若 干 異 る場 合 もな くはない。 しか し

なが ら,一 般 的 に 認 め られ る範 囲 で ま と め る と,こ れ は文 字 通 り,ロ ー カル な

(-1つ の建 物 内 とか 構 内 とい っ た狭 い場 所 空 間 に 於 て)エ リアの(一 その 地

域 内 で あ れ ば どこで も くまな く)ネ ッ トワー ク(一 相 互 に接 続 す る通 信 回 路 網)

とい う こ とに な る。様 々な機 器 をつ な ぐ通 信 網 なの で あ る。

IEEE(米 国電 気 電 子 学会)で は,「 比 較 的狭 い地 域 に分 散 した コ ン ピュー

タ,端 末,大 容 量 メ モ リー な どを含 む周 辺装 置,コ ン トロール機 器,モ ニ タ ー

機 器,他 の ネ ッ トワ ー ク との 接 続 用 ゲ ー トウ ェイな ど を,極 め て 高 速 で 結 ぶ

通 信 手 段 」 と表 現 して い る。

LANは,1/Oバ ス と長距 離 ネ ッ トワー クの 中 間 領域 を カ バ ーす る通 信 網 と

言 う こ とが で きよ う。図1は,IEEEに よ るデ ジ タル機器 標 準 イ ン タフ ェー ス

IEEE488,EIA(電 子 産業 協 会)に よ る直 列 デ ータ伝 送用 規格RS-232Cな

ど とLANを,カ バ ーす る距 離 及 び伝 送 速 度 で比 較 した もので あ る。 図 で はLA

Nの カ バ ー範 囲 をや や 広 めに と って あ るが,一 般 的 には 最 長 距 離5～10kmと

言 われ て い る よ うだ。

LANが 注 目 され る よ うに な った背 景,そ し てLANの 目的 とす る こ とを 一 言
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コ ン ピ ュー タ
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10
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2

3PRI]バ

ETHERNET4
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図1

RS-232

C

WANGNETPERUTILITYBANDCHANNEL

1ロ ー カノk・ネ ッ トワ ー クの

領 域

1001KlOK100K(距 離)

7.Z-NET

8.LOCALNEI'お よび3MPERCHANNEL

9.PABXPERCHANNEL

lO.CLUSTER/ONE

11、OMNINET

12.IBMSERIESI

ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク の 位 置 づ け

で言 えば,企 業(組 織)内 の 各 種 情報 機器 を有機 的 にか つ で きるだ け 低 コス ト

で結 びつ け,こ れ ら リ ソー スの効 率 的 ・効果 的 な利用 を図 る と と もに,中 央 の

大型 シ ス テ ムで は対 応 し きれ なか った ロー カル なニーズを吸 収 し,さ らに全 社 的

な 総 合 情 報 シ ス テム の構 築 を 目指 す とい う こ とにみ る 。

(2)様 々なLAN

現在 ま で に数 多 くの 企業 が 様 々な タ イ プの ロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク

製 品 を発 表 して い る。 その 数 は枚 挙 に違 な い程 で,し か も日 を追 って その 数 が

増 え てい る と さえ言 え る状 況 で あ る。従 って こ こで は個 々の 製品 に立 ち入 る こ

とは せ ず,技 術 的 特 徴 か ら これ らネ ッ トワー ク を分 類 して み る。

LANは,伝 送 媒 体,伝 送 方 式,ネ ッ トワー ク ・トポ ロ ジ ー,そ してアクセス

制 御方 式 の各 側 面 で特 徴 づ け られ る 。
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ま ず,伝 送 媒体 で は,同 軸 ケ ー ブル,よ り対 線(ツ イス テ ッ ド ・ペ ア線)お

よ び光 フ ァイバ ーが 使 わ れ る 。

同 軸 ケ ー ブルは,様 々なLANに 於 て 幅広 く採 用 され て い る媒体 で,高 い周 波

数 で も電気 的 損 失 が 少 く,干 渉 や ノイ ズに対 して も強 い とい う特 徴 を持 って い

る。 家 庭用 テ レ ビ とア ンテ ナ を結 ぶの に も使 われ る75オ ー ムの 同 軸ケLブ ルな

ど も用 い られ るし,よ り広 帯 域 のCATV用 同 軸 ケ ー ブル も用い られ る。

よ り対 線は ・伝送中噸 失 が大 きい などの欠点は あが ・飾 で設置 が容易 ・

既 設 電 話 線 の利 用 もで きる とい った特 徴 を備 えて い るた め,今 後 も根 強 い支 持

が見 込 ま れ る媒体 で あ る。

光 フ ァイバ ーは,伝 送 損 失 が 非 常 に少 い,外 部 ノイ ズ の影 響 を殆 ど受 けな い,

小型 か つ軽 量,な どの優 れ た 特 性 を持 ってい るた め,将 来 性 は非 常 に大 きい 媒

体 で あ る。 ただ 現 在 の とこ ろは,コ ス ト高 と光 学 的 多 点 分岐 の難 しさが課 題 と

な ってい る。

これ らの他 に,建 物 間 の通 信 な どに 赤 外 線 を使 うシ ス テ ム もあ るが,ま だ例

外 的 な存 在 で あ る。

伝送 方 式 は,ベ ー ス バ ン ドと ブ ロ ー ドバ ン ドに分 け られ る。

ベ ー スバ ン ドは,信 号 を変調 せ ず に 単一 チ ャ ネル で伝 送 す る方 式 で あ る。 同

時 に1種 類の 信号 しか 送 れ な い が,高 速 伝送 がで き,特 に短 距 離 間 で は経 済 的

で あ るた め,現 在最 も多 くのLAN製 品 で 採用 され て い る。

ブ ロー ドバ ン ド(広 帯 域 伝 送 方 式)は,変 復 調 を伴 う信 号 伝送 方 式 で,複 数

の チ ャ ネルが設 定 で き る こ とか ら,同 時 に い くつ もの 信 号 を送 る ことが で きる。

これ は デ ータ だ けで な く音 声,画 像 な どの異 った 種類 の 信 号 に つ い て も言 え る。

応 用範 囲 は広 く,柔 軟 性 もよ り優 れ てい るが,ベ ー スバ ン ドに比 べ か な りコス

ト高 とな る。

ネ ッ トワー ク ・ トポ ロ ジ ー とは,各 機 器 を伝 送 媒 体 を使 って接 続 す る際 の 配

置 の 仕 方 で あ る。 これ に は バ ス,リ ング,ス タ ーの3つ が あ る。

バ ス方 式 は,バ ス(母 線)に 各 機 器(局)が つ な が る とい う単 純 な構 造 を し
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て い る。他 局 に 影 響 を与 えず に局 の追 加 ・削 除 がで き る とい う特 徴 を持 って い

る。

リング方 式 は,円 形状 に配 され た ネ ッ トワー クで あ る。一 般 的 に は,ネ ッ ト

ワー ク制 御機 能 が各 局 に分 散 され て い る もの を リング と呼 び,制 御 を行 う専 用

の コン トロー ラ ーが あ る もの をル ー プ方 式 と 呼 ぶ。制 御 が容易 で あ る一 方,1

つ の 局 に 障害 が起 き ると メ ッセ ー ジの流 れ が 止 ま る とい う特 徴 もあ る。

(1)バ ス方式'② リング方式

(3)ル ー プ方 式 (4)ス タ ー方 式

図2ネ ッ ト ワ ー ク ・ ト ポ ロ ジ ー

ス タ ー方 式 は,文 字通 り星 形 を した ネ ッ トワ ー クで あ る。 中央 に 交 換 機 とな

る コ ン トロー ラ ーが 置 か れ る。 基 本 的 に電 話 交 換網 と同 じ形 態 で あ り,な じみ

易 くまた既 存 ケ ー ブル を利 用 し易 い方 式 で あ る。交 換 機能 に よ り一 対 の 局 間に

伝 送 回路 が 設 定 され,信 号 の 送 受 が行 わ れ る 。 当然 なが ら,中 央 ノー ド(交 換

機)が 故 障 す れ ば,シ ス テ ム全 体 が止 ま る こ とに な る。
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ス タ ー型 の変 形 と して,物 理 的 トポ ロ ジーは ス タ ーだ が,電 気 的 に は バ ス と

い う ものが 考 え られ る。例 えば,光 フ ァイバ ーに よ るス ター ・ネ ッ トワ ー クで,

中 央 局 に於 て 信 号 が全 て の局 に 向 けて送 られ る方 式 で あ・る。 た だ これ は,今 後

の 技 術 開発 を待 つ 段 階 だ 。`

ア ク セ ス制 御 方 式 は,二 股 的 に,多 重化,回 線 交 換,CSMA/CD,ト ークン・

パ ッシ ングの 各 方 式 が用 い られ て い る 。。

多 重化 に は,時 分 割 多重 と周 波 数 多 重 とが あ る。時 分 割 多 重 とは,基 本 的に

回線 の タ イ ム シ ェ ア リ ング利 用 の こ とで あ る。 ベ ー スバ ン ド伝送 で用 い られ る

方 式 だ 。 構造 は簡 単 で あ るが,信 号 減 衰 が 大 きい の が難 点 とい え よ う。周 波 数

分 割 多 重 は,ブ ロ ー ドバ ン ド通 信 の場 合 用 い られ,異 った周 波数 の 搬送 波 が そ

れ ぞれ の信 号 をの せ て同 時 に送 り出 され る。接 続 は 亡 デム を介 して 同 一周 波 数

の 搬 送 波 を使 って 行 われ る 。

多重 化 技 術 は,よ く知 られ て い る もの で あ り,ト ラ ンス ペ アレ ン トな 通信 路

が 得 られ る反 面,シ ス テム容 量 の 有効 利 用 とは な らない 。

回線 交 換 は,ス タ ー ・ネ ッ トワー クで使 われ る方 式 で,接 続 の 構 造 は 最 も簡

単 と言 え るだ ろ う。交 換 機 の能 力 が,シ ステ ム運 営 の全 て を左右 す る こ とに な

る。

CSMA/CD(CarrierSenseMultipleAccess/CollisionDetection)

は,各 局(機 器)が 必 要 の都 度 ネ ッ トワー クに 情報 パ ケ ッ トを送 り出す コ ンテ

ンシ ョン方式 の1つ で,バ ス構 造(中 で も特 に ベ ー スバ ン ド方 式)のLAN諸

製 品 で 多 く採 用 され て い る。 デ三 夕 を送 ろ うとす る局 は,ま ず チ ャネル が空 い

て い るか ど うか調 べ,空 い てい れ ば情 報 パ ケ ッ トを送 り出 す 。 この 時 た また ま

他 局 の 送 出 と重 な った場 合 は,こ れ らの パケ ットは衝 突 し破 壊 され る 。各 局 は送

り出 し た パ ケ ッ トが 衝 突 し た こ とを検 出す る と,あ らか じめ 局毎 に定 め られ た

待 ち時 間あ るい は乱 数 に 基 く待 ち時 間 の 後,再 び送 信 を行 う。負 荷 の 軽 い ネ ッ

トワ ー クに お い て は,非 常 に優 れ た 遅 延特 性 を示 す もので あ る。

送信 開 始 は ソ フ トウ ユアの 指示 で 行 い,衝 突 検 出 は受 信 側 か らの 肯定 応 答信
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時分割多重
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(2)周 波数分割多重

図3時 分 割多重 と周波数分割多重

号 に よ るな ど,CSMA/CDと や や異 るCSMA/ACK(CarrierSenseMul-

tipleAccesswithAcknowledgement)と 呼 ば れ る方 式 もあ る 。

トー ク ン ・パ ッシ ン グは,リ ング型 の ネ ッ トワー クで 多 く用 い られ て い る。,

これ は,ネ ッ トワー ク上 を トー ク ン(ネ ッ トワー ク使 用権 を示 す もの,と い つ

た意 味)と 呼ば れ る特 殊 な情 報 パ ター ンか流 れ て い て,こ れ をつ か ま え た 局だ

け が送 信 を 行 う こ とが で き る,と い う方 式 で あ る。送 信 が終 れ ば,そ の 局 は ト

ー ク ンを ネ ッ トワー クへ 戻 す 。送 信 要 求 が な い 局 は,ト ー ク ンが来 て も次 の 局

へ ま わす だ け で,つ か ま え る ことは な い 。衝 突 は起 こ りえ ない 方 式 で あ る。

これ ら様 々な技 術 的諸 特 徴 を様 々に組 み合 わ せ(勿 論 両 立 し得 な い項 目同 士
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もあ るが),種 々の 商用 製 品 が つ くられ て い る。

(3)「LANの イ ンパ ク ト

LAN導 入 は,オ フ ィス活動 の様 々な面 に於 て少 なか らぬ影 響 を及 ぼすこ とに

な る 。例 えば業 務 の質,生 産性,要 員 の 変化,意 思 決定 の効 率,組 織 構 造,コ

ス ト、,相 互協 力 の面 な どに 於 て で あ る。

そ して これ ら影響 力 は,必 ず し もよい 方 に だ け働 くわ けで は な い 。LAN導 入

表1LAN導 入 に よ る主 な イ ンパ ク ト

プ ラ ス の イ ン パ ク ト マ イ ナ ス の イ ン パ ク ト

・幅 広 い デ ー タ へ の ア ク セ ス ・デ ー タの質 の あい まい 化

と,遺 漏項 目の減少 ・独立性 および進取性 の減少

業 務 の 質
・業務お よび その評価 に対す

る幅 広 い参加

・高 性 能 の オ フ ィ ス ・ シ ス テ ・大 して重要でない業務 に対

生 産 性
ム機器に よる生 産性の向上 して の多 くの リソー スの投 入

・現 有 ス タ ッ フの 熟 練 度 の増 ・あ ま り仕 事 を し ない ス タ ッ

加 フの仕事の減少
要員の変化

・や りが いの あ る仕 事 の増 加 ・人的交流 の減少

・職階 区分 の希 薄化 ・職階 区分 の不 明確化

・必 要 な 関連 デ ー タの 迅 速 な ・意 思 決 定 の た めの デー タの

入手 行 き過 ぎた高度化

意 思 決 定 ・分 析能 力の 向上 ・ 「木 を見 て 森 を見 ざる 」危

の 効 率 ・仮 説 の 立案 ・検 証 に対 す る 険性

多 くの人の参 加 ・グル ー プに よ る思 考 ・処 理

の助長

・効 率的 な分権化 ・ コ ン ト ロ ー ル 不 能 な ま で の

組 織 構 造
分権化の危険性

コ ス ト ・全 体 と して の コ ス ト低減 ・全 体 的 な コス ト上 昇

・新 し い ビ ジ ネ ス ・ア プ ロ ー ・複 雑 性 の増 大 と うま く機 能

相 互 協 力
チの計 画が可能 しない相互関係
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に よ るデ メ リッ ト も忘 れ て は な らない 。

表1は,こ れ らイ ンパ ク トの考 え られ る主 な もの を ま とめ た もの で あ る。

〔2〕 独 立 型 と統 合 型

(1)独 立 か統 合 か

LANは1つ が い いの か,多 くあ るの が い い か 。全 て同 じで あ るべ きか,そ れ

ぞ れ違 った方 が い い の か 。 テ キ ス トとデ ー タ を組 合 わ せ るべ きか 。企業 の 中 央

デ ー タベ ー スに ア ク セ スで き るよ うに な って い なけ れ ばな らな い か。 テ キ ス ト

処 理 を管 理機 能 に結 び つ けな け れ ば な らな いか 。音 声 と デー タ を結 び つけ な け

れ ば な らな い か 。 ビデ オ伝 送 の 機能 を持 た な け れば な らない か 。

こ う した 問 い に答 え るに は,各 企 業 は それ ぞれ 自社 の 目的,ス タ イル そ して

諸 資源 を調 べ る必 要 が あ る。 常 に 同 一 の 結論 に導 い て ゆ く要 素 とい う もの は な

い 。

言 葉 の意 味 か ら言 え ば,LANは 比較 的 狭 い地理 的範 囲 に限 定 され る 。そ して

文 字 通 りLANは その 地 理 的 お よ び機能 的 領域 か ら一歩 も外 に 出 る必 要 が ない こ

と もあ り得 るわ け だ 。

この 例,つ ま り大 きな統 合 ネ ッ トワー ク とな る必 要 の な いLANと し ては,

銀 行 の経済 部 内 お よ び市 場 調 査 部 門 の時 系列 分析 のために導 入 された シ ステムが

あ げ られ よ う。 この よ うな シス テムで は,大 量 か つ詳 細 な記録 デ ー タ を ロー カ

ル ・オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス と して 持 って い な けれ ば な らな い 。 しか しこれ

ら デ ー タは,銀 行 の 日常 業 務 デ ー タベ ー ス とは全 く別 物 で あ る 。

つ ま り,LANを 企 業 ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムに統 合 すべ き か ど う か を 検 討

す る場 合 は,そ の統 合 に よ って現 実 に役 に立 つ 目的 が達 成 され るの か ど うか と

い う見 きわ めが 大 切 に な る とい う こ とだ 。LANを 企 業 の メ イ ン ・シ ス テ ム に

統 合 す る と,シ ス テム全 体 と して の複 雑 さは当然 著 し く増 大 しよ う。 しか し,

一 方 ,ロ ー カル ・レ ベ ルの 複 雑 さや コス トは大 き く下 が る こ とが あ る。

統 合 が考 慮 され得 る 一つ の理 由 は,当 初 の適 用業 務(ワ ー ド ・プ ロセ シ ング
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が その 典 型)で 十 分 コス ト的 に見 合 ってい て も,他 の ア プ リケ ー シ ・ンの た め

の余 力 が シス テ ムに 残 され て い るこ とで あ る。 また,経 験 豊 か な プ ログ ラ マー

の不 足 が さ らに 深 刻 にな りつ つあ るため,オ フ ィス業 務 に ふ り向 け られ る要 員の

量 に も影 響 が出 て い る点 も理 由 の一 つ として 見 逃 せ ない 。一 方 オ フ ィス業務 の

増 大 と責 任範 囲 の広 が りに よ り,LANの ス テー シ 。ンか ら中央 の データ処理 リ

ソー ズに ア クセ スす る必要 性 も増 してい る。`

逆 に,企 業 の 中 央 情 報 ネ ッ トワー クに とって のLANと の統 合 に よ るメ リット

も考 え られ る 。 まず 考 え られ るの は,オ ン ライ ン記 憶容 量 の増 大 で あ る。 企業

は通 常,論 理 的 に い くつ か の 層 に分 け られ るデ ー タ を保 持 して い る。常 に オ ン

ラ インで ア ク セ スで き な けれ ば な らな い ものか ら散 発 的 に しか 参 照 され ない も

め まで だ 。 そ して デ ー タの 種 類 に よ って は,LANに つ な が る記憶 サ ブシス テム

で保持 され更 新 され た方 が効 率 的 で あ る。

ハ ー ドコ ピー 出力 の バ リエ ー シ ョン も魅 力 の1つ とな る。中 央の デ ー タ処 理

シス テ ムで 小 量 で は あ るが高 品位 の パ ー'ドコ ピー出 力 が 欲 しい 場 合,LANシ ス

テ ムた接 続 され てい る低速 レ ーザ ー ・プ リン タ ーは 格 好 の 出 力 装置 とな る。

つ ま り,LANと 中 央 デ ー タ処 理 ネ ッ トワー クと の統 合 は 双方 に 利 益 を も た

らす 可能 性 が あ る とい うこ とで あ る。 しか しな が ら,こ れ が どの 場 合 に も常 に

あて は ま る と はか ぎ らな い 。

(2)技 術 的側 面 か らみ た統 合 化

デー タ処 理 ネ ッ ト ワー クとLANを 統 合 しよ うとす る場 合,そ こ に は い く つ

か の技 術 的 問 題 が生 じ る。 例 え ば,伝 送 制 御 で あ り,メ ッセ ー ジ形 式 で あ り,

伝送 速 度で あ る 。 これ らは,殆 ど必 ず存 在 してい る不 一 致 で あ る とい えよ う。

し か しな が ら,こ れ らは乗 り越 え られ る類 の もの で あ る。IBMがSNA(Sys-

temsNetworkArchitecture)で,国 際 標 準 勧 告 案 で あ るCCITT(国 際 電

信電 話 諮 門委 員 会)X.25を サ ポ ー トした経 緯 に,解 決 法 の 一 つ の 典型 をみ る

こ とが で き る。
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SNAはX.25の 最 初 の勧 告 が行 わ れた 約2年 前 の74年9月 に発 表 され た が,

IBMは81年7月 に な って,制 御 方 式 の全 く異 な る これ らを結 びつ け るた め ,

3705コ ン トロ ー ラ ー をX.25タ ー ミナル ・ス テ ー シ ョンと して機 能 さ せ る ソ

・ トウ ・'アを発 表 した ・SNA側 か らみ れ ば,初3705はSNA－ 次 又 は 二 次

局 とな る・?剖3705がSNAパ ケ ・ ト'フ レー ム にX・25制 御情 報 をつ(珈

え,ま た逆 にX.25フ レー ム か らこれ を 除 去 しSNAフ レー ム を取 出 す,と い う

方 式 で あ る 。 非常 に スマ ー トな 解 決法 とは言 え ない が,X.25の 現 状 か らみ て

唯一 の現 実 的方 策 と もい え る。

メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トの 不 一致 の 問題 は,比 較 的小 さな問 題 と言 え そ う

だ 。 これは,多 くの ベ ン ダーがHDLC(High-LevelDataLinkContro1)

との 整 合 性 を念 頭 に 置 くよ うに な って きてい る か らで あ る。

伝 送 速度 の 差 は,程 度 の差 こそ あれ 例 え ば,コ ン ピュー タ本体 で の デ ー タ速

度 と,デ ィス クや テ ー プ装 置 の 伝 送 速 度 の 差 とい う問題 と類 似 した もの で あ り,

これ もさほ ど大 きな 問題 とは な らな い。

LANと デ ー タ処 理 ネ ッ トワー クあ るい は 他 のLANと の接 続 は,あ る 一 地 点

で それ ぞ れ の ネ ッ トワ ー クの 通 信 方 法 に変 換 す る こ とで可 能 とな る。 この 地 点

は 一般 に ゲ ー トウ ェイ(入 口,関 門 の意)と 呼 ばれ る。現 在 のLAN製 品 には,

オ プ シ 。 ンと して これ が提 供 され てい る もの が 多 い。 ミニ コ ン ピュ ー タに 必要

な ソ フ トウ ェア を付 加 して ゲ ー トウ ェイ機 能 を持 たせ るこ と もで き る。 中央 の

デ ー タ処 理 シ ス テム 側で ゲ ー トウ ェ イ機 能 を持 つ 場 合 もあ る。iBMが 提 供 して

い るACFは,デ ー タ処 理 ネ ッ トワー ク側 か らの ゲ ー トウ ェイ とみ6こ とがで き

る 。

〔3〕LANに 於 る情 報 シ ス テ ム部 門 の役 割

(1)計 画 上 の 問 題

LANの 選 択,導 入 および運 営 に 関す る技 術 は,複 雑 で変 化 も大 きい。したが っ'

て この選 択 に際 して,情 報 システム部 門 が 全 て の役 割で はな い に して も,少 く と
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も一 つ の 主導 的 役 割 を演 ず る こ とは 明 らか で あ り,ま た普 通 の こ とで あ る。

しか し,情 報 シ ス テム部 門 の 役 割 を,採 用 す べ きLANの 技 術 に ついての助言

ま た は その選 択 に限 定 した い とす る傾 向 も少 くな い。 そ して あ る場 合 に は,こ

れ が 正 しい ア プ ロー チ と もな る 。

ま た場 合 に よ っては,LAN導 入 は結 果 と して 目的 の 曖 昧 な無 駄 な行 為 とな り,

責 任 の な す り合 い と個 人 的 及 び全 社 的 な損 失 に終 りかね ない 。

表2LAN導 入の際の考慮事項

●技 術

一 柔軟 性

一 新 世 代 シ ステ ムへ の上 方 互 換 性

一 ベ ンダ ーの コ ミ ッ トメ ン ト

●物理 的 考 慮 事 項

一 建 物

一 既 存 ダク ト/ケ ー ブル

ー 建 築/移 動 計 画

●必 要 な キ ャパ シ テ ィ

ー 現 在

一 将 来

一 予 測 で きない イ ンパ ク ト

● サ ポ ー トされ る装 置

● コス ト効 果

一 初 期

一 連 用 後

●相 互接 続

一 他 のLAN

・同 一 ア ー キ テ クチ ャー

・異 質 ア ー キ テ クチ ャ 一

一 ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タ

ー 外 部 接 続

●互換 性

ロ ー カル

ー その他
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LAN導 入 に 当 って は,様 々な要 因 を検 討 しな けれ ば な らない 。 表2は これ

をま とめ た もの で あ る。注 意 しな けれ ば な らない の は,決 定 の ち ょっ と した違

い が後 々の大 きな違 い を生 む とい うこ と ,そ して修 正 がで き るよ うに 常 に これ

ら要 因 をチ ェ ック して い る とい うの で は,そ の た めの 管 理/技 術 要 因 の時 間 と

経 費 だ け で な く,ユ ー ザ ー側 か ら の不満 を招 く もと と もな る とい う事 で あ る。

表 に示 した 諸 問 題 の 中 で,互 換 性 に つい て も う少 しみ る必 要 が あ ろ う。

企 業 内 で ワー ド ・プ ロセ シ ングに 関係 した 人 は,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ間 に 互

換 性 が無 い とい うこ とで相 当苦 労 してい る と思 われ る。 あ る ワ ー ド ・プ ロセ ッ

サ で作 成 した仕 事 の フ ロ ッ ピー ・デ ィス クは ,そ の ま まで は 別 の ワー ド ・プ ロ

セ ッサに か か らな い とい うの が普通 で あ る。 トラ ンス レ ー タ(翻 訳 ル ーチ ン)

を使 って も,変 換 達 成率 は70～80%に す ぎな い。

これ は 一 つの 例 に す ぎず,こ の他 に もワ ー ド1プ ロセ ッサで は共 通 メ モ リー

や 周辺 機 器 の レベ ルで,ま た通 信 機能 の レベ ルで の 互換 性 が 問題 とな る。 この

他 に も,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ とパーソナル ・コンピ ュータ,パ ー ソ ナル.コ ン ピ

ュー タ同 士,デ ー タ と音 声,複 数 のLAN相 互 な どに 於 て の 互換 性 問 題 が あ る
。

さ ら に 木 き な レベ ル で 言 え ば,LAN,長 距 離 ネ ッ ト ワ ー ク,ホ ス ト ・ コ ン ビ。ユ

一 夕 ,フ ァク シ ミ リ,ビ デオ,音 声,企 業 間 デー タ(テ レ ックス ,TWX),企

業 内 デ ータ な どの 相 互 マ ト リ ックス に於 て互 換 性 が 論 じ られ なけ れ ば な らな い 。

た だ,全 ての 部 分 に 於 て 互 換 性 を保持 しな くて はな らない わ けで はな い こと は

勿 論 で あ る。

(2)情 報 シ ステ ム部 門 の参 加 に対 す る障 害

情 報 シス テ ム部 門 がLAN導 入 計 画(又 は適 切 な実 施)に 於 て主導 的役 割 を発

揮 す ることに対 す る最 大 の障 害 は,LANは 単 独 で 考 え る こ とが で きな いことで あ .

る。

LANは,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン化 と通 信 の統 合化 と い う2つ の 重 要

な面 を持 って い る。 つ ま り,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン関 連 装 置 の 開 発 に 左
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右 され る し,何 よ り も企業 の 全 体 的 な通信 活 動 に(広 い意 味 で)完 全 に依 存 し

てい る とい うこ とで あ る。

図4は,大 企 業 に 於 る通 信 ネ ッ トワー クの統 合 化状 況 をみ た もの ・ま た表3

は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン化 の段 階 をみ た もので あ る。 いず れ もまだ まだ

高 い レベ ル に達 して い る とは言 えな い 。LANに 対 して もま だ効 果 的 な 対 処 が

され て い る とは言 い 難 い とい うの が現 状 と言 って い いだ ろ う。

5%

15%統 合(音 声 …15%

お よびデータ)

通 信 ネ ッ トワー ク

単 一 デ ー タ

通 信 ネ ッ トワ ー

複 数 デ ー タ 通 信

ネ ッ ト ワ ー ク

デ ー タ 通 信 、

不 ッ ト ワ ー ク無

統 合音 声

ネットワーク

非 統 合 音 声

ネ ッ トワ ー ク
25%

データネ ットワーク

図4長 距離 通 信 ネ ッ トワー ク統 合 化 の 現 状

一92}



表3オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 の 段 階

段 階 目 的 方 法 論 責 任 部 門
達成比率

(推 定)*

個別的努力 大失敗の回避 無 オフィス/各 部 門 90%

協 同 計 画 混乱 の回避 教 育
拡 散

(タ スク フォース)
50

'

限定 的な中

央での計画
コス ト最 小 化 ハー ドウェア 選 択 通常EDP部 門 20

中央の指示 効率性最大化 シス テ ム化
EDP部 門

(再 編成後)
<5

*表 中下か ら上への累積値
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9.ウ ェ ル ズ ・ フ ア ー ゴ 銀 行

調 査 先;WellsFargoBank,N.A.

所 在 地;525MarketStreet,SanFrancisco,CA94105

調 査 期 日;1982年10月21EI

面 接 者;Mr.JohnA.Crooks

SeniorVicePresident,BusinessandInformation

SystemsDivision

Mr.J.MariCasas

Manager,SystemsIndustrialEngineering

Mr.LesMorgan

Manager,DecisionSupPortSystems

1.概 要 お よ び所 感

WellsFargoBankは,232億 ドル(約5兆5,680億 円)の 資産 を持 ち全米 で

12番 目に ラ ンク され る商業 銀 行 で あ る。(順 位 は 米 の 経 済 誌 フ ォー チ ュー ンによ

る もの,以 下同 じ。)預 金量 は168億5,000万 ドル(約4兆440億 円),貸 出総

額 は169億 ドル(約4兆560億 円)で,こ れ らも共 に全 米 で12番 目で あ る。 純

益 は1億2,400万 ドル(約292億6,000万 円),こ れ は14位 に ラン ク され る。

71年 か ら81年 まで の1株 当 り純 益 の 伸 び率 は12.86%と 高 く,資 産,預 金 量等

で み た上 位 各行 を上 回 ってお り,下 位 の急 成 長 行 と合 わせて も9番 目の 高 さであ る 。

な お 西 海 岸 で は,BankofAmerica,FirstInterstate,SecurityPacific

に次 ぐ大 銀 行 で あ る。

360の 支 店 網 に よ る銀 行 業 務 の 中 心 は,リ テ ール ・バ ンキ ン グと呼 ば れ る小 口

金 融 で あ る。利 益 の70%が この 分 野 で生 み 出 され て お り,18,000人 の 従業 員 の
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う ち14,000人 が これ に携 って い る 。

銀 行 業 務 の競 争環 境 は 厳 し く,最 近 は 銀 行 ば か りで な く流 通 業 との競 合 も問 題

に な って い る と言 う。 この た め,新 規 分 野 へ の参 入 も調査 検 討 中 で あ る との こと

で あ った 。

同行 で は,顧 客 を その 規模 に よ り3つ に分 け てい る。年 商1,000万 ドル以 下

(リ テ ール),1,000万 ～1億 ドル(ミ ドル ・マ ー ケ ッ ト),1億 ドル以 上(コ

ー ポ レー ト ・カ ス トマ ー)で あ る 。 そ して これ らカス トマーに適 した きめ細 か い

サ ー ビス を心 が け て い る とい う。

2.詳 論

(Dコ ン ピ ュー タ利 用 の概 要

WellsFargo銀 行 は,数 多 くの支店 か ら成 る ブ ラ ンチ ・シス テ ム形 態 と な

っ てい るが,コ ン ピ ュー タ利 用 は,集 中 化 され た方 式 を採 って い る。

デ ー タ ・セ ン タ ーは サ ン フ ラ ン シス コ と ロサ ンゼ ル スに あ る 。ロサ ンゼルス ・

セ ン タ ー は 新 し い 施 設 で,デ ー タ ・セ ンタ ー と して の主 機 能 は こ ち らへ移 行

しつつ あ る 。 これ は,南 カ リ フ ォル ニ アで の業 務 が拡 大 して い る とい う事業 上

の必 要 性,そ して サ ン フラ ン シス コで は 得 られ るス ペ ースが 限 られ て い る とい

う物 理 的 制 約 に よる もの で あ る。

これ と同 時 に,北 カ リ フ ォル ニ アへの 移 動 も考 慮 中 で あ る とい う。 主 に災 害

対 策 上 の 理 由 か らで あ る。

保 有 コ ン ピ ュー タは,IBM3081が1台,同3033が2台,同3031が1台,

同4331が1台,そ れ にVAXな どのDEC製 品,HP3000,及 び その 他 の ミニ

コン諸 製 品 で あ る。

プ ロ グ ラ ミングは,IBMのTSOを 使 い 遠 隔地 で行 う もの が 多 い とい う。

SBS(SatelliteBusinessSystems)の 衛 星通 信 回線 を利用 して い る と

い うの が 回線 利 用 で の 際立 った特 徴 と言 え るだ ろ う。 た だ,テ レ ビ会 議(ビ デ

オ ・コ ン フ ァレ ンス)に つ い て は実施 可能 だ が コ ス ト高 の た め,将 来 的 に は考
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え る と し て も,現 時 点 で は 行 っ て い な い と の こ と で あ っ た 。・

(2)オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

技 術 の 企 業 経 営 に 対 す る 役 割 と し て,① ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(B

C),② 企 業 の 共 通 デ ー タ を 使 っ て の 意 思 決 定 サ ポ ー ト(DS)そ し て ③ 私 的 デ

ー タ を 使 っ て の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ(PC)の3つ が 考 え ら れ る 。

Wells-Fargo銀 行 で は,こ れ ら の た め に3つ の シ ス テ ム を 運 用 し て い る 。

① と ③ の た め(BC/PC)のTPS,② と ③ の た め(DS/PC)のALOT,② の

た め(DS)のICFで あ る 。

1)TPS

TPSは,テ キ ス ト ・ プ ロ セ シ ン グ ・ シ ス テ ム(TextProcessingSys_

tem)の 略 で,DP分 野 め ド キ ュ メ ン テ ー シ 。 ン を 行 う シ ス テ ム で あ る 。4年

間 の 実 績 を 持 っ て お り,外 部 のTSS利 用 コ ス ト 削 減 に 役 立 っ て い る 。

中 央 コ ン ピ ュ ー タ は4台 のDECPDP11/70。 互 に 接 続 さ れ て お り,エ

レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル に 用 い る こ と も で き る 。 オ ペ レ ー テ ィ『ン グ ・シ ス テ

ム はUNIXを 用 い て い る 。

1,550人 の 専 門 職,管 理 職 お よ び サ ポ ー ト ・ス タ ッ フ が 使 っ て い る 。1日 の

メ ッ セ ー ジ は3,000以 上 に の ぼ る と 言 う 。

2)ALOT

ALOT(AnnexLowOverheadTimesharing)は,2台 のPDP11/70

を ベ ー ス と し た イ ン ハ ウ ス ・ タ イ ム シ ェ ア リツ グ ・ シ ス テ ム で あ る 。2台 の

.PDPはRSTSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム で 稼 動 し て お り,相 互 接 続 さ れ

て い る 。 外 部TSS依 存 か ら の 脱 却 を 目 指 す た め の シ ス テ ム で は な い が,削 減

に は 役 立 っ て い る と 言 う 。

ユ ー ザ ー は 専 門 職 お よ び 管 理 職 の 約300人 。 よ り高 い レ ベ ル の 意 思 決 定 サ ポ ー

ト の た め に 用 い ら れ て い る 。 月 間 接 続 時 間 の 合 計 は3,100時 間 に な る 。

ALOTもTPSと 同 じPDP11/70を ベ ー ス と し て い る が,こ れ ら シ ス テ ム
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は接 続 され て は い な い 。 それ ぞれ の オペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ムの 互 換 性 が

無 く イ ン タフ ェ ー スが 困難 な た めで あ る。

3)ICF

ICF(InteractiveComputingFacility)は,82年 第1四 半期に始 め

られ たば か りの パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェク トであ る 。VM/CMSの 下 で 稼 動 す

る1台 のIBM3031を ベ ー ス と して い る。

TPSやALOTと の 接 続 は 行 わ れて は お らず,セ ン ター ・マ シ ンのOSの 互

換 性 も無 い 。

専 門 職,管 理 職 の100ユ ー ザ ーに よ り使 われ て お り,月 間 の 総接 続 時 間は

1,400時 間 で あ る。ALOTよ りも更 に 多 くの 企業 経 営 デ ー タ を有 す る シ ス テ

ムで あ る。

これ ら3つ の シス テ ムは 互 に独 立 した シス テ ムで,こ の他 勿 論 の こ とな が ら,

プ ロ ダ ク シ ・ン ・シ ス テ ム と呼 ば れ る中央 デー タ処 理 ジス テ ムが あ る。 図 は,

プ ロダ クシ 。ン ・シス テ ム,ICFそ し てALOTの 関 係 を示 した もの で あ る。

/
/

/
/

/

/

/

/

/

'

、

、

、

＼/

プ ロ ダ ク シ ョ ン ・シ ス テ ム

IBMマ シ ン群

(MUSで 稼動)

ICF

IBM3031

(UM/CMSで 稼 動)

ノ
/現 在 で も

ノ
/2780/3780/RJEで 接 続 可 能

/し か しセキ ュリテ ィ上 の 問題

⊃
恐 ら くは

SNAリ ンクへ

＼/

ALOT ALOT

A B

PDP11/70 PDPll/70

DECnetリ ンク

図 中央DPシ ス テ ム とOAシ ス テ ム
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プロ ダ クシ ョ ン ・シス テ ムに は,例 え ば総 勘 定 元 帳 とか 人 事 フ ブイ ル とい っ

た企業 経 営 に と って重 要 な,言 い 換 え れ ば デ リ、ケ ー トな性 格 の デ ー タが収 め ら

れてい る。したが って これ を技 術 的 に可 能 だか らと言 って,む やみ に他 の シス テ ム

に接 続 す るの は,セ キ ュ リテ ィ上 大 きな 問題 とな る。

ALOTが 独 立 した デ シ ジ ョン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム と され て い るの は この た

め であ る。 つ ま りALOTは,ICFの サ マ リー ・フ ァイル を持 って い るのであ る。

この フ ァイル の 移動 は,磁 気 テー プで行 わ れ て い る とい う。勿 論 セ キ ュ リテ ィ

上の 配 慮 で あ る 。'

図中 に も示 し た よ うに,将 来 的 に はICFとALOT更 に は プ ロダ クシ ョ ン ・

シス テム とALOTと の 接続 も考 え られ てお り,SNAリ ンクが有 力 候 補 と して

あげ られて い る 。 しか しこ れ は セ キ ュ リ テ ィ面 の 問 題 が解 決 され て か ら,あ る

い はそ の見 通 しが 明 らか に な ってか らの こ とで あ る。

TPS,ALOT,ICFが そ れ ぞれ 別 個 に運 用 され てい る た め,例 えば これ ら3

つ の シス テム全 て を使 い た い マ ネ ジャー は,3台 の ター ミナ ル を持 た な けれ ば

な らな いの が現 状 で あ る 。 この た めWellsFargoで は,3つ の シ ス テム全てに

ア ク セス で き る タ ー ミナ ル の 開発 を計画 して い る。 恐 ら く マイ ク ロ コ ン ピュー

タ が使 わ れ る こ とに な るだ ろ う。

㈲OAシ ス テム 構 築 上 の 問 題点

今 後 のOAシ ス テ ム を構 築 す るに 当 って は,次 の よ うな点 を考 慮 し な けれ ば

な らない 。

第 一 は,統 合 の 問 題 で あ る。現在 あ る リソ ース を どの よ うに一 つ の シ ス テム

に 統 合 して ゆ くか を考 え な けれ ば な らな い 。

第 二 は,上 級 管 理 者(シ ニ ア ・マ ネ ジ メ ン ト)の 理 解 をい か に して得 るか,

とい うこ とで あ る。従 来 か ら言 わ れ てい る よ うに,コ ン ピュータ ・スタ ッフには

企業(こ の 場 合 は銀行)の ビジ ネ ス目的 の 理 解 が 不 足 して い る。 そ して これ が

上級 管 理 者 と技 術 職 層 との コ ミュニ ケ ー シ 。ン問 題 の も と とな って い る。

一98一



第三 に,新 しい ツー ル を ユ ー ザ ーの仕 事 の流 れ(ワ ー ク フロ ー)の 中 に い か

に入 れ,適 応 させ て ゆ くか,と い うこ とで あ る。

第 四 は セ キ ュ リテ ィ上 の 問 題 だ 。 セ キ ュ リテ ィを保 持 しつ つ効率 的 な情報 ネ

ッ ト ワー クを 構築 して ゆ か なけ れ ば な らない 。

五 番 目は コ ス トの 問 題 で あ る。 組 織(企 業)に と って の コス ト,そ して ユ ーザ

ーに と って の コス トの 両 面 を考 え る必要 が あ る。

そ して最 後 に,誰 が これ を推 進 す るか,と い う点 だ。 ユ ー ザ ーか,集 権 化 さ

eれ た専 任 部 門 か
,ま た協 調 体 制 は ど うす る か,な どで あ る。
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料資III.





1.INFO'82基 調 講 演

(INFO82・KeynoteAddrese)

ロ ッ ド ・F・ ダ ム マ イ ヤ ー

〈R・dF・D・mm・yer)

NorthwestIndustries社

財 務 担 当 副 社 長

1982年10月11日

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ コ ロ シ ア ム

『で は 皆 さ ん,コ ン ピ ュ ー タ ・ゲ ー ム を 始 め ま し ょ う 。 』

(こ れ は 映 画ttTRON"の フ ィル ム ・カ ッ トの 開始 場 面 に 映 し出 さ.れ る合 図 だ 。

本 講 演 は この フ ィル ムが 映写 され た後行 わ れ た 。)

我 々の ヒー ローは,電 子 回路 と コン ピ ュー タ ・イメ ー ジの 錯 綜 した迷 路 で方 向

を見 失 って しま った よ うだ。彼 は 奇 怪 な コ ン ピュ ー タ ・ゲ ー ムの 網 の 中 に捕 わ れ

て お り,し か もこの ゲ ー ムで は生 き残 りの ル ー ルが説 明 され な いば か りで な く絶

えず それ に変 更 の手 が 加 え られ てい るの で す 。 別 な言 い方 をす れ ば,彼 は 出 口 の

皆 目つ か め ない コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ ムの ジ ャ ングル に閉 込 め られ,そ こか ら

抜 け 出 す 可能 性 は万 に 一 つ も無 い状 況 な の で す 。

参 会者 の方 々は全 て彼 が どの よ うな 気持 で い るか 理 解 され て い る筈 で す 。 この

気 の毒 な 困 惑 して い る プ ロ グ ラ マ ーの苦 境 に 同情 を禁 じ得 な い のは 私 ば か りで は

あ ります まい 。我 々 は,か って 皆 この道 を通 って きた の で す 。

と ころ で,こ の部 屋 に参 集 され た 人 々に 関係 の深 い 「職業 上の 危 険 」 を テー マ
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と した素 晴 しい 映 画ttTRON"を 製作 し,本 日 その フ ィル ム ・カ ッ トを提供 して

下 さ った ウ ォル ト ・デ ィズ ニ ー ・プ ロダ クシ ョンズに 対 し,深 い 敬 意 を払 うと と

もに感 謝 の 意 を伝 え た い 。

最 後 に も う一 言/我 々の 子供 連 は,こ の 映 画 を見 れ ば,何 故 私 達 が仕 事 か ら

そん な に遅 く帰 宅 す るのか理 解 して くれ るで し ょ う。

※ ※ ※

今 日我 々は 情 報 の 爆 発 の 真 只 中 に あ ります 。 この情 報 の爆 発 とい う表 現 は誰 も

が 既 に100万 回 は耳 に した言 葉 で あ り,今 週 も必 ず少 な か らぬ機 会 に聞 く こ とに

な るで し ょ う。 過 去 数 年 間 我 々は,こ の 爆 発 の発 生 を直接 目撃 して きま した し,

日 々この 状 況 に同 居 して きた と言 って も過 言 で は あ りませ ん 。

同 時 に我 々は テ クノ ロ ジーの 爆発 の 真只 中 に あ ります 。 この見 解 は参 会 者の ど

な た に もご く 自然 に 受 け容 れ られ る もの と信 じま す 。事 実,皆 さん が今 週 か わ す

職 業 的 会 話 の大 部 分 が この2つ の テー マで 占 め られ るに 違 い あ りませ ん 。例 え ば,

よ り多 くの 情 報 を求 め る各 種 ア クセ スの急 増 とか コ ン ビ。ユー タ ・テ ク ノ ロ ジーの

新 た な研 究 開発 とい った具 合 で す 。

問 題 は,我 々が今 後 この 情 報 や テ ク ノロ ジー に ま つわ る全 てに対 して如何 に係

わ ってい くか とい う こ とです 。全 く新 しい そ して 巨大 な対 象 と言 うべ きで し ょう。

聴 衆 の 皆 さん,こ れ は個 人 的 な問題 で す 。 こ うい う言 い 方 をす れ ば反 語 の よ う

に聞 こ え るか も知 れ ませ ん が,そ うで は あ りません 。私 が今 こ こに い るの は,貴

方 が た も理 解 され て い る現 代 の 深 遠 な 問題 に つい て 講義 す る ため で は あ りませ ん 。

言 うな れ ば個 人 的 に 貴 方が たに 語 りか けて い るの です 。我 々に 直接 的 な影 響 を与

え る主 題 に つ い て 共 に 考 え よ う とい うこ とで す 。

したが って,私 が 「我 々は今 後 この 情 報 や テ クノロジーにま つわ る全 て に対 して 如

何 に係 わ って い くか 」 と問 う時,私 は 「貴方 が た は 如何 に係 わ って い くか 」 と聞

い て い るの と同義 な の で す 。

さて情 報 の管 理 は,理 解 の遅 い学 習者 に は 歓 迎 す べ か ら ざ る分 野 で し ょう。 だ

が貴 方 が た,即 ち貴 方 自身 とその 周 囲 に 座 って い る人 々は全 て,知 性豊 か な人 々
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で す 。思 考 に 際 して分 析 的 で あ り,厳 密 で あ り,緻 密 を 旨 と し論理 を重 視 す る人

人 で す 。 もしそ うで な けれ ば,今 の よ う な仕 事 は とて もこな せ ない は ずで す 。

とこ ろで 貴 方 は今,周 囲 で進 行 して い る革 命 的 変 化 に つ い て 考 えて い ます か 。

これ らの劇 的 な 変動 は貴 方 に と って何 を意 味 してい ます か 。 貴 方 が係 わ ってい る

領 域 で起 こ りつ つ あ るこ とに対 す る コ ンセ ンサ ス と は,社 会 に と って,貴 方 が属

す る会社 に と って,さ らには 貴方 自身 の 人 生 に と って 一 体何 を意 味 す る で し ょう。

こ う した方 向 で考 え て戴 くた め,私 は7つ の 基 本 的 な質 問 を用 意 しま した 。 こ

れ ら を 自問 自答 して戴 きた いの で す 。私 の経 験 か ら敢 え て言 わ せ て も らえ ば,こ

れ らの 設 問の 全 て を考 え抜 き その 回 答 が ど こに 我 々 を導 くか考 察 した人 は まず い

な いで あ りま し ょ う。勝 手 な想 定 で 申 し訳 あ りませ ん が,私 の 意 図す る と ころは,

今 回 の会 議 の 様 々な テー マ を よ り身 近 に 自覚 して も らい たい とい う こ とで す 。

設問1:情 報 と は何 か?

貴方 がた の 多 くは 自分 が 既 に その答 を知 って い る とお 考 え で し ょ う。 そ れ と言

うの も,貴 方 が たが 毎 日行 ってい る こ と,そ れ が 情報 の 提供 だ か らで す 。勿 論 貴

方 が た は情 報 とは何 で あ るか を御存 知 で す 。情報 とは 機械 か ら出 て く るデ ー タ で

す 。貴 方 が 機 械 に 指 示 を与 え れば,機 械 は デ ー タ を吐 き出 しま す 。移 しい デ ー

タ,プ リ ン トア ウ トの 束,情 報 の 山 とな って現 われ ます 。そ して貴 方 は それ を誰

か に与 え,受 け取 った人 は それ で何 か を行 な うは ず です 。 とに か く貴 方 は,他 の

人 々が望 む もの即 ち要求 され た情 報 を 与 え て きた の で す 。 貴方 の場 合 だ け に限 れ

ば話 は こ こで 終 わ る こ とに な ります 。

しか し現 在,最 も基本 的 な前 提 す ら変 貌 しよ うと し てい ます 。 とい うの も,瞬

時 に 膨 大 な 量 の 情 報 を生 み 出 す能 力 が 「情 報 」 とい う用 語 を無意 味 な もの に して

しま う可 能 性 を孕 ん で い るか らで す 。20年 前,コ ン ピ ュー タ処 理 され た 給 与 明

細 票 な ど を情 報 と呼 ん で い た時 代 は,特 に情 報 の意 味 を明示 す る必 要 もな か った

の です 。情 報 シ ス テ ムは,事 務 面 の生 産 性 をあ げ る た め設計 され そ して導 入 され

てい ま し た し,実 際 その 成 果 は ビジ ネス界 全 体 に重 大 な イ ンパ ク トを与 え ま した 。
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しか しな が らフ ォー チ ュ ン誌 の5月3日 号 に 掲載 され て い る未 来 オ フ ィス(of-

ficeofthefuture)の 記 事 は 注 目す べ き指 摘 を行 ってい ます 。 この記 事 の

見 開 きは,当 社 つ ま りノー ス ウ エス ト ・イ ン ダス トリ ー ズ(NorthwestIndus-

tries)の べ ン ・ハ イ ネマ ン(BenHeineman)社 長 が 自 分 の 扱 う コ ン ピ ュ ー

タ ・タ ー ミナ ル の横 に座 って い る全 ペ ージ大 の 写真 で始 ま って い る ので す が,フ

ォー チ ュ ン誌 の編 集 者 は こ こで,「 テ ク ノ ロ ジーは それ が業 務 の 遂 行 方 法 を再組

織 す る時 最 も活 躍 す る 」 と語 って い るの です 。 この 見解 を背 景 に して考 え れ ば,

コ ンピ ュータ ・テ クノロジーお よび 情 報 シス テ ムが起 こす次 の ビ ジネ ス界 へ の 侵 入

は,従 来 の バ ラ ンス を変 化 さ せ,戦 略 プ ラ ンニ ン グ ・プ ロセ スや資 本投 資 の 配 分

決定 の よ うな マ ネ ジ メ ン ト業 務 の 一部 の 性 格 を改 変 す る と予 想 すべ きで し ょ う。

これ は基 本 的 に は綿 密 に統 制 され た(ト ップ ダ ウ ン)動 き と して経 営 最 高 幹 部

か ら上級 管 理 者 に至 る ト ップ ・マ ネ ジ メ ン ト層 に 現 わ れ ま す 。戦 略 プ ラ ンニ ング

の 面 か ら見 れ ば,情 報 は 各 経 営 幹 部 に と って違 った意 味 を持 つ よ うに な るか も知

れ ませ ん 。 また 一 人 に と って決 定 的に 重 要 な情 報 で も,他 の 人 物 に は くず の よう

な 存 在 に な って し ま うこ と もあ るで し ょう。

私 達 の多 く は,一 コ ンピ ュー タに適 切 な デ ー タを求 め,そ の結 果 レ ッ ドウ ッ ドの

森 を も う一 度 つ くれ る程 の ま さに 山 の よ うな ア ウ トプ ッ ト紙 を入 手 した よ うな経

験 を何 度 か持 ってい ま す 。 山積 み の コ ン ピュ ー タ ・レポ ー トを フ ォー ク リフ ト ・

トラ ックで経 理 部 門 や製 造部 門 に 送 らね ば な らな か った話 も誰 もが 耳 に して きた

とこ ろで す 。 も う一 度 言 い ます が,情 報 は その 意味 を失 う転 機 に 立 って い ます 。

以 上 述 べ た よ うな 例 は極 端 な場 合 で す が,こ れ と似 通 った状 況 は 日常 業 務 で 頻

繁 に起 ってい ま す 。情 報 の 過 剰(オ ー バ ー ロー ド)は 役 に立 つ ど こ ろか 有 害 で す

らあ るの で す 。連 邦 政 府 は 情 報増 大 の イ ンパ ク トが意 思決 定 の 質 に どの よ うな表

わ れ方 をす るの か研 究 実 験 を行 ってい ます が,あ る一定 の段 階 まで は情 報 の 増 加

が プ ラスの 効 果 を示 す もの の,そ れ を過 ぎ ると経 済 と同 じ収 益 漸 減 の法 則 が適 用

され,量 と効 果 が反 比 例 の 関係 を示 す よ うに な ります 。

利 用 し得 る情 報 量 が無 限 に 拡 大 す るに つ れ,選 択 され た情 報 の 質 は増 々 その 重
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要 性 を増 します 。 しか し情 報 の質 を向 上 させ る こ とは言 うほ ど簡 単 な こ とで は あ

りませ ん 。 その一 因は,情 報 の定 義 自体 個 々人 の認 識 に よ り様 々に 変 化 す る こ と

に あ りますが,こ うした認識 まその経営幹部の職責 だけでな く当人の それ までの

経験 に よ って も形 成 プ ロセ スで 影 響 を受 け るの です 。

最 高経 営 幹 部,財 政 担 当 責任 者,マ ー ケ テ ィング部 長,監 査 役 な どの地 位 に よ

って も情 報 は 様 々 な 受 け 取 り方 を され ま す し,当 人の トレー ニ ン グに も影響

され ます 。 シ ス テ ム ズ ・アナ リス トや マ ネ ー ジ ャーの場 合,サ プ ラ イ ヤ ーの 見地

か らだ け情 報 を 眺 め るこ とが 多 い で し ょうか,今 や その人 達 も最 高 経 営 幹 部 の 立

場 に 自分 を据 え その観 点 か ら情 報 を把 え 直 す こ とが 必要 なの で は な い で し ょうか。

さて次 の 主 題 に移 らね ば な りま せ ん 。

設 問2:情 報 は何の為に利 用できるか

も し貴 方 が 年 商40億 ドルの 多 角 的 な 製 造 企業 で最 高 経 営幹 部 の 地 位 に あ る と

す れ ば,一 体 どの よ うな 情報 が必 要 とな るで し ょう。 ま た,現 業部 門 の 業績 や生

産 に影 響 を及 ぼす 外 部 要 因,市 場 規 模 や 需 要,市 場 での 競合 会 社 な どに つ い て知

りたい 時,貴 方 は何 を必 要 とす るで し ょ う。

次 にす るた とえ話 は ブ ラ ッ ク ・ユ ー モ ア と もま た時 に は身 の 毛 もよ だ つ経 験 談

と も受 け とれ ま すが,話 を進 め るた めに お 聞 き願 い たい 。

こ こに 仕 事 上 の ラ イバ ルが2人 い て一 緒 に休 暇 を と り森 ヘ ハ イ キ ングに 行 った

と します 。 突 然 彼等 の 数 ヤ ー ドの と こ ろに馬 鹿 で かい灰 色熊 が あ らわ れ,後 足 で

立 つ と同 時 に うな りをあ げ た 。2人 は 身体 が凍 って しま ったか の よ うに その場 に

立 ち疎 んで しま った。 やが て 一人 の 方 が ナ ップザ ック を降 ろ し中 か ら ア デ ィ ダ ス

(Addidas)の ラ ンニ ング ・シ ュ ー ズを取 り出 して履 きは じめた 。

「何 をや って るん だ」 と も う一 人 の方 が 聞 く。 「そん な こ と した って こ の熊 か

ら逃 げ お お せ な い そ 。」

そ こで友 達 は こた え た。 「お そ ら くそ うだ ろ う。で も少 く と も君 よ り前 を走 れ

るわ け だ 。 」
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(会 場 は 大 笑 い)

情 報,と りわ け上 級 幹 部 が利 用 で きる情 報 の 質 は,競 争 の激 しい市 場 で は決 定

的要 因 に な るケ ース が 多 い 。 この こ と と今の 例 え 話 を合 せ 考 え て も らい たい 。貴

方 の 会 社 は 「熊 が い る」市場 つ ま り弱 含 みの市場(bearmarket)か ら逃 れ るこ と

は そ きな い か も知 れ ない が,競 争 相 手 の 一 歩先 を行 き,市 場 に飲 み込 まれ るこ と

だ け は 回避 で きる可能 性 は あ るの で す 。

情 報 が常 に 中 心 的 な ビジ ネス資 産 で あ る こ とは 昔 も今 も変 わ りませ ん 。 しか し

情 報 が,企 業 の 死命 を 制す る強 力 な ツー ルで あ る と認 識 され るよ うに な ったの は

ほんの最 近 の ことです 。第2次 世界 大 戦 末期 以後 の1940年 代 で は 急 膨脹 し た 消 費

者 の 需 要 に生 産 設 備 が 追い つか な か ったの で,生 産管 理 が 最 優 先 の 事業 課 題 とな

り,新 工 場 の 建 設 が急 務 とされ ま した 。 そ して1950年 代,1960年 代 と進 む うち

に こ う して増 加 した プ ラ ン トの 送 り出す 製 品 を さば くた め,マ ーケ テ ィン グが経

営 戦 略 の 要 とな ったの で す。'また1970年 代,産 油 国 の石 油 輸 出 禁止 措 置 で アメリカ

産業 界 に捲 き起 った金 融危 機 は,財 政 の役 割 を一躍 突 出 させ る こ とにな りま した 。

そ し て現 在 の1980年 代 は情 報 が 企業 に と って決 定 的 要 因 とな る時期 だ と信 じま

す 。今 日米 国 め 労 働 力 の 内 製 造 に 従 事 して い るの は僅 か13%に す ぎず,一 方60

%が 情 報 の 生 成 ・処 理 に 関 与 して い ます。 ま た 最 近実 施 され た調査 に よれ ば,平

均 的 なビジネス ・マネ ージャー は 自分 の業務 時 間 の79%の 情 報 とと もに 過 して い

る そ うで す 。

この20年 ほ どの 間 我 々は コ ン ピュ ータの 成 長 およびその 情 報 システム としての

活用 が,製 造 や マ ー ケ テ ィングの 企業 機能 と肩 を並 べ るまで に な った の を眼 の あ

た りに して きま した 。一方 以前 な ら戦 術 的 プ ラ ンニ ン グが 企 画 立案 プ ロセ スの 主

座 を占 めて い た の に,今 や長 期 的 プ ラ ンニ ン グに重 点 が 移行 しつ つ あ る の を知 っ

てい ま す 。

現 在 の ビジ ネス 環境 に お い て は,長 期 的 戦 略 は 企 業生 き残 りに不 可欠 な要 素 で

あ り,情 報 は企 業 戦略 の策 定 ・実 施 上最 も肝 要 な リソ ー スで あ ります 。戦 略 立案

担 当者 は,意 思 決 定 の 方向 づ け を行 な い,定 量 化 し他 の企 画 と比 較 考 量 す る た め
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に情 報 を活用 します 。 また ビジ ネス戦 略 を実 際 に 実施 す る マ ネ ー ジャー層 は,戦

術 的 指示 を用 意 し,意 思 決定 を現 場 向 け に 手 直 し し,中 間修 正 を行 い そ して成 果

を評価 す るた めに 情 報 に依 存 します 。

つ い最 近 まで 殆 どの 企業 の プ ラ ンニ ング ・プ ロセ ス は,戦 略 志 向 ではな く1な い

し2年 の レ ン ジで 予算 の枠 組 み を決 め る戦 術志 向 が中 心 で した 。 こ う した戦 術 的

プ ロ セス で は 製 品 や市 場 が既 に選 択 され た もの に限 定 され,経 営 管 理 者 は,そ の

会 社 が関 与 した 局面 で 日 々下 され る決定 や眼 に 見 え る収 益 を重 視 しが ち とな りま

す 。 しか も彼 等 の 発 想 は殆 ど営業 レベル の枠 を越 え られ ない傾 向 を持 つの で す 。

大抵 の情 報 シス テ ムは,こ の よ うな環 境 の 中 で 成長 し成熟 して きま し た。 こ う

した情 報 シス テ ムは,実 体 的 な業 績 を把 握 ・評 価 で きる よ う設 計 され,総 じて短

期 的 な プラ ンニ ン グを援助 す る役 割 を負 わ され た の で す 。

日常 的 な オペ レ ー シ ョ ンに は極 め て重 要 な ア カ ウ ン テ ィン グ ・シ ス テ ムやMR

Pシ ス テ ムは,日 常業 務 や営 業 を対 象 とす る マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォメ ー シ ョン

・シ ス テム(MIS)の 典 型 で し ょう
。 しか し長 期 的戦 略 計 画 の た め に は,違 っ た

タ イ プのMISが 援 用 され ね ば な りませ ん 。

再 び強 調 した い の は,情 報 の機能 は この段 階 に な る と誰 が そ れ を使 い何 の 目的

に利 用 され るか に係 って きます 。 貴方 は情 報 ユ ー ザ ー と して,ま た意 思 決 定 者 と

しての 立 場 に 自分 を置 か ね ば な りませ ん 。 そ して,適 切 な勧 告 や 決 断 を下す に必

要 な情 報 が 何 で あ る か,自 問 自答 す るの で す。

現 在 の 貴 方 は 全 く反 対 の 視 点 か ら問 題 を立 て るの に馴 れ てい るか も知 れ ま せ ん 。

つ ま りボ スが 貴 方 に どん な 情 報 を求 めて お り,そ れ を提供 す るに は どの よ うな方

法 が ベ ス トで あ るか とい うア プローチ の 仕 方 で す 。 しか し情 報 の 有効 利用 に対 す

る理解 を一 層 深 め るた め,貴 方 は経 営 幹 部 の立 場 に 自分 を置 き,先 程 述 べ た 自問

自答 を行 う必 要 が あ りま す 。

設 問3:現 在,シ ステ ム 開 発 の局 面 で どの よ うな こ と が 起 こりつ つ あ るか

情 報 の 増 加,ア クセ ス の拡 大,そ して テ ク ノ ロ ジー の進 歩,こ の よ うな変 化 は
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誰 もが気 付 いて い る ところ で す 。 しか しこれ は 我 々の業 界 に限定 した認 識 で あ り,

これ らの変 化 が持 つ 外界 即 ち経 済 お よび社 会 全体 に対 す る重 要 性 を軽 視 すべ きでは

あ りま せん 。

Inc.Magazineの10月 号 で ジ ョ ン ・ネ イス ビ ッ ト氏(JohnNaisbitt)は,

ビジ ネ スの未 来 に 根底 的 な 影響 を与 えつ つ あ る 「メ ガ トレ ン ド(megatrends)d

に言 及 して い ます 。 その リス トの ト ップに あ げ られ て い るの か,産 業 社 会 か ら情

報 化 社 会(information-basedsociety)へ の 移行 です 。 我 々は 重 大 な転 換 期

の 真 只 中 に い る とい うべ きで し ょ う。

情 報 ベ ー スの 拡 大 とと もに,我 々は 少 く と も机 上 で は か つ てな い ほ ど多 くの こ

とを知 ってい ます 。 こ こに 問題 の核 心 が あ るの で す 。 この点 は皆 様 方 は 誰 よ り も

よ く認 識 され て い るは ずで す 。 情 報 を入手 す る こ とは今 や問 題 の 中心 で は な い の

で す 。我 々は デ ー タ を洗 練 し特 定 の情 報 を選 択 し,様 々の ソ ー スか ら得 られ た情

報 を意 味 の あ る そ して説 得 力 の あ る事 実 に 総合 しな けれ ば な りませ ん 。参 会 者 の

方 々に と って これ は,一 層 高 度 な 問題 解 決 手法 や分 析技 法 が 自分 の 仕 事 に 展 開 し

つ つ あ る こ とを意 味 し ます 。

Inc.Magazirieで 未来 ビジ ネスに 強 い 影 響 力 を及 ぼす 第2の メ ガ トレ ン ドとし

て採 り上 げ られ て い るの は,テ ク ノ ロ ジー と人 間の 両 フ ァク タ ーを統 合 す る必要

性 の 増 大 です 。 これ が貴 方 が た の 仕 事 に 直 結 して い るこ とは 明 白で す 。

さて我 々業 界 内部 の人 間 に共 通 して い る誤 認 は,我 々 自身 を ロ ボ ッ トの よ うに

把 え,我 々が利 用 してい る コ ン ピュ ー タ に似 た よ うな存 在 だ と勘 違 い して い る こ

とで す 。確 か に電 子 の流 れ は 我 々の 気 質 の 中 に流 れ こん で い ます 。 しか し例 え我

々か社 会保 障 番 号 の 立方 根 を素 早 く計 算 で きて も,洗 わ な い靴 下 をそ の ま まは く

よ うな こ とは 日常 茶飯 事 な の で す 。

勿 論 この よ うな例 えば公 平 とは 言 え ない で し ょ う。 で も今 さ ら貴方 の足 を椅 子

の 下 に隠 して もも う遅 い で す 。 も し我 々が これ まで機 械 論 者 の よ うに 見 え た と し

た ら,そ れ は我 々の 仕 事 が その 種 の 技 能 を無 条 件 に必 要 と し たか らに 違 い あ りま

せ ん 。 つ ま り我 々は コ ン ピ ュー タに つ い てつ ぶ さに 考 え ね ば な らず,し か もコ ン
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ピ。ユ一 夕 の思 考 法 に従 って そ う しな けれ ば な らな か った ので す 。

しか し ここに 至 り焦 点 は変 わ りつ つ あ ります 。 大部 分 の これ まで のMISプ ロ

グ ラムは その 機 構 に 重 点 が置 か れ て きま したが,将 来 は その 実 体 が 重要 視 されね

ば な りませ ん 。 例 え ばMRPシ ス テ ムは,マ ス タ ー ・ス ケ ジ ュール と 部 品 表 を組

み合 せ て表 処 理 ル ー チ ンに 仕 立 て 上 げ,そ れ か ら正 味 の部 品 要 求 ス テ ー トメ ン ト

を生 成 す る ため 入 手 で きる在 庫 と見 計 い 注 文 が差 し引 か れ ま す。 大方 の皆 さん が

気 付 い て お られ るよ うに,こ の プ ロ セス の機 構 は長 い 時 間 をか け て開 発 され そ し

て完 成 し たの で す 。

しか し現 在 増 々脚 光 を浴 びつ つ あ る以下 の よ うな実 質 的 な ビジ ネ ス ・テー マに

は どれ ほ どの 関心 が 払 われ て きた で し ょ うか 。 卒 直 に言 って あ ま り重 視 されて き

た とは言 え ませ ん 。

●生 成 され た情 報 の 質 は どれ ほ ど適切 で かつ信 頼 で きる か 。

●戦 術 的,戦 略 的 ビジ ネ ス課 題 の 解 決 に その情 報 は どの程 度 有 効 か 。

●主 要 ビジ ネス 目標 の 達成 の た め,シ ス テ ムは どの よ うに改善 で き るか 。

今 後数 ヵ月 い や 数 年 間 この種 の考 慮 は 増 々貴方 が た の注 目 を浴 び る よ うに な る

で し ょ う。 皆 さん の 仕 事 の 本質 は形 か ら機能 へ 移 りつ つ あ るの で す 。

これ は経 営 情報 シス テ ムに対 す る要求 が 次 第 に変 化 しつ つ あ るか らで す 。 この

要求 は組 織 の あ らゆ る レベ ル か ら生 じます が,時 には 経 営 首 脳 陣 の オ フ ィスか ら

ももた らされ,そ れ故 この要求 に対 す る変 化 は,命 令 的色 彩 を帯 びた り強 要 の色 合

い が強 くな る こ と もあ るで し ょう。 も し貴 方 が 情 報 シ ス テム ・マ ネー ジ ャー や シ

ス テ ム ズ ・ア ナ リス トと して,こ の よ うな変 化 を見 誤 る な らば,好 機 を 逸 し貴 方

の生 涯 最 大 の チ ャ ンス を失 うと言 って も過 言 で は ない で し ょう。

で は先 を急 ぎ ま し ょ う。

設 問4:経 営 情 報 シ ス テ ム(MlS)の 将 来

経 営 情 報 シ ス テ ムの 未 来 が 明確 に な って い る主要 な分 野 の一 つ は,戦 略 プ ラン

ニ ング で し ょう。今 我 々は再 び,上 級 経営 幹 部 が 負 わね ば な らな い 基 本 的 な企 業
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責任 に係 わ る活 動 につ い て 話 して い るわ け で す が,こ の よ うな 職 責 は今 後 数 年 間,

高位 の プ ライ オ リテ ィを保 つ と と もに 重要 性 並 び に影 響 力 を一段 と増 大 させ て行

くに違 い あ りませ ん 。

この10年 ほ どの 間 に,経 営 の 諸 目標 を ビジ ネス の観 点 か ら長 期 的 か つ戦 略 的

な方 向に 編 成 す る構 造 化 プ ロセ スが 多 大 の 関心 を 呼 び,こ の面 での 努 力 も急 激 に

増 大 して きま した 。 これ が一 般 に 「戦 略 的 プ ラ ンニ ング」 と呼 ば れ るに 至 った の

で す が,ピ ー タ ー ・ドラ ッカ ー氏(PeterDrucker)は この 戦 略 的 プ ランニ ン グ

を規 定 して,「 企 業 決定 あ るい は リス クを伴 う意 志 決 定 を 体 系 的 に そ して将 来

性 を き っ ち り押 さ えて 行 う と と もに,こ れ らの決 定 の 実 施 に不 可 欠 な努 力 を体 系

的 に組 織 し,有 機 的 な シス テム ・フ ィー ドバ ック を通 じて これ らの 決定 が持 つ可

能 性 を評価 す る連 続 的 プ ロセ ス 」 と して い ます 。

さて情 報 ネ ッ トワー クは企 業 生 命 を左 右 す る存在 に まで成 長 しましたが,今 後 は

ト ップ ・マ ネ ジ メ ン トの強 い 関心 と直接 的 な関 与 が不 可 欠 とな るで し ょ う。一 方

情 報 シス テムは 経営 理 念 を反 映 し,そ の企 業 の戦 略 計 画 と統 一 性 を持 った もの に

し な けれ ば な りませ ん 。 この 目標 を達 成 す るた めに は,戦 略 的 プ ラン ニ ング ・プ

ロセ スの 中 で シス テ ム ズ ・マ ネ ー ジ ャーの トップか経 営首 脳 陣 と密 接 な 連係 を保

つ必 要 が あ ります 。

通常,こ の よ うな戦 略 的 プ ラ ンニ ン グの 手 順 で は,リ サ ーチ 的性 格 の 強 い初 期

オ ペ レ ー シ ョンが 実施 され,そ こで次 の プPセ ス分析 段 階 に必 要 な 基 礎 が 構 築 さ

れ ます 。 この第2段 階 の分 析 作 業 は,経 営 陣 が 第3の 意 思 決 定 に 利 用 で きる充分

な情 報 と証 拠 をつ か む ま で続 け られ る循環 プ ロ セ ス と言 え ま し ょう。 この段 階 で

は,戦 略 の 選 択,実 施 プ ラ ンの 策 定 そ して リソ ー ス配 分 が実 行 さ れ ます 。

本 来 複雑 な様 相 を示 す この プ ロセ ス も,コ ン ピ ュー タの支 援 で ず っと簡 明 に な

ってい ま す 。 コ ン ピ ュー タは,膨 大 な 量 の 関 係 デ ー タを 集積 して それ を有 効 な情

報 に転 化 させ,優 先 的 な長 期 的 プ ラ ンニ ン グ面 の 問題,つ ま りあ らゆ る潜 在 的 代

替 手 段 を評 価 す るの に必 要 な 情報 の 収 集 ・構 成作 業 を,時 間 的 に も労 力 的 に も解

決 す るの で す 。
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戦略 的 プ ラ ンニ ングは,こ の プ ロセ ス に関 与す る過 程 で企 画 立 案 ス タ ッフの各

各 が相 互 に そ し て絶 えず 作 用 し合 う こ とを重 視 します 。

どの よ うな業 種 の 企業 に あ って も,情 報 管理 の使 命 や 目標 が公 式 化 され る こ と

は あ りませ ん 。 この認 識 は,ビ ジ ネスの 情 報処 理 面 に お け る要 件 を定 義 す る際 の

出 発 点で もあ ります 。・

戦 略的 プ ラ ンニ ングの脈 絡 で は,直 接 的 な デ ータの 集 積 よ りも戦 略 目標 や経 営

理 念 に 重点 を置 い て情 報 シス テム を開 発 す るこ とが必 要 不 可欠 で あ る ことは 明 白

で す 。 その意 味 か ら も1980年 代 の先 進 的戦 略計 画 で は,市 場 に お け る 優 位 を 確

保 す るた めの 材 料 と して,情 報 を活 用 す るこ とに な りま し ょう。従 来 の よ うに情

報 が企業 管理 の 単 な る主 要 リソ ースの 地 位 に と どま る ことは最 早 あ りえませ ん 。

では これ はMIS専 門家 に と って何 を意 味 す るで し ょ う。究 極 的 に は 情 報 管 理

業 務 と トップ ・レベ ル の企 業 経 営 の統 合 を意味 します 。 したが って このよ うな方 向

への展 開 が貴 方 がたの未 来 への鍵 とな るのです 。企 業 の経 営 陣 は情 報 処 理,平 た く

言 えば 貴方 が た が提 示 す る ツ ールの 利 用 法 を学 ば ね ば な らな い で し ょ うし,貴 方

が たは 経 営管 理 者層 の関 心 対 象,職 責 並 びに情 報 ニ ー ズを よ り適 確 に 把握 しな け

れ ばな らな い で し ょう。

設 問5こ うした変化を起 こさせ る主体 は誰か

これ まで私 が 述 べ て きた こ との 中 に は,何 ら新 奇 な と ころ も驚 か せ る よ うな 事

実 もな か った と思 い ま す 。 だ が我 々は 変 化 が 着実 に進 行 して い る こ と を知 って い

ます 。 昨 年 のINFO'82基 調 講 演で こ う した 変化 が 最 重 視 され ね ば な らな い と宣

言 され ま した が,こ うした認 識 とは別 に 遅 か れ早 か れ私 達 は 変 化 が生 じて い るの

に気 付 い て い た は ずで す 。

現 在 の段 階 に 有効 性 を持 つ 設 問は,「 誰 が この変 化 を起 こす 主体 とな り得 るか」

と い うこ とで し ょ う。 これ に対 す る確 定 的 な回答 は勿 論 現時 点 で は 見 出 せ ま せ ん

し,見 解 に も様 々な分 岐が 見 られ ます 。

せ い ぜ い 見 つ け 出 せ る無 難 な 回答 とな る と,戦 略 的 プ ランニ ン グや リ ソー ス配
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分 の よ うな優 先 的 経 営 課 題 を サ ポ ー トす る た めに 行 う経 営 情 報 シ ス テム の開発 決

定 は,企 業 の最 高 幹 部 に委 ね られ るべ きだ とい うこ とで し ょう。 だ が こ う したケ

ー スは ,事 態 が最 も スム ー ズに かつ 効 果 的 に推 移 す る場 合 に 限 られ ます 。皆 さん

も容 易 に想 像 で き る よ うに,最 高 経 営 幹部(CEO)が この 指 令 を発 した時,企 業

の 残 る人 々はす べ て遅 滞 と混乱 な しに それ を実現 させ よ う と し,同 時 に それ が素

晴 しい ア イ デ ィア で あ り,CEOは 卓 越 した 実業 人 で あ るだ けで は な く驚 くべ き

戦 略立 案 者 で あ る と評 価 す るこ と もあ るで し ょ う。

私 の経 営 者 の場 合 が正 に そ うで した 。我 社 の 社長 ベ ン ・ハ イ ネマ ン氏 は意 思 決

定 を下 し それ を実 際 の局 面 に 移 し たの で す が,そ の為 に 彼 は しか るべ き声 望 を獲

ち得 て,大 衆 お よび マス ・メデ ィアの関 心 を引 きつ け る努 力 を払 ってい たの で す 。

今 で は ノースウ エス ト ・インダス トリー ズ社 は,ア メ リカ 産 業 界 で も最 も進 ん だ そ

して最 も波 及 力 を持 った エ グゼ クテ ィ ブ ・イ ン フ ォメー シ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シス

テ ム を擁 す る企 業 と して知 られ て い ます 。私 の 口 か ら言 うの も変 で す が,少 く と

も新 聞 各紙 で は そ の よ うに書 か れ て い るの で す 。

シ カ ゴに あ る我 社 の本 社 機 構 で は,100以 上の ス タ ッフ か デ ス ク トップ ・ター

ミナル を保 有 して い ます 。我 々は その使 い方 を知 って い るだ け で な く日常 的 に活

用 して お り,我 社 の イ ン フ ォメー シ ョ ン ・シス テ ムは我 々 の 日常 生 活 に密 接 に結

びつい た経 営意 思 決 定 の ツー ル と して,強 力 な右 腕 とな ってい る ので す 。 恐 らく

首 脳 陣 が シス テ ム活 用 を絶 えず 奨 励 した これ まで の経 過 が,我 々に緻 密 に 構成 さ

れ た情 報 プ ラ ンニ ン グへ の 確 信 を与 え積 極 的 に参 加 す る意 思 を青 くん だの で し ょ

う。

他 の状 況 に 置 き換 えれ ば この 種 の推 進 力 は 財政 責 任 者 や 戦略 企 画 担 当副 社長 の

よ うな 上級 幹 部 に よ って 与 え られ るケ ー ス もあ るで し ょ う。 いず れ にせ よMIS

や コ ンピ ュー タ ・テ ク ノ ロ ジ ーに 充分 な経 験 を持 って い るか あ るい は深 い専門 知

識 を体 得 してい る人 物 と い うこ とに な ります 。

い や い や勿 論 我 社 の場 合 私 で は あ りませ ん 。 残 念 な が ら コン ヒ。ユ 一 夕に精通 し

てい る とは言 え ない か らで す 。 だ が私 は学 ば ね ば な りませ ん で した。 この 学 習 へ
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の意 欲 か ノー ス ウ エス ト ・イ ンダ ス トリー ズ社 で働 く必要 条件 に な って い た と言

え るで し ょ う。

この よ うに 変 って い った社 内 の雰 囲 気 は,既 に トップに到 達 してい る と感 じて

い る人 々や,既 に所 有 して い る技 能 か ら引 き出せ ば事 が済 む と考 え る人 々に は気

に入 られ ませ ん 。

だが 彼等 に も思 い 出 して も らわ ざるを 得 ませ ん 。経 営 情 報 シ ス テム と経 営幹 部

層 の型 に は ま った 日常 業 務 と を有 機 的 に結 合 す る た めに は,評 判 の高 い バ ック グ

ラ ン ドと幅 広 い教 育 に裏 打 ち され た エ グ ゼ ク テ ィブが 自 ら進 ん で新 しい もの に取

組 む姿 勢 を示 す こ とが不 可欠 な ので す 。確 か に,彼 等 の 下僚 が学 習 を了 え貧 欲 に

能 力 向 上 に 取 り組 ん で い る事 実 は,近 代 お よび近 代 的 手 法 に追 いつ こ うとする上 級

幹 部 の心 理 に 陰 を投 げ か け てい る一 面 は あ ります 。 と はい え彼 等 の子 供 達 で す ら』,

サ マ ー ・キ ャ ンプで ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タ を使 って遊 ん でい るか も知 れ な い の で

す 。

マ ネー ジ ャ ーの中 に は こ うした 状況 に 脅威 を感 じてい る人 もあ るに違 い あ りま

せん 。だ が 一方 で は,そ れ が もた らす 機 会故 に こ うした挑戦 を歓 迎 す る人 も多 い

ので す 。 よ ろ しいで す か。我 々は 状 況 を し っか り把握 す る必 要 があ りま す 。経 営

情 報 シス テ ム を エ グゼ ク テ ィブの ラ ン クに まで 波 及 させ れ ば,彼 等 の 毎 日の 仕 事

がその性 格 を変 え るだけでな く,心 構 え,思 考 方 法 そ'して生 活 まで変 化 を見 せ ます 。

これ は私 も含 め会 場 の皆 さん に共 通 す る体験 で もあ ります。

また 広大 無 辺 の新 しい 能力 が 眼 前 に突 如 展 開 す るこ とに よ って,経 営 幹 部 は 自

分 が業 務 上 果 た す役 割 や要求 され る こ とを綿 密 に分 析 せ ざる を得 な くな りま す 。

この会 社 で の 自分 の 使 命 は何 か 。 この使 命 を最 も効果 的 に 実現 す る た め には ,ど

の よ うな重 要 な 情 報 を確 保 す べ きな の か。 この よ うな疑 問 に こたえ る のは 我 々 の

経 験 か ら して も極 めて 難 しい こ とで あ り,し か も側 に は 同 じ端 末機 器 同 じ情 報 に

ア クセ スで きる オ フ ィズ の若 手 陣 が,よ り良 い 回 答 を見 つ け出 そ うと努 力 して い

る場 合 も多い で し ょう。

こ う した背 景 を考 え た場 合,経 営情 報 シ ス テム を エ グゼ ク テ ィブ段 階 に展 開 さ

一113一



せ る起 動 力 は,彼 等 が 直接 的体 験 を持 た ず しか も明確 な方 向性 を提 示 で きない な

らば,エ グゼ クテ ィブ自身 か らは生 まれ に くい と言 わ ざ る を得 ま せ ん 。 ま た,エ

グゼ ク テ ィブ ・イ ン フ ォメー シ ョン ・シ ス テム の可 能 性 や効 用 に つ い て曖 昧 な概 、

念 しか持 ち得 ない経 営者 や経 営 管 理 者 層 を説 得 して 清 水 の舞 台 か ら跳 び降 りさせ

るの も至 難 事 で す 。 とに か くフ ォーチ ュ ン誌 の企 業 番 付500社 の 内,コ ンビoユー

タ ・プ ロ グラ マ ー が最 初 の職 歴 で あ った最 高経 営 幹 部 は ほん の 僅 か なの です か ら。

で は 代 表取 締 役 級 の 重役 や そ の他 の 上級 幹 部 で な い と した ら,誰 が道 案 内 を す

る ので し ょ う。貴 方 がた の存 在 が光 るのが こ の場 面 で す 。

皆 さん は事 態 を転 回 させ る触 媒 とな れ ま す 。 シ ステム ・マ ネ ー ジ ャー は職種 の

性 格 上,技 術 的 バ ックグ ラ ウ ン ドと専 門 的 見 識 を持 って い ま す し,MISが 可能 と

す る こ と も良 く理 解 して いま す 。 も し貴 方 が 経 営 陣の必 要 とす ると こ ろ を正確 に

把 握 で き るな らば,貴 方 は社 会 学 で 言 う とこ ろの 転 化作 因 と して完 壁 な位置 を得

られ るで し ょ う。 つ ま り私 の 言 わ ん とす る と ころ は,シ ステ ム ・マ ネー ジ ャーは

MISと 経 営上 層 部 とを合 体 させ る触 媒 とな れ る とい う事 実 です 。 この 事 実認 識

さえ し っか り して い るな らば,門 戸 は大 き く開 か れ て い るの で す 。

設 問6シ ス テ ム ・マ ネー ジ ャー の 将 来 的役 割 は 何 か

この 問題 は正 に 貴方 がた次 第 で す 。つ ま り貴方 が たが考 え る こ とが その ま ま通

用 す る とい う訳 で す 。貴方 た ちの何 人 か に と って その役 割 の 上 限 は,こ れ まで 可

能 だ と考 え て きた レベ ル を遥 か に 越 す か も知 れ ま せ ん 。

だ が あ くま で これ は私 の推 理 で あ って,貴 方 が たの 立場 に立 って考 えれ ば,目

前 の あ るいは将 来の 機 会 を有 効 に 活用 す るためには,現 在 実 行 してい る業 務 について

の 考 え方 をよ り幅 の 広 い もの に 変 え る必 要 が あ ります 。丁 度 私 が 経 営 首 脳 陣 に頭

の 切 り替 え を訴 え た の と同 じよ うに,貴 方 が た も自 らの基 本 的前 提 を問 い 直 すべ

きで し ょう。彼 等 に提 示 され た課 題 を貴 方 が た も自 らの もの と し,長 年 当 り前 だ

と考 え て きた 定 義 に つい て もその 幾 つ か に 疑 問 の 眼 を向 け な けれ ば な りませ ん 。

自分 の使 命 は何 な の か。 一 これ は 現 在 の 仕 事,経 歴,そ して人 生 の 各範 晴 で
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問 い 直 せ るは ず で す 。今 こ こで使 命 の輪 郭 を拡 大 し てみ よ う と考 え られ た 向 き も

き っ と多 い で し ょ う。

また他 の人 々は どの よ うな種 類 の 情 報 を必 要 と して い るか。 一 もし貴方 が ト

ップ重役 な らば どん な デ ー タ ベ ー スの保 有 が 望 ま しい と考 え る で し ょ うか 。販 売

実績 や ビジネス条 件 を予測 す る前 に どのよ うな フ ァク タ ー を考 慮 の対 象 に した いで

す か 。予 測 を有 効 な もの に す るた め,ど の よ うな方 法 で適 正 な エ コノメ トリック ・

モデルを構 成 す るで し ょう。さ らに,他 に取 り得 る経 営 戦 略 が 孕 む リス クは ど の

よ うに シ ミュ レ ー トで きるで し ょう。

この よ うな 課 題 に 接 す る時,決 して現 行 の業 務 か ら限 定 した 情 報 の 概 念 に 捕 わ

れ て は な りま せ ん 。 他 の人 々が どの よ うに情 報 を定 義 しな け れ ば な らな い か,そ

して 彼 等が 情報 を ど う した ら活 用 で き るか に つ い て想 像 を働 か せ るの で す 。

繰 り返 し ます が,ま ず 貴方 自身 を変 化 の媒 介 項 に 変 え られ る可能 性 を考 え るの

で す 。 もし貴 方 が意 思 決 定 の 形 成 プ ロセ スを管 理 す る方 法 を習 得 で きたな らば,

自身 に と って極 め て 重大 な 機 会 を 創 造 し得 る に 違 い あ りま せ ん 。最 も貴 方 が

た の 多 くは,現 在 の 仕 事 の中 で 似 た よ うな状 況 を経 験 され て い るはず です 。

この種 の 可 能 性 は,中 堅 管理 層 の 一 角 を占 め る シ ス テ ム ・マ ネ ー ジ ャ ーに あ る

の を私 は知 っ て い ます 。 何 度 も目撃 した と言 って もい いで し ょ.う。 シ ス テ ム ・マ

ネ ー ジ ャー が この 経 緯 を理 解 す れ ば,経 営 幹 部 に 昇進 す る機 会 が開 け た も同然 で

す 。 た だ シ ス テム ・マ ネー ジ ャーが独 力 で この 機 会 を 見 出す こ とは余 り無 い か も

知 れ ませ ん 。

さて この よ うな チ ャ ンスの到 来 は何 を意 味 す るの で し ょう。 シス テ ム関係 者 が

上 級 幹部 の 地位 を占 め始 め るの です 。必 ず そ うな る と私 は確 信 して い ます 。 こ こ

に参 集 された人 々の何 人 かが この よ うな階 段 を昇 る こ とに な って も何 の 不 思 議 もな

い の で す 。

近 い将 来,新 しい経 営 幹 部 の地 位 が企 業 の トップ ・レベ ル に生 ま れ る と考 え ら

れ ます 。 一言 で い うな ら,情 報 担 当副 社 長 とい うこ とにな りま し ょう。 この部 門

の業 績 は その 会 社 の活 力 に直 接 影 響 を与 え るに違 い あ りませ ん 。

一115一



b

い よい よ最後 の テ ー マに きま した 。

設 問7こ の変化が個人にもた らす意義 は何 か

貴 方 が たの職 業 の 見地 か ら言 え ば,現 在 こ の分 野で 進 行 中 の 変 化 に つ い て その

総 体 的意 味 を理 解 す る度 合 が 深 け れ ば深 い ほ ど,こ の変 化 を有 利 に利 用 で き るで

し ょう。 だ が私 の 言 って い る の は意 味,つ ま りこの よ うな変 化 が持 つ 含 み と影 響

力 で あ る こ とに 注 意 して 戴 きたい と思 い ます 。皆 さん の 多 くは,変 化 の 具体 的事

例 につ い て は何 時 間で も喋 れ る はず で す。 コ ン ピュ ータ の新 製品,関 連 機 器,強

化 バ ー ジ ョン ・ソ フ トウ ェア の最 新 開 発動 向 そ して精 緻 な機 械 装 置 な ど,勿 論私

に も魅 力 あ る テ ー マば か りで す 。

しか しこれ らは,大 企業 の 最 高 経 営 責任 者 の想 像 力 を刺 激 す る もので は あ りま

せ ん 。貴方 自身 の将 来 を考 え るな ら,自 分 の 才能 や専 門 か ら離 れ てCEOの 強い関

心 や ニ ー ズ を中 心 に 物 事 を考 え るべ きで す 。

考 察 す る密度 をや や 高 め れ ば,貴 方 達 の役 割 を転 換 す る こ とが如 何 に賢 明 で あ

るか は 自明 です 。 従 来 の情 報 提 供者(information-provider)の 役 割 か ら自ら

を解 き放 ち,意 思決 定 者 の仲 間入 りす る こ とを考 え るべ き時 期 にきて い ます 。 こ

の 種 の 発想 の転 換 に特 に支 障 とな る もの は何 もあ りませ ん 。

こ うした新 た な発 想 は究 極 的 に皆 さん の 自 己認 識 に一 大 転 機 を もた らす で し ょ

う。 それ は 直面 して い る挑 戦 課 題 の 中で 最 も困 難 な もの か も知 れ ま せ ん 。勿論 貴

方 が たの 多 くは,重 役 に な る こ と を さほ ど深 刻 に考 えて い ない で し ょ う。 それ 自

体 あ ま り問 題 で は あ りませ ん 。 しか し自分 を技 術 者,熟 練 機 械 工,あ るい は 司書

と規 定 して しま って い る人 は,そ れ な りの 地 位 や給 与 に 甘 ん じて しま う もの で す 。

私 は,他 の人 々 の と りわ け意 思 決定 者 の職 責 との 関 連 で 自 らの 仕 事 を考 え,自

分 の 職務 を分 析 す る幅 を広 げ よ と言 い た い 。 も う一 度思 い 出 して戴 きたい 。経 営

幹 部 は どの よ うな決定 を下 さね ば な らない か 。彼等 は 意 思決 定 に 際 して どの よ う

な情 報 を必 要 とす るか 。 会 社 の 競 争 的立 場 を強 化 す るに は,ど の よ うに 情報 を利

用 す べ きか。 こ う した設 問 に こ た え るた め,一 度 局 外 に 自己 を置 き異 な る視点 か
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ら貴方 の行 って い るこ とを見 直 してほ しい 。企 業 の大 立 て者 にな るか 否 か ,あ るい

はな る積 りがあ るか 否 か に拘 らず,こ の よ うな 自問 自答 は 必ず や実 り多 い 成 果 を も

た らす に 違 い あ りませ ん 。

※ ※ ※

結 論 の部 に い よ い よ入 る わ けで す が,私 が 用 意 した 大会 宣言 を 聞 い て戴 け れ ば

幸 い で す 。 とい って もそん な に 大 仰 な もの で は な
.いの で す。聴 衆 の 皆 さん が 私 の

語 った その時 点 で 理 解 して戴 か な か った恐 れ もあ りますので,人 生 訓 と して 最後

に ま と め よ うとい う訳 で す 。

●今 や,シ ス テ ム関係 者 が経 営 上層 部 に進 出す る時 節 が到 来 して い ま す 。

●機会 は 貴 方 が たの前 に広 が り,そ の 何 た るか を理 解 しさ えす れ ば 大 い に活 用

で き ます 。

● フ ォーチ ュ ン誌掲 載 の 企業 番 付 トッ プ500社 の経 営最高 幹 部 に なれ な い か も

知 れ ませ ん が,予 測 と展 望 の 幅 を拡 大 す れ ば必 ず や貴方 の 仕 事 と人 生 の 両 面

で プ ラスが 生 じ るはず で す 。

●単 に ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ アな どの現 実 的側 面 だけ でな く ,企 業 経 営 の

改善 でMISが 如 何 な る役 割 を果 たせ るか を視 点 にして,本 大会 お よび展 示 を

活用 し,貴 方 の想 像 力 を 大い に 刺 激 し て 下 さい。

これ で気 高 い 宣言,い やお 説 教 を終 りに したい と思 い ます 。 で は 御 清 聴 有 難 う

御座 い ま した 。 これ だけ 具体 的 に 語 れ ば もはや 貴 方 が たの用 意 され た質 問 を改 め

て受 け る必 要 もな い と思 い ます が ど うで し ょ う。

では 司 会 者 の アー ノル ドさん,ど う ぞ。
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2・ ビ デ オ テ ッ ク ス の 前 途

一 と ころに よ り曇 ,雨 の お それ も若 干 あ り －

INFO'82講 演

ス テ ィ ー ブ ン ・ ワ イ ス マ ン

InternationalResourceDevelopmentIne.

ビデ オ テ ッ クス とは 何 か 。 ビデオ テ ックス は何 をす るの か 。 これ に関 す る素 晴

らしい 情 報 の 洪 水 で み な さん は い さ さか圧 倒 され てお られ るの で は ない で し ょ う

か 。 そ こで 私 は これ をみ な さん の た め に少 し文 脈 整 理 して さ し上 げ た い と思 い ま

す 。少 く と もそ うで きれ ば と考 え る もの です 。IRD社 の ビ デオ テ ッ ク ス を 専 門

とす る一 人 と し て,私 は ご く最 近 この 大 ナ ンセ ンスに つ い て 調査 をま と め あげ た

と ころ で す が,こ れ を供 給 者 の 側 か ら も う少 し子 細 に 観 察 す る と,私 が 発 見 した

ものの 多 くは み な さん に もまた 興 味 があ るの では な い か と考 え る もので あ ります 。

まず 最 初 に 申 しあ げ た い こ とは,私 は テ ク ノ ク ラー トで は ない とい うこ とで す 。

あの 黒 い 箱 に 何 が で き るの か とい うこ とに つ い ては 基 本的 に は みな さんに お話 し

で きます 。 しか し,ど ん な方 法 で 機 能 す るか とい うよ うな質 問 は ど うか ご勘 弁 ね

が い たい 。 また,私 は エ コ ノ ミス トで もあ りませ ん 。 私の 預 金 口座 を ご 覧に な っ

た方 な ら誰 で もこれ は証 言 で きる こ とで す 。 しか し,私 は夢 み る人 間 で は あ りま

す 。 だ か ら ビデ オ テ ック スの市 場 研究 者 と して は 極 め て 適 任 だ と 多 くの 方 が 言

わ れ ま す 。 した が って,こ れ か ら私 が話 そ う とす る こ とは 「現 実 に ベ ー ス をお い

た 抽 象 的 概 念 」 と す る の が 最 もぴ っ た りだ と思 い ます 。現 実 には ま だ存在 も

して い な い ビ ジ ネ スの10年 後 の シナ リオを 手 に す るわ け です か ら,そ れには実 際

に は この 方 法 しか な い とい うこ とに な ります 。

否 認 す るす べ て の(そ れ か ら専 門家 の 一 団)を 背 後 に して,私 が現 実 に 何 を知
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ってい る とい うので し ょうか 。ビデオテ ックスが機 能 を発揮 す る。これ は確 かに知 って

い ます 。また,こ れは み な さん が信 じこ まれ て い る よ うな革命 的 な新 技 術 で は な い

とい うこ と も知 って い ます 。 それ ど ころか私 は こ れ を 「進 化 的 旧技 術 」 だ と見 て

い ます 。 単純 な 検 索手 順 と きれ いな 色 が つ い た昔 なが らの オ ン ラ イ ンの コン ピュ

ー テ ィン グ以 外 の な に もの で もない の で す
。 しか し私 が み な さんの 一 人 だ った ら,

私 もそれ に つ い て で き るだ け の こ と を知 ろ う と躍 起 にな るこ と と思 い ま す(こ こ

に出席 して お られ る とい う こ とで,そ の 点 に つい て は み な さ ん に もあ て は ま りま

す が)。 た だ し,今 か ら出 か けて行 って,ポ ンと15万 ドル を投 じて 屋 内シス テム

を1つ 買 うか ど うか,そ の と ころは さだ かで は あ りませ ん。 た とえ127も の コ ン

ピ ュー タ ・メー カ ーか ら1つ を選 ん で 入手 で き る と して もで す 。

お わか りの よ うに, .ビ デ オ テ ックス が最 高 の もの か ど うか,私 に は ま だ 自信 が ト

な い の です 。 こ う言 うと不 思 議 に 聞 こ え るか も知 れ ま せ ん。 な に し ろ そ れ につ い

て ペ ラペ ラ し ゃべ る こ とで給料 の 小 切手 を ポ ケ ッ トに してい る人 間 が こん な こ と

を言 って い る わ け です か ら,し か し,ビ デ オ テ ックスは 一時 的 な流 行,エ レ ク ト

ロニ クスの フ ラ フ ー プ以 外 の なに か で あ るのか ど うか,こ れ に つ い て私 は懐 疑 的

な の です 。それ は そ う と しま し ょう。 とに か く物 凄 い額 の オ カ ネが物 凄 い数 の 会

社 に よ って これ に投 ぜ られ て い ます 。 しか し,ピ クチ ャー フ ォー ンに も物 凄 い オ

カ ネが費 や され ま した が,そ れ らの ひ とつ で も,未 だ 全 国の 家 庭 で見 られ る とい

うこ とは ない の で す 。

話 の順 序 と して,現 在 試 験 的 に サ ー ビスが行 わ れ て い る二,三 の 比較 的 注 目す

べ き業 務 用 ビデオテ ックス ・サ ービスにつ い て 見 直す こ とか ら始 め たい と思 い ます 。

こ こでぜ ひ お ぼ え て お い て い た だ きたい こ とは,こ の分 野 の 大半 の 事業 は 明 らか

に 家庭 用 に焦 点 をあ てて い ます が,私 は こ の点 に つい て も極 め て 懐 疑 的 だ とい

うこ とです 。

まず 第1に あ げ たい 主 要 な 実 験 は,ノ ー ス ・ダ コタ に おけ る フ ァー ス トハ ン ド

(FirstHand)と い う もの です 。 ミネ ソタ州 に あ る銀 行,FirstBankSystem

(FBS)社 が 実 施 してい る もの で,フ ラ ンスの テ レ テ ル ・シ ス テム をベ ー ス と し,
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農 業 従 事 者 お よび 農業 団体 用 に 調 整 した もの です 。これ が特 に注 目 に価 す る理 由

は,特 定 の分 野 に焦 点 を しぼ っ て い るこ とで す 。

細 部 の説 明は 省 略 します が,要 約 す る と,実 験 は ノー ス ・ダ コ タ州 の3つ の町

と ζの銀 行 の本 拠 地 ミネア ポ リス市 に あ る300弱 の端 末 に ま たが って行 われ てい

ます 。FBS社 は 綿密 な情 報 検 索 の ほ か に,ホ ー ム ・バ イ キ ングおよび シ ョッビ。ング

を含 む一連 の ト ランザ クシ ョン処 理 サ ー ビス も提 供 してい ま す 。 これ も ,こ の テ

ス トを進 歩 的 な もの に して い る要 因 で す 。 とい うの は ,銀 行 の 経 営 者 た ちは農業

従 事 者 の 要望 を推 測 した こ とに よ って 実験 を行 うの では な く,彼 等 は 出掛 け て 行

き,農 業 従 事者 の意見 を聞 い た上 で,そ の 回答 を シ ス テ ム設 計 の 中 へ組 み 入 れ た

の で す 。 これ は サ ー ビス提供 者 の 見地1と立 て ば重 要 な点 で あ り ,潜 在 的 な ユ ー ザ

ーの 見地 に 立 て ば 注 目 に 価 す る こ と です
。 なぜな ら,自 分 が 実 際 に望 み,必 要 と

す る もの よ りやや 劣 る もの で我 慢 をす る こ とは ない と い う先 例 が こ こに存 在 して

い るか らで す 。

も うひ とつ の業 務用 実 験 は,BritishColumbiaTelephone社 で現 在 実 施 し

て い る もの で す 。 これ は カ ナ ダの地 方 電 話 会 社 の ひ とつ で す が,こ の電 話 会 社 は

す べ て何 らか'a形 で テ リ ドン技 術 を採 用 して い ま す 。 同社 の ア プ ロ ーチ は 「ゲ ー

トウ ェ イ」 方 式 を大 幅 に と り入 れ た もので す 。 これ は,通 常 の ビデ オ テ ック ス ・

コンピュータを呼 び出 して ,ど の よ うな接続 され て い る ホ ス トへ も ア ク セスで きる

方 法 で す 。 多数 の外 部 コ ン ピ ュー タへ の ア クセ ス を 可能 に した ほか に,こ の会 社

は ほ とん どす べ て のASCII端 末 か らア ク セ スを 可能 にす る よ うな シス テ ム も設

計 して い ます 。 これ が何 を意 味 して い るか と言 う とユ ー ザ ーの 立 場 に たて ば,外

へ 出 掛 けて さらにお金 を費 して特 別 な端 末 を買 う必 要 はな く
,す で に 構 内に もって

い る もので 充 分 とい うこ とで す 。 も ちろん,こ れ に は あの 凝 っ た テ リ ドン図形 が

必 要 と な ります 。 しか し,図 形 とい う もの が そ もそ も重要 な もの か とい う疑 問 は

あ ります が,こ れ に つ い ては 後 で述 べ ま す 。

第3番 目の プ ロ ジ ェク トも カナ ダ の もの で,こ れ は実 際 の サ ー ビス とい うよ り

は,ま だ 発 生期 に あ る ビデ オ テ ックス ・ネ ッ トワー ク と言 うべ き もの で す 。 これ
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は ア イ ネ ッ ト ・ゲ ー トウ ェイ(iNetGateway)と 呼 ば れて い て ,カ ナ ダの 主要

電 話 会 社 の 連 合体 で あ る トラ ンス ・カ ナ ダ ・テ レフ ォン ・システム(TransCan-

adaTelephoneSystem)の コ ン ビ。ユ一 夕通 信 グル ー プの 頭脳 の所 産 で す 。 こ

れ は ベ ル ・ノー ザ ン研究 所(Bel1-NorthernResearch)と 共 同 で 開 発 さ れ ,多

くの 雑多 な外 部 ビデ オ テ ック スの デー タベ ー ス を単 一 の入 口点 に 連結 す る こ とを

目的 に設 定 され て い ます 。 これ の基 本 は デ ータ パ ック ・パケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー

クで,も うテ ス トは 一年 に及 んで い ます が,お お よ そ 四分 の一 が完 成 して い ます 。

最 終 的 に は400の 端 末 に 及 ぶ こ とに な っ てい ます 。 これ は言 葉 の 真 の 意 味 で業 務

志 向 型 サ ー ビス とは言 え ませ ん が(ど ん な情 報 が シス テムに 接 続 され るか に よ っ

て 左右 され るか らで す),こ れ が示 す 概 念 は,私 が ,あ るい は またIRDが,ビ デ

オ テ ック ス とい う もの の最 終 的 な形 態 と考 え る もの で す。

ビデ オ テ ッ クス市 場 の 形 態 の こ とを言 う場 合 ,大 半 の人 はイ ギ リスの 加 入 して

も しな くて も よい あの 国 有 の プレステルなる ものについて言 うようです 。これは 私 に

は ど ち らか と言 え ば愚 か に思 え ます 。 プ レ ステ ル は明 らかに失 敗 で す 。 計 画 通 り

に い け ば今 頃 は主 に家 庭 ユ ーザ ーが6万 程 い る は ず で す が ,現 状 は,や っ と1

万8千 で,し か もほ とん どは 企 業 向で す 。 なに か が 間違 ってい ます 。

大 き な間 違 い は,多 数の 人 々が 見 たい と思 って い る情 報 を提 供 して い な い とい

うこ とで す 。 た しか に優 秀 な ス タ ッ フは た くさん い ます 。 しか し ,あ らゆ る人 に

と って すべ て で あ りたい と努 めな が ら,実 は 少 数 の人 に と って の ち ょっ とで しか

な いの で す 。

こ の デ ー タ ベ ー スの 最 も一 般 的 な 区 分 は,は っ き りと産 業 別 に 分 け られ ま

す 。 た と えば,旅 行業 で あれ ば,旅 行 代理 店,特 に パ ッケ ー ジの ツア ー を扱 う業

者 は こ の シス テ ムを広範 に 利 用 して各 種 の予 約 や利 用 可能 度 の チ ェ ックな ど を行

って い ます 。 しか し,そ の 他 の 業 界で は ど うで し ょうか 。 ま あ ,言 わな い方 が い

い で し ょ う。

そ こで,私 が プ レ ステ ル につ い て予 言 し て み るな らば,そ れ は 「ゲ ー トウ ェイ」

で 連結 され て い るので 単 一 の 全 国 ネ ッ トワー クで あ るよ うに は見 え ます が ,し か

一121一



し比 較 的 小 さい,独 立 し た個 別 の ネ ッ トワー クにす ぎな いで し ょ う。 プレ ス テル

は ・誇 ら しげ に広 げ よ う と して い る全世 界 は お ろ か ・ イ ギ リス国 内 で さえ十分 に

サ ービ スで きず に追 い つ め られ てい る とい うこ と です 。ひ とつ の ネ ッ トワー クが

ア メ リカ全体 を カバ ーで き る もので し ょうか 。

これ に 対 す る規 範 的 な 例 は,カ ナ ダの マ ニ トバ州 の 草 の根(Grassroots)プ ロ

ジ ェ ク トです 。 これ は カ ナ ダ中西 部 の農 業 従 事者 に サ ー ビス を提 供 す る営 利 事 業

で,特 定 聴視 者 に特 定 の情 報 を提 供 す る とい う点 で は,実 際に 最 初 にお話 し した

ノー ス ・ダ コタ州 の フ ァー ス トハ ン ド実 験 サ ー ビスの お手 本 とな った もの です 。

こ の例 を持 ち出 した の は,み な さん も心 の ど こか で この タイ プの サ ー ビス志 向

の使 い方 を考 え て お られ る と思 うか らで す 。 この 前例 は ほか に もあ り,特 に頭 に

浮 か ぶ もの が2つ あ ります 。C"く 最 近 の ことで す が,GTETelenet社 と アメ リ

カ医 療 協 会(AmericanMedicalAssociation)は,ア ム ネ ッ ト(Amnet)と

い う医療 情 報 ネ ッ トワー ク を設 立 し ま し た 。 ま た,.こ れ と ほ とん ど 同 時 に,

Isacom社 も類 似 の ネ ッ ト'ワークを保 険 業 務 用 に設 立 しました。納 得 しませ んか 。で

は,こ れ に代 わ る案 を説 明 した上 で み な さんの 考 え を うか が って み る こ とに しま

し ょ う。

ビデ オ テ ックス の半 面 に つ い て は,社 内 ビデオ テ ッ クス ・ネ ッ トワー クの 確 立

も含 み,み な さん が最 も一 生 懸 命努 力 して きた分 野 か も しれ ま せ ん 。 最近 まで,

みな さん が ビデ オ テ ックスに つ い て耳 に した こ とは業 務 用 につ い て だけで あ っ た

の で す 。 しか しこ れか らは み な さんの 助 け を得 て,他 の 半 面 に つ い て も知 らせ て

ゆ く こ とが で きる で し ょう。

家 庭 内 の コ ン ピ ュー タ機 能 につ い て は,た しか に何 も新 しい もの はな く,し か

も,パ ソ コ ンが次 第 に侵 食 しつつ あ る現 状 で は,話 は ます ます 古 くな ら ざ るを得

ませ ん 。最 初 に 言 った こ とを もう一度 申 し上 げ ます が,ビ デ オ テ ック スは 進 化 的

旧 技 術 だ と言 うこ と です 。 これ は グ ラ フ ィ ック機 能 を高 め た タ イ ム シ ェア リ ング

で あ って,そ れ 以 上 で も以 下 で もあ りま せ ん。 この こ と は,お ぼ え て お きたい 重

要 な点 で す 。
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今 日現在 で,8社 な い し12社 の 企 業 が ス タ ン ドア ローン式 の ビデ オテ ックス ・

シ ス テ ムを 販売 して い ます 。正 直 に 言 い ま す が,こ の方 々は ど うや って 暮 し を立

て るつ も りな の で し ょうか 。 とい うの は,彼 等 が 考 え る主 要 な顧 客 は,そ の ほ と

ん どか す で に社 内 設備 を持 って いて,い った ん ビデオ テ ック スの新 奇 さが 色 あせ

る と(そ の 徴候 は も うす で にあ ります が),企 業 は もう1つ その コ ン ピ ュー タ ・

シ ス テム を購 入 した い とは思 わ ない で し ょう。

ほか に も未 解 決 の 問題 が あ ります 。 た とえ ば,図 形 とい う もの の正 確 な役 割 で

す 。 これ は従 来 は ビデ オ テ ックスの 最 有 力 な セ ー ル ス ・ポ イ ン トの ひ とつ で した。

しか し企業 幹 部 の 日常 の いそ が しい 業 務 の な か で,こ れ は い ったい どれ ほ ど重 要

な こ とな の で し ょうか 。

短 い た とえ話 を例 に します 。む か しむ か し遠 い銀 河 系 に プ レス テ ル ・イ ンタ ー

ナ シ 。ナル と して 知 られ る存 在 が あ りま した 。 今 日の あ の評 判 の わ るい プ レス テ

ル ・サ ー ビス に 付 随 す る業 務 用 の もの で す 。 その宣 伝 を信 じ こん で,British

Telecom(BT)社 は 世界 中 に約300台 の端 末装 置 を ば らま き,世 界 中 の ビジ ネ

ス マ ンが これ に群 ら り寄 って きて 新 しい サ ー ビス に つ い て契 約 をす るだ ろ うとひ

そかに 期 待 をか け ま し た。 しか し事態 は そ う うま くは 展 開 し ません で し た。 とに

か く,こ の 国の 試 験 的 ユ ー ザ ー(端 末 と 自由 な ア クセ ス を与 え られ た の です が)

の大 部 分 は,そ れ を 「な かな か よろ しい」 と は思 い ま したが,そ こ ま でで す 。

「ひ ゃ一,色 は と び き りだ なあ 。 と ころ で一体 全 体 お れは これで 何 を す れ ばい い

ん だ よ」 とい うの が大 体 の 要約 です 。 彼 等 は この 全 プ ロセ スを 「ミッキ ー ・マ ウ

ス」(陳 腐 だ が 俗 受 けす る)と 名付 け ま した。

ま さに その通 りな ので す 。 家 庭用 と して実 際 以 上 に 宣 伝 され た機 能 のす べ ては,

業 務 用 の世 界 に は ま った く不 向 きだ った の で す 。 図 形 は た しか に と び き りで す 。

しか し,ほ とん どの 会社 幹部 は従 来 の 多 くの コ ン ビ。ユ 一 夕で 得 られ る単 純 な 棒 グ

ラフに完 全 に満 足 して い て,図 形 が え が く情報 に は 興 味 を持 っ て もその 図 を とび

き りの 色 が埋 め て い くの を待 ちたい とは 考 え ませ ん 。 または 色付 きの特 権 に 対 し

て は お金 を払 お うと は しませ ん 。 標 準 の ア ス キ ー(ASCII)端 末 に よ る アクセス
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を可能 に.し たBT社 の方 式 に 私 が 自分 の 優 先 順 位 リス トで 高 い評 価 を与 えて い る

理 由 の ひ とつ は,ま さに こ こに あ るので す 。

メ ニ ュ ー検 索 構造 も,ビ デ オ テ ッ クス を一 般 大 衆へ 売 るため に 期 待 され る方 式

で は あ ります(そ うか も知 れ ませ ん が,私 は 個 人 的 に は これ に 疑 問 を感 じて い ,ま

す)。 しか し,企 業 の オ フ ィスで は こ れ は余 計 な もの で す 。 た と えば,株 式 市場

の チ ッカ ーか ら出 て くる テ ー プを解 読 し た り,複 雑 な業 務 プ ラ ンをつ く りあ げ る

こ とに慣 れ た ユ ー ザ ー を話 の対 象 に してい るわけです 。この 人 た ちは 「索 引 は1を

押 して,利 益 は2を 押 して 」 とや ります か 。 百 ドル,千 ドル の 楽 な商売 を,ず い

ぶ ん と無 味 乾 燥 に て っと り早 くや るに は,こ れ もいい 方 法 か もしれ ませ ん 。 こ う

い う使 い 方 を され たい の な ら,そ れ もい い で し ょ う。 ただ し少 くと もキ ー ボ ー ド

検 索 も組 み 込 ん で とい う こ とに な ります 。

図形,検 索 とい う方 式,今 ま で の 設備 との 重複 …・…そ れ に,た とえ は ビデ オ デ

ィ ス クの よ うな 最 も新 し い技 術 の 到 来 は ど うな るの で し ょうか 。 み な さん の

上役 が コ ンピ ュー テ ィン グ機 能 の最 新 の もの を 望 まれ る とす れ ば,今 ま で使 い慣

れ た もの の 安 い イ ミテー シ ョンで ど うして我 慢 しよ うと され るの で し ょうか 。 ビ

デ オ テ ック スは 確 かに 今 は 魅 力 的 か もしれ ま せ ん 。 しか し数年 もた つ と,ビ デ オ

テ ッ,クス が対 抗 しよ う とす る こ とす ら おぼ つか な い,精 密 な 図 形 を もち,大 量 の

情 報 を記 憶 で き る コン ビ。ユー タ制 御 の ビデ オ デ ィス クの よ うな もの が で て きて,

ビデ オ テ ッ クスは もう忘 れ 去 られ て い ると い うこ とにな るで し ょう。企 業 の記 録

デ ー タ を光 学式 デ ィス クに入 れ てす べ て は実 に快 適 に進 行 します 。 ア クセ ス時 間

は早 くな り,図 形 はい よ い よ シ ャー プに な り,す べ て の プ ロセ スは(と もか く数

年 後 に は)も?,と 安 くな ってい ます 。 しか も,い った ん記 憶 す る と,従 来 の 磁 気

コ ンピ ュー タ ・フ ァイルの よ うに手 を加 え られ る こ とは な い ので す 。

すべ て の ビデ オ テ ック ス ・メ ー カー の なか で,こ れ らの 代 替 ビデオ技 術 の存 在

を認 め て い るの は た だ1社 だ けで,そ れ はRediffusionComputers社 です 。

同 社 は 知 能 端 末 を持 って い て,こ れ は 従 来 の コ ン ピ ュー タ出 力,ビ デ オ テ ックス

表 示,ビ デ オ デ ィス ク画 像,さ らに は ビデ オ カセ ッ トまで も取 り扱 うこ とが で き,
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これ らの うち の興 味 あ るす べ ての組 合 せ もで きます 。 この6月 に ニ ュー ヨ ー クで

'82ビ デオ テ
ック ス ・シ ョー が あ りま したが,こ こで もこの テ レ ピ ュ 一 夕は好 評

で,私 は こ れ を良 い徴 候 だ と思 ってい ま す。私 は,知 的 な コ ン ピ ュ ー タの プ ロが

こ ろ りと.だま され て ビデ オ テ ックス こ そパ ンの ス ラ イ ス以来 の 最 高 の もの だ(こ

れ は ビデ オ テ ッ クスの 宣 伝 に よ く使 わ れ る文句 で す が)な ど と思 い込 ん で も ら っ

た ら我 慢 が で きない の で す 。

そ こで,み な さん もお っ し ゃるで し ょ うが,私 は家 庭 内 ビデ オ テ ック スの見 透

しにつ い ては 実 に カ ッカ と して い ます 。 代替 手段 は どん どん 出 て く る,そ れ に主

な セー ル ス ・ポ イ ン トを説 明 して も返 って く るの は あ の 「ほ う一,ふ む」 式 の返

答 ば か り,こ れ らを考 え る と私 に と って は これ は も うた い して 意 味 を な さな い も

の に な って い るの で す 。 し たが って,こ こで 見 方 を変 えてサ ー ビス側 に立 って み

る こ とに します 。

み な さん の業 界 で,た とえ ば業 界 団体 の 援助 な どに よ って,ほ か の 会 社 と力 を

結 集 で き る と しま す 。 み な さんは 情 報 とア ドバ イス を共 用 し,サ ー ビス運 営 の コ

ス トを分 担 し,さ らに特 定 の ユ ー ザ ー ・グル ー プ と して非公 開 の デ ー タ ベ ー ス を

設定 で きま す 。す で に手 持 ちの どの端 末 を もサ ポー トで きる よ うに 設計 され て い

れ ば,社 内 の比 較 的 少 数 の 人(た い て い は 役職 が い ちば ん 上 の ほ うの 人 達 で す が)

だ けが使 うた めの もの をわ ざわ ざ外 に 出掛 けて 買 わ な くて も,ネ ッ トワー クは ビ

デ オ テ ックス の ホ ス ト ・プ ロセ ッサ ーの 役 目を果 たす こ とが で き るの で す 。

最後 に,こ の 業 界 の あ ま り知 られ ていな い(/)様 相 の う ちの ひ とつ に つ い て,

二,三 の 一般 的 な コメ ン トを加 えて お きたい と思 い ます 。 そ れ はIBMとAT&T

の 問題 で す。 最 近 数 ケ 月私 は,IBMが ビデオ テ ックス に進 出 して きた が ど うした

らい い か,AT&Tに つ い て は ど うで あ るの か と躍 起 に な って知 ろ う とす る人 達 か

ら文字 通 り何 十 本 もの 電 話 を受 け ま し た。 さて,ま ず 言 って お きた い こ とは,こ

の 夏 に 発 表 す る前 にす で に 約1年 間IBMは ビデ オ テ ッ クス業 界 には 入 ってい まし

た 。プレステル ・ベ ースの システムを イギ リスで売 って い たの です 。 この6月 に 同 社

が行 っ た こ とは,IBMの ミニ コン ピュ ー タ ・ベ ー スの シス テム を ア メ リカで売 り
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出 す とい うこ とで す 。IBMが 巨大 で あ る こ とは 事 実 で す が,実 際の ところはゲー

ムに もう一 人 メ ンバ ーが 加 わ っ た とい うに 過 ぎま せ ん 。 同 じこ とはAT&Tに もあ

て は ま りま す 。現 実 問 題 と して,ビ デオ テ ック ス'81と ビデ オ テ ック ス'82の 間

の1年 間 に,AT&Tに 対 す る風 向 きは 目 ざ ま しい ば か りに(当 然 の ことで す が)

変 って きて い ます 。 昨年,ベ ル(Bel1)はPLP図 形 標 準 を発 表 して 世 界 中 を か

っか と させ ま し た 。今年 に入 る とベル はPLPベ ー ス の フ レー ム作 成 端 末 を 発 表

しま した が,今 度 は 誰 も ブー ブ一言 って は い ま せ ん。 そ して,こ れ は 当然 の こ と

と私 も思 い ます 。 両 方 と も巨大 企 業 で あ る こ とは 確 か で す 。 しか し,ほ か に もた

く さん の 企 業 が あ るわ けで,こ の2社 だ け が市場 を独 占 し て 他 が 閉 め 出 さ れ て

し ま う とい うよ うな こ とは あ るは ず が あ りま せん 。

ま た,こ の2社 が 別 々の 規格 に基 づ い た製 品 を持 って い る とい うこ と も,た い

した問 題 で は あ りま せん 。 な ぜ な ら,IBMは 専用 ユ ー ザ ー,AT&Tは サ ー ビス

提 供者 とい うよ うに基 本 的 に は別 の市 場 を 目的 と して い るか らで す 。私 個 人 の 意

見 を述 べ れば,こ の2つ の分 野 が重 な る ことは まず あ りま せ ん 。 前 に も申 しあげ

た よ うに,ビ デ オ テ ックスの 場 合 は1つ の 巨大 な公 共 機 関 で は な く,多 くの 独 立

の サ ー ビス とい う形 態 を と る こ とに な ると思 い ます 。 さ らに,こ れ に対 す る需 要

が た く さん あ ると仮 定 しての 話 で す が,相 互連 結 も技 術 者 に よ って容 易 に 行 うこ

とが で き る もの で す 。 ただ し政 治 家連 中 が あの 汚 な い手 をこ の問 題 につ っこん で

こな い こ とが 前 提 で す 。

以 上 の 判 断 は み な さんに お まか せ しま す 。本 日 み な さん は,ビ デ オテ ックス戦

線 の 主 な 参 加 者 の 様 々 な 意 見 を お 聞 き に な った わ けで す 。考 え方 に は 天 と地

ほ どの ちが い が あ ったわ け で,み な さん は どま ど って お られ るの では ない で し ょ

うか(し か し,だ か ら私 の よ うな もの の意 見 も必 要 と な るの ではないで し ょうか) 。

私 個 人の 所 感 な ので す が,オ フ ィス に お け る ビデ オ テ ック スの 位 置 は ま だ小 さ く

定 義 も上等 で は あ りま せ ん 。 そ して将 来 ビデ オ テ ック スが オ フ ィスで 大 きな位 置

を 占 めてい て も ダ メな定 義 が その ま ま続 い てい る とい うよ うな状 況 は,私 に は 我

慢 な りませ ん 。分 野 に よ って は確 か に明 るい 見 通 しが あ ります 。 産 業 の分 野 に よ
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って 向 い て い る と ころ と,そ うで な い と ころ もあ る よ うです 。 しか し ,全 般 的 な

天気 図 は,曇 で,雨 の お それ も若 干 あ りと申 しあ げ て お きます 。
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3.情 報 シ ス テ ム 計 画 に つ い て の 方 法 論

一手順開発のた めのISP出 力の使 用 －

INFO:82講 演

ト ー マ ス ・A・ メ イ ン ズ

PublicServiceCompanyofNewHampshire

要 約

シ ー ブル ック原子 力発 電 所(SeabrookStation)は,固 有 の情 報 管 理 問 題 を

提 起 して い る。 これ は,情 報 管理 の 必 要 性 に関 す る講 演 で あ る と同 時 に 原 子 力発

電 所 管 理 シス テ ム を開発 す る方 法 論 の 解 説 で あ る。 この方 法 論 は,現 行 の 方 針 お

よび 目的 に つ い て の講 演 と言 うよ りは,む しろ方 針 と 目的 を考 案 す る もの で あ る。

情 報 管 理 シス テ ムに つ い て講 演 す るた め,こ れ に は シ ー ブル ック原 子 力発 電 所 の

業 務 環 境 の・説 明,情 報 シ ステ ム計 画 の使 用 法,手 順 とその他 の事 務 メ カニ ズ ムの

作 成,お よ びその 手 順 の利 用 法 が 含 まれ る。

背 景

シ ー ブル ック原 子 力 発 電 所 は,2つ の原 子 炉 か らな る出 力1,150メ ガ ワ ットの

原 子 力発 電 所 で,ニ ュー ハ ン プ シ ャー州の 海岸 近 くに位 置 して い ます 。Public

ServiceC・mpany・fNewHampshire(PSNH)の 所 有 で,両 発電 設 備 と も

現 在 建 設 中 で す。第1号 炉 は70%,第2号 炉 は10%の 工 事 進行 段 階 に あ りま す。

1980年 にPSNH社 の 情 報管 理 コ ンサ ル タ ン トで あ るDBDAssociates社 が 原

子 力発 電 所 の 操業 状 態 に つ い て述 べ た 情報 シ ス テ ム計 画(ISP)を 完 成 しま した。

このISP勧 告事 項 に 基 づ い て,PSNH社 は,シ ーブ ル ック原 子 力発 電 所 の 操 業

をサ ポ ー トす るた め の完 全 統 合 デ ータ ベ ー ス ・シ ス テ ムの構築 を決定 しま した 。
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シ ー ブル ック原子 力発 電 所 は,条 例 の 大 海 の 中 に存 在 して い る よ うな もの で す。

しか もその 条 例 は 日 々に複 雑 さ と数 を増 しつ つ あ りま す 。 これ に よ って,従 来の

公 益事 業 で は 前 例 の な い 情 報 の必 要 性 が 生 じて い ま す。 規 制環 境 が 変 化す れ ば,

発 電 所 自体 と情報 要 件 の両 方 に つ い て絶 え間の な い変 更 が要 求 され ま す。

原 子 力発 電 所 は,相 互 に情 報 を共 用 し合 います 。しか し,原 子 力発 電 の組 織 につ

い ては,組 織 構 造 お よ び責 任 分担 に おい て同 様 では あ りま せ ん 。 さ らに,原 子 力

発 電所 の型 が,そ の発 電 所 の情 報使 用 方 法 を決 め る要 因 とな りま す。 したが って,

各 発電 所 は個 別 に そ の 情 報 処 理 の 必 要性 に取 り組 まな け れ ば な りませ ん。 標 準 と

な る原子 力 発電 組織 また は清 報 形式 とい うもの は な い の です 。

PSNH社 は,体 系 化 した 方 法論 に よ って その管 理 シス テ ム を開 発 してい ます 。

この 講演 では ユーザー側 の 方 法 論 を説 明 す ることに しま す 。 方 法 論 の 解 説 は 三 段 階

に分 け られ,す な わ ち,(1)シ ー ブル ックの 情 報 の 必要 性 の一般 体 系 で あ る情 報 シ

ス テ ム計 画,(2)プ ロ グ ラム 開発(PDP) ,(3)シ ス テ ムの要 件 定 義(S.RD)か

らな りま す 。 この講 演 で は,こ の三 つの 段 階(ISP-PDP-SRD)の 相 互 関係

と,予 想 され る コス トと利 点 に つ い て述 べ る こ と と しま す 。

第 一 段 階 －ISP

シ ーブル ッ ク原 子 力 発 電 所 の 組 織 図は,ISPの 完 成 前 に 開発 され ま した。 し

たが って,組 織 の大 部 分 の 構 成概 念 は,従 来 の原 子 力発 電 所 に 基 礎 を置 い て い ま

す。 経験 とい う もの が,組 織 図 の開 発 に 重 要 な役 割 りを演 じま した 。 情報 の流 れ

は,そ れ が経 験 に影 響 を及 ぼ した以 外 は,重 要 な 要 因 とは な って い ませ ん 。

ISPの 完 成後 に,わ れ わ れ は そ れ を使 って管理 シ ス テム の基 本 単位,す なわ

ち プロ グラ ム を識 別 しま した。 われ われ はISPに リス トされ た業 務 機能 を再 検

討 し,そ れ らを機能 的 に 分類 しま した 。 そ こ で判 明 した こと は,い くつ か の業 務

機能 は多 くの場 合密 接iに相 互 関 連 性 を も って い て,た が い に依存 し合 って い ると

い うこ とで した 。 この 分 類 され た業務 機 能 を プ ログ ラム とい`う こ とに しま した。

29件 の この よ うな プ ログ ラム をわ れ われ は 識 別 し ま した(付 表 参 照)次 に,
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こ の プ ログ ラ ム を,連 邦 条 例10CFR50お よ びANSIの 各 種 の 規 格 要 件 と 比

較 し な が ら再 検 討 し ま し た 。こ の 見 直 し に よ って,29件 の プ ロ グ ラム の うち

の15件 の 適用 範 囲 に つ い て 改 良 す る こ とが で きま した。 この15件 のプ ロ グ ラム

は,発 電 所 の安 全 操 業 に と って最 も重要 な もの ば か りで した 。

その 他 の14件 の プ ロ グ ラ ムにつ い て は,そ の適 用範 囲 が他 の 規 制 文書 に よ って

詳 細 に述 べ られ て い る(た とえば,セ キ ュ リテ ィ ・プ ロ グラ ムの よ うに)か,ま

た は ま った く述 べ られ て い な い と い う理 由で,見 直 しを簡 略 化 しま した 。各 プ ロ

グ ラ ムの適 用範 囲 を改 良 す る過 程 に よ って,業 務 機能 の い くつ か を その プ ロ グ ラ

ム間 で振 り分 け る とい う結 果 も得 る こ とが で きま した。

プ ロ グ ラム とい う形 で業 務 機能 の 分 類 をま とめ ると,た だ ち に い くつ か の利 点

が生 ま れ て きます 。

1)各 プ ロ グ ラムは 一人 で管 理 可能 な 機能 作業 パ ッケ ージ とな る。

2)各 プ ロ グ ラム間 の境 界 は小 さ く,プ ロ グラム相 互 間 の微 妙 な イ ン タ ーフ ェ ー

スを容 易 に解決 で き る。

3)プ ロ グラム境 界 は か な らず し も組 織 境 界 とは 一致 しな い が,プ ロ グ ラム の存

在 その も・のが ダ開 発 者 に部 門独 立 型(統 合)プ ロ グ ラ ムの作 成 を す る よ う強 く

要請 す る結 果 とな る。

管 理 シ ステ ム開 発 に 対 す るプ ロ グラム式 ア プ ロー チの 一般 へ の浸 透 度 は遅 々た

る もの で す 。組 織 にお け る管 理 者 の 地位 が高 いほ ど,プ ログ ラ ム式 ア プ ロ ーチ の

理解 度 も高 い よ うで す 。

第 二 段階 －PDP

わ れ われ は,プ ロ グ ラム開 発(PDP)方 法 論 を,FINISコ ン ピュ ータ ・プ ロ

グ ラ ミン グ作 業 の 必 要 性 に基 づ い て正 当 化 して い ま す 。FINISは,管 理 シス テ

ムの初期 開発 に 基 礎 を置 い た シ ー ブル ック原 子 力 発 電 所 の 情 報 要 件 を 査定 しな け

れ ば な りませ ん 。発 電 所 に は組 織 上 の 経 験 は ほ とん ど な く,参 考 に で きる 「略 式

の組 織 」にい た っ ては 皆 無 に近 い状 態 です 。 そ こで,わ れわ れ 自身 の 手 順 を活 溌
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に 開発 す る厳 密 な方 法 が 不 可欠 とな りま す。 一方,ま だ新興 段 階の シ ーブ ル ッ ク

原 子 力 発 電所 組 織 に お い て は,担 当範 囲 とい う もの が 明瞭 な形 で設 定 され て い ま

せ ん 。 した が って,統 合 され た 管 理 シ ステ ム に 合致 す るよ うに 管 轄 範 囲 も容 易 に

変 更 可能 なの です 。

プ ロ グ ラムの定 義 とその 適 用範 囲 の設 定 が 完 成 す る と,シ ー ブル ックの管理 シ

ス テムの 開発 は よ うや くその 緒 に つ く こ とが で きま した。 われ わ れ は,約150件

の管 理 手 順 を 作 成す る こと を 目標 に して方 法 論 を 確立 しま した 。次 に,29の プ ロ

グ ラ ム の それ ぞれ に つ い て,個 別 の担 当 の 「プ ログ ラム責任 者 」を割 り当て ま し

た。 これ は政 略 上 の 手腕 を必 要 とす る仕事 で す 。 プ ログ ラム は 多 くの 場 合 に,部

門 境界 を また ぐの で,部 門 の管 理 者 た ちは誰 が(ま た は どち らの部 門 が)そ の プ

ロ グラムの 責 任 者 で あ ったか とい う点 に極 め て 敏感 に な るの です 。次 に,PDP・

方 法 論 の 明細 に つ い ての プ ロジ ェク ト手引 き書 を公表 しま した。

PDP方 法 論 が確 立す る と,組 織 の コン ピ ュー タ要件 に対 して は そ れ ほ ど特 定

の 注 意 を払 わ な くて も,管 理 シ ス テ ム を開発 で きる よ うにな ります 。 しか し,プ

ロ グラ ムは 基本 的 な管 理 シス テ ムの 単位 で あ っ て,そ れ 自体 が 情報 要件 か ら 由来

した もの で す 。 また,プ ロ グ ラム責任 者 た ちに と って は,ISP研 究 こそが 継 続

的 な情 報 源 とな ります 。 た とえ相 当量 の 開発 が行 わ れ た後 で あ って も,ISPは

一般 情 報 デ ータの 的確 な情 報 源 で す
。

プ ロ グ ラム責 任 者 は,通 常 は 技 術 者 また は 管理 担 当 者 です。 この 人 た ちは,各

自 の プ ロ グ ラムの生 成 時 か ら,手 順 の 承 認,さ らに 要件 定義(FINIS)段 階 に い

た るま で,完 全 な 責任 を 負 うもの で す 。 わ れ わ れ は,動 機,経 験 度,ま た は 知能

度 を基 準 に し て,慎 重 に プ ロ グ ラム責 任 者 を 選 定 しま した。 こ こで 気 づ い た こ と

は,PDP環 境 に お け る個 別 作 業 の た めの 重 要 な 資 産 は 個人 の 創 造 的 気 質 だ とい

う こと です 。

PDP過 程 にお け る第 一 ス テ ップは,各 プ ロ グラ ムの 一般 的 な方 針 と目標 を定

義 づ け る こ とで す 。 い った ん確 立 され る と,こ れ はPDPの す べ て の 参 加 者 に 浸

透 して い きま した 。 この方 針 と目標 は,各 プ ロ グ ラムの 適用範 囲 を さ らに 定 義 す
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るた めに役 立 ち,い くつ か の 会議 を刺 激 して適 用 範 囲 と方 針 問題 の解 決 に も寄 与

しま した 。

PDP方 法 論 の次 の ス テ ップは,論 理 お よび文 書 の流 れ 図 の 開発 で す 。 シス テ

ム分 析 手 法 に よ って 作 成 され るこれ らの 図 は,管 理 過 程 と書 類 作業 の 流 れ を機能

的 に説 明 す る もの で す。 この 図 は 全般 的 で あ り,プ ロ グ ラ ムの 骨組 み を示 す もの

です 。 この 図 の承 認 に よ って,手 順 作 成 の始 動 に拍 車 が かか りま した。 論 理 お よ

び文 書 の 流 れ 図 は,現 在60%の 進行 状 況 とな って い ます 。

論 理 図 は,(た とえ 多 くの場 合,担 当範 囲 が 明 確に な って いて も)さ ま ざま な

部 門 の 担 当範 囲 よ りは,定 義 をす る処 理 の ほ うに 注 意 を集 中 しが ちで す 。論理 図

に従 って 作成 され る手 順 は,処 理 と部 門担 当範 囲 の両 方 にお け る論 理 よ りも,多

くの 明細 を必 要 と します 。手順 が 作 成 さ る時 点 で は,大 部 分 の方 針 と概 念 の問 題

は解 決 され て い ま す 。 その 結 果,手 順 の検 討 者 は,手 順 その もの の質 に よ り多 く

集中 す る こ とが で きる よ うに な りま す 。 手順 相 互 間 の競 合が な くな り;各 プ ロ グ

ラ ムは円 滑 に イ ンタ ー フ ェー ス します 。

PDP方 法 論 の短 所 は,そ れ が 人 をた じ ろがせ る点 に あ ります 。 それ は管 理 シ

ス テ ム開 発 過 程 の 無 法 ぶ りを あか らさ まに表 に 出 して し まい ます 。 しか し,そ の

他 の 多 くの問 題 を も,長 い年 月 をか けて 除 去 す る代 りに た ちま ち指 摘 し,表 面 化

して解 決 で きま す 。 このPDP方 法 論 は,部 門 管理 者 や監督 者 を絶 え 間な く刺 激

して,彼 らの 方 針 が 他 の部 門 に与 え る影 響 に つ い て指 摘 して いま す。

第 三 段 階 一シス テ ム要 件 の 定 義(SRD)

適 切 な 手 順 が 完 成 す る と,SRDが 開 始 され ます 。 この 手順 がSRDの 基 本 で

す 。 これ らの 手 順 は,FINISコ ン ピュ ー タを使 わ ず に発電 所 が機 能 す る方 法 を

説 明 す る もの で す 。実 際 に,発 電 所 は しば ら くは これ らの手 順 を使 って機 能 す る

はず で す 。

SRDに お け る第 一 ステ ップは,SRDチ ーム の結 成 です 。SRDチ ー ムは,

一 人 ま た は それ 以 上 の要 件 ア ナ リス トと,一 人 か ら五人(シ ス テ ムの複 雑 さに よ
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る)の プ ログ ラム責任 者 か ら構 成 され ま す。 この プ ログ ラム責 任 者がSRDチ ー

ムに対 す るユ ーザ ー入力 の 出 所 とな ります 。 この人 た ちは ,要 件 ア ナ リス トが 収 集

す る デー タの質 と正 確 さを 不 断 に 検 査 し ます 。最 も重 要 な こ と は,未 解 決 ま

た は不 充 分 な定 義の 方 針 と概 念 を,こ の 人 た ちは手 順 の な か に フ ィー ドバ ックす

る とい うこ と です 。S.RDはPDPと と もに機能 して,管 理 シ ス テム の デ ータ ・

イ メー ジ を開発 し,多 くの 場 合 は,手 順 改 正 を通 じて シ ス テ ム その もの を洗 練 さ

れ た もの に しま す 。

SRDに お け る第 ニ ス チ ップ は,「 通 り抜 け 」の 実施 で す。 通 り抜 け とは,最

初 の 二 週 間 の きび しい教 育 過 程 で,要 件 アナ リス トとユ ーザ ー(プ ログラム 責 任 者)

が これ に 参加 しま す 。 ユ ーザ ー側 に対 してはSRD方 法 論 が紹 介 され,要 件 ア ナ リ

ス ト側 に は原 子 力 発 電 所 管 理 機能 が紹 介 され ます 。 両 者 が協 力 して この手 順 を使

い,手 順 が示 す 工程 に 対 す る適用 性 を確認 します 。 通 り抜 け ば 三 つ の こと を達 成

しま す。

1)発 電 所 の操 業 工 程 に つ い て要件 ア ナ リス トを教 育 す る。

2)手 順 中 の不 備 な 点 を発 見 す る。

3)ユ ーザーとア ナ リス ト間 に,用 語 と一般 的 機能 に つ い ての 共 通 の理 解 を確 立 す

る。

以 上 の 三 段階 の 方 法 論 の 最 終 ス テ ップ は,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムが オ ン ラ イ ン

にな る時 で,こ れ はず っと後 の こ とで す 。 そ の時 に は,必 要 に 応 じて手 順 は修 正

され,シ ー ブル ック原子 力 発 電 所 は,完 全 統 合原 子 力発 電 情 報 シ ス テ ムに よ って,

機 能 を発 揮 す る こ とに な りま す。

結 論

シ ーブル ック原 子 力 発 電 所 は,独 自の 情報 管 理 問 題 を提 示 してい ま す 。 この 講

演 で説 明 したISP-PDP-SRDの 三 段 階 の方 法 論 は,操 業 経 験 が皆 無 の 環境 に

つい て述 べ て いま す 。 わ れわ れ は統 合 デ ー タベ ース ・シ ス テ ム を採 用 す るた め に

業務 を修 正 して い るの で は あ りま せ ん 。 む し ろ,そ の定 義 段 階 に お いて,未 定 義
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の環 境 か ら独 自の 統 合業 務 管 理 シス テ ム を創造 しつつ あ るので す 。

原子 力 発電 所 は,こ の 方 法論 に と って は 極 め て 良 好 な 適 用 対 象 で す 。他 の類

似 の 非原 子 力発 電 所 と比 較 す る と,は るか に多 くの手 順 が 使 用 され るか らで す 。

これ らの 手 順 は,コ ンピ ュ ー タ ・シ ス テ ムに対 す る情 報 管 理 要件 とは無 関係 に 作

成 で きる もの で す 。 したが って,要 件 定 義 の た め に デ ー タを準 備 す るの に,余 分

な 作 業 は減 少 し ます 。

FINISは,シ ー ブル ック原 子 力発 電 所 に,原 子 力 産 業 の 分 野 で は前 例 のな い

情報 管 理 シス テ ムを提 供 す る こ とに な ります 。新 規 の 条 例 ま たは 規格 が 出 るた び

に,こ の シス テム の利 点 は増 大 す るはず で す。

PSNHは,最 初 のISP勧 告 に従 っそ,統 合 デ ー タベ ース ・シス テムへ 向 って

順 調 に 進 行 中 で す 。 こ の 進行 状 況 は 当 初 の 予測 ど お りで あ り,予 定 を達 成 す る う

え で大 きな 問題 は ま った くな い と考 え て います 。現 在 の 計 画 は次 の通 りです 。

1)部 品 共 通 サ ブシ ステ ム:1983年 初 期

2)資 材 システ ム:1983年 後 期

3)作 業要 求 シス テ ム:1984年 初 期

4)シ ス テム ど コ ン ポ ネ ン ト ・シ ス テ ム:1984年 初 期

5)放 射 作業 許 可 シ ス テ ム:1984年 中 期

プ ロジ ェク トの 開発 コス トは,800万 ドル と推 定 され て い ます 。 プ ロジ ェ ク ト

の継 続 期 間は5年 間 の 予定 で す 。
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付 表

プ ロ グ ラ ム ・ リ ス ト

プ ロ グラ ム名 称

管理(人 事)

監査 プ ログラ ム

設計制御

緊急対策

危険廃棄 物管理 および制御

装 置制御

消 火保護

工業安全 性

保 守

資材管理

測定 および テス ト装置

非適合および調整活動

非 ライセ ンス訓練

核物質責任能 力

操 作

放射性廃 棄物

記録管理

安 全

スペア部 品

特殊処理 制御

監視お よび検査

テス ト制御
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原子カ プ ラン ト信頼 性デ ータ

作業 管理

責任追跡

管理(操 業)

放射性環境 モニタ リング

購 入

放射能 保護

・シス テ ム(NPRDS)
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4.組 織 構 造 設 計 に お け る コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムの統 合

ジ ェ ー ム ズ ・C・ テ イ ラ ー

CenterforQualityofWorkingLife

UCLA

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムは ,仕 事 の 分 断,従 業 員 の疎 外,パ フ ォーマ ンス

の低Fと い うマ イナ ス効 果 に帰 着 す る こと もあ る 。組 織 設 計 に 社 会 工学 的 ア

プ ロ ーチ を採 用 す れ ば,こ の よ うな リスクが 避 け られ る。

コ ン ピ ュ ータの導 入 に伴 な って生 じが ちな様 々な 問題 を予 防 す る に は
,コ ン ピ

ュー タ ・ベ ースの情 報 シ ス テ ム(CIS)と 組 織 構 造 は 一緒 に 設 計 され ね ばな らな

い 。本 論 文 は最 適の 統 合 と最 高 の パ フ ォーマ ンス を得 るた め
,こ の 二 者 を合 同 し

て設 計 す る方 法 に つい て 述べ た もの で あ る。

ま え が き

長年,ア メ リカの職 業 及 び労 働 の性 格 は,フ レデ リッ ク ・W・ テ イ ラ ー(Frede:

rickW .Taylor)が 提 唱 した 「科 学 的 経 営 」を評 価 基準 と して規 定 され て きた。

1920年 以降 つ ま りテ イ ラ ーの理 論 が勝 利 を収 め一般 に 認知 され て 以後 ,産 業 界

の 技 術 者 は生 産 を可 能 な 限 り小 さな 作業 単位 に細 分 化 し ,し か もで きる限 り こ う

した各 作 業 を効 率 的 に遂 行 す るよ う従 業 員 を訓 練 す べ しと教 え られ た 。

したが って従 業 員には,彼 等 の 仕 事 が企 業 の 成功 に 如 何 に貢 献し,あ るい は彼 等 の

失 敗 が 企 業 の 成功 に 如 何 に マ イ ナス とな るか とい らた種 類 の 関 心 はネ 必 要 と され

た。 即 ち情 報 は経 営 者,管 理 者 の み が 関 与 す る対 象 で あ った の だ。 ジ ョブ設 計 の
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成否 を判 断 す る基準 の 中 に は,単 位 時 間 当 りの 最 大 生 産 高,機 器 の効 率 利 用 並 び

に極 力抑 えた従 業 員 の 教 育訓 練 な ど が含 まれ,設 計 の 目標 も低 い コス トに よる高

品 質 の確 保 が第 一 と され た 。労 働 者の 充 足 感 な どは第 二 義 的 な位 置 しか 与 え られ

なか った の で あ る。

しか しな が ら1950年 代 か ら1970年 代 に移 行 す るに つ れ オー トメ ー シ ョ ンが

進 展 し,科 学 的経 営 の 規範 と りわ け生 産 現 場 の従業 員 か ら経営 管理 者 に 企画 立案

や 意思 決 定 の 責任 を 移行 させ る作業 形 態 で は対 処 出 来 な い ケ ー スが各 所 で生 じ る

こ とに な る。CIS(コ ンピュータ ・ベ ー スの情 報 シ ス テ ム)の 設 計 に お い て,選

択 は(1)事 前 に プ ロ グラ ム され た 自動 制 御 シ ス テ ムが行 う決定 の遂 行 に 作業 者 をあ

た らせ るか,あ るい は(2)作 業 者 に複 雑 な テ ク ノ ロジ ーを監 視 させ それ に よ っ て不

可 測 の 事 態 を コン トロ ール 出 来 るよ うに す るか,の い ず れ か 片方 に しぼ られ る 。

化学 薬 品,石 油 精 製,製 紙,食 品 加 工,ア ル ミ精 錬 等 の 連 続 プ ロセ ス産業 では

最 近,オ ー トメ ー シ ョ ン とCISの 導 入 で 資本 投 資が従 業 員 当 り数 百 万 ドルの 規

模 に 膨 張 してい る。また過 去10年 間 このよ うな業種 の 新 工場 は,工 場 の操 業 お よび

管 理 に 労 働 者 を参画 させ る設 計 を採 用 す る よ うに な ってい る。製 造 プロセスで の 予

知 出来 な い 事 態 を う ま く制 御 す る こ とは,操 業 実 績 をあ げ る上 で不 可 欠 の 要 素 で

あ り,そ の 意 味 か ら も制御 シ ステ ムに 最 も近 い位 置 を 占 め る従 業 員 に 対 し一 層 の

責 任 を担 わせ る方 法 は 意 義 を持 つ と い う訳 だ。 一 方管 理 者層 も,彼 等 の 知 識,技

能 を従 業 員 の そ れ と有 機 的 に結 合 す れ ば,従 来 の よ うな従 業 員 の 作 業 を分 割 し,

専 門化 して能 力 低 下 を招 く方 式 よ りず っ と効果 的 で あ る こ と を学 び と った。

現 在 は この 教 訓 が サ ー ビス組 織 や オ フ ィスに ま で 普及 しつつ あ る段 階 で あ り,

CISは 増 々 その 重 要 性 を増 しつ つ あ る 。

この よ うな管理 者 と従 業 員 の知 識 技能 を有 機 的 に結 合 す る とい う課 題 は 決 して

や さ しい こ とでは な い が,オ ー トメ ー シ ョ ンが い まや 「未 来 オ フ ィス(Office

ofthefuture)」 へ と足 早 やに 移 行 しつ つ あ る こ とを考 えれ ば 避 けて 通 る こ と

の で きな い テ ーマ と言 わ ざ るを得 な い 。 だが 幸 い な こ とに過 去10年 にわ た って実

施 され た リサ ーチは,組 織 設 計に 対 す る社 会 工学 的 な シ ス テ ム ズ ・ア プ ロー チが
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工業 分 野 だけ で な くサ ー ビス供 給 企 業 に お い て もCISと 組 織 の統 合 に 寄 与 して

い る事 実 及 び経 過 を 実 証 して い る。 既 存 の サ ー ビス単位(こ の場 合 は 倉 庫)に 新

たなCISを 成 功 裡 に組 み込 ん だ実 例 は 後 段 で 採 り上 げ るだ ろ う。

社 会工学 的 システムの分析及 び設計

社 会 工学 的 シ ステ ム設 計 の 目的 は,作 業 体 系(ジ ョブ ・システ ム)と その 組 織

の 目 的及 び 関連 テ ク ノロ ジ ー を抱 き合 せ で分 析 ・設 計 し,組 織 の パ フ ォー マ ンス

と作 業 環 境 の質(qualityofworklife:以 下QWLと 略 す)を 向 上 させ る こ

とに あ る。 こ こか ら生 み 出 され た作 業 体 系 は 技術 面 で従 来 以上 に 効 率 良 く機 能 す

るだ け で な く柔 軟性 に も富 ん で い る。 と い うの もこの シ ステ ムが 非 管 理 者 層 ,管

理 者層 の い ず れ を 問わ ず 全 従 業 員 の 潜 在 的可 能 性 を活 用 する か らで あ る。

この 種 の シ ステ ムに不 可 欠 な複 雑 な業 務 は通 常 人 間 一 人の能 力 を超 え る もの で

あ り,シ ス テ ム内部 に い る複 数 の 人 々の 協 力 が必 要 とな る。監 督 者 とそ の下 僚 の

関係 が 厳 格 に区 分 され て きた従 来 の 体 系 とは非 常 に対 照 的 で あ る。

社 会 工学 的 原 則 に 沿 って設 計 され た 作業 体 系 下 の労 働 者 は,作 業 需 要 が 非 常 に

広 汎 に存 在 し,彼 等 の能 力 や知 識 を展 開 させ るに 当 って も数 段 階 の 道 が あ る こ と

に 気 付 く。 この プ ロセ ス が定 着 す るに は 数年 が 必要 か も知 れ な いが ,従 業 員 は,

技 術,管 理 及 び意 思 決 定 等 の技 量 を体 得 しその 上彼 等 の 内部 で 作業 を調 整 す る こ

と も学 ぶ。

社 会 工学 的 ア プ ロ ーチの 根 幹 をな す の は,あ る組織 の人 間 関係 の パ タ ー ンと テ

ク ノロ ジ ー とを対 象 とす る体 系 的分 析 で あ る。改 造の 実 施担 当 者 は,ま ず技 術 的

体 系(中 核 テ クノ ロジ ー)と その 真 の 意 図 を弁 別 し,通 常 の ア ウ トプ ッ トで 当該

テ ク ノ ロジ ーを運 用 す る と い う想定 で 既 存 の 制 御 シ ス テムを点 検 し,そ して 付 随

す るサ ポ ー ト ・シ ステ ムを決 定 す る こ とに な る。

この よ うな社 会的 側 面 を持 つ サ ポ ー ト ・システ ムに は ,安 全,募 集 選 抜,能 力

開発,訓 練,給 与等 を 内容 とす るQWLプ ログ ラム や,設 備,装 置 の た めの 保 守

活 動,評 価 考 課 面の 活動,長 期 計 画 な どが 含 ま れ る 。 また社 会 工学 的 シ ス テ ムズ・
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ア プ ロ ー チは,作 業 配 置,責 任 体 系 並 びに 意 思 決 定 に 関 し,広 範 な選 択 を許 す は

ずだ 。

社 会 工 学 的 ア プ ロー チの展 開

1950年 代,社 会 工学 的 な取 り組 み は,炭 鉱,繊 維産 業 や 大量生 産 プ ロセ ス を

含 む業 界 に限 られ て い た 。 しか し1960年 代 に入 り,イ ギ リス,ノ ル ウェーあるいは北

米 で,製 造 組 立 の大 量 生 産 の 局 面 だ け で な く,石 油 精製,化 学 工業 及 び製紙,金

属 の'次 加;等 の 連続 生 産 に 応 用 され るよ うに な った 。 そ して1970年 代 初頭 マ

ンチ .エス タ ー ・ビ ジ ネ ス ・ス クー ルの イ ー ニ ッ ド ・マ ム フ ォー ド(EnidMumford)

は イ ン グ ラ ン ドの 銀 行(複 数)を 対 象 に社 会 工学 的 手 法 を援 用 し,一 方UCLA

(カ リ フ ォル ニア 大学 ロサ ンゼ ル ス校)の われ われ の チ ーム は,保 険 業 界 を相 手

に こ う した ア プ ロ 〒チ を開始 した 。

UCLAに おけ るわれ われの 研 究 で,5段 階 で 構 成 され た社 会 工学 的 アプ ロ ーチ が

製 造 業 の場 合同 様,サ ー ビス面 の 組 織 に も等 し く適 用 出 来 る こ とが 判 明 した(こ

れ は ブ ル ー ・カ ラ ーあ るいは ホ ワイ ト ・カ ラ ーの 区 別 を問 わ な い)。 さ らに 病 院

の病 棟 や 石 油 精 製 業 の保 守 部 門 の よ うな様 々な作業 単位 に あ る全 ての サ ー ビス ・

シス テ ムが 情 報 処 理 の 一形 態 で あ る こ と も立 証 され た 。 即 ちこ の よ うな サ ービス

系 で は,ま ず サ ー ビスに対 す る要 請 を受 け と りそれ が 符 号 化 され る と反 応 が お こ

され,そ して結 果 が 評 定 さ れ る とい った 手 順 を取 るか らで あ る。

社 会 工 学 的 プ ロ ジ ェ ク トの 分 析,設 計,実 施 に従 業 員 が 参 加 す る よ うに な った

の は,最 近 の 重 要 な 進 展 と言 えよ う。 ここで 言 う 「参加 」とは,問 題 の性 格 を判

断 し,デ ー タを収 集 しそ して組 織 設計 の 提案 を 作 成 す る 作業 に従 業 員 が 参画 す る

こ と を意 味 す る。,

ClSに お け る仕 事 の 分 断

従 業員 参加 に重 点 を置 いた 社 会 工学 的 な シ ステ ム ズ ・アプ ローチ はe－組 織 をC

IS導 入 に 付 随 す る挑 戦 課 題 に適 応 させ る上 で 重 要 な 役 割 を 果 た す もの で あ り,
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その 実 証 例 も多 い 。 このCISが つ きつ け る挑戦 の幅 は 広 く
,CIS導 入の 失 敗

を報 告 す る レポ ー トも数 限 りない 。失 敗 は コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム を導 入 ・更 新

す る既 存 組織 だけ で な く,最 新 のCISテ クノ ロジ ー を背 景 と した 新 しい 工場 や

オ フ ィスに も現 わ れ て い る。

組 織 の パ フ ォー マ ンス に影 響 を与 え るCISの 失敗 は ほ ぼ次 の よ うな4種 類 に

区 分 され る。(1)人 間及 び 機械 の双方 を包 み 込 ん だCISが 技 術 的 に 機能 しな い
,

(2)CISか ら生 起 した問 題が 他 の グ ル ープに波 及 す る
,(3)人 間(従 業 員,顧 客 そ

して経 営 管理 者 す ら)がCISの 付 属 物 とみ な され る
,(4)人 間 とCISが 一 つの

総 合体 の 部分 と して で は な く全 く別 個 の 存 在 と して 扱 わ れ る
。 こ う した失 敗 の

事 例 は,失 敗 だ と認 識 され るに至 る所 要 期 間 を視 点 に す る と(1)が 最 も早 くま た(4)

が 最 も遅 い と い う結 果 が 出 てお り,か な りの バ ラ ツキが 見 られ る。

しか し大 事 な の は,こ うした 失 敗 の原 因 が 互 い に無 関 係 で な い点 だ
。組 織 に よ

っては この4種 の 失 敗 を 一時 に 全部 経 験 す る所 も出 て く る
。

CISの 失 敗 を経 験 し たあ る組 織 の 例 では ,管 理 者 や労 働 者 が 彼 等 自身 あ るい

は 他 の人 々に対 し抱 いて いた期 待 が ,組 織 設 計 や改 善 の 最 大 の 障 害 に な って い る。

CISが 業務 の 体 系 や指 令 系統 に大 きな変 革 を要 求 して い る時 に管 理 者
,従 業 員

の いず れ を問わ ず従 来 の役 割 や物 事 の処 理 の仕 方 に しが みつ く人 は多 い
。

CIS従 業 員 の3つ の カテ ゴ リー

CISに 関係 す る従 業 員 に は3つ の カ テ ゴ リーが あ る
。

まず 第 一 は知 識 労 働 者 で,彼 等 はCISの 運 用 に よ り知 識 を 創 造 し伝達 す る
。

この範 疇 に 入 るの は ,WPオ ペ レ ータ ー,コ ーダ ー,エ デ ィタ ー ,ア プ リケ ーシ

ョ ンス ・プ ロ グ ラ マ ー及 び エ レ ク トロニ ク ス技 術 者 な どCISと 直 接接 点 を持 つ

人 々・ そ してCISと は 間 接 的に 関係 す る人 々で あ る
.こ の後 者の グ,レープ(例,

銀 行 出納 係,雑 貨 店 の チ ェ ッカ ー ,倉 庫 事務 員,保 険調 査官,新 聞記 者)は ,今

や コ ン ピ ュ ー タの 支 援 を受 け て情 報処 理 に あて る時 間が 増 え従 来 通 りの 活 動 が 減

ってい る た め,私 の 場 合 広 義 に解 釈 して知 識 労 働 者 に 入 れ て い るの だ
。
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ま た第 二 は知 識 専 門 家 だ 。彼 等 は知 識 労 働 者が使 用す る もの の デザ イ ンに あ た

る 。 この 中 に は シ ステ ム ズ ・アナ リス ト,チ ー フ ・プ ロ グラ マ ー,シ ス テ ムズ ・

ア ーキ テ ク ト(ソ フ トウ ェア を設 計 ・創 造),エ レ ク トロニ ク ス技 術者(コ ン ピ

ュー タ ・ハ ー ドウ ェア を設 計 ・創 造)な どが 含 まれ る。

さて最 後 の第 三 は,知 識 専 門 家 が設 計 す る もの 及 び知 識労 働 者 が従 事 す る もの

を調整 し手 順 を組 み 立 て る マ ネ ー ジ ャー群 で あ る 。

知 識 労 働 者 及 び知 識 専 門 家 の ギ ャ ップ

半熟 練 知 識 労 働 者 と熟 練 した 知 識 専 門 家 との 間の分 化 は1950年 代 か ら1960

年 代 に か け て コン ピュ ー タ分 野 で表 面 化 した もの だ 。 この 区 分 は,事 務 系 業務 の

歴 史 的分 業 化 と軌 を一 にす るもので,19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 に わた り事 務 職 従

業 員 は広 範 囲 にわた る経 営 管 理 責 任 を引 き受 け て い たが,1920年 代 に 入 り科 学 的

経 営 の概 念 が興 る と経 営 責任 の 幅 は狭 め られ,事 務 職 は今 日のわれわれが知 るよ う

な タイ ピス ト,速 記 者,フ ァイル ・ク ラ ー ク(文 書整 理 係)及 び秘 書 の仕 事 が 中心

とな る(即 ちそ の 主 力 は 女性 であ りキ ーボ ー ドで処 理 す る業 務 が急 増 した)。

1960年 代 が訪 れ る と コ ン ピュ ー タが 登場 しオ フ ィスの機 械 化 が 進 ん だ 。 同時

に 低 学 歴 の 婦 人 層(少 数 民 族 が 多 い)が キ ーパ ンチ ャーの よ うな キ ー ボ ー ドを扱

う仕 事 に 進 出 して 来 た。 したが って現 在 新 たに 浮上 して きたWP(ワ ー ド ・プロセシ

ング)オ ペ レーター とい う職種 は,キ ー ボ ー ド作業 とい う点 で 「婦 人労 働 者 の 作 業 」

であ りなが ら様 々な 技能 や教 育 的 素 養 を必 要 とす るた め若 干 の混 乱 を起 こ してい

る。

さて キ ーボ ー ド中心 の業 務 は依 然 低 い評 価 を受 け て い るが,コ ン ピ ュ ー タ ・オ

ペ レーターや プ ログラマーの地 位 も下降 傾 向 に あ る。 これ は,単 に 女性 労 働 者 の絶

対 数 が増 えた だ け で な く,勤 務 成績 に 対 す る管 理 強 化,分 業 化 の 進 行,コ ン ピ ュ

ータ ・ワ ー クの 単純 労 働 化 な ど も原 因'してい る。 オ ー トメ ー シ ョ ンの 進 展 に伴 な

い,コ ン ピ ュータ ・プ ログ ラ ミングは場 合 に よ って は,一 定 の 方 式 で 書 類 箱 の中

味 を チ ェ ックす る事務 職 員 の ル ー チ ン ・ワー ク と何 ら変 わ らな くな っ て い る。 ま
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た プ ロ グ ラマ ーは総 体 的 に彼 等 の 活 動 と所 属す る組織 の理 念 との 相 関 を増 々理 解

しな くな って い る。で は コン ピュー タ ・オペ レーター は ど うか 。 や は り彼 等 の 仕 事

も,コ ン ピ ュータ ・カ ー ドを カー ド ・リー ダ ーに 投 入 した り標 準 的 な イ ンス トラ

クシ ョンに従 って テ ープ を テ ープ ・ドライ ブにセ ッ トした りす る領 域 に押 し込 め

られつ つ あ るのが 現 状 だ 。

その 結 果,プ ロ ダ ク ト ・エ ンジ ニ ア,CADオ ペ レーター,ア プ リケ ー シ ョ ンズ・

プ ログ ラマ ー,WPオ ペ レー ターな どを含 む知 識労 働 者 層の定 着 率 が著 し く低 下 し,

この 種 の従 業 員 は その 雇 用 者 に 殆 ど忠誠 心 を感 じな くな ってい る。 エ ン ジニ ア及

びCADオ ペ レーター の ような技 術 者 の ア シ スタ ン トは,会 社 を替 え る こ とに よ っ

て給 料 の 上昇 が 可能 と なる こ とを既 に よ く認 識 してお り,し か もあ る経 営 者 が 用

意 す る仕 事 や 職 種 は,他 の 経 営 者 の と こ ろ で も得 られ る とい うわ け だ 。

業務分 断 に よ る影 響

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム分野 で展 開 す る新 テ ク ノロ ジ ーの影 響 は,極 め て甚 大

で あ る。また オペ レー ター の能 力拡 大 の 手 段 と してCISを 利 用 す るか 。あ る い は テ

クノロジー の 延 長 上 で人 間 を利 用 す るかの選 択 は,シ ス テム設 計 に あ た る専 門 家 や

導 入 に 責 任 を持 つ マネージ ャー次 第 とい うことにな る。業 務 の細 分 化 は確 か に 一 つ

の選択 の 道 で は あ るが,決 し てそ れ は テ ク ノ ロジ ー故 に強制 され る もの で は な い

こ とを留 意 すべ きで あ る 。

以 下 に 述 べ るケ ースは私 の リサ ーチ経 験 に 基 づ く もの ばか りで,「 科 学 的 経 営

法 」の原 則 だ けに 基盤 を置 く とCISの 慣 例 的 な導 入 が 如何 に労 働 者 に マ イ ナ ス

の イ ンパ ク トを与 え るか が 如 実 に示 され て い るは ず だ 。

ケ ー ス ・ス タ デ ィ:連 邦政 府機 関 の 地 方 オ フ ィス

現 在 あ る大 規 模 な政 府機 関 の 西部 地 方 オ フィスは,1,000人 以 上 の 大 卒 従 業 員 を抱

えて い る。 前 述 した知 識 労 働 者 の ジ ャ ンル に入 る彼等 は,毎 日数 々の 支払 請 求 を

審 査 し実 際 に その 支払 に認 可 を与 え て い る。 その業 務 には 許認 可 件 数 や 給 付 金 の
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計 算 も含 ま れ る 。

支 払 請 求 に 対 し承 認 を 与 え る基 本 的 な プ ロセ スは極 めて簡 単だ 。 即 ち審 査 し,

承認 ま たは 却 下 し,そ し て支 払 を指 示す る とい う流 れ に 要約 出来 る。 しか し実 際

の この プ ロセ スは ・ 多 数 の 異 議 申 し立 て を処 理 す る 上で 必要 な指 示 書 や 手 順 が介

在 す るた め複 雑 な様 相 を 示 す 。

.当 初 こ う した 支払 請 求 の処 理 業務 は 全 て 地 方 オ フ ィヌ の人 手 に委 ね られ て いた

が,1950年 代 に 入 りそ の75%が 集 中処 理 用 の コンピュータに任 せ られ る ことに

な り,残 る25%が 地 方 オ フ ィスの処 理 対 象 と な った。

処 理 結 果 の プ リン トア ウ トは,首 都 ワ シ ン トンに あ る中央 コ ン ピ ュー タ処 理 セ

ンタ ーか ら毎 日 地方 の セ ンタ ーの端 末 に転 送 され ,コ ン ピュ ータ端 末 の オペ レー

タ ーが 事 前 に 区 分 され た カテ ゴ リーに合 せて これ らプ リン トア ウ トを仕 分 け る こ と

に な った のだ 。

その 後 メ ッセ ン ジ ャ ーが 既 に分 類 済 み の リ クエ ス ト を ,マ スター ・フ ォールダー

が検 索 され る フ ァイ ル ・セ ク シ ョンに運 び ,次 いで フ ォール ダ ー と新た な リク エ

ス トを認可 権 限 を持 つ セ ク シ ョンに運 ぶ 。 許 認可 権 限 を持 つ担 当 者(オ ー ソ ライ

ザ ー)が1つ の ケ ー ス を片 付 け るの は大 体30分 程 度 を必 要 とす るが ,こ の場 面が

済 む と メ ッセ ンジ ャ ーは書 式 をキ ーボ ー ド要 員 に 手 渡 し,コ ンピ ュLタ へ の再 入

力 とな る。

承 認 す る権 限 を有 す る殆 どの人 は この 種 の 業務 を退 屈 で 煩 雑 な もの と感 じてお

り,部 下 の フ ァイル要 員,メ ッセ ンジ ャー,キ ー ボ ー ド ・オペ レ ーター な どの非能

率 に 落 胆 す る場 面 も多 い。 同時 に この レベル の オ ー ソラ イザ ーは ,管 理 者で あ り

なが ら,運 営 上 の 企 画 立 案 や 活 動 の 調整 に 参 画 を許 され て い な いのが 普 通 だ。

非 人 間 的 要 素

非 人 間 的 な 要 素 もオ ーソ ライザ ーの仕 事 に疎 外 感 を増 殖 させ る。 一つ に は書 類

決 済 が 生 産 性 の 視 点 か ら常 に監 視 され て お り,も う一 つ に は ,コ ン ピ ュー タが 申

請 を受 付 け支 払 指 図 を 出 す の で オ ー ソ ラ イザ ーが 受 益 者側 と殆 ど直 接 的 な 接 触 を
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持 てな い こ とに 因 る。 その結 果,彼 等 は業 務 面 で の フ ィ ー ドバ ック を全 く得 られ

な くな る。 活 気 の な い人 間 味 の 乏 しい仕 事 に不 満 なあ る オーソライザーは
,次 の よ

うに 述 べ て い る。 「私 は業 務 の上 で は 孤独 だ し他 の支 援 も望 め な い。 も っ と悪 い

こ とは,「 受 給 者 』と距 離 的 に隔 絶 され てい るこ とだ 。 申請 書 類 を審 査 しよ う と

す る時,私 は ま る で 『,フ ァイ ル ・フ ォール ダ ー並 び に コ ン ピ ュ ータ様 」と語 りか

け られ て い る よ うな 感 に と らわれ る こ とが あ る。」

オー ソ ラ イザ ーは,そ の 顧 客 だ け でな く事務 職員 か ら も切 り離 され てい る と感

じて お り,同 僚 か ら助 力 を得 るこ と もな い 。 また支 援 職 員 との接 触 も殆 ど無 きに

等 しい。 極 めつ き は,彼 等 が その 地 域 セ ン タ ー内部 で昇 進 の 見 込 み が殆 ど無 い 事

実 だ 。

引 き合 い に 出 した地 域 セ ンタ ーの業務 停 滞 は,ス ケ ジ ュー ル よ り8週 間遅 れ て

い る こ とで 明 らか だ 。 オ ー ソ ラィ ザ ーの 入 れ替 わ り率 は年 間50%に も達 し
,と ど

ま って い る者 も特 に 月 曜,金 曜 を中 心 に して欠 勤 す る こ とが 多い 。管 理 者 は さ ら

に,彼 等 が 勤務 時 間 中 に トイ レや 休 憩室 で 余 りに も長 い時 間 を消 費 して い る と こ

ぼ して い る。

だ が こ の 種 の疎 外 感 は,こ の 地 区 オ フィ ス特 有 の もの で は な い。 他の 組 織 崩 壊

の 兆 候 と同 じ く,オ ー ソラ イ ザ ーの 回転率,欠 勤 率 の 高 さは この 政府 機 関 全 体 に

蔓 延 して い るの だ。

目的 意 識 の混 乱

組 織 上 の こ う した問 題 は,こ の政 府 機 関 の活 動 目的 や コ ン ピュ ータの 役 割,そ

して オ ーソ ラ イ ザ ーの 職 務 目標 が あ いま い に な って い る こと に帰 因 す る。 管理 者

側 は,同 機 関 は 受給 対 象 者 に奉 仕 す る もの で あ り,オ ー ソ ライ ザ 一連 が その 使命

に対 す る敬意 を示 さ ない と非 難 して い るが,他 方 オ ー ソ ライ ザ 一側 は ,管 理 者 が

彼等 の仕 事 が 内包 す る単 調 さや プ レ ッシ ャ ーに 全 く理 解 を示 さな い として投 げ や

りに な って い るの だ 。 彼等 は地 区 オ フ ィスの 役 割 は,コ ン ピュ ー タに 奉仕 す る こ

とだ と さえ言 う。 どち らの言 い分 も正 しい。 コ ン ピュ ータは既 に 同 機 関 の 中心 的
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位 置 を 占 め,オ ー ソラ イ ザ 一連 は 単 な る その 付 加物 に転 化 して しま って い るの が

現 状 だ 。

他の 多 くの ケ ース と同 じ く,科 学 的 経 営 法 を援 用 した この場 合 の能 率 化 手 段 は,

結 局 当 初 の意 図 とは 反 対 の 影 響 を生 む結 果 に 終 って い る。 現 在,業 務 計 画 の 立案

者 として従 来 の産 業 技 術 者 に増 々取 ってか わ りつ つ あ る シ ス テ ム ・アナ リス ト達

で あ るが,彼 等 が 設 計 す る高 度 に 構 造 化 され た シ ス テ ムに直 面 して,現 業労 働 者

は機 械 的 に 一 連 の 業 務 を遂 行 し外 部 の 管 理 層 か ら支 え られ る生 気 のな い存 在 に な

って し ま って い る。

管 理 者 の 「管理 強 化 」は,無 目的 か つ無 関 心 を強 い られ た従 業 員 に 対 す る支 配

が強 ま る こ とを意 味 す る だ け だ 。 そ の 上,作 業 手順 の標 準 化 と職 務 の 細分 化 が進

行 し,労 働 者 は単 に 情 報 か ら隔 離 され るだ け でな く,ル ーチ ン ・ワ ー クを処 理 し

た りそ れ らを重 要 な ジ ョブ と区 別 した りす る権 限 を持 て な い よ うに な っ て い る。

CISの 導 入 が この よ うな変 化 を引 き起 こす な ら,組 織 は麻 痺す るほ か あ るま い。

社 会 工 学 的ClSプ ロジ ェク トへ の 労 働 者 参 加

以下 に示 す ケrス は,社 会 工学 シス テ ム分析 及 び旧式CISの 再設 計 に 従 業 員

が 関 与 して い る例 であ る 。 ここ で と りあ げ た大 規模 組 織 の 倉 庫 で は,旧 式 化 した

コ ン ピ ュー タが 在 庫管 理 面 で次 々 と問題 を引 き起 こ し ,繰 越注 文 が 膨張 す る と と

もに顧 客 サ ー ビス の 著 しい低 下 が発 生 してい る。 さ らに この 倉庫 は,勤 労 意 欲 の

低 下 で従 業 員 の 回転 率 が 非 常 に 高 くな っ て もい る。

ケ ース ・ス タ デ ィ:あ る大 型 倉 庫

こ の社 会 工学 シス テ ム ・プ ロジ ェ ク トの 目的 は,あ る 大 企 業 の 社 内供 給 倉 庫 に

お け る従 業 員 の 士気 と組 織 効 率 を 向上 させ るこ とに あ った。 新 た に 任命 され た 資

材 部 門 の 責任 者 は まず,専 門 家(知 識専 門 家:knowledgeprofessiona1)か ら

コ ン ピュ ータ ・ベ ー スの 在庫 管 理 シ ス テム に つ い ての 勧 告 を 受 け,次 に 従業 員 の

士 気 を 向 上 させ る た め幾 つ かの ステ ップ を用 意 した 。 この ス テ ップ は,最 初 に従
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業員 の ア イ デ ィアや 不 満 を吐 露 させ る 一連 の 会 合 か ら始 ま った 。組 織 構 造 の 再 編

が 必 要 で あ ると判 断 して い た この 責任 者 は ,私 を社 会 工学 シ ステ ムの コ ンサ ル タ

ン トと して招 請 し,こ の時 点 で 既 に この社 会 工学 的努 力 は,部 分 的 で は あ る が,

CIS勧 告 の評価 ・修正 あ るい は生 産 性 と労 働 意 欲 間の相 関 を配 慮 した最 良 の 組

織 立 案 等 に資 す る もので あ る との 認 識 が 行 き渡 って いた。

私 自身 が社 会 工学 的 分 析 とそれ に よ る勧 告 を行 うや り方 で は な く ,プ ロジ ェ ク

トに従 業 員 を参 加 させ る方 式 を と った。 これ は この責 任 者及 び私 の 合意 に よ る も

の だ 。わ れ われ は 自発 的 参加 者 を つ の り,2人 の資 材 取 扱 要 員(知 識 労 働 者:

knowledgeworker),1人 の 監督 者 及 び2人 の管 理 者 で構 成 す る設 計 チ ー ム を

創 設 した 。 この 後 す ぐ,初 期 トレー ニ ング と5段 階 の 社 会工 学 分 析 が始 め られ た。

ス テ ップ1:シ ス テ ム ズ ・スキ ャン

極 めて 重大 な意 義 を持 つ 第1段 階 の ス キ ャニ ングに は,緊 急 課 題 の把 握 と設 計

すべ き シス テ ムの概 要 提 示 が 含 ま れ る。 任務 ,境 界,入 力,生 成 物,ス タ ッフ,

スタ ッフ と環 境 との 関係 な どの ア ウ トラ イ ンを定 め る ことに な る
。

倉 庫 は サ ー ビス(カ ス タ マ ー ・リクエ ス トの実 現)及 び生産(在 庫 か らの 資 材

引 出 しとその パ ッケージング)の2重 の使 命 を持 つ。当初 の デ ィス カ ッシ ョ ンで は ,

設 計 チ ー ム ・メ ンバ ーは この サ ー ビス局 面 を除 外 した。 とい うの も,メ ン バ ー 自

身 が サ ー ビス業務 に 隷 属 的 性 格 を見 出 してお り,彼 等 は サ ービス ・グル ープで は

な い と主 張 したか らで あ る。

こ うした感 覚 を考究 す る ことに よ って,倉 庫 従 業 員 が ,カ ウ ン ター越 しに 客 を

相 手 とす る業 務 に迷 惑 を感 じて きた こ とが 判 った 。現 実 には こ う した トラ ンザ ク

シ ョ ンは 売 上量 の10%に す ぎな い のだ が ,従 業 員 達 は 彼等 の 頭 痛 の 種 の90%を

占 め る と感 じて い たの だ。

この プ ロジ ェ ク トが進 行 す るに 従 い,サ ー ビスが 彼 等の職 務 に と っ て不 可 欠 な

要 素 で あ り,品 位 を保 ちつつ カ ウ ンタ ー ・サ ー ビスを行 い得 る こ とが 明 確 と な っ

たが,こ の 時 点 で よ うや く メ ンバ ーは サ ー ビス業 務 の 重 要性 を容 認 す るに 至 った
。
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スキ ャニ ング中 の討 論 に よ り以下 の よ うな問 題 点 が 浮 き彫 りに され た。

(1)カ ウ ン ター ・サ ー ビス

これ には,カ タログ ・ナ ンバ ーを知 らな い まま 注 文 し,受 け付 け た担 当 者 に

余 計 な 時 間 を 費 や させ る 「衝 動 買 いの 客(impulseshopper)」 の 問 題 が 含

まれ る。

② 受 付 業 務

この業 務 は 受 付 要 員 が 部 分 的 に処 理 す る が,倉 庫 が 結局 再 処 理 しな けれ ば

な らな い 。

(3)取 扱 量 の増 加

郵 便 に よ る注 文 の処 理 が遅 滞 す る結 果 と な ってい る 。

(4)在 庫 記 録

コン ピュータによ る更 新 が 週1回 の た め在 庫 不 足 や繰 越 注 文 の増 加 が生 起 し

て い る 。

⑤ 在 庫 処 理 上 の身 体 的 障 害

これ には 通路 を走 り回 る フォー クリフ ト ・トラ ックの排 気 ガスが含 ま れ る。

ス テ ップ2:作 業 単位 及 び主 要可 変 条件 の把 握

分析 の 実施 で,カ ス タマ ーの リクエ ス ト(最 大 の シス テ ム 入力)が3つ の 段階,

つ ま り作業 単 位 を 通 過 す る こ とが 明 らか に な った 。

(1)受 注

(2)受 注 と在 庫 品 のつ き合 せ

(3)発 送

次 に これ ら作 業 単 位 を対 象 に,プ ロセ スに 影 響 を持 つ 「偏 差 」即 ち可変 条 件 の

識 別 が 行 われ た。

リス トア ップ され た偏 差 は29種 類 あ ったが,そ の 内18項 目 「主 要 」レベ ル と

して 扱 わ れ,次 の よ うな4グ ル ー プの基 本 的 課 題 に分類 され た。

(1)取 扱 資 材 の 特 徴
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配 置,サ イズ,重 量,取 扱 上の 慎 重 さ,危 険性 な どの問 題 が 含 まれ る 。

(2)カ ウ ンタ ー活動

と りわけ カスタマーが発 注 項 目 を明確 に 指定 で きない時 生 じ る注 文 書 作 成 の

遅 滞 。

(3)作 業 負 荷

リクエス ト量,リ クエス ト当 りの 項 目数,特 別 勘 定,繰 越 注 文 の処 理 ・登 録

時 間 な どが含 まれ る 。

(4)優 先 請 求

急 ぎの注 文 請 求 な どが 中心 とな る。

ス テ ップ3:可 変 条 件 制 御 分 析 .

この段 階 にお け る分 析 作業 で は,主 要 可変 条件 を制 御 す るシ ステ ム能 力 に 焦 点

が あて られ る 。分 析 調 査 に よ り,倉 庫業 務 で最 も重 要 な役 割 を果 た して い るの が

資 材取 扱 要 員 で あ る こ とが 明 らか に な った 。彼 等 は在 庫 か ら発 注 該 当 品 を引 き出

し,そ れ が か さば った り重 量 の あ る物 の場 合 ,フ ォー ク リフ トの オペ レー タ ーや

区 画 責任 者 と共 同 作 業 す る。 また 回転 率 の高 い在 庫 品 の 倉 庫 内分 散 処 理 に お い て

も,そ の 最適 化 は彼 等 の 担 当 とな る。資 材取 扱 要 員 は さらに ,カ ウ ンタ ー業 務 に

関 連 した 主要 可変 条 件 に も重 大な 係 わ り を持 つ。

す な わ ち カ ウ ンタ ー勤務 時 間 中 に 上司 や同 僚 の助 力 が 得 られ な い場 合 で も,彼

等 は不 充 分 な 情 報 で 注 文 を処 理 せ ざ る を得 ない 立 場 に 置 かれ る。4分 類 した可 変

条件 の 第3グ ル ー プつ ま り作業 負 荷 サ イ クル にあ って も,資 材取 扱 要 員 は ,よ り

早 く処 理 す る こ とが求 め られ,時 間外 や 週 末 に働 か ざ る を得 な い状 況 に置 か れ る

こ とが 多 い。 第4の カテ ゴ リー 「優 先 作 業 及 び 緊急 注 文 の量 」も基本 的 に は彼 等

の 負担 で解 決処 理 され て い る。

エ ンジ ニ ア リン グ ・コ ンサ ル タ ン トとの協 力 態 勢

この 社 会 工学 的 シ ス テ ム調 査 と並行 して ,エ ンジ ニ ア リン グ ・コ ンサ ル タ ン ト

会社 が 倉 庫 業務 の 技 術調 査 を 別 個 に 実施 した。 この 技 術 調 査 は,2つ の 目的 即 ち
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(a)オ ン ライ ン再 注文 ・在 庫 管 理 と㈲ ラ ンダム に番 号 を与 え られ た在 庫 品 の処 理 及

び コ ン ピ ュ ータ生 成 の 「 ピ ック ・リス ト」の た めに ミニ コ ン ピュ ー タを1台 追 加

導 入 す べ きだ との結 論 を引 き出 し た。 この ピ ック ・リス トとは,資 材 取 扱 要 員 が

素 速 く検 索 で きるよ う回転 率 の 高 い 品 目 を カ ウ ンタ ー付 近 に配 置 させ るの に役 立

つ もの だ 。

しか しな が ら設 計 チ ーム は,特 に カス タ マ ーが 正 確 な カ タ ロ グ ・ナ ンバ ーを提

示 で きな い よ うな時,ラ ンダ ムに 番 号 を付 け られ た在 庫 品 を資 材取 扱 要 員 が カス

タ マ ーに 見 せ て確 認 を と る こ とは,か な り煩 雑 に な る との 懸念 を表 明 した 。 資材

部 門 の責 任 者 が 出 した 要 望 に 応 えて,こ の コンサ ル タ ン ト会社 は最終 報 告 書 を 手

直 し し,カ ウ ンタ ー業 務 及 び その 倉 庫要 員 に及 ぼす イ ンパ ク トを考 慮対 象 と して

取 り込 む結 果 とな った 。

ステ ップ4:社 会 システム分析

設計 チ ームは この部門の社 会 システ ムの分析 に4週 間を費 した。従業 員 との イ

ンタ ビューで分析結果 を再確認 す るとともに,自 分 の業務 に対 す る従業員 の関心

度 も明 らか に された。

概 して彼等の士気は低 い と言 える。資材取扱要員は同僚 との協調 とい う面 では

一応満足 している ものの ,直 属の上司やそれよ り上位 の経営管理 者層 を酷評 す る

傾 向が強か った。彼等 は,自 分 達の業務が持 つ重要性 や困難 を上司が不 当に低 く

評 価 し,上 位 の管理 者達 も主要可変 条件 を解決 す る指示 や支援の面で充分 な職 責

を果 してい ないと非難 していたのだ。 資材取 扱要員 は経営管理 者層 について,「彼

等 はわれわれの言 うことに耳を傾 けることもしないし,勿 論応 答す ること も無 い 」と

語 ってい る。取扱要員 は新任の責任者 を称賛 しているが,彼 等が抱 える問題点 の

全 てを認識 す るにはか な り心理的距離感 があると感 じてい るよ うだ。

ス テ ップ5:再 設 計 提 案 の策 定

設 計 チ ームは,組 織 の再 設 計 プ ラ ンを策 定 す る た め,エ ン ジニ ア リング ・コ ン
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サ ル タ ン トの 勧 告 を 参考 に しつつ 技 術分 析 及 び社 会分 析 の結 果 を検 討 した 。 この

チ ー ムが 提 出 した レポ ー トの 中心 は ,監 督 者(supervisor)に 関 す る部 分 で,監

督 者 は カ ウ ンタ ー業 務 の 管 理 に従 来 以上 に 関 与 し下 僚 への直 接 的 な サ ポ ー トを増

や す べ きだ と提 言 さ れ て い る。 こ の よ うな提 言の背 景 に は ,監 督 者 の 資材 に 関 す

る知 識 や カ ウ ンタ ーに 姿 を見 せ る こ とが カ ス タ マー との コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを改

善 す るはず だ との 判 断 が あ る 。監 督 者 は ま た,資 材取 扱 要員 と問 題 の あ る カ ス タ

マ ーの 間 に 入 って緩 衝 地 帯 の 役 割 を果 た せ るだ ろ う し
,多 忙 な 時期 に 有 力 な 支 援

を提 供 す る こ と も可能 だ ろ う。 も う一 歩 進 め て言 うな らば ,新 た な コン ピ ュ ータ

・シス テ ムの導 入 に備 えて
,監 督 者 は カタ ロ グ ・ナ ンバ ーを活 用 す る よ うカ ス タ

マ ーを教 育 すべ きで あ ろ う。

この 部 門 の 責 任者 は設 計 チ ー ムの 勧 告 をほ ぼ受 け容 れ た 。 そ し て中 堅 管 理 者 を

任 命 して 当面 の活 動 計 画 の 策 定 に あた らせ た 。

倉庫 部 門 の事 例 で得 られ る結 論

旧式 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムが 引 き起 こ した最 大 の問 題 は,再 注 文 処 理 の 停

滞 で あ った が,こ れ も新CISの 導 入 で解 決 され るだ ろ う。設 計 チ ーム は ,サ ー

ビ スを主 要 な職 務 と して,ま た カ ウ ン タ ー ・ビジ ネ ス を最 も重 要 な サ ー ビ ス と し

て規 定 した。同 チ ームは さ らに カ ウ ン タ ー ・ビジ ネ スの改 善で監 督 者 が サ ポー トし

得 る方策 を提 起 す る とと もに,向 上 した カ ウ ンタ ー ・サ ービ ス を処 理 出 来 る よ う

CISデ ザ イ ンを修 正 した 。 今後 倉 庫 従 業員 は ,彼 等 の 仕 事に 誇 り を持 ち,質 の

高 い サ ー ビスを提供 し,そ して 自 己啓 発 につ とめ る こ とだ ろ う。設 計 チ ーム ,ト

ップ ・マ ネ ジメ ン ト及 び技 術 コ ンサ ル タ ン ト会 社 ,こ れ ら3者 間 の 緊 密 な コ ミ ュ

ニケ ーシ ョンが事 態 改 善 の 鍵 とな る 。

この 共 同 作業 の 成功 は,知 識 専 門 家 が 従 業 員 に 参加 を求 め て も望 ま しい結 果 が

得 られ な い し,時 間 もか か りす ぎ る と判 断 す る一般 的 状 況 に も適 用 で きる こ とを

示 唆 して い る 。 この 倉 庫 プ ロジ ェ ク トで は,設 計 チ ームが1週 間 に1日 余計 に働

く こと を要 求 し,し か もその 状 態 が6ヵ 月続 い た 。 コ ンサ ル タ ン トや専 門家 が 勧
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告 を と りま とめ マ ネ ー ジ ャ ーが そ れ を受 け 容 れ るま で の期 間 を考 えれ ば,今 回 の

プ ロ ジ ェク トは他 の設 計 手 法 よ りず っと時 間が かか っ て い るか も知 れ な い。 この

時 間投 資 を社 会 工学 シ ス テム の 参加 型 アプ ロ ーチ非 難 の材 料 に 使 う向 き も多い 。

だ が この よ うな非 難 は,CIS導 入で 失 敗 す る リス クが 殆 ど無 い場 合に 限 り妥 当

と言 え るだ ろ う。

社 会 工学 的 ア プ ロ ーチ の 成 功例 は,多 大 の時 間 を投 資 す る正 当 性 を立証 して い

る、と言 え よ う。 知 識専 門家 は しば しば,成 功 を期 待 す るの で は な く,失 敗 の 恐怖

か ら逃 れ るた めにCISユ ーザ ーの 意 見 を 聞 こ う とす る。 だが この協 議 プ ロセ ス

が 失 敗 に帰 す る 一 因 は,ユ ーザ ー 自体CIS設 計 の 真 の影 響 につ い て理解 に 欠 け

て い る こ とで あ る 。 ユ ーザ ーは イ ンプ ヅ トを求 め られ るが,シ ス テ ムを包 括 的 に

理 解 す る チ ャ ンス は決 して 与 え られ てい な いの だ 。 この 視 点 こそ が,社 会 工学 的

組 織 設 計 が 真 価 を発 揮 し得 る確 証 とな る。 とい うの も,こ の設 計 手 法 の 採用 で知

識 専門 家 は ユ ーザ ー及 び マ ネ ー ジ ャーの 参加 を組 織 化 で きるか らで あ る。

倉庫 プ ロ ジ ェク トの ケ ー スで も判 る通 り,設 計 チ ー ムの 上級 管 理 者 メ ンバ ー は,

その 企業 の よ り上位 の 経営 管理 者 との 結 合 環 に な り得 る。 彼 は 部 門の 責 任 者 との

対 話 を確 保 で きた し,設 計 チ ー ムの 下僚 達 が持 つ関 心 事 に も充分 な注 意 を払 えた。

彼 が 一端,初 期 のCIS勧 告 に対 す る設 計 チ ームの 反 応 を ボ スに通 達 す るや,ボ

ス(倉 庫 部 門責 任 者)は エ ン ジ ニ ア リング ・コ ンサル タ ン トか らの修 正 見解 を求

め た 。 そ の結 果,知 識 専 門 家 と設 計チ ー ムの相 互 理解 が 実 現 し,対 極 に あ る グル

ー プの 着想 や 見解 に 対 して 素 直 な反 応 を示 す こ とが 可能 に な った
。

社 会 工学 的 モ デ ルの 長所

一般 的 に言 え ば ,こ の よ うな従業 員 と管 理 者 の 双 方 が参 加 す る構 造化 モ デ ル は

3つ の 長 所 を持 って い る。

(1)当 初 参 加 を渋 って い た従 業 員 の懸 念 を早 急 に取 り除 か せ る 。

(2)従 業 員 に,能 率 的 か つ建 設 的 に勧 告 へ の疑 問 を表 明 で きる機会 を与 え る。

(3)組 織 の 再 設 計 に 従 業 員側 の イ ン プ ッ トを許 容 す る 。
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倉 庫 プ ロジ ェ ク トの事 例 で 当初 のCIS導 入 案 が 従業 員 の イ ンプ ッ ト抜 きで そ

の まま 実施 され て い た ら,恐 ら く失敗 して い ただ ろ う。社 会 工学 シス テ ム研 究 の

コ ンセ プ トが コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムへ の ニ ー ズ と
,組 織 及 び その ユ ーザ ー と を

有機 的 に 結 合 させ た の だ。

この ケ ー ス で も明 らか な よ うに ,マ ネ ー ジ ャ ー,知 識 専 門家 及 び知 識 労 働 者 を

結 合す る協 調 モ デル は,情 報 シ ステ ムの更 新 に 当 って 外 部 の コンサ ル タ ン トに 依

頼 す る マ ネ ージ ャーに は特 に有 効 性 を発 揮 す るはず だ 。 ま た知 識 専 門 家 が 内 部 の

コ ンサ ル タ ン トで あ る場 合 は ,管 理 者 は彼 等 に 社 会 工学 シス テ ム分析 の よ うな組

織 設 計 技 法 を学 ばせ るべ きで あ る。 この種 の 設 計技 法 を駆 使 す れ ば ,組 織 の 目的,

製 品,サ ポ ー ト体 系 な ど につ い てCIS設 計 を実 施 に 移 す前 に労 使 間の 意 思 疎 通

が は か れ る とい う もの で あ る。

未 来 オ フ ィスの ため の 改 良ClS設 計

マ イ ク ロプ ロセ ッサ ーの 多 くは 元来 工業 用 として 作 られ
,そ の た め人 間 よ りむ

し ろマ シ ン との イ ン タ フ ェー スを重 視 して設 計 され て い る。だ が 最 近 に な りマ イ

クロ プ ロセ ッサ ーの一 部 が,労 働 者 に マ イ クロ プ ロセ ッサ ー とイ ンタ フ ェー ス を

容 認 しそ れ を コ ン トロー ル させ る設 計 機構 とな りつつ あ る。明 らか に 前 者 の ア プ

リケ ー シ ョンは従 業員 を テ クノ ロ ジ ーの 外 延 と して 扱 って い るが ,後 者 の ア プ リ

ケ ー シ ョ ンで は,テ ク ノ ロジ ーが人 間の 外 延 と な り,従 業 員 が反 復 的業務 や複 雑

な仕 事 を装 置 に させ るべ くプ ログ ラ ムを組 む。

社 会 工学 シス テ ム設 計 は,購 買,人 事,在 庫 管理 ,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ,コ

ン ピュ ー タ ・オペ レ ー シ ョンの よ うな サ ー ビス単 位 だ け で な く
,銀 行 や 保 険業 の

よ うな トラ ンザ ク シ ョ ン処 理 にお い て も,新CISの 統 合 で威 力 を発 揮 す る。

社 会 工学 シ ス テ ムの ア プ ローチ が この よ うな 成 果 をお さめ得 るのは ,そ れ が 組

織 の技 術 的 目標,技 術的 制 御 並 びに 組 織 的 サ ポ ー トの キ ー ・ポ イ ン ト,従 業 員 の

労 働 環 境 の 質 な どを仔 細 に検 討 す るか らで あ る。 この 技 術的 制 御 の 重 要 性 は 連 続

プ ロセ ス産 業 で は 自明 で あ るが,サ ー ビス産 業 で は さほ ど問 題 とされ な い 。
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職 務 分 断 の危 険 性

地 平 に姿 を現 わ して い る次 の 挑 戦 課 題 は 「オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン 」の標

的 で もあ る 一般 の オ フ ィス だ 。だ が標 準 的 な オ フ ィス環境 に安 価 で信 頼 度 の高 い

CISを 導 入 す る こ とは,労 働 の 分 断 を生 起 す る引 き金 とな り知 識 労 働 者 間 だ け

でな く彼 等 と経営 管理 者 との 間 の 関係 性 崩壊 を もた らす か も知 れ な いのだ 。 電 子

メ ー ルの よ うな 未 来 オ フ ィスの武 器の 一 部 は,マ ネ ージ ャ ーと周 辺 の人 々 との 結

びつ きを向 上 させ る可 能 性 を持 つ。 電 話 を か け て もなか な か 返 答 が得 られぬ 不 便

や タ イ プ業 務,オ フ ィス 間 の 通信 郵 送 業 務 で ロスす る時 間 は,こ う した電 子 メ ー

ル ・システ ムで 全 く除 去 され て しま うだ ろ う。

だ が他 の 武 器,即 ち ワー ド ・プ.ロセ シ ン グの よ うな新 しい オ フィス ・テ ク ノ ロ

ジ ーは,マ ネ ー ジ ャー及 び知 識労 働 者の 関係 を分解 し て しま い か ね な い。 表 面 上

問題 とな るの は キ ー ボ ー ドで あ る。マネージャーが キ ー ボ ー ドを自分 で使 用 しな い

限 り,WPオ ペ レー タ ーの 仕 事 は 脅 や か され な い 。 しか も大 抵 の マ ネ ー ジ ャーは

依 然 キ ーボ ー ドを彼 等 の持 ち合 せ てい な い技 能 を必 要 とす る存 在 だ と見 て い る し,

「婦 人労 働 」 の 一形 態 と理 解 し てい る向 き も多 い 。ま た た とえ電 子 オ フ ィスの登

場 で 「オ フ.イス妻 」 を マ ネ ー ジ ャーが あ き らめ るに して も,そ れ が す ぐキ ー ボ ー

ドの操 作容 認 に結 び つ く とは限 らな い 。

音 声 認 識 や 文 字 読 取 の能 力 を持 つ コン ピ ュ ータ につ い て盛 ん に楽 観 的 な 見 通 し

が 出 され てい る が,こ れ らの 新装 置 が キ ーボ ー ドに と っ て代 るま で に は少 く と も

数 年 はか か るはず だ 。 その 時期 まで マ ネ ー ジ ャ ーは,た とえ 「エ グゼ クテ ィブ ・

ワ ー ク ステ ー シ ョン 」が 日 の 目 を見 て もキ ーボ ー ドを使 用 せ ざ る を得 ない わ け だ。

さて理 想 的 な未 来 オ フ ィスが実 現 す る時,秘 書,フ ァイル ・クラ ー ク,タ イ ピ

ス ト,電 話 交換 手の 立 場 は ど うな る だ ろ う。 コ ン ピ ュ ータの補 完 的存 在 と して よ

り挑戦 意 欲 をそ そ らな い仕 事 に適 応 しな け れ ば な らな いの だ ろ うか 。 そ れ と もた

だ単 に首 を 切 られ る に任 せ るの か 。一 方,全 ス タ ッフがCISを 活 用 す る オ フ ィ

スで管 理 者 の ア シ ス タ ン トや マ ネ ー ジ ャー代理 を勤 め ら れ るよ う再 教 育の 機 会 を

捕 え られ るだ ろ うか 。
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この よ うに オ フ ィス内部 の サ ポ ー ト機能 を何 らかの 形 で調 整 す る コ ー デ ィネ ー

タ ーと して 活動 した い と考 え る上 昇 志 向 は ,オ フ ィス機 能 の向 上,適 応能 力 の増

大,労 働 環 境 の 改善 な どに 多大 の 貢 献 を もた らす に違 い な い。

コ ン ピュ ー タ リゼ ー シ ョンは,組 立 ラ イ ンにお け る職 務 の細 分 化 の よ うな ア プ

ロ ーチ を要求 してい るの で は な い。 テ ク ノロ ジ ー自身 は中 立 的存 在 と言 って も良

い 。 ジ ョブが 意欲 を そそ る もの とな るか ,あ るいは快 適 な もの,荒 涼 と した もの,

細分 化 され た もの な どの い ず れ に な るか は,組 織 の統 合設 計 に か か って い る。 人

人 が 機械 の外 延 とみ な され るか,あ るい は機 械 が 人 間の 補 完 的 存 在 と して指 定 さ

れ るか で 全 て が変 って くる 。

社 会 工学 シス テ ム分 析 の 参 加 型 ア プ ロ ーチ は,全 ての メ ンバ ーの 仕 事 を共 通 の

目的 に向 って有 機 的 に統 合 す るの だ 。
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5.「 中央 倉庫 」の組織 と情報 システ ムの計画:

現場 参加 によ る社会工学 的分析 と計画 の研究

ジ ェ ー ム ズ ・C・ テ イ ラ ー

CenterforQualityofworkingLife

UCLA

この 研 究 は,倉 庫 の 労 働 者側 と管 理 者 が 参加 して,そ の組 織 を再 編 成 した 過 程

を対象 と した もの で あ る 。 この グル ー プ は,倉 庫 とい う職 場 を従 来 よ り快 適 な働

き場 所 に す るだ け で は な く,倉 庫業 務 を よ り効 果 的 に管理 す るた め の新 しい 組織

構 造 も開 発 した 。 労 働 者 側 と管理 者 側 は社 会 工学 的 シ ステ ム(STS)分 析お よび

計画 手法 の使 用法 に つ い て訓練 を受 けた 。新 し い組 織 構 造 と報 告 関 連業 務 に 対 す

る計画 に加 えて,彼 等 は 自分 た ちのSTS分 析 の結 果 を応 用 して,社 外 の専 門 コ

ンサ ル タ ン トが 在 庫管 理 シス テ ム用 に 開発 して い た マイ ク ロコ ン ピ ュー タを ベ ー

スに した新 .しい シス テ ムの 勧 告事 項 を も評 価 した 。 この勧 告 事 項 は,バ ッチ形 式

の在 庫 管理 シス テ ム を オ ンラ イ ンの マ イク ロ コ ンピ ュー タで 置 き換 え る もの で ,

ラン ダム割 当 て部 品識 別 シ ス テム,部 品 探 索 プ ロ グ ラ ム,お よ び補 充 発注 用 の リ

アル タ イ ム在 庫 管 理 を操 作 す る もの だ った 。 コ ンサ ル タ ン トに よ る この勧 告事 項

を修正 し た グ ル ー プの 提 案 は最 高経 営 層 に よ って 認 可 され,さ らに 大 型 の 勧 告事

項の 中 に 組 み 込 ま れ た 。 この 入力 は,コ ン ピ ュ ータ ・シ ステ ム を その後 の失 敗 か

ら守 った と考 え られ る 。 従業 員 参加 とい う形 態 に 対 す る この ア プ ロ ーチを通 して,

コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム設 計 へ の ユ ーザ ー参加 の 新 しい モ デ ルの開 発 が 可能 とな

る。

1.序

この論文は,カ リフ ォルニア州北部 にある巨大 な先端技術関連工場の 中央倉庫
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グル ープに 対 す る,社 会 工学 的(ソ シオテ クニカル)シ ス テ ム(STS)の 応 用 過 程

に つ い て説 明 す る もの で あ る。 工場 組 織 の 全 体 的 な構 造 は ,一 方 の 軸 に 科 学 的部

門 ま たは技 術 的 部 門(ま た は そ の両 方)を 配 し,別 の軸 に実 験 的 プ ロ グラ ム を配

した もの で あ る。部 門 とプ ロ グ ラムの 交 差 部分 が,主 要 な プ ロジ ェ ク トお よ び 実

験 対 象 とな る。 この諸 プ ログラ ムに 対 して は 巨額 の 資金 が政 府 予 算 か ら得 られ,

プ ログ ラム の 多 くは長 期 にわ た った。 これ らの要 因 に よ って ,工 場 の 専 門職 の 間

に は 仕 事 に 対 す る強 い一 体 感 が 生 まれ,つ いに は,科 学 者 と技 術 者 の 多 くは彼 等

が 関 係 す る プ ロ ジ ェ ク トに,自 分 た ちの専 門分 野 に対 す る と同様 に 関 心 を持 つ に

い た った。

こ こで 報 告 す る ケ ー スの対 象 は,集 中化 され た サ ー ビス単位 で あ る。 したが っ

て,こ れ は科 学/技 術 マ ト リックスの 実 際の 一部 分 で は ない。 た だ し,そ の 部 門'

の 従業 員 の 多 くは,技 術 的 サ ポ ー トの た めに 多 か れ 少 な か れ永 続 的ベ ースで 特定

の プ ロ ジ ェ ク トと部 門 に 割 り当 て られ てい る。

中央 倉庫 グル ー プは,供 給 ・配 送 部 門 内の35名 の 人員 の ユ ニ ッ トであ る。 図

1は,供 給 ・配 送 部 門 と その 内部 の 中央 倉 庫 の位 置 付 け を示 した もの で あ る。

中央 倉庫 は,全 部 門 に対 して 部 品 お よび 資 材 を貯 蔵 ・供 給 す ると い う基 本 的 か つ

直 接 的 な サ ー ビ ス業 務 を行 ってい る。正 しい 権限 が あ れ ば,工 場 の どの従 業 員 も,

郵 便,電 話,ま た は 口頭 で供給 品 を注 文 で き る。 供 給 部 は,30,000点 の標 準 貯 蔵

項 目の カ タ ロ グを維 持 してお り,こ れ は数 十年 にわ た る 工場 操 業 の結 果 の集 積 で

あ る。

2.歴 史 的 経過

全 工場 を通 じての総 合的 な環境条件 は次の通 りであ る。操業後 の最初の20年

間は労使 関係 は極 め て調 和 の とれ た もの だ った。工場 立地が大 きな都市部に接

していないに もかかわ らず賃金 は高 水準にあ った。い くつかの労組が活 動 しては

いたが,非 専門的従業員で これに加盟 した ものは ごく少数 だった。 しか し,政 府
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供 給 業 務 課

中 央 倉 庫

供 給 サ ー ビ ス

現場300供 給業務

供 給 ・配 送 部 長

供 給 ・配 送 副 部 長

在 庫 管 理 課

在 庫 管 理

在 庫 補 充

在 庫 標 準

事 務 機 械

事 務 管 理

資 材 配 送 裸

出 荷 ・検 収

図1:供 給 ・配送部 門の構造 と中央 倉庫の位置 付け
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受 注 の 削 減 によ って,1960年 代 の末 か ら1970年 代 の初 頭 の4年 間 にか け て同 工場

は サ ー ビス要 員 の約20%の 縮 小 を強 い られ た。 この時期 に,経 営 側 に 対 す る従 業

員 側 の か な りの不 信 感 が醸 成 され た が,1973年 以降 に 政府 関 連 の 受 注 が 改 善 さ

れ るに つ れ,全 体 的 な雇 用 パ タ ー ンは 力強 さを回 復 した 。 新 規雇 用 者 は,縮 小 時

に レイ オ フ され た人 員 数 をす で に 上 回 ってい る。 それ で も経 営側 は 従 業員 の 不 満

に対 して は敏 感 で,雇 用 開発 部(EDD)を 創 設 してい る ほ どで あ る。筆 者 が この

工場 と関係 が で きた の も,EDDの 組 織 開 発 グ ル ープを 経 由 した もの だ った 。 こ

の グル ー プはSTSの プ ロセ ス とそ の可能 性 に 着 目 して いた の で あ る。

中 央 倉 庫 グル ープの い くつ かの 問 題 点 が洗 い 出 され た 。高 令 で 在職 期 間 の 長 い

資材担 当 者(主 と して 白 人男 性)は 退 職 し,こ れ に多 数 の女 性 と黒 人 が と って 代

りつつ あ った 。 この 傾 向 は,初 期 の 人 員 縮 小 と,工 場 の 多 くの サ ー ビスの 肩書 の

地位 お よ び 賃金 の 明 らか な下 方修 正 と相 ま って,1974年 頃 に は顕 著 な 士 気低 下

を招 き,2つ の 労 働 組 合 の 烈 しい組 合員 獲 得 ドラ イブに 対 してか な りの加 盟 者 が

出 る とい う状 態 だ った 。

従 業 員 が特に 関 心 を持 った の は,仕 事 の 呼称,能 力 に よ る賃 上 げ,お よび 昇 進

シ ステ ムだ った。1975年 か ら,あ る社 外 コンサル タ ン トに調 査 を依 頼 した が ,調

査 結 果 が あ ま りに 否定 的 な の で,こ れ に 対 して は事後 に なん の 対 応 策 もと られ て

は い な か った。 こ れ と時期 を同 じ く して,必 要供 給 品 の長 期 に わ た る在 庫 切 れの

苦 情 が各 所 か らい っせ いに あが りは じめ た。

供 給 ・配 送 部 の 新 任 の部 長が 問 題 の所 在 を突 きと めた結 果,同 部 門 に存 在 す る

問 題 の大 半は 中央 倉 庫 に原 因 が あ る と い うこ とが 判 明 した。 まず,こ の 問題 は 一

般 に,す な わ ち工 場 の全 員 に 公開 された 。 第2に,ユ ーザ ーの苦 情 を追 跡 す る と

その ほ とん どが 中央 倉 庫 に 到 る こ と も分 か った。逆 に,従 業員 の 苦 情 の 大 部 分 も

中 央 倉 庫 か ら発 し て い た 。第3は(お そ ら く最 も重 要 な点 だ が),中 央 倉 庫

の 基 本構 造 は20年 間 ま った く変 わ ってい な い とい うこ とだ った 。筆 者 がSTSコ

ンサ ル タ ン トの役 目 を引 き うけた の は,こ の新 しい 部 長 の熱 心 な 要 望 に よ る もの

で あ った。
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2.1社 会工 学 的 シ ステ ム

組 織 変 更 に対 す る社 会 工学 的 シス テ ムの ア プ ロ ーチ は,技 術 の体 系 的 な 分 析 と

組 織 内の 人 間 に よ る相 互作 用 の 付 随 パ タ ー ンに つ い ての 体 系 的 な 分析 に基 礎 をお

い て い る 。作 業 構 造,報 告 の 関 連 性,お よ び任 意 の 特 定 の仕事 に お け る意思 決

定 の範 囲 につ い て の 選 択 範 囲 は,一 般 に考 え られ て い る よ りは ず っ と広 範 な分 野

に わ た って い る。1950年 代 に は じま ったSTSア プ ロー チ を使 用 す る初 期 の 実

験 は,そ の後 急 速 に 進 歩 して,採 炭,繊 維 の よ うな多 様 な産 業 分 野 で 作業 を組 織

で きる生 産 的 な シス テ ムへ と成 長 して きて い る。 これ らの 初 期 の さ ま ざ まな実 験

段 階 を経 過 して,社 会 工 学 的 シ ス テ ム分 析 は,組 織 内 の生 産 性 と労 働 環境 の質 の

向上 の た めの テ ス ト済 み の正 しい方法 とな って い る。STSの 実 験 の大 部分 は,

ブル ー ・カ ラ ー とい う設 定 で 行 われ て い るが,最 近 の実 験 は,ホ ワイ ト ・カ ラ ー

の事 務 お よび専 門 職,お よび サ ー ビス業 にお い て も;STSは 同様 に効 果 的 だ と

い う こ とを示 して い る。

STSの 分 析,企 画,お よ び実 施 に 従業 員 が 参加 す る とい う こ とは,最 近 の重

要 な現 象 で.ある 。従 業 員 の 参加 を促 進 したの は,現 在 のSTS分 析 お よ び企 画 プ

ロセ スで あ る。 これ は次 の 明 瞭 に定 義 で き る5つ の ステ ップで構 成 され て い る。

す なわ ち,精 査,技 術分 析,分 散 管理 分 析,社 会 システ ム分 析,お よ び設 計 で あ

る。 この ほか に,カ リフ ォル ニ ア大 学 ロサ ン ゼル ス校 の労 働 品 質 セ ン ター(Cen-

terforQualityofWorkingLife)は,上 記 の5つ の ステ ップの 従 業 員 に よ

る実 行 を指 導 す る行 きと どい た構 成の 訓 練 プ ログ ラム も開 発 し て い る。 こ の コ

ースの 内 容 に は ,組 織 と システ ムの理 論,測 定 手 法,お よ びSTS分 析 と企画 の

た めの ガ イ ドラ イ ンが 組 み 入 れ て あ る。

2.2プ ロ ジ ェ ク ト'

このSTSプ ロジ ェク トの 目的 は,中 央 倉 庫 に お け る2つ の 改 善 事項 一技 術 的
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効 率 性 と従 業 員 の 士 気 の 向 上 一に 立 向 うこ とだ った。 部 門の 新 しい部 長 は,こ の

2つ の 目的 に対 して別 々の働 きか け を開 始 した 。技 術 的効率 性 の 向上 に つ い て は ,

資材取 扱 いの 装 置 メ ー カ ーか ら改善 勧 告事 項 を集 め た 。従 業員 の 士気 向 上 に つ い

ては,不 平 不 満 に耳 を傾 け る公 開 の場 と して 一 連 の従 業 員 ミー テ ィ ングを 開 い た。

い くつ か の 組 織 上の 変 更 が 必要 だ とい う こ とは 明 らか だ った。STSア プ ロ ーチ

が,新 形 態 の作業 組織 の 勧 告 をつ く り出 す た めに ,バ ラ ンスの とれ た 考 え方 を提

示 し,明 確 な大 枠 を約 束 した。 技 術的 変 更 と近 代化 を勧 告 す る特 定 作 業 を,あ る

コ ンサ ル テ ィング会 社 に委 嘱 した 。 資材 取 扱 い装 置 メー カ ーや コ ン ピ ュー タ ・シ

ス テ ム業 者 と関係 の な い 会社 で あ る 。 この コ ンサ ル タ ン ト ・グ ル ー プは ,貯 蔵 品

の整 理 し直 しに必 要 な オ ンラ イ ンの コ ン ピュー タ ・シス テムが 彼 等 の 勧 告 に は 含

まれ る こ とに な ると 予測 した。STS作 業 は部 分 的 に は,こ れ らの技 術 的勧 告 が

作 成 され れ ば それ を評 価 し,生 産 性 と士 気 に 最 も適 す る形 に,こ の 勧 告 ま た

は組 織(ま た は その 両 方)を 修正 す る手段 と考 え られ て いた。

社 会 工学 的 企画 チ ームが,2人 の 資材 取 扱 い担 当 者(す な わ ち 「倉 庫 番 」),

1人 の 監 督 者,お よ び2人 の管 理 者 に よ って 構 成 され た 。 この チ ームは,志 願 者

募 集 の 形 で結 成 され た 。 資 材取 扱 い担 当 者 の3分 の2が 志願 し,こ の うちか ら2

人 を供 給業 務 課 の課 長 が選 んだ 。 監督 者 は1人 も志願 が なか ったの で ,経 営 側 が

1人 に 参加 を要 請 した 。 中央 倉 庫 グ ル ー プ担 当 の課 長 と この 部 門 の 副部 長 の2人

が,STSチ ー ムの最 終 メ ンバ ーと し て部 長 に よ って指 名 され た 。 チ ー ムが結 成

され る と,た だ ちに初 期 訓 練 とSTS分 析 が 開 始 され た 。

2.2.1ス テ ップ1:精 査

初 期 訓 練 の 課程 が終 了 す る と,中 央 倉 庫 の 正式 の 精 査 が は じま った
。 この 過 程

は,シ ス テ ム 目的 の 識 別 と,特 定 の 境界 の 内部 で解 決 の必要 が あ る問 題 の初期 判

別 を含 ん で い る。精 査 は3回 の 会 議 で 完 了 し た。 図2は ,STSグ ル ー プの精 査

の 要 約 で あ る。 技 術 的 境界 は ,電 話,郵 便,ま た は現 場 カ ウンタ ーに よ る注 文 が

彼 等 の シ ステ ムへ 入 力 され る点 で あ る。
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シス テ ム 目的:従 業 員 イ ンプ ッ トを正 当 に考 慮 しなが ら
,能 率 的 で 適時 な方

法 で可 能 な最 良 のサ ー ビ スを用 意 す る。

ア ウ トプ ッ トま たは 製 品:カ ウ ンタ ー客 へ 手渡 され るか ま た は 引渡 し域 へ 移

動 され る要 求 資 材。

イ ンプ ッ ト:手 紙,現 場 カ ウ ンタ ー ,ま たは電 話 に よ る客 の 要 求 。

境 界:電 話,カ ウ ンタ ー,ま た は郵 便 に よる 要求 を受 け た場 合 は,資 材 が 引

渡 し域 へ 渡 され る場 所 。時 間境 界 は,要 求 された 資 材 の 供 給 に要 す る時 間

'の 長 さ
。 人的 境界 は,中 央 倉 庫 グル ー プ ・リーダ ー以 下 すべ ての 資材 取 扱

い 担 当者 を含 む 。 物理 境界 は ,中 央 倉 庫 の建物 に限 定 す る。

社 会 シス テ ム:中 央 倉 庫組 織 図 。

問 題提 示:手 持 ちの 人員 と限 られ た あ る空 間 で,ど の よ うに して増 大 す る資

材 要求 に 適時 に対 処 す るか 。 カ ウ ンタ ー客,衝 動 買 い 客,週 に 一 回 しか 更

新 しな い コ ン ピ ュー タ,安 全 問 題 と フ ォー ク ・リフ トのほ こ り問 題,検 査

した項 目に つ い ての書類 作 業の 適 時 性 。

図2:中 央倉庫業務 の精査(組 織 的 システムの概 要)
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精 査 に よ って特 に 中央 倉 庫 関 連 と規定 され た問 題 は ,次 の様 に練 りあげ られ た。

カ ウ ン タ ーで

「衝 動 買 い客 」は応 待 に余 分 の時 間 が かか る。 カ ウ ンタ ー注 文(お よび電 話 注

文)に は カタ ロ グ番 号 が な い こ とが 多 い 。

検収 について

検収 作業は部分的には検収担 当者 が行 っているが,中 央倉庫でや り直す必要 が

あ る。

量 の増 加 に つ い て

郵 便 で 受 けた注 文 は,す み やか に処 理 され てい な い。

在 庫 帳 に つ い て

在 庫 レベ ル と未処 理 注 文 は,コ ン ピ ュー タで 週 に一 回 しか更 新 され な い。 部 品

が よ く在 庫 切れ とな り繰 越 し注文 とな る。

在 庫 品 取 扱 い に つい て

あ らゆ る通路 で フ ォー ク リ フ ト ・トラ ックの身体 的 危 険 が あ り,ほ こ りっぽ い。

2.2.2ス テ ップ2:ユ ニ ッ ト業 務 と主 要 な 分 散 の識 別

精 査 が終 了 す る と,技 術 的 シス テ ム分 析 の 訓 練 が は じま り,作 業 シ ス テ ムの 技

術 的構 成 要 素 と これ の 「ユ ニ ッ ト業 務 」へ の グル ー プ化 につ い ての論 理 的 分 析 を

確 実 に 行 う概 念 と方 法 論 を この 訓 練 で取 り扱 った 。 ユ ニ ッ ト業 務 とは,論 理 的 に

統 合 され た仕 事 の セ ッ トで,作 業 過 程 の 変化 によ って その1つ1つ は区 別 され る。

中 央 倉 庫 に お いて は,客 の要 求(シ ス デ ムへの 主要 な 入力)は ,3つ の 識別 可能

な 状態 変 化 を通過 して項 目記 入済 み注 文 とな る 。 この状 態 変 化 ,す な わ ち 「ユ ニ
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ッ ト業務 」は,1)注 文受 領,2)注 文 と在 庫 の 突 合 せ ,お よび3)注 文 品 引 渡

しで あ る 。

技 術 的 分 析 の 次 の 重 要 な 目標 は,プ ロセ スに 起 き る主要 な分 散 の 識 別 で あ る。

分散 とは,シ ス テ ムが その 通 常 仕 様 ま た は希 望 仕 様 か ら逸 脱 す る傾 向 と定 義 され

る。分 散 は,入 力 ま た は 操 業 中 の作 業 プ ロセ スそ れ 自体 の 結 果(ま た は その 両 方)

か ら起 こる 。分 散 は,操 作 の 組織 に 関連 す る分 散 の 制 御 面 での シス テ ムの 弱 点 に

集中 す る。 図3は 識 別 され た主 要な 分 散 をま とめ た もの で あ る。 この プ ロ セ ス に

よ って,チ ーム は 中央 倉 庫 の中 心 的仕 事 で あ る 「客 の 注 文 を満 足 させ る 」とい う

概 念 を,彼 等 自身 の 用 語 で あ らわ す ことが で きる よ うに な った。加 え て,彼 等 は

この プ ロセ ス を3つ の相 互 に 排 他 的 で 網 羅 的 な 段 階 に 分 割 し,技 術 的 分散 を この

各 段 階 に対 応 させ る こ と もで きる よ うに な った 。 い ま まで 出会 った こ との な い作

業 シ ス テ ムに対 して こ の チ ー ムが 展 望 を持 ちは じめ た こ とが,今 や は っ き りと し

て き た。

作業 プ ロセ スは,3つ の 基 本 ユ ニ ッ ト業 務 に 分類 され,プ ロセ ス中 の 分散

を識 別 す る た めに 調 査 され た。29の この よ うな分 散 が リス トされた 。 次 に こ

れ らの分 散 を評 価 し,そ の 中 か ら重 要 な,す な わ ち 「キ ー 」と な る分散 を選

ん だ 。 この よ うに して18の 主要 な分 散 を識 別 した。 次 に この 主 要 な分散 を グ

ル ープ 化 す る と,以 下 の4つ の 基本 的 な関 心 領 域 と な った。

資 材 特 性;探 索,サ イ ズ,重 量,取 扱 い 上の 注 意,危 険 品,動 きの速 い項

目 に関 連 す る問 題 。

カ ウ ン タ ー活 動;書 面注 文 の 項 目記 入 の 遅 延 の 原 因 とな る過 大 な荷 動 き ,

お よ び資 材 請 求 側 の 不 適 当な 情報 に よ る記 述 問 題 。

作 業 負 荷/量;資 材請 求の 量,請 求 ご との行 項 目の 数,特 別 勘定,注 文 を

処 理 し返 事 をす るのに 要 す る時 間 。

優 先要 求:至 急 請 求 の数,こ の シ ス テ ムの濫 用,郵 便 注 文 で よいの に カ ウ

ンタ ー請 求 を使 う。

図3技 術的 システ ム分析(主 要な分散 の識別)
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2.2.3ス テ ップ3:分 散 制 御 の分 析

チ ーム は この4セ ッ トの 主 要 な分 散 を調 査 し,現 在 の シス テ ムが どの よ うに こ

れ らの分 散 を制御 ま た は 吸収 して い るか を洗 い 出 した 。 分析 の結 果 判明 した こと

は,資 材取 扱 い担 当 者 が 中央 倉庫 活 動 を取 り しき っ て い た とい うこ とで あ る。 大

きい項 目ま た は重 量 の あ る項 目を持 ち出 す場 合 は フ ォー ク ・リフ トの運転 者 と係

の リー ダ ーた ち と協 力 して,資 材取 扱 い担 当 者 は 注文 品 を在 庫 か ら取 り出 して い

た こ と を,第1の 主 要 分 散 は示 して いた 。倉 庫 内 の各 所 に広 く分 散 してい る動 き

の 多い 在 庫 品 を求 めて,彼 等 は多 くの 場 合,か な りの距 離 を歩 い て いた 。

第2の 主要 な分散 「カ ウ ンタ ー活動 」につ い て も,資 材取 扱 い担 当 者 は重 要 な

役 割 りを演 じ てい た。 彼 等 は,カ ウ ンタ ーで の 請 求 を他 の援 助 な しで処 理 して い

た。 カ ウ ンタ ー請求 の 場 合 は,カ タ ログ番 号 が ほ とん ど使 用 され てい な くて,し

か も上 司 か らの 援助 な しで その注 文 に直 ちに 対 処 しな け れ ば な らな い とい う非能

率 な 状 況 に,資 材取 扱 い 担 当 者 は 立 た され て い た。

分散 の 第3の グル ー プ 「作業 負 荷 サ イ クル 」に つ い ては,資 材 取扱 い担 当 に圧

力 をか け て仕事 を急 が せ,仕 事 量 に 追い つ くた め に残 業 と休 日 出勤 を頻 繁 に要 求

す る こ とに よ って対 処 して い た 。

分散 の 第4分 類 の 「優 先 作業 の量 」と 「至 急 請 求 」に つ い て も,ほ ぼ 同様 の 方

法 で対 処 して い た 。 資 材取 扱 い担 当者 ヘ プ レ ッシ ャー を か け る こ とで あ る。

以 上 を ま と める と,中 央 倉 庫 に お け る主 要 な分 散 を処 理 してい たの は 資材 取 扱

い担 当者 達 で,彼 等 は 他 の助 力 を求 め るか,ま た は 援 助 な しで 状 況 に対 処 す る こ

と を期 待 され て い た わ け で あ る。

技 術 コ ンサ ル タ ン トの調 査 との 関 連 性

STS調 査 とは 無 関係 に,し か しこ れ と並行 して,あ る独 立 系 の技 術 コ ンサ ル

タ ン ト会 社 が 倉 庫 業 務 の 技 術 調 査 を 行 って いた 。 こ の グル ー プの 正式 な1つ の調

査 結 果 が,STSグ ル ー プの 数 人 の メ ンバ ーが 出席 して い る会 議 に提 出 され た。

この 調 査 結 果 は,ミ ニ コ ン ピュ ータの導 入 に よ って倉 庫 業務 は利 益 を受 け る と い
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う こ と を示 して い た 。 こ の 目的 の た めに,コ ンサ ル タ ン ト ・グル ープは,コ ン ピ

ュー タの19項 目の利 点 を列 挙 した報 告 書 を作 成 して い た 。

この提 案 は,企 画 チ ーム に考 え る き っか け を与 えた 。 会議 中 は 口頭 に よ る質 問

は ほ とん ど出 な か った が,彼 等 は その 日の うちに も う一 度 会 合 し て,耳 に した こ

とに つ い て意 見 を交 換 した 。 コ ンサル タ ン ト ・グル ープが 列 挙 した19項 目の利 点

の うちに は,動 きの速 い部 分 に は コ ン ピ ュ ータを応 用 して ラ ンダ ム番 号 を 付 け カ

ウ ンターの近 くに 在 庫 す るこ とによ って,在 庫 か ら物 品 を取 り出す に 必 要 な時 間 を

短 縮 で きる とい う勧 告 が あ った 。 カ ウ ンタ ーで の取 引 きは 面倒 で は あ るが 重 要 だ

とい う こ とは,独 自の 分 析 を行 って い たSTSチ ーム に と って は明 らか な こ とだ

った 。 しか し,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムを実 現 す る には,従 来 の よ うな 単 な る物

品 記 述 で は な く,カ タ ロ グ式 の番 号 を誰 か が 用意 しな け れ ば な らな い こ と も明 ら

か だ った 。 チ ー ム と し て,彼 等 は これ が 資 材取 扱 い担 当者 に 与 え る マ イ ナ ス面 の

影 響 を懸 念 した。 担 当 者 に と って は,客 に 調 べ て もら うた め に番 号 へ の 参 照 な し

で 物 品 を在 庫 か ら取 り出 す こ とは,ま ず 不 可能 だか らで あ る。STSチ ームが 明

示 した この 懸 念 事 項 を基 礎 に して,部 長 は 最終 勧 告事 項 の提 出の 前 に カ ウ ン タ ー

取 引 きに対 す る影 響 を考 慮 す るよ う,こ の コ ンサ ル タ ン ト ・グル ー プに 要 請 した 。

次 の 勧 告 に つ い て企 画 グ ル ー プ と コ ンサ ル タ ン ト会社 は 密 接 な連 携 を保 ち,次

の正 式 会 合の 席 上 で は,カ ウ ンタ ー取 引 き は今後 も行 わ れ これ は 常 に 重要 で あ る

とい うこ と を両 者 は確 認 した 。 コ ンサ ル タ ン ト会社 の報 告書 は後 に 部 長 に 再 提 出

され たが,こ れ に は カ ウ ンタ ー取 引 きに よ る項 目記 述 問 題 が 今後 も続 く とい う前

提 で,よ り効 率 的 な在 庫 位置 の使 用法 の採 用 に つ いて示 唆 が 含 まれ る こ と とな っ

た 。 この 点 につ い ての 修 正 報 告 書 の勧 告 は,動 きの速 い項 目 と遅 い項 目が 非常 に

類 似 して い て カ ウ ンタ ーで請 求 者 が 検 査 ・比較 を求 める可 能 性 が あ る もの に つ い

て は,同 一場 所 に同 じセ ッ トの 番 号 で 在 庫 す る とい う こ とだ った 。STSチ ー ム,

経 営 者 側,お よ び コ ンサ ル タ ン ト間 の コ ミュニ ケ ーシ ョンは,中 央 倉 庫 の業 務 改

善 に コ ンサ ル タ ン ト側 の 専 門 知 識 を利 用 す る 上 で,強 力 で効 果 的 な 方 法 とな っ た。
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2.2.4ス テ ップ4:社 会 シス テム 分 析

STSチ ーム は,彼 等 の 部 門の社 会 シス テ ム分 析 の訓 練 と これ の実 施 に合 計 四

週 間 を費 した。 訓練 は,「 社 会 的 役 割 」に つ い ての チ ームの概 念 規 定 を中 心 と し,

講 義 と討 論 の形 を と って行 わ れ た。 「役 割 」は,従 業 員 に 対 して組 織 が求 め る要

求 事 項 と,従 業員 の 個 々の 欲 望 と特 性 の 間 の基 本 的 な リ ンクで あ る と提 案 され た 。

社 会 シス テ ム は,目 標 達 成 の た めの い くつ か の 機能,環 境 条 件 が 要求 す る もの

と撹乱 す る ものへ の 適 応,内 部 環 境 の 一 本化,お よ び最 後 に 個 人 と単 位 組 織 に対

す る支 援 の 用 意 を提 供 す る もの と理 解 され た 。図4の モ デルは,訓 練 の 概 念 内容

をま とめ た もの で あ る。

関 連 性

　 ㍗ 徽 爆i

1.目 標 達 成

2適 応

3一 本 化

4支 援 と発 展

上の マ トリ ックスの 各 枠 は,次 の3つ の 方法 の

いずれ か で 測 定 可 能

動 態 「 どの よ うに行 うか 」

満 足度 「自分 は そ れ を気に 入 って い るか 」

価 値 付 け 「ど うあ るべ きか 」

図4:社 会 シ ス テ ム ・モ デ ル

最終 的 に,チ ームは 半 ば 書式 化 した イ ンタ ビュ ーの 形 式 を決定 し,こ れ で中 央

倉 庫 と衛 星 的 な職 場 の 担 当者 を打 診 す る こ とに した 。 この 書 式 をつ く り上 げ る前
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に,多 くの 未解 決 問 題 を うま く処理 す る必 要 が あ った。 その 問 題点 とは,倉 庫 の

担 当 者か ら協 力 と公 平 な意 見 が得 られ るか と い う懸 念,管 理 者 と作業 の 質 問 に 対

す る回答 で否 定 的 な 反 応 を引 き出 す 危 険,お よ び イ ンタ ビ ューを チ ーム 自体 が行

うか ど うか とい う こ とだ った 。

最 初 の問 題 点 は チ ー ムに と って は重 大 な 懸 念 事 項 だ った 。 この調 査 に 企 画 チ ー

ムは時 間 をか けす ぎて い る と倉 庫担 当者 が 感 じて い る とい う噂が ひ ろま って い た

か らで あ る。 した が っ て,チ ームは 作業 の速 度 を2倍 に し,そ の ペ ー スで同僚 へ

の コ ミュニ ケ ーシ ョンを開 始 した 。第2の 懸念 は微 妙 な 問 題 で ,特 に チ ー ムの管

理 者側 メ ンバ ーに と って は重大 な意 味 を持 つ もの だ ったが,と にか く決 め た通 り

に イ ンタ ビ ューを行 うこ とに な った 。

最後 に第3の 問 題 に つ い ては,チ ームの 中 で地 位 の 低 い2人 の メ ンバ ー を イ ン

タ ビ ュ ー担 当 者 に使 い,こ れ に コ ンサ ル タ ン トを 付 け る こ とで解 決 した 。返 答 に

つい て は 完全 に 秘 密 を守 り,各 質 問事 項に 対 す る返 事 は,ま とめて チ ー ムの全 メ

ンバ ーで 分 析 す るこ とで 合意 が 成 立 した 。 イ ン タ ビ ュ ーの 手 法 につ い て は,外 部

の 専 門家 か ら講 義 を うけ た。

イ ンタ ビ,ユーは 支 障 な く進行 し,こ の 間 に判 明 した ことは,従 業 員 た ちが 参加

す る こ とに 関 心 を持 って い る とい うこ とだ った 。調 査 そ の もの に 対 す る最後 の質

問 項 目へ の 回答 に は,調 査 に対 す る敵 意 も態 度留 保 も示 され て は い な か った。

イ ン タ ビ ュ ーに 続 く分 析 は,関 係 者す べ て に と って興 味深 い作業 だ った。 イ ン

タビ ュー を担 当 しな か った 管理 側 チ ー ム ・メ ンバ ーは,デ ータに対 して しば しば

驚 きの声 をあ げ た 。 イ ン タ ビ ュー担 当 者は 管 理 者 に対 して デ ー タを説 明 し,疑 問

点 に つ いて は デ ータの 内容 を実 証 し,さ らに意 外 な 回答 に つ い ては,こ れ を解 釈

す る こ と もで きた 。

作業 それ 自体,作 業 グ ル ー プ,直 接 の 監督 者 層,お よ び さ らに 上の 管理 者層 に

ついて の イ ン タ ビ ュ ーの要 約 が チ ー ム ・メ ンバ ーに よ って 作 成 され た 。

質 問 の 結果 は,前 述 の技 術 的 分 析 の 間 に 洗 い 出 した結 果 と極 めて 類 似 してい た。

中 央倉 庫 が対 処 しなけ れ ば な らな い仕 事 の変 差(主 要 な 分 散)の 原 因 は,資 材 の
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サ イ ズ,重 量,お よ び そ の位 置,カ ウ ンタ ー取 引 き と現 場 外 の請 求の 緊 急 度 ,お

よ び需 要 に 対 す る 資材 調 達 の不 確 実 性 だ った。 資 材 取 扱 い担 当 者 た ち は 自分 た ち

の 行動 で これ らの分 散 を吸収 して い る と思 って い る こ とが ,調 査 結 果 で 示 され た。

彼等 は 自 分 達 は 親 切 で能 率 的 に や って は い るが,カ ウ ンタ ー取 引 きは相 当 の重 荷

だ と考 えて い た。 ま た,自 分 達 の 仕 事 を完 全に 学 ぶ た め に ,さ らに相 互 訓練 が必

要 と考 え て い た。

社 会 的 関連 性 を取 扱 う質 問 によ って,資 材取 扱 い担 当者 た ちは 自分 の仕 事 を行

うに 当 って次 第 に幻 滅 感 を深 めつ つ あ る こ とが 判 明 した 。倉 庫 内 の 同僚 か らは 適

切 な協 力 が 得 られ るが,自 分 た ちが 重 要 と考 え て い る作 業に 対 して直 接 上 司 の 監

督 者か らは低 い評価 しか 得 られ ず,管 理 層 に対 して もこの 監督 者達 は 自分 達 の仕

事 を支 援 して い な い と彼等 は 回答 してい た。 監 督 者の 上 の 管 理 層 に対 す る資 材取

扱 い担 当 者 達 の 批 判 は さ らに痛 烈 だ った。 主 要 な分 散 に対 し て ど う対処 した らい

い のか,そ の 指 示 さえ 皆 無 だ とい うの で あ る。

報 告 され た管 理 者 パ タ ー ンは,否 定 的 だ った。 「彼 等 は 聞 い て くれ ない 。 聞い

て もわ れわ れ の 努力 に 応 えて それ を上 に具 申 して くれ ない 」,新 任 の 部長 に対 す

る意 見 で は,彼 等 は肯 定 的 だ った 。た だ し,彼 の 地位 は 離 れ す ぎてい て ,彼 等 が

かか えて い る問 題 を把 握 す るの は困 難 だ と も感 じ られ て い た 。

2.3再 企 画 提 案 の作 成

再 企 画 提 案 の た め の次 のSTSの 会 合 の 席 で,チ ャー ン ズ(ACherns)の 原則

リス トに 基 礎 を置 い た1セ ッ トの ガ イ ドラ イ ンが彼 等 に 提 示 され た 。STS企 画

作 成 検討 用 で あ る 。 チ ームは,広 い範 囲 の デ ー タ と考 え方 に 立 脚 して 企 画提 案 を

す る よ う指 示 を 受 け た 。 作業 統 合の 方 向 づ け が確 定 す る と,チ ー ムは,技 術 的分

析 と社 会 的 分 析 か ら作 成 した 要約 と,技 術 コ ンサ ル タ ン ト会 社 が最 終 草 稿 として

提 示 して いた 勧 告事 項 の検 討 を開 始 した 。 チ ー ムに 対 し て奨 励 され た こ とは ,彼

等 の手 持 ち デ ー タ と同様 に外 部 か らの 勧 告 事 項 もすべ て 検討 し,た とえSTSプ

ロセ スか ら得 られ た考 え方 で な くて も,変 革 の た めに採 用 で き る考 え方 を表 明 す
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る こ とだ った 。

この プ ロセ スの 発 展 に つ れ てや が て明 らか に な った こ とは,チ ームは カ ウ ンタ

ー取 引 きを再 企 画の 中心 的 要 素 と して 強 調 して い ると い う こ とで あ った 。前 述 し

た よ うに,こ の問 題 は 彼等 の分 析 の 結 果 と して発 生 し,コ ンサ ル タ ン ト会社 の 当

初 の勧 告事 項 に お い て批 判 の 対 象 とな った もの で あ る。 チ ー ム は,こ の カ ウ ンタ

ー取 引 きに重 点 を お く こ とが
,全 企 画 の利 点 と欠 点 を評 価 す る場 合 に 役 に 立 つ と

考 え た 。 監督 者の 席 を カ ウ ン タ ー取 引 き管 理 の 近 い場 所 に 置 き,部 下 を直接 支 援

で き るよ うに規 定 した勧 告 草案 が 作 成 され た 。

部 長 は チ ームの勧 告 草 案 を検討 し,提 案 を了 承 し,回 答 覚 書 の形 で そ の 大部 分

を可 決 す る意思 表 示 を した。 さ らに 部長 は 直 接 の 部下 に実 施 プ ラ ンの 開発 を委 嘱

し,直 ちに実 行 す るよ う命 じた 。

企 画 に は 多 くの 変 更 事 項 が 含 まれ て い た。 監督 者 に よ る資材 取扱 い担 当 者 の支

援 と訓 練 の増 強,在 庫 域 の 照 明 の 改 善,新 しい 空調 装 置,フ ォー ク ・リフ トの 排

除,さ ら に最 も重 要 な 事 項 は,中 央 倉 庫 が 早 急 に 使 用 で きる ミニ コ ン ピ ュー

タの導 入 だ った。

企画 チ ー ムに 入 ってい なか った2人 の 監 督 者 は,当 初 は この 変 更事 項 にが っか

りした様 子 だ った 。 技 術 コ ンサ ル タ ン トの 勧 告 に したが って,提 案 で は 最 初 は,

動 きの早 い項 目を カ ウ ン タ ーの 近 くに 移 し,3人 の 監督 者 を再 設 計 された カ ウ ン

タ ー位 置 へ配 置 替 えす ることにな っていた 。この示 唆 は後 に修 正 され,当 初 の3つ の

課 が2つ に 統 合 され た 。残 りの 監督 者 は,検 収 機能 と中央 倉庫 内 の 大 量 在 庫 保 守

を担 当す る課 を委 任 され た。 部 の 課 長 との 会 合 と話 し合 いおよびその後 に行 われた

修 正 に よ っ て,監 督 者 た ちの 不 満 は うす らい だ 。2人 の 監督 者 は,3つ か ら2つ

の課 へ 再 割 当 て され た 資材取 扱 い担 当者 と カ ウ ンタ ーの 近 くに席 を持 つ よ うに 勧

告 され た 。 また,バ ラ積 在 庫 品 お よ び重 量 在 庫 品 に つい て は,機 械 に よ る取 扱 い

が容 易 な場 所 へ 位 置替 えす る よ う勧 告 され た。

この 社 会 関連 性に お いて期 待 さ れ た主 要 な変 更事 項 は,客 へ の サ ー ビス と部 下

へ の 支援 とい う面 で監 督 者 の 役 割 を増 大 させ た。 監督 者 の 資 材 に対 す る広 い知 識
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と,カ ウ ンタ ーにお け るそ の 存 在 が,カ ウ ンタ ーでの 客 との コ ミュニケ ー シ ョン

を 改 善 し,友 好関 係の 向 上 に も役 に 立 つ と考 え られ た。 彼 等 に は,資 材 取 扱 い担

当 者 と問 題 をかか えて い る客 との 間 の緩 衝 域 と して の役 目が期 待 され ,一 方,カ

ウ ン タ ー活 動 が予測 以 上に 多 い場 合 は,助 力 を得 るか ま たは そ れ を用 意 す る こ と

も期 待 され た。 また彼 等 は,コ ン ピュ ー タ化 システ ムに 備 えて カ タ ログ番 号 の使

用 法 に つ い て ユ ーザ ーを教 育 す る役 目 も期待 され た。

2.4企 画 段階 終 了 時 の プ ロセ ス に つ い て の注 意事 項

前 述 した よ うに,企 画 チ ー ム と技 術 的 コン サル タ ン ト会社 との 間 の コ ミュ ニケ

ー シ ョ ンの 連鎖 は
,そ の コ ンサル タ ン トを最 高 に利 用す る非 常 に 効 果 的 な 方 法 と

な った。 この コ ミュニ ケ ー シ ョ ン連鎖 は,計 画 されたものでは なか ったが ,こ れ に'

よ り様 々な ア プ リケ ーシ ョ ンに お け る技 術 的企 画 者 とユ ーザ ー ・シス テム 間 の問

題解 決 の プ ロセ ス をわ か り易 く再 現 で き るよ うに な った 。技 術 的 企 画 者 は ユ ーザ

ーと密 接 な コ ミュニケ ー シ ョンを持 た な け れ ば な らな い とい う,管 理 者 に 対 す る

有 名 な 格 言 が あ るが,中 央 倉 庫 で 開 発 され たこの モ デルは,こ の格 言 に 重 要 な修

正 を加 え た。 この忠 告 は,通 常 は 図5に 示 す よ うな相 互 作用 モ デ ル の 結 果 とな る

が,こ れ が 充 分 な効 果 を発揮 す る場 合は 稀 であ る。図5の モ デル の 非 効 率 性 の 原

因 は複 雑 であ る。 この 伝 統 的 モ デルが うま く作 用 しない 原 因の1つ は,コ ン ピ ュ

ータ ・シ ステ ムの設 計 に 対 して ユ ー ザ ーは実 際 の影 響 力 を持
って い な い とい うこ

とで あ る。 ユ ー ザ ーは 入 力 を 求 め ら れ るが,シ ス テ ムの完 全 な理 解 は 与 え られ な

い。 彼等 に 対 す る勧 告 は確 実 な根 拠 を欠 い て い る場 合が あ り ,し ば しば取 り上 げ

られ な い のが 実 状 で あ る。

者＼
技術的企画者/

図5:企 画 者/ユ ー ザ ー相 互 作 用 の有 名 な モデ ル
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これ とは対 照 的 に,こ の中 央 倉 庫 プロジェク トは,次 の モ デル を使 った(図6参

照)。STSチ ームの 中 の管 理 者 側 メ ンバ ーは,さ らに高 い レベ ル の管 理 層 に対

す る接 続 ピ ンの役 目を 果 た した 。 ま た,STSが 始 め た参 加 とい う慣 例 は,技 術

的 な コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムの設 計 にま で 及 ん だ 。 そ の結 果,企 画 チ ーム は コ ン

サル タ ン ト会 社 の提 案 を深 く理 解 し,そ の 勧告 事 項 を 自分 達 の 最終 提 案 に組 み 入

れ る こ とが で きた 。 プ ロジ ェ ク トが 進展 す るに つ れ て,当 初 の グル ー プ動 態 か ら

予測 され た よ りは は るか に率 直に な り,指 導 機 能 を分 け 合 う用 意 が で き る グル ー

プに 成長 した 。 チ ー ムの 一員 だ った副部 長 は,部 長 お よび 外 部 の コ ンサ ル テ ィ ン

グ会社 との コ ミュニケ ーシ ョ ンの パ イ プ役 を 一貫 して 引き 受 けた 。

企画 チ ー ム

管 理 者

⊥＼
技術的企画者

ヅ ー 　 )

図6中 央倉庫に おけ る企画者/ユ ーザ ー相互作用モ デル

図5は 従 来 モ デル,図6は この ケ ース で 開発 された 代 替 モ デル で あ る。 第3の

モ デ ルは マ ン フ ォー ド(E.Mumford)に よ って提 示 され てい るもので,技 術 的 コ ン

ピ ュー タ設 計 者 はSTS企 画 に 属 して い る。 この 第3モ デ ル は,技 術 的 コ ン ピ ュ

ータ設 計 を
,STS手 法 を使 って社 会 的 お よび仕 事 の シス テ ム再設 計 へ 合流 させ

る。 理 論 的 には,第3の モ デル の ユ ーザ ー ・グ ル ー プ と シ ステ ム設 計 者 間 の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ンは,企 画活 動 の 効 率 性 を図6の 場 合 と比較 して向 上 させ る。 しか

し,現 実 に は両 方 の モ デル と もに 明 白 な効 率性 を備 えて い て,多 くの 適 用範 囲 で

比較 し て もいず れ も同 等 の結 果 が 出 てい る。 コ ン ピ ュー タの シ ステ ム設 計 者 が組

織 の 従 業 員 で あ って 必要 な 期 間STS設 計 チ ーム へ委 嘱可 能 な場 合は,お そ らく
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第3の モ デ ルの ほ うが効 率 的 だ ろ う。 ま たi第3の モ デル は,ユ ーザ ー と専門 家

間 の 相 互 尊 敬 と理 解 の 役 割 関 係 を前 提 とす る。 これに 対 して 図6の モ デル は,コ

ン ピ ュー タ専 門 家 とユ ー ザ ー間 の相 互理 解 に つ い て特 別 な前 提 を必 要 とせ ず ,コ

ン ピュ ー タ専 門 家 は 自分 た ちの 手 な れ た 方 法 で デ ータ を集 め て設 計 す る こ とが で

き る。 した が って,コ ン ピュ ー タ専 門 家 の 個性 と経 験.組 織 の 大 き さ,お よ び ユ

ーザ ーの 地 位 と教 育程 度 に よ って,こ の両 方 の 新 しいSTS案 は いず れ も同 等 に

効 果 を発 揮 で きる 。

3.結 論

従業 員 の 使 える時 間 が 非 常 に 多 い 場 合 に,こ の よ うな プ ロジ ェ ク トに どん な 利

点 が あ るのか と問 う人 が あ るか もしれ な い。 あ る見方 か ら言 え ば,こ の 批 判 は 当

って い る。従 業 員 が行 った こ とを行 う外 部 の 専 門 家が存 在 してい るか らで あ る。

別 の 調 査 の場 合で あれ ば,外 部 の 技 術 コ ン サ ル タ ン トの作 業 で適 切 な技 術分 析 も

可 能 で あ り,企 業 の 従業 員 を この よ うに 大 規 模 に 参加 させ な くて も社 会 工学 的 お

よ び そ の他 の コ ンサル タン ト陣 で,社 会分 析 と企画 報 告 が実 施 で きた か も しれ な

いo

しか し,こ の 中 央倉 庫 の場 合 は事 情 が ちが う と筆 者 は断 言 す る。 結 論 と して は,

従 業員 の 参 加 が なけ れ ば この調 査 は 同 じ勧 告 事項 を結 果 と して 得 られ なか っ た は

ず だ 。

この 中 央 倉 庫 プ ロジ ェ ク トは,自 分 自身 の組 織 の分 析 と再 設 計 に従 業 員 が 参 加

で き る可能 性 を 実証 した。STS分 析 の よ うな高 度 に構 造 化 され 複 雑 な方 法 論 を,

組 織 内の メ ンバ ーで も使 え るこ とを立 証 した わ けで あ る 。 さ らに,部 門 の マ ネジ

ャーた ち と それ よ り数 レベル 下 の部 下 との 間 の協 力 を目指 す モ デル を ,こ れ は強

調 して い る。 そ して,前 者 に よ る後 者 の た め の サ ポ ー トの は っ き りし た証 明 を可

能 に し,両 者 間 の適 時 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 維 持 を も この 手 法 は 可能 に す る。

この 従 業 員/管 理 者 参加(図6)の モ デ ル は ,3つ の長 所 を備 えて い る。 この モ

デ ル に よ って,従 業 員 の 初期 の 参加 に対 す る鋳 躇 感 は早 急 に 克 服 され た。第2に,
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従 業 員 は 外部 コ ンサ ル タ ン トが作 成 した 勧 告 事項 に対 して,効 率 的 か つ建 設 的 に

疑 問 を呈 す るこ とが で きた 。第3に,こ の モ デ ル に よ って従業 員 は 自分 自身 の 組

織 の 再 建 の た めに 技 術 的 イ ンプ ッ トと行 動 科学 的 イ ンプ ッ トを効 果 的に 使 うこ と

がで きた 。

この プ ロ ジ ェ ク ト達 成 の 真の 力 は,従 業 員 た ちが この 調 査に もた ら した展 望 の

中に 存 在 し,ま た この技 術分 析 と社 会 分 析 の 両 方 の結 論 の 間 で彼 等 が 達 成 で き た

一体 化 の 展 望 の 中に 存 在 してい る
。 技 術 コ ンサル タ ン トの結 論 と勧 告 に 対 して質

問 を発 した のは 従業 員 た ちで あ り,彼 等 は部 門 の 長 を促 して こ の勧 告 に 対 す る修

正 を要 求 させ たの で あ る。 カ ウン タ ー取 引 きが 重 要 で あ って,け っ して 迷 惑 な こ

とで は な く,再 建 の 主 要部 分 もこの事 実 に 従 うべ きで あ る とい う事 実 を把 握 した

の も,他 な ら ぬ この 従 業 員 た ちだ った。 中 央 倉 庫 に おけ る社 会的 お よ び作 業 問 題

が 与 え られ た とす る と,問 題 に対 す る技 術 コ ンサ ル タ ン トの 技 術 的解 決 は 失 敗 に

終 った こと と思 う。STS調 査 法 の 存 在 が,コ ン ピ ュ ータ ・システ ム の必 要 性 を

組織 と その ユ ーザ ーへ 統 合 で きた の であ る。 こ こで 結 論 と して言 え る こ とは,技

術 に 基 礎 を置 い た シ ス テ ムの設 計 の 前 に,技 術 的 設 計 者 は社 会 シ ス テム と組 織 が

目的 とす る もの を慎 重 に 評 価 す る必要 が あ る とい う こ とで あ る。 この評 価 は,組

織 の メ ン バ ーの 直接 的 な 努 力 に よ って 大 幅 にそ の 価 値 を向 上で き るの で あ る。
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6.労 働 組 織 の 社 会 工 学 的 設 計 と新 しい 形 態

一業種 回路製造 一

ジ ェ ー ム ズ ・C・ テ イ ラ ー

CenterforQualityofWbrkingLife

UCLA

は じ め に

マ イ ク ロプ ロセ ッサ,す な わ ち単 一 チ ップ上 の コ ン ピ ュー タの導 入 は,人 工頭

脳学(サ イ バ ネ テ ィ クス),ロ ボ ッ ト工学,数 値 制御 機 械,お よ びCAD/CAM

の よ うな 産業 面 の 自動 化 の コ ス トを劇 的 に下 げ,そ の 応 用 分野 を拡 大 して い る。

しか し,こ の 強 力 な 事 象 の 内部 に もひ とつ の 歴 史が存 在 して い る。 そ れ は 一般 的

に理 解 され て い る よ うな 自動 制御 生 産 工程 と しての 自動 化 の歴 史で は な く,一 定

の制 御 の必 要 性 を な く して い く歴 史 で,こ れ は 生産 技 術 の根 本 的 な変 化 に起 因 す

る もの で あ る。

1970年 以 降継 続 して い る マ イ ク ロ プ ロセ ッサ の発 展 は,大 規 模集 積 回路(L

SI)と 呼 ば れ るお ど ろ くべ き小 型 化 を可能 に した光 蝕刻 法 の発 達 と,物 理 学 お

よび化 学 の 成果,特 に トラ ンジ ス タを 基本 に す る半導 体 回路 製 造 の金 属 酸 化 物 シ

リコ ン(MOS)製 法 に 依 存 して い る。 この よ うな技 術 面 の 顕著 な進 歩 に よ って,

コ ン ヒ。ユー タ ・エ レ ク トロニ クス は それ まで の 労働 集約 的 産業 か ら資本 集 約 的 産

業 へ急 激 に 移 行 した 。 十年 前 に は,は ん だ ごて を持 った工員 が,ト ラ ンジ ス タ,

コ ンデ ンサ,お よび レジ ス タ等 の別 々 の電 子 部 品 を細心 の注 意 を払 いな が ら手 作

業 で 金 属 フ レー ムへ組 み 立 て 配線 を して い た 。 一方,今 日で は,一 度 に 最高4,000

個のLSIチ ップ を製 造 す るの に,ほ んの 数 人 の 工員 が 風変 りな装 置 を担 当 して

い るだ け で あ る。MOSや 類 似 の技 術 には構 成 部品 の はん だ付 け とい うよ うな作
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業 は 全 く必 要 な い。 この 種 の 新 しい 半導体 技 術 は,コ ン ピュ ー タお よ び類 似 の 集

積 回路 装 置 の製 造 法 を根 底 か ら変 えて しま ったの で あ る。設 備 の 自動 化(そ の結

果 多 くの労 働 者 が 解 職 され 余 って しま った が)は,従 来の 意 味 に おい て新 しい製

造 法 の よ うに 見 え るが,単 な る コ ン ピュ ー タの プ ロセ ス制 御 とい うよ り生 産 工程

を変 えて し ま った 生 産 技術 そ の もの で あ る 。MOS工 程 は実 際 自動 制御 に コ ンピ

ュ ータ を使 用 して い る。 しか し,シ リ コ ン ・ウ ェー フ ァー を取 扱 う基 本 的 な 作業

活 動 は多 くの場 合,機 械 の動 き を単 に監 視 す るだ けで は な く,人 間 に よ る介 入 を

必要 と してい る。

自動 化 と労働 者 の解 職 に は 関連 が あ る 。 しか し1970年 代 の ア メ リカに お い て

自動 化 に 関 す る主 な 問 題 は,自 動 化 後 に残 った仕 事 を技 術 的 に 質 的 向 上 し,し か

も労 働生 活 の質 を向 上 させ る こ とが 「で き るか ど うか 」では な く,「 どの よ うに

して 」それ を行 うか で あ った 。 ア メ リ カの ジ レ ンマ は,技 術 的 決定 論 とい う工業

化 時 代 の 前 提 条件 を,予 知 不 可能 で 確 率 論 的事 象 に 対処 しな けれ ば な らな い 脱 工

業 化 時 代の 要求 条件 に,い か に して調 和 させ るか とい う こ とで あ った(Davisと

Taylor,1976)。 技 術的 決 定 論 は,技 術 が 最 も重 要 な 要 素 で,仕 事,業 務,

お よび 組織 は技 術 を支 え るた め に従 属 しな け れ ば な らな い とい う結 論 を導 きだす 。

ま た,技 術 的 決定 論 で は,「 一 つ の 最 良 の 方 法 」があ る とい うこ と を前提 に し,

そ の方 法 が技 術 に よ って要 求 され る。 この ジ レンマ は まだ解 決 され た わ けで は な

い が,現 在 蓄 積 され つつ あ る ア メ リカの経験 は,技 術 的 要件 と同 様 に 社 会 的 お よ

び心理 的要 件 に も対処 す る よ う設 計 され た 新 しい形 態 の 労 働 組 織 が,最 近 の シ ス

テ ムの 成 功 を特 徴 づ け る組織 の 反応 の柔 軟 性 を,よ り良 好 に 提 供 で きる とい うこ

と を示 して い る。組 織 的 学 習 お よび シ ステ ム的 相 互 依 存 の 単 位 と して は,個 々の

労 働 者 や 監督 者 よ りは 作業 チ ーム ま た は作 業 グル ー プのほ うが 適 切 で あ る こ と を,

ア メ リカの 管理 者層 は次第 に認 識 しは じ めて い る。1950年 代 お よび1960年 代

に お い て 人 間 関係 と仕 事 が 豊 かに な ってい く方 向性 に 至 るまで の ア メ リカ産業 革

命 の 進展 を追 跡 す る試 み は,1910年 か ら イ ギ リス産業 革 命 の 工場 シス テ ムへ さ

か の ぼ り,F.W.Taylorを 始 祖 とす る研 究 分 野 だが,こ の研 究 に よ る結 論 は,
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個 々の仕 事 お よび労 働 者 に 重 点 をお い た こ とが1910年 か ら1960年 ま で の ア メ

リカの 工業 シス テ ムの 成 功 の 原 動 力 とな り,し か もそれ 以後 の生 産 性 を下 降 させ

るに 至 った とい う こ とで あ る(DavisとTaylor,1979)。

アメ リカの エ レ ク トロ ニ クス産 業 は,文 字 通 りこの ア メ リカの繁 栄 の 分 岐 点 以

降 か ら発 生 した もの で あ る。 これ は,IBMやAT&Tの 大 研 究 所,お よ び マ サ

チ ュ ーセ ッツ州 ケ ン ブ リ ッジや カル フ ォル ニ ア州 パ ロ ・アル トの裏 庭 の 作業 場 の

両 方 の発 明 家 た ちの頭 脳 と手 作業 か ら出 て きた産 業 で あ る。 この 産業 の 多 く は小

さ く ス タ ー トして 成長 は急 速だ った の で,技 術革 新 に対 す る欲 求 と個 人 的 資産 の

追求 に 比較 す る と,組 織 の あ り方 に つ いて の 関 心 は低 いま まで 今 日に 及 ん で い る。

した が って,現 在 の ア メ リカの エ レ ク トロニ ク ス関連 の 企業 に 見 る ことが で き る

組 織 は,1910～60年 代 の 成功 と1960～80年 代 の下 降 期 のTayl .or型 の モ デ ル

の模 倣 以 外 の な に もの で もな い。 マイ ク ロエ レク ト ロニ クス技 術(た と え ば,L

SIとMOS)に 対 す る資 本 投 下 に よ って コス ト的 に も量 的 に も初 期 の 製 品 よ り

格 段 の 進 歩 を示 しなが ら も,類 似 の 製 品 を類 似 の生 産 工程 を使 らて生 産 して い る

日本 に対 して,ア メ リカの マ イ ク ロ プ ロセ ッサ産 業 は競 争 を有 利 に展 開 で きな い

まま に推 移 してい る ので あ る 。 マ イ ク ロエ レク トロニ クス分 野 の ア メ リカの 管 理

者 た ちが 日本 の生 産 と管 理方 法 に 注 目 しは じめ て い るの は事実 で あ るが,実 際 に

行 動 に移 した こ とと言 え ば 「品質 管 理 サ ー クル 」とい う従業 員 提案 制 度 の 模 倣 程

度に す ぎな い 。

ア メ リカに お け る社 会 工学 的 シ ス テ ム とは,1970年 代 にわ た って 組 織 の有 効

性 と労 働 生活 の 質 を顕 著 に向 上 した,組 織 の あ り方 につ いて の ア プ ロ ーチ であ る

(Srivastva他1975,Cummings1978,Pasm・re1978)。 社 会 工 学 的 シス テ

ム設 計 とは 意 図 的 な 作 業 で,組 織 の 構 造 的 側 面(分 業,業 務 企画,作 業 グ ル ー プ

の 定 義,お よ び業 務 評価 等)を 調 査 ・評 価 し,そ れ に よ る その後 の構 造 上 の 変 化

に指 針 を与 え て正 当 化 す るこ と を 目的 とす る 。社 会工 学 的設 計 は,多 くの場 合 労

働 者 の チ ーム を対 象 と し,こ の諸 グ ル ープの 性 格(面 識 関係,グ ル ー プの 大 き さ,

時 間的 境界,監 督 的 役 割,複 数 技 術,お よび 特殊 技 術)は,シ ス テ ムの 使命 と原
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理,従 業 員 の能 力,従 来 の労 使 合意 事 項,お よ び技 術 的 要件 に よ って 判 別 され る

(DavisとSullivan1980,Emery1980)。 約20年 の期 間 に わ た って,こ の社 会

工学 的 シ ステ ム(STS)設 計 は継 続 され そ の適 応能 力 を示 して きた の で あ る。

社 会 工学 的 シ ス テ ム とい う概 念 の根 源 は,日 本 とい うよ りは む しろ ヨ ー ロ ッパ に

あ り,初 期 の ア メ リカの産 業 設 計 の 個 々の労 働 者/監 督 者 とい うモ デ ル に替 わ る

強 力 な 社 会 組 織 を ス ター トさせ る方 法 を ア メ リカ に示 す もの で あ る。

本 報 告 書 の 事 例 は,マ イ ク ロプ ロセ ッサ製 造 に お け る社 会 工学 的 設 計方 法 の 適

用 と そ の 効果 を示 す もの であ る。 本事 例 は この産 業 に と っての 新 分 野 で あ る組織

設 計 に ま で 踏 み 込 み,社 会 工 学 的設 計 の応 用速 度 に お け る効 果 とその 効 果 の永 続

性 を示 して い る。 半導 体産 業 の組 合 組織 は あ ま り広 範 囲 で は ない 。 した が って,

産 業 に お け る労 使 協 力 とい う経 験 は存 在 して い ない。 この 見地 に立 て ば,本 報 告

書 を 参考 に新 しい 方法 を実 行 で き る読 者 は 経営 者側 とい うこ とに な る。 また,本

事 例 を扱 う形 式 と文 脈 も経 営 側 の 読 者 を意図 して い る。 しか し,労 働 者 側 も本 事

例 の 素材 とその 結 論 か ら今後 採 用 す べ き方 策 に つ い て の指 針 を行 間 に 読 み と って

い た だ きたい と思 う もの で あ る。

日本 の競争 か ら得 る教訓

マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ クス製 造 分 野 に お け る 日本 の 卓 越 性 は,ア メ リカの エ レ

ク トロ ニ クス産 業 が 新 しい 作業 方 法 を模 索 す る うえで の 強 力 な刺 激 剤 とな って い

る。 ア イ ダホ 州 ナ ンバ に あ るZil・g社 の 半導 体 工 場 ほ ど この 影 響 をは っ き り示 し

てい る ものは な い 。 同 社 はExxonEnterprises社 の子 会 社 で,8ビ ッ トの マ イ ク

ロ プ ロセ ッサの業 界 標 準 と され て い るZ80の メ ー カー で あ る。

Zilog社 の 経 営 者 が 同社 の 工場 組 織 の モ デル は 日本 の生 産 方 式 で あ るか と質 問

されれば,そ の 設計 方 法 は主 として アメ リカ と ヨー ロ ッパ の組 織 的設 計 手 法 を基 本

に してい ると答 えるだろ う。彼 等 も他 の 経 営 者 と同様 に,日 本 の 管理 ス タ イル を 単

に導 入 し て それ を アメ リカの 土壌 に移 植 す る こ とは で きな い と答 え るの で あ る。

しか し,伝 統 的 な ア メ リカの 管 理 方 式 が 日 本 か ら と り入 れ る点 は い くつ か あ る。
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他 の 産業 分 野 の場 合 と同 様 に,ア メ リカ の マ イ クロ エ レク トロ ニ クス産業 で は,

労 働 者 は"負 債"で あ る と見 な され て い る。そ の 結果,ア メ リカでは 従業 員 と製

品 との 間の 断絶 は い よい よ拡 が る傾 向 に あ る。労 働 者 は,一 つ の 装 置 に 割 り当 て

られ,そ こで ボ タ ン を押 す とか顕 微 鏡 をの ぞ き込 む とか の 反 復 的 な 視界 の狭 い 仕

事 を行 う。彼等 は自 分 た ちが理解 で きな い情報 を基 礎 に して,影 響範 囲 が 理 解 で

きな い決 定 をす るよ う教 育 され る。 そ こで仕 事 は ボ タ ンを押 す こ との み を続 け る

無 意 味 な もの とな る 。 日本 で は,時 に誤 りをお か して も,特 に それが 下 位 レベ ル

の従業 員 の場 合,学 習 過 程 の 一部 分 と見 な され る。従 業 員 の仕 事 ぶ りが 水 準 に 達

しな い場 合 は,社 内の よ り適 した部 署 に 移 され る。 ア メ リカで は,誤 りの多 い従

業 員 は罰 せ られ る。 同 じ誤 りを二 回 す れ ば,多 くの場 合 は職 を失 う。 その 行 為 が

許 され れ ば,ほ か の すべ て の 人 間 が それ に な ら う,と い うのが 基 本 的考 え方 で あ

る。 その人 間 がみ せ しめ とな るので あ る。

ア メ リカ産 業 の も う一 つ の 特徴 は,組 織 構 造 が ピラ ミッ ド型 で ,意 思 決 定 の 権

力 は すべ て ピラ ミッ ドの 頂 上 に あ る と い う点 で あ る 。急 速 に 変 化 す る技 術,極 め

て精 緻 な 製 品,お よび そ の製 品 に対 して広 い知 識 を持 つ人 間 が 比較 的 少 な い とい

う理 由 に よ っ て,半 導 体 産 業 で は特 に この傾 向が 強 い 。製 品 が 実 際 に組 み 立 て ら

れ る組 織 の 最 下 位 レベ ル で は,機 械 の あ る ボタ ンを押 す とい うよ うな特 定 の指 令

以外 の 情 報 は ほ とん どない の が実 情 で あ る。製 品 自体 も彼の 目に は 意 味 を持 っ た

実 体 とは 映 らな い。 した が って,仕 事 自体 も意 味 を持 た ない 。1978～1981年 の

間 に,ア メ リカの 半導 体 産 業 の 労働 者総 数 に対 す る新 規採 用 者 の 平均 比率 は年50

～100%で あ った。 同時 期 の全 産 業 平 均 は その 約 半分 で あ った。 。

Zilog社 のナ ン バ工 場 プ ロジ ェク ト

Zilog社 で は,ア イ ダ ホ州 ナ ンバ に1979年 操業 開 始 予定 で新 しい マイ クロプ

ロ セ ッサ ・チ ップ製 造 工場 建 設 を計 画 した 。 プ ロジ ェ ク トに関 連 した全 員 が 管理

職 層 で,プ ラ ン ト建 設 に経 験 を持 ってい た。 す な わ ち,工 場 を 稼動 に まで こ ぎつ

け るた めの 最初 の 苦 闘,工 員 と工程 技 術 者 を 「全 開速 度 」に引 っぱ り上 げ る た め
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に 要 す る長 い 時間,初 期 の多 くの 要 員 の 入れ 換 え等 の 経験 を す で に 積ん だ 人 た ち

で あ った 。次 は従 来 とは 違 う方 法 で や ろ う と彼 等 は 考 えた。 その うえに,彼 等 は

「常識 外 れ 」の 目標 を 自分 た ちに 課 した。 図1が その 目標 で あ る。

操業 一最初 の シ リコ ン

ー合格 品

一標 準 生産

製 品 プ ロ セ ス歩 留 り

労働者の定着率

業 界 標 準

地鎮 か ら18ケ 月

21ケ 月

25ケ 月

75%

ナ ンバ工場 の 目標

12ケ 月

15ケ 月

18ケ 月

図1操 業 開 始 の 目標

この生 産 目標 を達 成す るた めに,彼 等 は この 種 の 工場 操 業 の開 始 に 一般 的 に必 要

と され る18ケ 月 の お よ そ三分 の 二 の 期 間で 新 工場 の操 業 に こ ぎつけ る必 要が あ っ

た 。 ま た 同時 に,一彼等 に は 良 質 の製 品 で通 常 よ りも高 い 歩留 り を達 成 す る こ と も

求 め られ てい た。 こ の 諸 目標 は極 め て 野 心 的 で あ り,こ れ をす べ て 達 成 す るこ

とは不 可 能 に近 い こ と も彼 等 は認 識 してい た。彼 等 は組 織 設 計 の新 しい 方式 を求

めて 作業 を開 始 した 。

背 景 。1978年 の 末,Zilog社 は建 設 予 定 工場 を開 始 活 動 に 入 れ運 営 す る とい

う明 確 な 目的 の下 に,JerryRobinson氏 を 工場 長 と して 採 用 した。Robinson

氏 は この業 界 に約12年 間 の経 験 を持 ち,そ れ まで に は フ ロ リダ州 メル ボ ー ンの

Radiation社(現 在 はHarrisCorp.),Fairchild社,お よびNationalSem-

iconductor社 に 在 籍 して い た 。National社 では,同 社 と イ ン ドネ シ ア工場 の

設 立 に 一役 買 った こ とが あ る人 物 で あ った 。

新 しい 工場組 織 設 計 の 模索 過 程 で,こ の新 工場 長 が 観 察 した こ とは,半 導 体 産

業 の管 理 者の 役割 りが,伝 統 的 に 製 造 要 員 は'負 債"で あ る とい う考 え方 に 基 づ
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い て い ると い うこ とだ った 。 「彼 等 に は 自分 の す る こ とと
,そ の方法 だ け を命 じ

た らいい 。理 由 を説 明 す る必 要 は ま った くな い 」とい うわ け で あ る。 この産 業 の

比較 的 保 守 的な 工場 で は,工 員 は 装 置 の 前 に 連 れ て行 か れ ,ボ タ ンの押 し方 な ど

を教 えて も らうが,製 品 を産 出す る観 点 か らは 自分が 何 を して い るのか 教 え られ

な いの で あ る 。

Zilog社 の カ リフ ォル ニ ア州 クパ テ ィ ー ノの 工場 で数 ケ 月 の 予備 的 見 習 を終 え

る と,1979年 の 春,工 場 長 は操 業 開 始 に役 立 つ 目 ぼ しい モデルの見 当 をつけ る作

業 に と りかか った 。彼 は,高 品 質 製 品 を生 産 す る コス ト管 理 機能 を持 つ 工場 を つ

くりあ げ る方 法 を求 め た だ けで はな く,通 常 の1年 半 よ り短 い期 間 内 に 工場 を起

こ し操 業 に入 る とい うプ レ ッシ ャ ー も彼 に は あ った。

1979年 に な る と,「 シ リコ ン ・バ レー 」(カ リフ ォル ニ ア州 のパ ロ ・ア ル ト

市 とサ ンホ セ市 間 が現 在 そ う呼 ば れ る)の 半 導 体 諸 企業 は,他 の 地 域 へ の拡 張 を

口に し始 め,ま た それ を行 動 に移 しは じめ て い た 。 ほ とん どの企 業 は 「バ レー 」

の 中 に確 立 され た大 きな 操 業 基 盤 を持 ち ,そ こか ら州 外 の新 規 操 業 工場 を支 援 で

き る立 場 に あ った 。 当時,Zilog社 の ク パ テ ィ ー ノの 製造 グルー プは 小 さか った

が これ を小 さい ま ま に して お いて,製 造 部 門 の拡 張 を カ リフ ォル ニ ア州 外 に 求 め

よ う とい うの が 経 営 陣 の意 思決 定 で あ った 。能 力 は あ るが技 術 お よ び管 理 ス タ ッ

フの 頭 数 は決 して 豊 富 で は な い小 企業 に と って ,こ れ はかな り危 険な 冒検 で あ っ

た 。 しか も,新 ナ ンバ 工場 は数 百 万 ドル の投 資 で,場 所 は700マ イル も離 れ て い

た 。土 地 の選 定 は1977年 に行 わ れ て い た 。 ア イ ダホ州 は普 通 の 規 模 の 半導 体 製

造 設 備 を 支 え るだけ の 安 定 した労 働 市場 と水 資源 を備 えてい た。 また ナ ンバ地 区

は 主要 な空 港 に 隣 接 し,良 好 な教 育 施 設 を持 ち,新 しい 企業 に と って 成 長の 中 心

地 で もあ った。Hewlett-Pockardの よ う な有 名 企業 もこの 近 辺 に 進 出 してい る。

クパ テ ィー ノ工場 で は 一般 的 な製 造 管理 体 制 を採 った が,こ れは1979年 に お

い て典 型 的 な もの であ った 。作 業 は最 小 限 に 小 さな 単位 とされ た 。特 性,作 業 形

態,お よ び協 力 が,成 功 ま た は結 果 よ り重 ん ぜ られ た 。従 来 の 「ウ ェー フ ァー製

造 」環境 は,次 の 二つ の 独 得 な技 術 の周 囲 に 組 織 され てい る。す な わ ち ,シ リ コ
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ン ・ウ ェー フ ァーの 表 面 の成 長 と構 造 に 関 わ る素子 また は微 量 添 加物 の 拡 散 と,

その表 面 の 回路 形 状 に 関 わ る光 蝕 刻 法 で あ る。 図2に,従 来型 工場 に お け る シ リ

コ ン ・ウ ェー フ ァーの 原 料 か ら最 終 製 品(「 チ ップ 」ま た は 「ダ イ ス 」)へ の流

れ を 示 し,ウ ェー フ ァーが経 過 す る40回 以 上の 工 程(お よび所有 権)を 図 解 す る。

装 置,要 員,

工 程 を含 む
装置,要 員,

工程 を含 む

活動比率に責
任がある

次 の 分 野 の 責任 担 当 を置 く

工程 制御

製 造 歩留 り

パ ラメ ー タ ー制御

ダ イス原価

これ らの人 は製 品 を 製造 す

る人 で はな い。

ウ ェー フ ァー製 品

・製 品 の品 質 責 任 エー ファ_

は43回 移 転 す る 装置
,要員,プ ログラム

ダイス製品

図2従 来の ウ ェー フ ァ ー製 造 生 産 構 造

クパ テ ィー ノ工場 に お け る作業 の 細分,断 片 化 は,一 般 の時 間給 労働 者(「 製

造 オペ レー タ ー 」と呼 ば れ て い る)に と って だ けで な く,工 程 技 術 者,技 術 補助

員,保 守 担 当 者,検 査 担 当 者,監 督 者,お よび 管 理 者 を含 む製 造 関係 者 す べ て に

と って,は っき りして い た 。従 来 型 の 「 ウ ェ ーフ ァー製 造 」設 備 に お け る作 業 は,

業界 を通 じ て ほ とん ど変 わ りは な い。 その 証拠 に,Zilog社 の クパ テ ィー ノ工 場

の作 業 内 容 は,シ リコ ン ・バ レ ーの ほ とん どの 企 業 に な じみ深 い サ ラ リー調 査 サ

ー ビ ス機 関 「RadfordBenchmark」 の 業務 内 容 に 酷 似 して い る。一般 製 造 オペ レ

ー ターの 業務 内容 には,通 常 の監 督 下 で,ピ ー ク時期 に 一 定 の レベ ルの 一 つ ま た は

二 つ の特 定 製 造技 術 を行 う とい う こ とが あ る。 特 定 技 術 に は,光 蝕刻 法 に お け る
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ウ ェ ー フ ァーへ の マ ス ク 合せ,ま た は拡 散 炉の 操 作 が 含 まれ る場 合 もあ る。 そ の

他 オペ レータ ーは 区域 と装 置 を良 好 な 整 備 基準 に 合 致 す るよ う維 持 し,修 理 ま た

は保 守 の 要件 が あれ ば これ を作 業 リーダ ー または 監督 者 に 通 知 し ,要 求 され る生

産 記 録 を完 備 す る。 上 級 オペ レー タ ーは い くつ か の技 術 領域 で能 力 が あ る こ とを

期待 され,同 僚 が 欠勤 す れ ば そ の穴 埋 め もしな け れ ば な らな い 。た だ し,作 業 日

を通 じ て単 一 の反 復 業 務 を行 うの が普 通 であ る。製 造 オペ レー タ ーの業務 の多 様

性 の度 合,す な わ ち,作 業 に対 す る管 理,意 思 決 定 へ の参 加,製 品 お よび他 の 技

術分 野(た とえ ば,保 守,エ ンジニ ア リ ング,ま た は訓 練)に つ い て習 得 す る機

会,は 実 質 的に 皆 無 で あ る 。 また,オ ペ レー タ ー と専 門 家 グ ル ー プの 間の 意 志疎

通 の 程 度 は 極 め て 低 い 。 オペ レ ー タ ーは監 督 者 の指 揮 下 に あ るが,監 督 者 に つ

い ての 上述 の"Benchmark"の 業 務 内 容 は ,範 囲 が 限 定 され た 問 題 に 対 処 し,状

況 の 分 析 にお い て は解 答 が 直 ちに 得 られ る標 準慣 例 に 従 い,ま た部 下 の 仕 事 の 割

当 て とチ ェ ックを行 い,グ ル ープ構 成員 と同 じ作業 を行 う。 普 通 の 製造 工場 で は,

監督 者 の 上に少 くと も三 つの 管理 レベ ルが あ る 。技 術補 助 員,保 守 技 術 者,お よ

び訓練 担 当技 術 者 も,製 造 工場 組 織 内 の階 層 的指 揮 権 お よび 昇 進 の ピラ ミッ ドに

すべ て そ れ ぞ れ組 み 入れ られ てい る。

1979年 に お け るZil・g社 クパ テ ィー ノ工場 の この 業 務 細 分 化 と分 離 状 況 は,

たま た ま同社 を訪 問 した り外 部 の 観 察 者に も一 目瞭 然 で あ った 。上述 の各 製 造 担

当 者 間 の 明確 な 区 別 は,働 いて い る部 署 で 分 か るだ け で な く,彼 等 が 使 って い る

言語 で も見 当 が つ く もの で あ った 。 た また まや って 来 た 外部 の 人 間 は(半 導 体 製

造 環 境 の 「清 浄 室 」に 招 じ入 れて も ら う機 会 が あ れ ば),特 殊 言 語 で が やが や話

す声 を耳 に した で あ ろ う。 た と えば,技 術 者 は たが いの 間で は 電 気 的 査 定 「限界

値 」の こ とを話 題 に し,補 助 員 に は キ ャパ シ タ ンス電 圧(CV)「 プ ロ ッ ト 」の

ことを話 す が,技 術 者 も補 助 員 も,こ れ らの ことに つ い て は製 造 オペ レー タ ーは

お ろか 監督 者 に対 して さえ も話 せ な い ので あ る。 光蝕 刻 法担 当 の製 造 オペ レー タ

ーは 「マ ス ク合 せ 」の こ とを 口 に し
,拡 散 作業 担 当 の 製 造 オ ペ レ ータ ー は 「ボ ー

トを押 し出 す 」と か 「象 をの せ る 」な ど と言 ってい る。 会 話 そ の もの は 極 め て
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専 門 化 し業 務 も機 械 に 特定 化 した もの だ が,製 造 オペ レー タ ーの業 務 が 異 な る と

互 い に業 務 関 連 の こと を話 題 に す る能 力 は ない の で あ る。製 造 監督 者 た ちは,装

置 か ら装 置 へ 「ウ ェー フ ァーを動 か す 」とい う言 葉 を使 うが,こ れ は 一般 オペ レ

ー ターに も技 術者 に も通 じな い言 語 で あ
っ た。生 産 管 理 者 は 「ライ ンの バ ラ ンス

を と る 」とか 累 積 製 造 「歩留 り 」を話 題 に し,保 守担 当 者は 工場 の新 型 装 置 の エ

レ ク トロニ ク スや ハ ー ドウ ェ アの 言語 を使 って いた 。 以 上の 異種 の 「言 語 」が つ

くる障 壁 は昼 食 時 の 食 堂 に ま で拡 大 し,自 分 た ち の機 械 に 関 連 す る特 殊 語 しか知

らな い製 造 オ ペ レー タ ーは,こ れ も自分 た ちの活 動 関連 の言 語 で話 す 他 の グル ー

プの製 造 オペ レー タ ーた ち とは同 じテ ー ブルに つ こ う とは しな い有 様 で あ った 。

この言 語 の混 乱 に つ い て の最 も注 目すべ き点 は,ク パ テ ィーノ製 造 工場 の 各分

野 の担 当 者 が 互い に話 す ことが で きな か った(し た が って話 し合 お うと も しな か

った)と い うこ とで は な く,回 路 「ダイ ス 」また は 「チ ップ 」の こ と,ま た は 自

分 た ちの 工場 の製 品 あ るい は生 産 高 に 関連 す る こと を 口に す る もの は誰 もい な か

った とい うこ とで あ る。各 自の 担 当 部 署 で 最善 の 努力 をす る こ とは全 員 に求 め ら

れた が,工 場 の最 終 製 品 で あ るマ イ ク ロコ ン ピュ ー タ 回路 に つ い て考 え る こ とは

誰 に も求 め られ なか った 。 もち ろん,こ の よ うな狭 い視 野 は,ク パ デ ィー ノ工場

内 部 に お い て だ け で な く,ク パ テ ィー ノ工場 とナ ンバの 新 工場 の 間 に も地 方 的偏

見 とい う もの を醸 成 し これ を永 続 さ せ よ う と して い た。 とい うの は ナ ンバ 工場 の

中 間管 理 職 の 一部 は クパ テ ィーノか ら選 ば れ たの で,一 種 の 不信 感 と誤 解 も クパ

テ ィー ノ 工場 か ら運 び 出 され る こ と とな った。従 来 の や り方 に価 値 を見 出 す 一 部

の 移転 者 が持 つ ナ ンバ の 「新 方 式 」に対 す る疑 惑 と,ク パ テ ィー ノに 残 る者 が持

つ 移転 者 の 「柔 軟 な思 考 」に対 す る暗 い疑 惑 が その 根 源 に あ った 。

設 計 モ デ ル 。工場 長 は 半導 体 産 業 に お け る調 査 をつ づ け た が,短 期 間 で新 設 備

を設 立 す るた めの 満 足 す べ き組 織 モ デル は,ほ とん ど見 つ か らな か った。 そ こで

1979年 の 始 め に 工場 長 は助 言 を求 め て 現在 の 親 会 社 で あ るExxonEnterprises

社 の組織 開発 コンサ ル タ ン トを訪 問 した 。 同 コ ンサ ル タ ン トに よ り,工 場 長 は社

会工 学 的 分 析 の 「開 放 シ ス テ ム ・モ デル 」 とい う もの を知 った 。 そ れ は,エ レ ク
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トロニ クス産 業 以外 の分 野 で い くつ か の企 業 が 多年 にわ た って 使 って い る手 法 で

あ った 。 ま た,工 場 長 は い わ ゆ る 「進 歩 的 工場 」の 工場 長懇 親 会 と い う もの の 存

在 を知 り,こ れ に 参 加 した 。年 に数 回 会 っ て業 務 革 新の 経験 をわ か ち 合 う会 合 で

あ る。

1979年6月,組 織 の 開 放 シス テ ム設 計 を議 題 と して 一週 間 に及 ぶ研 修 会 が 開

か れ,こ れ に 工場 長 の 下 の 管理 者 層(後 に ナ ンバ工場 の管 理 チ ーム を結 成 す る こ

とに な る)が 出席 し,社 長 を含 むZil・g社 の ほ かの管 理 者層 も参 加 し た。この 研

修 会 を指 導 し たの はProctor&Gamble社 の メ ンバ ーであ った二 人の 人 物 であ る。

ナ ンバ の 管 理 者 層 は,カ ンザ ス州 トペ カのGeneralFoodsの 「ゲ イ ン ズ 」 印 〔

ッ ト ・フ ー ド工場 と ミシ ガ ン州 ホ ラ ン ドのDonnellyMirros工 場 を見 学 し,業

務 組 織 と管 理 シス テ ムの 新 しい形 態 に つ い て知 見 を広 め た 。工場 長 と管 理 グル ー

プは,開 放社 会 工学 的 シ ス テ ム設 計 を 使 って い るProctor&Gamble社 の 工 場

で勤 務 経 験 を持 って いた コ ン サル タ ン トた ちの意 見 も参 考に した 。

Zilog社 の 内部 組 織 開発 担 当部 長 は,外 部 の 社 会 工学 コン サル タ ン トの 協 力 も

得 て,工 場 長 と その チ ー ムと の共 同 作業 で,ナ ンバ 工場 のた めに 同社 独 自の 開 放

社 会 工学 的 シス テ ム設 計 を作 成 した 。 管理 者層 の 「設 計 チ ーム 」は 現 在 は 計 画 チ

ー ム と して存 続 して い る
。

開 放 シ ス テ ムの社 会 工学 的 モ デ ルに お い ては,責 任 レベ ル を 可能 な か ぎ り下 位

レベ ル に ま で 下 げ る こと を考 え方 の軸 に す る もの で あ る 。意 思 決 定 を行 い,責 任

を 引 き うけ,業 務 所 有 権 レベ ルに ま で 達 す る こ とに 人 々が喜 び を見 出 す よ うな 設

計 に 対 す る前提 条件 を この モデ ル と見 なす の で あ る 。 この場 合 の所 有 権 とは,作

業 関 連 の 意 思 決 定,目 標 設 定,お よ び 目標 実 現 の こ と を意味 す る。

作 業設 計 過 程に は 三 つ の段 階 が あ った。 第 一段 階 は,ナ ンバ 工場 の 目的,ま た

は 「使 命 」を 言葉 で表 現 す る こ とで あ った。簡 単 に 言 えば,ナ ンバ 工場 の使 命 は,

高 品質 の 集 積 回路(換 言 す れ ば,個 々の マ イ ク ロプ ロセ ッサ 回路 「チ ップ 」)を

最 小 の経 済 的 お よ び社 会 的 コ ス トで 生 産 す る ことで あ った。 この場 合の 大 切 な 区

別 は,目 標 が 良好 な 回路 チ ップの 生産 で あ っ て,多 くの 同 一回路 を その 上 に 同時
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に組 み 立 て る シ リ コン ・ウ ェー フ ァーの 生 産 で は ない とい う点 で あ る。 この区 別

の重要 性 は い く ら強 調 して も強 調 しす ぎる とい うこ とは ない 。 これに よ って,労

働 者 の 一人一 人が,個 別 の プ ロ セスや 中 間 ステ ップ で は な く,最 終 製 品,す なわ

ち結 果 を いや お うな しに 考 えな けれ ばな らな くな る 。 従 来 の 半導体 製 造設 備 に は,

二つ の 別 々の 工程 が あ る。 「 ウ ェー フ ァ ー製 造 」と 「 ウ ェー フ ァー分 類 」で あ る。

ウ ェー フ ァー製 造 は,製 造 工程 その もの で,こ れ に よ り約250の 個 別 の 回路が シ

リコ ン ・ウ ェー フ ァ ーの 上部 と内部 に 組 み 立 て られ る 。 一方,ウ ェー フ ァー分類

は,ウ ェ ーフ ァー上 で 完 成 した 回路 を テ ス トし,「 不 良 」品 を識 別す る ことを言

う。 この 区 別 は ナ ンバ 工場 で は なん の 意 味 も持 って い な い。 ナ ンバ 工場 では 工 程

の 全 ス テ ップ に お い て,労 働 者 は 合格 回 路 の数 とい う点 で もの を考 え る。 製 造 ラ

イ ンを処 理 す る ウ ェ ー フ ァ ーの数 で は な い の で あ る。 現 実 に 各 チ ーム は独 自の 品

質 管 理 に つ い て 責任 を 持 って い る。

作 業 設 計 の第 二 段 階 は,高 品質 回路 生 産 に お け る技 術 的 工程 分析 で あ った。 社

会 科 学 的 設 計 の 専 門 用 語 で は,こ れ を 「分散 制 御 分 析 」 と言 う。 そ の意 味 は,回

路 チ ップが良 好 と見 な され る機 会 を破 壊 す るか減 少 させ る要 因 を見 つ け だ す とい

うこ とで あ る 。120の 重 要 な 「分散 」が 識 別 さ れた 。 た と えば,ウ ェ ー フ ァーの

平 た ん度 が 完全 で な い,ウ ェ ー フ ァーの フ ィ ルム ・デ ポ ジ ッ トの 厚 さが 適 当 で な

い,ま た は 回 路設 計 が ウ ェー フ ァー と完 全 に合 って い な い等 で あ る。 「ゲ ー ト構

造 」(マ イ ク ロプ ロセ ッサ の基 本構 成 要 素 で,こ れ を構 成 す る多 くの トランジ ス

タの 部分)だ けで も障害 が起 る可能 性 と して15の 要 因 が あ げ られ て い る。

この120の 分 散 を制 御 す る手段 が 開発 され ねば な らな か った。 この 分 散 は,10

の 論理 単 位 に グル ー プ化 が 可能 で あ った。 そ れ らは 「単 位 操 作 」また は状 態変 化

単位 と呼 ばれ たが,そ の理 由 は,原 料 の シ リコ ンか ら最終 製 品 の 「チ ップ 」へ 進

行 す る過 程 で,こ れ らの諸 単位 が 回路 に お け る識別 可能 な変 化 の構 成要 素 とな っ

た か らで あ る 。 た と えば,シ リコ ン ・ウ ェー フ ァーの 酸 化 層 に 対 す る回路 設 計 の

光 蝕 刻 印 刷 は,そ の ウ ェー フ ァー上の 回路 の 状 態 を変 え るが,こ れ らの 印刷 回路

を ウ ェ ー フ ァーに 合 わせ て も状 態の変 化 は生 じな い。
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第三段階 は,組 織体 を構 成す る要員 の ニーズに合致 し,上 述 の主要 な技術的分

散 を制御す ることを 目的 とした社会的組織体(分 業体制,業 務設計,お よび内部

的部門境界 の設定 を含 む)の 設計 であ る。社会的組織体 は権力,協 力の 基準,お

よび調整役割 の制限に指針 を与える もので ある。この社 会的組織体 は,人 間に対

して明確に表現 された価値観 と信頼 感に土台を置い てい る。 ナ ンバ 工場 の創業 に

お いては,す べての従業 員は信用で き,彼 等 は学習 して 成長 し,自 分の製 品につ

いて責任 を引 き受 けるこ とが で き,調 和 を保 ちなが ら協 力 し合 うことがで きると

い う前提の 下に組織 づ くりが行われたのであ る。下記 の組織 構造 は,こ の価値 観

と信頼感 を土台に して構築 された ものであ った。

設計構 造 。活動 ではな く,達 成すべ き一組の結果 を核 としてその周囲に組織す

る とい う考 え方 が シ ステ ムの 土台 で あ る。 ま た,技 術 に よ って 要員 を統 合 し,製

品 をつ くる 要員 を潜在 的 問 題 の 識別 と解 決,お よ び 目標 設定 に 関 与 させ る とい う

こ と も,シ ス テムの 中 心 的 眼 目に な る。

当 初 は23名 のZilog社 の 担 当 者 が ナ ンバ に赴任 して 工場 の 建 設 に た ず さわ っ

た。 エ ンジ ニ ア リング,管 理,購 買,お よ び 資材 管 理 の要 員 で あ る 。管 理 と訓 練

グル ープ を除 け ば,製 造 の操 作技 術 を持 つ もの は ほ とん どい な か った 。 彼 等 は,

半導 体 製 造 に経 験 皆 無 の 土地 の人 々を雇 用 し,訓 練 に と りか か った 。1979年 の

11月 以降,約100名 の製 造技 術 者が 雇 用 されて い る 。現 在,工 場 の全 従業 員 数

は146名 で あ る。

工場 が ま だ小 さ く成長 期 に あ り,製 品 も一種 類 の 初期 段 階 で は,生 産 工程 は 四

つ の製 造 技 術 者 作業 チ ー ムに組 織 され ,各 チ ー ムに 作業 長 が お か れ た 。操 業 開 始

か ら6～8ケ 月 が経 過 す る と,他 の 製 品(工 程 は 類 似 だ が,実 行 方 法が 当 初製 品

と異 な る)が 生 産 に追 加 され た。 こ れに よ り,四 つ の 各 チ ー ムの製 造 技 術者 の数

は25名 に 近 づ い て きた 。 技 術 者 お よび その チームの作 業 長 と協 力 関係 に あ った管

理 設 計 チ ー ムは この 機 会 を と ら え て,チ ー ム構 造 の 内 部 に 最 も重 要 な 「主 要

な分 散 の 管 理 」体 制 を温 存 しなが らこの 四つ の チ ー ム を さ らに 小 さい 単位 に 再 分

割 した 。 現 在,ナ ンバ 工場 に は 八 つの技 術 者 チ ー ムが あ り,こ れ が(四 つの 当初
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チ ームに 対 応 す る)四 つ の 作業 「 フ ァ ミ リニ 」間 で相 互 作用 を行 ってい る。

現在 の管理 体 制 は,工 場 長 と 七名 の補 佐 で 構 成 されて い る。 この 人 た ちは 管理

橋 造 面で は同 格 で あ る。製 造 技 術 者 の 上 に は 二つ の 階 層 が あ る。 意 思 決定 は 目標

セ ッ トご とに コンセ ンサ スで行 わ れ る。 現 在 で も チ ーム部 長 は四 名 で,す べ て 当

初 の創 業 グル ープの 人 た ちで あ る。 この作 業 長 た ちは八 つの チ ーム ・グル ー プの

発 展 と問題 解 決 プ ロセ スに 専 心 して い る。技 術 者が 自分 の 役 割 を理 解 す るの を支

援 す るの で あ る。

ナ ンバ 工場 で は,従 業 員 は製 造 工程 を始 めか ら終 りま で教 育 され る。 彼 等 は 自

分 の 存 在 理 由 を知 って い る。能 率 をは か る尺度 は,時 間 単位 の ウ ェ ー フ ァ ーで は

な く,ダ イ ス また は 「チ ップ 」の コ ス トで あ る。 現実 に,工 場 長 は この 工場 の こ

とを 「ウ ェ ー フ ァー製 造 」設備 とい うよ りは 「ダイ ス産 出 」設 備 と呼 ぶ ほ うを好

ん でい る。

あ る与 え られ た生 産 単 位 に 割 り当 て られ た従 業 員iチ ー ムは,ダ イ スに影 響 を与

え る技 術 的分 散 で その 単 位 に 関 連 す る もの すべ て を把 握 して い る。 この よ うな 工

程 監視 は,基 本 的 に は そ れ自 体 新 しい もの では ない 。 しか し,こ の 産 業 の 歴 史に

お い て は,て の製 品 を つ く る人 々,ζ の製 品 に 関連 す る問 題 で政 策 決 定 の 最 良 の

立場 に い た 人 々の 誰 一 人 と して実 行 に移 した こ とは な か った 事象 で あ っ た。 従 来

まで は,工 程 監 視 デ ー タは組 織 の 階 段 の は るか 上層部 に よ って 使 わ れ,こ れ が 下

層部 に フ ィー ドバ ック され る こ とは ほ とん どな か ったの で あ る。

工場 の操業 は,社 会 工学 的設計の うちの社会的部 分の構築 と共に始 まった。 こ

れ の鍵 は,各 作 業 チ ー ムに 製 品 の 識 別 可 能 部 分 の 製 作 に 責 任 を持 たせ る こ と で あ

っ た。 チ ームは,コ ス ト面 お よ び品 質 面 に お い て,状 態 変 化 を正 し く完 成 させ る

真 の 責任 を持 つ ま で に 成 長 した 。 この 種 の 責任 をチ ー ムに 与 え るに は,組 織 構 造

の大 胆 な 簡 素 化 が必 要 で あ った 。従 来 組 織 の ウ ェー フ ァー製 造 で は(前 述 の よ う

に),非 常 に専 門化 した 拡 散 お よび 光蝕 刻 技 術 の オペ レ ー タ ーた ちが い て,こ の

人 た ちは相 互 間 で は 意思 の 疎通 が な く,上 位 レベ ルの技 術 者 や監 督 者 を介 在 して

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 うこ とに な る。 ナ ンバ 工場 の組 織 が こ の従 来 型 で あれ ば,
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すべ て の ウェ ー フ ァーは43回 も人 手 を転 々 と移 るこ とに な る。そ うす る と ,い か

な る点 で も,誰 が 製品 製 造 の 責任 者 で あ るか を指 摘 す る方法 は ま っ た くな くな る

の で あ る。 そ して,当 然 予 想 され る こ とは ,誰 もが素 知 らぬ顔 とい う結 果 で あ る。

社 会 工学 的設 計 は,製 品 責 任 の転 位 が た った八 度 しか起 こ らな い よ うな,回 路

製造 工程 の構造化 を可能 に した。 これに よって,真 の所有権 とい う感覚が醸 成き

れ る 。 その 理 由は,製 品 に対 して起 こ る八 回の 状 態変 化 の そ れ ぞれ は ,所 有権 と

い う感覚 を保 証 す るほ どに充 分 に 大 き くか つ重 要 だ か らで ある 。 図3の 破 線 め 四

つ の 四 角 の枠 は,四 つ の 作 業 チ ー ム 「 フ ァ ミ リー 」を示 し
,円 は 回路 の 八 回 の 識

別 可能 な製 品状 態変 化(単 位 操 業)を 示 して い る。各 チ ー ムは達 成 す べ き具体 的

で確 固 た る 目標 を持 って い る。 これ らの チ ーム目標 は 極 め て 容 易 に 識 別 可 能 な

ので,個 別 の 生 産性 は そ れ 自体 と して は 問 題 で な くな る
。 しか し,チ ー ム貢 献 の

一部 分 と して は
,個 別 の生産 性 は最 高 の 重要 度 を持 つ こ とと な る。

原 料 「 一一 ー ー ー 一 一 「 製 品 分 散

＼ の制御

各 エ レメン トが そ の

出 力 の 品 貿,数 量,

お よび コス トに 責任 を持 つ

6
ト 一 一 一 一 一 一 「

L_______」 ダ イ ス

図3ナ ンバ 工場 の ウ ェー フ ァー製 造生 産 構 造
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この チ ー ム作業 グル ー プ とい う考 え方 の 中心 は,チ ー ム と しての 意思 決定 で あ

る。作 業 長 が意 思 決 定 し て それ を実施 す るた め に チ ー ムに手 渡 す の では な い 。 チ

ーム の各 構 成員 が 意思 決 定 段 階 で全 面的 に 関 与 し
,決 定 の背 後 に あ る理 由 を理解

す る。 チ ー ムが 直 面す る業務 要 求 に対 応 す るた め の知 識 や 専 門 技 術 が 向 上 す るの

に伴 い,チ ームの 意 思 決定 の レベ ル も向 上 す る。

この 「合意 に よ る意 思 決定 」は,「 管 理 者押 しつ け意 思 決 定 」よ りは るか に時

間 がか か る と言 わ れ て い る。確 か に そ うか も しれ な い 。 しか し,ナ ンバ 工場 に 関

す るか ぎ りは,こ の方 法 は 効果 が さ らに高 い こ とが証 明 され て い る。 た と えす べ

ての メ ンバ ーが か な らず し もこの意 思 決 定 に同 意 し ない と して も,彼 等 は そ の決

定 に影 響 を与 え る機 会 を持 って い た わ け で,そ れ を支 援 す る心 の準 備 が で きて い

る。 さ らに 重要 な こ と は,一 つ の意 思 決 定 が 確 立 す る と そ れ は 極 め て 迅 速 に 実

施 され る こ とで あ る。 そ の決定 を,梯 子 の 三 段 も四 段 も下 に 伝 える必 要 が な い か

らで あ る。 その意 思 決 定 が な ぜ行 わ れ た か とい う疑 問 も,も ちろ ん起 こ るは ず が

な い。 評判 の よ くな い意 思 決定 に よ って 比較 的 高 レベ ル にあ る人が 非難 を 一身に

か ぶ る とい う事 態 も起 こ り得 な い。

技術 者 と ヂ ーム 。 「製 造技 術 者 」 と呼 ばれ て い る オペ レ ー タ ーは,チ ームに 組

織 され,各 チ ーム は製 品 の 一区 切 り工 程に 責 任 を負 う。 技 術 者 の すべ てが 全 工程

を理 解 して い る。 工場 を訪 れ る と,多 くの 装 置 類 と様 々 な 担 当 者 が 変 化 に富

ん だ機 能 を行 って い るの が 目に つ く。 次 の製 造 工 程 へ 製 品 を運 ん で い る もの もあ

る。操 業 を開 始 して か ら六 ケ 月に 満 たず,最 初 の雇 用者 グル ー プの訓 練 が 一通 り

終 了 した 頃,工 場 を訪 問 した一 人 の 経 営 者 が,就 業 して まだ 六 週 間 に な らない と

い う女 性 技 術者 に 彼 女 の仕 事 に つい て質 問 を試 み た。 そ の経 営 者 は驚嘆 した の だ

が,彼 女 は全 製造 工 程 を 案 内 して その 各 工程 に つ い て完 壁 な説 明 を して くれ た と

の ことで あ る。

有能 な チ ーム構 成 員 に 必 要な 情 報 と技 術 を身 に つ け るに は,従 来 の 製 造 オペ レ

ー タ ーの 場 合 よ りは は るか に広 範 な レベ ルの訓 練 を必 要 とす る こ とは 当然 で あ る。

作業 者 は すべ て 自 分 の 担 当部署 だ け で は な く全 技 術 シ ス テ ムに つ い て知 識 を養 う
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こ とが 必要 とな る 。 これ に よ って,個 別 作 業 の結 果 も理 解 され るか らで あ る。 こ

れ を達 成 す るた め に,す べ ての 新 規雇 用 者(製 造 技 術 者 以外 も含 め て)に 二週 間

(80時 間)の 初 期 訓 練 と製 品 オ リエ ンテ ーシ ョン ・コー スが実 施 され る。これ は ,

全 工場 が 一本 の 手 と して高 品 質 の 回路 「ダ イ ス 」を製 造 す る とい う思 想 を土 台 に

して い る。 ナ ンバ 工場 は 操 業 開始 以 来 す ぐに 二 年 を経 過 して い るが ,こ の訓 練 コ

ーヌは期 間短 縮 もな けれ ば 内容 の省 略 もな しに現 在 も続 いて い る
。

製 造 チ ームは,製 造 工程 中 の障 害 の 可能 性 の分 析 と,そ の 問 題解 決 に深 く関 与

す る。 したが って,品 質 とい う もの が 全 工程 に 組 み込 まれ る。 現 実 に ,全 工場 の

品 質 向 上 につ な が らな い品 質 管 理組 織 は 一つ もな い とい うこ とに な る。従 来 型 工

場 では 監 督 者 レベ ルが 持 って いた 責任 を各 チ ームが 引 き受け る。 自分 た ちの 構 成

員 を 自分 た ちで 雇 用 し,訓 練 し,練 磨 す るので あ る 。

最 初 の ニ ケ 月 間 に,四 千 人 以 上が 入 社 に 応募 した 。 そのふ る い 分 け は大 変 な仕

事 で あ った 。 しか し,い ったん 組織 が で きあが る と,各 チ ーム は選択 作 業 と同 様

に ふ るい 分 け作 業 に も自分 た ちで 手 を貸 しは じ めた 。 チ ーム と して あ る人 間 の 雇

用 を決 定 す ると,チ ーム は そ の人 間 を 一 人前 の チ ーム構 成員 に 仕 上 げ る責任 を持

つ ことに な る。 この 責 任 は当 初段 階 か らは っ き りして い た
。

各 チ ー ムは 自分 た ちの 時 間 を管 理 す る。週 単位 お よび 月単 位 の 目標 を設 定 し,

その達 成 に 必 要 な 作業 時 間 を 自分 た ち で計 画 す る。 一 日24時 間 の う ち18時 間 の

装 置 稼 動 が普 通 に な って い る。 これ に 加 え て,チ ー ムは 予算 策 定,予 測,さ らに

は給 料 の 決定 に まで 関 与 す る。同 工場 の 給料 は この 地 域 では 最 高 ク ラ スで あ る。

当初 の 給 料 制 度 は,技 術 と知 識 の 向 上 を基準 に した 固定 給 制 で あ ったが,現 在,

資格 制 度 も採 用 され て い る。 チ ー ムは その構 成員 の 昇給 を決 定 す る。 図4に,チ

ーム構 成 員 の 業 務 と責任 を示 す
。定 例 の 目標 設 定 会 議 で,必 要 とされ る品 質,数

量,お よ び原価 レベ ルの 達 成 の た め に その 週 に 実行 す べ き業 務 内容 を決 定 す る。

そ の週 の 業 務 内容 に必 要 な作 業 時 間数,目 を光 らせ る必 要 の あ る分 散 事 項,取 組

む必 要 の あ る人 事 関 連 事 項,こ れ らを チ ーム構 成 員 は 自分 た ち で決 定 す る 。 さ ら

に,構 成 員 の個 別 業 務 の管理 だ けで な く,必 要 な 場合 の新 規 構 成 員 の 試 験 と採 用

一191一



号

,<フ
長期計画

必要資源の割 当で

外 部 問 題 の グ ル ー プ

へ の フ ィー ドバ ッ ク

チ ー ム と して の

グ ル ー プ訓 練

選択

却下
個別生産性 作業計画

歩留 り
作業査定 装置の耐用時間

製品の品質
経費 残業

出力責任
構成員の訓練 出力のコスト

工程管理

装置の操業と障害防止保守

短 期 計 画

図4製 造 チ ー ムの 技 術 者 の 責 任/業 務

▽
目標の明確化(必 要事項と

その理由)選択

別生産性 却下 作業計画 集団意見決定の指導

作業査定 歩留 り 装置の耐用時間 境界管理(内 部の保護
と外部への対応)

経費 製品の品質 残業

構成員の訓練 出力責任 出力の・ス ト

工程管理

装置の操業 と障害防止保守

短期計画

必要な情報/支 援
システムの開発

図5製 造 管 理 層 の 責任/業 務
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決定 に まで チ ー ムの権 能 を拡 大 して い る。

で は,い った い経 営 管 理 層 は上 述 の 分 野 で なに をす るの か 。 多 くの場 合,特 定

の チ ーム 内で な に が 進 行 して い るか 工場 長 は ほ とん ど知 らな い 。彼 に は 知'る必 要

す らな い 。経 営 管理 層 の 役 割 は,各 チ ー ムが それ ぞれ 理性 的 で調 和 の とれ・た 目標

を設 定 す るた めの充 分 な情 報 を各 チ ームへ 提 供 す る こ とで あ る。 チ ーム構 成員 は

目標 達 成方 法 に つい て意 思 決定 が で き る と信 頼 されて い る。 目標 達 成 の た め の 情

報 と技 術 を持 って い る か らであ る 。

チ ー ムに対 す る要 求 が 外 部 か ら加 え られ'る こ と も頻 繁 に 起 こ る。 出 所 は会 社 外

の 組 織 の こ と もあ れ ば,他 の チ ー ムの場 合 もあ る。 チ ー ムに対 す る この よ うな要

求 を解 釈 し直 して 明確 化 す る こ とが 管理 層 の役 目であ る。 こ れ を社 会 工 学 的用 語

で 「境界 管理 」とい う。チ ームの 責任 が ど こで 始 ま りどこで終 るか ,チ ー ム ・グル

ープの 内 部 と外部 の両 方 で構 成員 に な に が期 待 されて い るか を定 め る こ と を意 味

す る。 図5に,各 チ ーム の業 務 と責 任 の外 部 にあ る管理 層 の業 務 と責任 を示 す。

ナ ンバ 工場 の 見学 者,ま た は ナ ンバ 工場 の運 営 方 法 の こ とを耳 に す る業 界 関係

者 の 最初 の 反応 は 「す ば ら しい話 しだ./」 につ き る。 「そ うい う方 法 が 今 ま で な

か った の が不思 議 な ほ ど だ よ 」。 しか し,ナ ンバ 工場 に対 して これ とま った く異

な る反 応 もあ る 。 「うま く い くは ず が な い。 少 くと も長 期 的 に は ね 。 構 造 が な っ'

て い な い よ 。」

成 功 を導 い た 一 つの 本質 的 要 素 は,Zilog社 の 経営 陣が企 画 チ ー ムの 考 え方 を

完 全 に理 解 ・支持 し て この プ ロセ スに 入 った とい うことである。 その 結 果 一 少 く

と も現 在 までの ところは 一 ナンバ 工場 は うま くい って い る。 い くつ か の 実 例 を次

に述 べ よ う。

この産 業 の あ らゆ る企 業 は,あ る時 点 で シ リコ ン ・ウ ェー フ ァ ー上の 中 間酸 化

物 の成 長 工程 に 関 連 した問 題 に 直 面 してい る。品 質 を見 きわ め る敏感 さは,次 の

光 蝕 刻 工 程 で の 品 質 の良 し悪 し を左 右 す る 。 これ に加 え て,拡 散 炉 の 加 熱 室 か ら

ウ ェ ー フ ァーを取 り出 す時 に起 る温 度 シ ョ ックが,所 定 よ り高 い 破 損 レベル の原

因 とな る場 合 が あ る。 ナ ンバ 工場 で は,こ の 問 題 に つ い ての対 処 は,製 造 工程 中
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で この段 階 に 責 任 を持 つ チ ー ムだ け に よ り行 わ れた。チ ーム構 成 員 一 普 通 は 「製

造 オペ レーター 」と呼 ば れ る 一 は,Zilog社 の クパ テ ィー ノ工場 を も長期 に わ た

って 苦 しめ て きた この 難 問解 決 に 一致 して取 組 ん だ 。

人事 問 題 も,同 じよ うな解 決 策 で 対処 され て い る。 ナ ンバ 工場 には タ イ ム レ コ

ー ダーは な い 。 チ ー ム構 成員 が たが い の 貢 献 度 を モ ニ タ ーす る。 グル ー プに 対 す

る責任 を 果 た してい な い個 人 は,ま ず 最 初 は 同 僚 か ら口 頭 に よ る意 見 を うけ る。

それ で も問 題 が解 決 しな け れ ば,グ ル ー プ は その個 人 に 対 して書 面 を作 成 して 反

省 を求 め る 。 チ ー ムは 常 に その個 人 に 対 して支 援 態 勢 に あ り,そ の 人個 人 の問 題

の 所 在 の 発 見 とそ の解 決 に手助 け す る。 チ ームが 行 った 障 害 防 止 保守 プログラム,

さ らには 装 置 変 更 に つ い て は,紙 数 の関係 で詳 細 に立 ち入 る こ とはで きな い が,

そ の うち の最 も重要 な もの は,次 の 二 つの 質問 に対 す る回答 で あ る。(1)彼 等 は ナ

ンバ 工場 に おい て設定 され た 目標 を達 成 したか 。 さ らに重 要 度 の高 い質 問 は② 操

業 の2～3年 後 もこれ らの成 果 が維 持 され て い るか,'で あ る 。

結 果 。 この運 営 方 法 は 良 好 な 結 果 を得 て い るよ うで あ る。 図6に,同 工場 の 目

標 値 と実 績 値 の 対 比 を示 す 。操 業 開 始後 二 年 間で ナ ンバ 工場 か らは6人 の オペ レ

ータ ー と3太 め 作業長 が 退 職 して い る。労 働 者 の 定 着 率 は94パ ーセ ン ト以上 で あ

る。 同 時 期 の 「 シ リコ ン ・バ レ ー 」の製 造 工場 の 平 均 定 着 率 は40～45パ ーセ ン

トで,業 界 が ブ ー ムの 状 態 に あ った1979年 の中 頃 は,ピ ー ク時 に0パ ー セ ン ト

か それ 以下 の場 合 さ えあ った ほ どで あ る。 「バ レー 」の外 部 に あ る 工場 の定 着 率

ナ ンバ工場

業界 標 準 の 目標 値 実 績

操業 一最初のシ リコン

ー合格品

一標準生産

製造プロセス歩留 り

労働者の定着傘

地鎮 か ら18ケ 月

21ケ 月

25ケ 月

12ケ 月

15ケ 月

18ケ 月

12ケ 月

12ケ 月

13ケ 月

操業 以来
90-95%

年率94%

図6ナ ンバ 工場 の操業実績
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もこの 程 度の 低 さで あ ったが,平 均 して この0～50パ ーセ ン トよ りわ ず か に高 い

の が普 通 であ る 。 他社 の 遠 隔地 工場 の 労 働 者 定 着 率 も高 いが,ナ ンバ 工場 ほ ど高

くは ない 。 この 高 い労 働 者定 着 率は,経 費 の節 減 だ け で な く作 業 の 質 と能 率 の向

上 を もた らす。Zilog社 の 社長 は次 の よ うに言 って い る 。「オペ レ ータ ーが 一人 前

に 育 つ時 間 の こ と を考 え る と,定 着 率 の 低 さは致 命 的 な 問 題な ん です 。」

1979年 の 第4四 半期 に 設備 が 稼 動 を始 め る と,コ ス トは低 下 して い っ た。

1980年 の 初期 ま でに は,製 品 が顧 客 に 向 って 流 れ は じ め,投 資に 対 す る正 当 な

見返 りを手 に で きる 段階 に到 達 した 。 この ア イ ダホ州の 設 備の コス トを 考 え るに

際 して,Zil・g社 の社 長 は,土 地 と設 備 に対す る1,000万 ドルの投 資 につ い て は操

業 開 始 コ ス トか ら除 外 して い た 。投 資 コス トは,工 場 が いカ・に早 く水 準 に まで 達

す るかに よ って 大 き く左 右 され る 。同 社長 は,毎 月 の コ ンス タ ン トな 出費 を考 え

る と,水 準 に い か に して 早 く到 達 す るか がZilogに と って大問 題 で あ った と言っ

て い る 。 「わ が 社 は それ を半 分で 達 成 しま し た 。 したが って,操 業 投 資 も半分 に

節 減 す る こ とが で き ま した。」

「シ リコ ン ・バ レ ー 」内 のZilog社 の 従 来 の 経 験,お よ び他 社 の歩 留 りの 報 告

に 比較 して,ナ ンバ 工場 の 製 品 の品 質 歩 留 りの向 上は ま さに劇 的 で あ った 。類 似

設備 の歩 留 りを25パ ーセ ン ト以 上 も上回 る もの で あ る 。独 立 系 の調 査 機 関 が示 す

業 界 平均 をは る か に抜 く数 字 を,こ の よ うに してナ ンバ 工場 は 達 成 して い る 。 し

か し,社 長 も強 調 して い る と ころ だ が,こ の 成功 は歩 留 りだ け で評 価 され る もの

で は な い 。 この チ ー ム方 式 に よ って,作 業 の や り直 しの量 が減 少 し,こ れに よ り

労 働 コス トも減 少 し たの で あ る。

現 況:問 題 点 と 見 通 し

ナ ンバ 工場 は 大量 生 産 用 「チ ップ 」の設 備 を整 え,現 在 で は 二つ の 基 本 工程 を

確 立 してい る 。す な わ ち,一 つ は ほ とん ど論 理 回路 と マ イ ク ロプ ロセ ッサ用 で,

他 の 一 つ は メ モ リー用 であ る。

シ ス テ ム を機 能 させ る際 の 最 大の 問題 は管 理 チ ームの 内部 に あ った 。境 界 が は

一195一



っ き り と定 め られて い る場 所 に従 来 通 りの管理 的機能 で 対 処 す るの は 困 難 で あ っ

た。 一 つの 原理 に 帰 す るの は難 しい 。 ナ ンバ 工場 の管 理 層 は次 の 問 題 を解 決 しな

け れ ば な らなか った。 「どの よ うに して外 部 の世 界 と接 し,外 部 世界(す なわ ち,

Zilog社 の クパ テ ィー ノの本 拠 地 と顧 客)か らの 要 求 に対 応 す る か 」。 また ,教

え る こ と も管理 層 の 役 割 で あ った 。 工場 長 は 次 の よ うに 述 べ て い た。 「われ われ

が 明確 に しな けれ ば な らない こ と は,こ の 工場 で は何 が ど うい う理 由 で 期待 され

て い る か とい う ことで す 。 しか しそ の方 法 は各 チ ー ムの 自由 に まか さね ば な りま

せ ん。」ま た彼 は言 っ た。 「作 業 長 た ちの 緊 張 が い く らか ほ ぐれ だ したの は ,あ

と三 ケ 月 た てば 一年 とい う頃 で し た。 問 題 の 解 決方 法 を す っか り各 チ ー ムに 預 け

て 眺 め て い るの は最 初 は特 に つ らい こ とで した。 しか し結 果 が 手 もと に 集 ま り始

め る と,も う大 丈 夫 とい う見 当 が つ きま した 。」 工 場 長 に よ る と,部 長 ク ラス

で 自己調 節 の で きなか った もの は,今 ま での とこ ろただ 一 人 とい うこ とで あ る。

この 人 物 は 人事 担 当 の 管理 者 と して 雇 用 され た が,勤 務 規 定 とか拘 束 時 間 の よ

うな制 限 規 則 が な い こ とに我 慢 で きな い と して 去 って行 った もの で あ る。

最 近,工 場 の 操業 が 三 年 目を 迎 え るに あ た っ て,次 の 質 問 が ナ ンバ 工場 組織 の

各 構 成員 に対 して 行 われ た 。 彼等 の 成功 の 原 因 を何 に帰 す か,さ らに 向 上 を続 け

るに は ど うい う要 因が 必 要 と感 じ るか 。 回答 に示 され た諸 要 因 を示 す と次の 通 り

で あ る。

第 一 に あ が った こと は,本 社 の 支 持 で あ った 。社 長 お よ び操 業 担 当 の グル ープ

副社長 によ る,新 設 備 の設 計お よび新 規 事 業 にか け る当初 か らの 支 持 と意 志 が なけ

れ ば,結 果 は ま った く異 な って いた か もしれ な い。 ナ ンバ の この 新 製 造 工場 は,

Zilog社 に と っては最 初 の 国 内 にお け る拡 張 で あ り,将 来 の 成 長 の 母 体 と もな るべ

き もの で あ る。(半導体 産 業 で は まだ 未 経 験 の)こ の 新 しい組 織 形 態 は,新 工場,

新 装 置,本 社 か らは700マ イ ルの 距 離,新 規の 従 業 員,新 しい 技 術,早 急 に 出荷

が 期待 さ れ てい る製品 等 の 要 素 を考 慮 す る と,生 易 しい 意 思 決 定 で は な か った の

で あ る。

第 二 の 要 因 は,ナ ンバ 工場 の 企 画 チ ーム を構 成 した 当初 の 現 場 管 理 者 の仕 事 に
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対 す る献 身 で あ った 。彼 等 は製 造 施 設 の 管 理 と運 営 に従 来 よ り も っと良 い方 法 が

あ るは ず だ,と い う ビジ ョンを持 って い た よ うで あ った 。彼等 の 一 人 一 人 に は,

新 工場 の操 業 開 始 に と もな う苦 難 と回答 の 得 られ な い疑 問 を乗 り超 え よ うとす る

推 進 力 が常 に あ るよ うに思 わ れ た 。 これ らの新 しい管 理 者 た ちは,雇 用直 後 に開

か れ た 一週 間 に及 ぶ解 放 シ ステ ム企画 理 論 とチ ーム形 成 の た めの 研 修 会 に出 席 し

た 。 この 研 修 会 に は,ア イ ダホ 州 に赴 任 す る担 当 者 と社 長 を含 むZilog社 幹 部 の

両方 が 出 席 した 。 この 研 修 会 に よ って は じめて ナ ンバ企 画 チ ー ムは 「な に か 違 う

こと をす る 」と い う ビジ ョン を持 った現 実 の 管理 チ ー ム として 同 志 的 感 情 を分 け

合 うこ とに な る ので あ った。

研 修会 は,工 場 の 全般 的 展 開 に お いて も重 要 な役 割 を果 た した 。初 期 の約4・0

名 の要 員 が ナ ンバ に あ る工場 に 集結 す る と,直 ちに 全 員 が 参加 す る一 週 間 の 研 修

会 が開 催 され,使 用 す る設 計技 術 の説 明 と チ ームづ く りの 勧告 が 行 わ れ た 。 これ

は,管 理 者 や専 門 家 た ちだ け で な く,一 般 の 賃金 生 活 者 も参 加 し た実 験 的 な研 修

会 で あ った 。そ の後 も数 多 くの研 修 会,チ ー ムづ く りの 会 合,工 場 の 要 員 に よ る

外 部の 進 歩 的 工場 訪 問等 が 相 次 い だ。

次 に あ げ られ た分 野 は,設 計 技 術 の 分 野 で あ った。社 会工学 的 シ ス テ ム設 計,

オ ー プ ン ・シス テ ム の計 画,一 般 シス テ ム理 論,過 渡 期 計画 等 の諸 方 法 論 は,す

べ て ナ ンバ 工場 の全 組 織 設 計 に お い て 極 め て役 立 つ もの で あ っ た。

企業 の 本 部 その 他 の 部 門 か ら約700マ イ ル離 れ た位 置 に あ る とい う意 識 は,ナ

ンバ 工場 を 内 面的 には 一つ の チ ーム と して 結 束 させ,工 場 に あ る能 力 と知 識 を活

用 す る うえで 有 用で あ った,と い う指 摘 もあ った 。

工場 の 成 功 に重 要 な役 割 を果 た した もの と して あ げ られ た そ の他 の 分 野 に は,

必 要 性感 覚 ま たは圧 力 感 覚 が あ っ た 。製 品 と作 業 規 律 の 両面 で 高 い質 の 工場 を設

計 ・運 営 しな けれ ば な らな い とす る業 務 要件 が その 基 礎 で あ る 。 この 必 要 性 感覚

は決 して 偶然 の産 物 で は なか った 。使 命 感 と基本 的 認 識 方法 の ス テ ー トメ ン トを

作 成 して これ を強調 す る初期 の 重 要 な意 思 決 定 か ら成長 した もの で あ った 。 組織

の使 命 は,「 高 品 質 の ダ イ ス(電 気 的に 良好 な 集 積 回 路)を 最 小 の 経 済 的 お よび
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社会 的 コ ス トで製 造 す る 」ことで あ った 。 これ は,単 に 高 品質 製品 を製 造 す る工

場へ 「材料 を動 か す 」だ け の 工場 とは,明 らか に 異 な る もの で あ った。 この考 え

方 は,工 場 の具 体 的 な 目標 に 容易 につ な が る もの で あ っ た。 この使 命 ス テ ー トメ

ン トと,組 織 の土 台 とな る価 値 観 と信 念 につ い ての 基 本 的 認 識方 法の ス テ ー トメ

ン トに 企 画 チ ーム が 客 観 的 に集 中 で きた こ とに よ って,組 織 運 営 の強 力 で 目で 見

る こ との可 能 な根 本原 理 が形 成 され たの で あ っ た。

組 織 の 成功 に不 可 欠 と され た 要因 の なか に は,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの重 要性,

期 待 事 項 の 明確 化,お よび組 織 の 目標 を明 示 す るこ と もあ げ られ た 。 こ の率 直 さ

は,開 か れ た オ フ ィス空 間 と共 に,開 放 感 と,組 織 をか た く結 び付 け る信 頼感 を

育 成 したの で あ った 。 コ ミュニ ケ ーシ ゴンの 円 滑 化 は,部 門 間 に あ った従 来 の 障

壁 を打 ち倒 し,組 織 全 体 に 信 頼 感 を 醸 成 す る一 つの 最 重 要 な要 因 であ る と思 われ

る。

半 導 体 産 業 の各 所 に存 在 してい る ス ーパ ーマ ン症 候 群(一 人 の個 人 が 傑 出 して

リス ク も成 功 もす べ て 一手 に引 き受 け る)で は な く,ナ ンバ 工場 の シス テ ムは,

合 意 に よ る意思 決 定 の 重 要 さ と,組 織 が直 面 す る挑 戦 を解 決 す るた めに す べ て の

知 識 を プ ール す る技 術 的 資 源 の 重 要 さ を強 調 す る の で あ る。 合 意 に よ る リス クの

引 受 け は,組 織 の 重 要 部 分 が 知 って いな が ら必 要 な リス クを買 って で る ものだ が,

これ は 真 に レベ ル の高 い組 織 を 必要 とす る もの であ った 。

「エ ゴをな くす こ と 」は,組 織 全 体 の 成長 と発 展 を助 長 す る重 要な 要因 の 一 つ

と して,ほ とん どの管 理 者 が実 感 した要 素で あ った 。 エ ゴをな くす こ と とは,従

来 の 管 理 者 が持 って い た,意 思 決定,リ ス ク引 き受 け,個 性 の あ る専 門 家 と して

認 め られ る こ と等 が 管 理 者 の 自 尊 心 と満 足の 源 泉 で あ る とい う信 念 を 変 え る こ と

を意 味 す る。技 術の 開 発,情 報 の 流 れ,意 思 決 定,お よ び リス ク引 受 けを 組織 の

下位 レベ ルで育 成 す る と,こ の よ うな 移 譲 は チ ーム の功 績 を引 き出 し,管 理 者 も

これ を分 ち合 い そ こか ら彼 等 の 満 足 感 もさ らに高 め られ る。

成 功 に 貢 献 し た もの と してあ げ られ た その他 の い くっ か の分 野 に は,適 切 な採

用方 法,適 切 な 適 応指 導,適 切 な 同 化 プ ロセ スが あ った 。 これ らは,こ れ か ら組
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織 の 構 成員 に な ろ うとす る人 た ち に チ ームが 提 供 した もの で あ った 。 チ ームは全

面 的 に 面接 と採 用 過 程 に 関与 し,採 用 さ れた 新 しい 構 成員 とチ ームは 適 応指 導 と

同化 プ ログラ ムの 組 立 て に 関与 す る 。従 業 員 の応 募 者 は大変 多 く,技 術 者 の採 用

は 四十 人 に 一人 とい う狭 き門 だが ,選 考 基 準 は,健 全 な ビジ ョン,他 人 に対 す る 関

心,新 しい こ とに 挑 戦す る積 極 性 とい う単 純 な事項 で終 始 して い る 。柔 軟 性,適

応能 力,忍 耐 強 さ,お よ び曖 昧 さに対 応 す る能 力 ,こ れ らは すべ て ナ ンバ工場 の

組 織 が 高 い生 産 性 を維持 して い くた め に不 可 欠 と判 断 した資 質 で あ る。

ナ ンバ工 場 の将 来 の拡 張 のために さらに今 後 の 作 業 が必要 とされ る分 野(高 い生

産 性 の ため に も その 必要 性 が 実 感 され て い る)は 次 の通 りで あ る。全 設備 の 建 設

に 先 立 って装 置 お よび設 備設 計 を製 作 す ること,そ れ に特 に サ ン フラ ン シ ス コ湾 地

域 か ら移 動 す る場 合 の地域 社 会 に対 す る心構 え(カ ル チ ャ ー ・シ ョ ック) ,お よ

び ナ ンバ 工場 の 従 業 員 が依 存 し,一 方 ナ ンバ 工場 の 製 品 と資源 に 依 存 して これ を

使 う会社 お よび その 他のZil・g社 の外 部 組織 構 成員 との一 体感 と期 待 度の明確 化

とい う3っ の分 野 が あげ られ る。

ナ ンバ 工場 の 操業 シ ス テ ムは,Zilog社 の クパ テ ィー ノ製 造 設 備 の モ デル とな

った が,そ の 結 果 クパ テ ィ ー ノ工場 の コ ス トは節 減 された 。 また,Zilog社 は ク

パ テ ィ ー ノの 非 製 造部 門 の い くっ か で も社 会 工 学 的 方 式 を実 施 中 で あ る
。二 つ の

設 計 で 同 じ もの は あ り得 ない し,設 計 の や り直 しは 白紙 か らの 設 計 よ り困 難 で あ

る。 した が っ て,現 在 の プ ロジ ェク トは,本 報 告 で 述 べ た操業 開 始 時 の事 例 と は

,それ ほ ど類 似 点 を持 って い ない 。Zil・g社 の社 長 は,「 ナ ンバ 工場 で 成功 した か ら

とい っ て,他 の分 野 で も同 じや り方 で行 うよ うに言 え るよ うな状 況 で は あ り ませ

ん 。 そ れで は所 有 権 を生 み出 す方 法 に はな りま せん 。人 間は 自分 が や って い る こ

とを 信 じる必 要 が あ ります 。彼 等 自身 の考 えで な けれ ばな らな いん です 。.」 と述

べ て い る。

しか し,ク パ テ ィー ノ工場 で 設 計の 再 検 討 の 声 が あが って 以来 ,Zilog社 は こ

の動 き を 支持 して い る。設 計 工程 が 開 始 され て 以 来 ,社 長 もア イ ダ ホ州 側 の 工場

長 も同 意 した こ とで あ る が,ク パ テ ィ ーノ工場 の組 織 は ナ ンバ 工場 の 組織 とは か
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な り異 な る もの とな るだ ろ う。 そ れ は,技 術 シス テ ムの ニ ー ズ,人 間,お よ び外

部 環 境 が 異 な るか らで あ る。
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